







系大析分神粮ドイロフ 


最近の學界を恶魔の如く榴齓し神の如く®5倒歸依せしめたる 

大膽奇拔の新學說「精神分析」とは何をや 

こは……人 fin 行爲の錯誤、夢の! fi 現象を分析間明する微妙なる心 J l fi 研究の結, 1?1 である。 

こは . 人間の lii 實生活を龙右すろ M くべき恐るべき附在恝 ns 摘抉である。 

こは：：：神と惡抛とを同時に忌怵なく姑茲し人 nil 内奥の E を示す新しき 1 t ^ である。 

こは…… 勃起恐怖、中絕性交、游在的 |»1#. 愛、近锐相焱等精祌と性慾の聯閱交錯 5: 芷鍁せる新 
しき贲驗科哄である。 

こは…… 恐怖—假叫催-眠狀鸬死の欽羚詩的描巧退女鎅鰐梦の怪奇性—罪惡怼詉等精 
神作用の神祕を解明せる新心理擧である。 

こは ……狂氣•ヒステリ—、一切の精神病の拟因を分析し、適切なる捩法を明示せる最新の S 
乎である。 
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譯者序 

最初の譯「快の原理を越えて 」 des Lustpiinzips は千九百二十华に公にされたもの 
で、フロィドの學說に一轉機を剡したものと言つてよい。これまでの夢の解釋や、日常生活に於 
ける種々の誤謬、その他の論文に用ひられて居た欲求贲現の原理は、一脬深く掘下げられて、自 
我の分析にまで進んで來た。卽ち在來の快の原理によりて說明し難い神祕境を開拓して、生と死 
の莴藤を明かにし、自我は H ロスによりて生命を維持せんとするが、他方に破壞衝動によりて死 
の方に進まんとするものである。かやぅに自我は死によりて最初の出發點たる無生物へ復歸せん 
.とし、それを妨密するものが Ha スである。しかし尙考礅を深めて行くと、この二種の對立する 
衝動は、钗的相違を有するものでなく、單に部位的相違を有するに過ぎないで、いづれも自我の 
欲求贲現に外ならない。かくして汎性慾說の內容は深化したと同時に、一種の自我赞現說に變化 
したかの如き觀がある。 

X . 彷二の譯「集_心理學と自我の分析 」 Massenpsyclloogieimd Ich - Analyse は千九百二十一 


曹 








年に公にされ、自我と H B スとの關係から集阁精神の心理を述べて居る。卽ち自己愛と對象愛と 
に衷はれる性的衝§の進化や返行を檢討して、集圈、殊に敎#や軍隊の如き人爲的集園の結合が 
この性的衝動にその起原を有することを明にして居る。而して一方には群衆心理又は社會心理に 
於ける權威者ルボンやマクヂユーガル等の學說が表而的で、少しも集團精祌〇基流に觸れて居ら 
ず、殊に集_の指邮漭に對する愛を無視した ことを 强調して居る。而してこの種の愛は荷史前の 
原始的父に對する愛の遺物で、今日に於ても尙その威力を推持して居るとする。かの催眠現象の 
如きも集國現象と同一の原理の下に取扱はれ、暗示作用は凡てこの種の愛から生じたものである 
とし、更に戰華神經症もこの a の愛の結合が斷たれた爲に起るとして、集國-催眠、神經症、戀 
愛と0關聯を論じて居る。 

览三の譯「自我とエス J uas Ich und das E Q は千九百二十三苹に公に されたもので、これ 
は 「快の原理を越えて」 の 中に表はれた H ロス及び死の 衝動を更に深く檢 討して自我に於ける一 
新境地を開拓して居る。卽ち人生そのものは、 この 二種の衝動の間の爭岡と妥協であるとし、 そ 
れ等を說明するために新に H スの槪念を設立した。精神を自我、超自我(自我理想)、 H スとに分 



類し、それ等の間の動的關係を巧に論じて、强迫神經症や欝憂症の症狀を明かにし、罪惡〇感や 
死の恐怖 q 起原に論及して居る。かくして心の奥祕に活躍する凡ての作用は m 明され、兹に 全く 

從つてフロイドの學說の進展を知らんとするには、必ずこの三書を通 M しなければならぬ〇し 
かしこの三锼とも極めて難解のものであるから、豫備知識なくして直ちに本書を播いては、その 
眞意を捉へるのに困雖である。故に先づ本叢寄中0「精神分析人門」によりて斯學〇大綱を知つ 
た後に、本書を讀まれんことを希望する。 

第四の譯「精神分析の興味」 (Dils Interei an del . psychoanalyse .〕 は*心理學、言語學、 
哲學、生物學、進化論、文化史、美學、社會學、敎育學等に對し、精神分析が如何なる關係を有 
するかを略述したもので、精神分析學の研究と原理とが、如何に豐富なものであり、廣汎なもの 
であるかを知るに都合のよい論文である。本論文は千九百十三年の著作であるから、前記三種の 
論文よりも遙か以前0ものである。これを本書の卷末に附することは少しく妥當を欠くが、頁數 
の關係上玆に集錄することになつた。 
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本 S 譯はドィッ Q 原文によつた Q で—が、般初 Q 三論文は英 1 刊行されて居る。それで 
その方は英譯をも參酌し、表現の仕方が* mf 文よりも英文0方が日本語に近い時は、英譯によるこ 
とにした。術語の譯語は他の戴遨と一致すべきであるが、その餘裕なく、泣憾ながら、租だけの 
弯へによりて譯してしまつた〇これは他の叢替が金部出版されてから統一したいと思つて居る。 

昭和五部八月 
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快の原理を越えて 
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心的過程 § みが快 Q 原理 H よりて m 動的に支配 m れるといふことは、精神分析の原理に於て 
は何等疑ひもないこととして認められて居る。換言すれば心的過程は不快に滿ちた緊張に よりて 
蠢し、それ q 方向は結屢張 Q 減少、卽ち不快を避け快を生ずる如基轰 る。心的 謹が か 
やぅな進みを取ると考へることは、吾人の研究に經濟的見地を取入れることになる 〇局所 的粒に 
動的要素 Q みならず、經濟的要素をも尊重する叙述は、今 JJJ 吾人が考へ得るも QQ 中で最も完全 
なものであるといふべきで、それは超心理學的(日 etapsychologisch ) Q 名稱によりて區別さ t 
る價値を有する。 

此の原理の主張が、歷史的に建設された一定〇哲學系統に、 どれ だけ近寄って 居る か、 或はど 
れだけ慕系統を 採用して 居るかを吟味する こと 5人は興味を 有しない。吾人が 县觀察する 
領域の中事實を叙述し、說明す i と Q 努力によりて、か言な思索的 假設に 到達したの 








である。優先權とか新機軸とかを目的として精神分析の作業をするのでない。この原理 ( D 主張の 
根柢をなす印象は看過することの出來ない位に明白である。他方に吾人に對し存力に働く快と不 
快の感の意味を知らしめ得る如き哲珙又は心理學の學說があれば"吾人はそれ等に對して大に感 
謝すべきであるが、遗憾なことには玆に使用すぺき何等の學說も吾人は與へられて居ない。尤も 
これ等の部分は精神生活の中で最も暗 M であり、且つ般も人り込み難い領域である。しかし吾人 
はそれ等0部分に觸れることを避けることが出來ない ( D で、最も都合のょい假說を用ひて說明す 
ることが最良の方法であるやぅに思はれる。吾人は快と不快とを心的生活中に#在する興游〇量 
に關係せしめて考察するやぅに決定して居る。卽ち / JP 興蒗の量は局限されて居ないで、不快は 
そ0量 p 增加に相當し、快はその量の減少に相應すと涔へる。しかしこの場合に、感情の强度と 
それに相應する變化との問に存する單純なる關係を考へるのでない。少くとも精神生理學の經驗 
に從つて、それ等の間に存在する直接 ( D 比例に就て考へるも〇でなく、恐らく、一定0場合に於 
ける興奮 ( D 減少又は增加〇量が感情 < D 決定的成分であると考へる。尤もこ ( D 場合に實驗を行ふ餘 
地があるかも知れない。しかし分析學者に取りては、全く確實なる観察にょりて指導され得るま 









では"これ等の問題に深く入り込むことは妥當で ない 0 
しかしフーヒネル 3— 1言な深く觀察をした研究者が、 精神分析 的— 
り一達した梦へと主要點に於て j 致する快と不快の槪念を主張することを發見する時に、吾人ぱ 
その謹に對し無頓着たることが出來ない0 7 K ヒネルの主張は「有機 體の發 生及び發達の歷史 
に就て QiQ 見解」1 士拳)といふ氏還い論文に表れ—、—中に次の如く 
述べて居る。「意識的衝動が常误又は不快と關係して居るといふ限りに 於て、 快又は不快 i 
神物理的 i — け—荽び不雲 Q 狀態として考へられる。而 して私が他 腐1 
しむべく企てた假設がこ Qf に成立するかも知れない。醫以忐 f 精神物理的 i 
力一::此の限界を越えて完全なる安定狀態に近ょる時に、 その割合以快 

—霊狀態—れ■、そ sf — if 。 

して示さるべき二つ0限界の中間は美的 無關係〇領域で ぁる」。 

心的生活に於ける快 Q 原理 Q 主管信ずるやぅ S 人基いた養は次の假證中に表れて居 
る。卽ち心的裝置 Q 企としてその中に存在す—置を出来るだけ減少し、—、 ft 下 







變に維持せんと努むるものである。この假說は快の原理を形式を變へていつたに過ぎない。何と 
なれば若し心的裝超が興胬の货を減少するやうに働くならば、それを拊加せんと企てるものは、 
その機能に對して反對せるものとして、卽ち不快と稱へられるものを感じなければならぬ。快の 
原理は不變原理 ( Konstanzplinzip ) から推論される〇赏に不變原理は、快の原理の假定を必要な 
らしめた事寶から推論されたのである〇尙一層詳しく議論すると、吾人の假定した心的機能の方 
而に於けるこ 0 傾向は、フ x ヒネルが快感と不快感とに關係せしめた安定への傾向 (Tendenz 
zul- stabilitat)Q 原理の特殊 0 場合として分類するととが出來ることを發見するであらう 0 
しかしその場合に心的過程の進みの上に快の原理の主權を言ふ - とは嚴密に正當でないと言は 
なければならぬ。若しかかる場合が存在すとすれば、吾人の心的過程の大多數は、必然的に快に 
よりて伴はれ、又はそれに翦かれるであらう。然るに最も普通の經驗はこの結論に强く反對して 
居る。吾人は只快の原理への强い傾向が精神0中に存在するといふことは出來るが、しかし最後 
0 結果は常に快の傾向と一致すること 0 出來ない位に、他の力又は條件が快の原理に反對して居 
る。フ尤ヒネルは同一の關係に就て次の如き註釋を述べて居る。「目標に向ふ傾向はそれに 到達す 
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ることを意味しない。一般に目標は近寄られ得る Q みで ある」と。 若し 快の 原理を 有效に遂行す 
る ことを妨げる力は、如何—場合に存在するか Q 問題を取扱 ふ—ば、吾人は i 安全に且つ 
旣知の地面の上を步むやぅになるであらぅ〇而してそ Q 問題0解決と して吾人は 多くの分析的經 
驗を使用することが出來る〇 

快 Q 原理を妨げる第一 Q 場合は、それが正規的に生ずる ものであることを吾人は熟知して居 
る。快 Q 原理が心的裝置 Q 一次的作業樣式に順應 するとと、 粒に 外界の困難の 中に 有機 體を保 茅 
するには"そ Q 原理が最初から無用であり且つ非常に危險であ t とを吾人は 知？居る。 自我 

の 自己保存 Q 1 Q 影響 S に 、それ 逢 S 墨 ( wlflp ) S 換へられる。こ q 現 

實 Q 原理は、最後に快に達すること Q 志向を棄てないが、滿足を 延期し、 滿足 S 之可能を躞 

寅し快へ Q 長い廻り路に於け る 不快を一時忍ぶことを要求し强行 する。しかし快®原理は容易 

に 敎 育し 難い性 Q 衝動を顿かせる方法を永い間固執する。 而して快の原理は性の 衝動に よりて 働 

くか或は自我そ QS 中に働くか、何れ忙しても全有機 g に有害になる 位に、現實の原理1 
壓することが屢々である0 





同時に又快の原理が現贲の原理によりて置換へられることは不快0經驗 Q j 小部分に限られて 
居りて、最も烈しき不快の經驗に於ては、この置換が行はれて居ないといふことは明白である。 
他 Q 正規 QK- 快 Q 繁は、裏が 1S く綜合された蠢に8する際に心的に生ずる 
軋櫟と分裂とである。心的裝蹬を滿して居る殆ど凡てのヱネルギーは先天的衝動から來る〇しか 
しこ0衝動の凡ては同一の階段に發達することを許されない。途中に於て、特殊0衝動又は それ 
の一部が、その目的又は要求に於て、自我の包括的統一に統合する他の衝動と兩立し 得ない 場合 
が屢々ある。從つてそれ等の衝動は抑壓 (Yerdr 如 nglmg) 作用を被りて、この統一から分裂し、 
心的發達〇低い階段に保留される〇而して暫くの間凡ての滿足〇可能から切離されて 居る〇かの 
抑壓された性的衝動に見る如く、それ等 S 動が廻鹭通りて屢的又は 醤的蹵を得る こと 
に成功 すれば、 その成功は 他 Q 場合では 快を 橥 たすかも知れないが、この場合には自我により 
て不快と感ぜられる。■に終つた古い辄機 Q 騖として、快 Q 原理は破管れるが、 恰度その 
瞬間には一定の衝動が快の原理に從つて新しい快を得ん と 働いて居る。 抑壓に よりて 快 0 可能が 
不快0源泉に變化することの過程0 i 々に 就てはこれ まで 十分に理解され て茵ら ず、 又 明白て 說 







明す る こと も出來ない。しかし凡ての 神經症的 不快がこの種類に 屬 する ことは確實で 、その 不快 
は快として 經驗 することの出來ない快であ yo 

* 意識的感情としての快と不快とが自我に結びついて 居るといふことは重要なことである0 

兹に述べた不快 Q 1 一つ Q 源泉は吾人 Q 不快 Q 經驗 Q 大多數 Q も？ 包括して 居ない。 しかしそ 
0殘り宗快に就ては、快 Q 原理 Q 主權 Q 存在に反對しないと言ふこ—正當に主張す る ことが 
出來る。吾人 Q 經驗する大多數^不快は、知覺的不快で、滿足されなかつた衝動 Q 熱求 か又は 卜 
私に於ける事物 Q 芻に關する不快である。而してそれ等 Q 知覺はそれ自身に不快であることも 
あり、或は心的裝變於て不快 Q 豫想を生じ、危險 Q も？して認知される こと— る。 これ等 
Q 揮動 Q 要求：^に危險 Q 威嚇に對する反應、卽ち心的裝置 Q 眞 Q 活動によりて示される 反應は快 
の招理によりて或はそれの原理を變化する現實の原理によりて正當に導かれる ことが出来る。 
從つて快 Q 原理に就てこれ以上 Q 限 f 認知する必要はないやぅに見ゆる。しかし普 取扱ふ問 
題に關 する 新しい材料と新しい疑問とを供給する外界の危險に 對 する 心的反應を 研究す るには、 

快 Q 原理の範圍を擴げる必要がある0 、 




烈しき機械的旋盪 ( Erschatterung ) 汽琪の衝突、そ0他生命の危險を伴ふ出來事 0 後には、 
或狀態が生ずるも0である。これは•永い il 知られて居たことで、外傷性神經症 (traumatische 
Keurose ) の名稱が與へられて居る。恐るべき大戰爭が多數のかやぅな病氣を引起したが、それ 
は研究の結果"機械力の作用によりて神經系統に有機的傷害を生じたことに基くとされた。こ0 
外傷性神經症 G 症狀は類似の運動神經症狀の豐富なことに於て、ヒステリ10症狀に近いが、し 
かしヒポコンドリ彳又は較憂症に見る如き主觀的苦惱が强く表れる點に於ては、 P ステリーより 
も通常優つて居り、尙心的機能が總括的に一般的菰弱と、錯亂とを來たして居る證摅に於て、ヒ 
ステリーに優つて居る。戰爭神經症も又平和の際の外傷性神經症も、これまで十分に理解されて 
居ない。戰爭神經症に就ては幾分の光明を！！したものもあるが、しかし他方に大なる機械力によ 
らなくても同一形式の病氣が屢々起り得るといふ事實〇發見によりて再び問題が曖昧になつて來 





た。外傷性神經症には尙多くの考慮を要する二つの著しき様式がある。第 一 は主なる原因が驚愕 
0成分や恐怖に存するやうに見える點と、第二は同時に被つた身體上の傷害が神經症の生起を防 
ぐ傾向があるといふ點である。驚愕 ( scllreck ) 恐怖 cpurcht ) 憂慮 ( Angst ) は、これまで同 
じ意味のやうに誤つて用ひられて居るが、危險に對するそれ等 Q 語0關係に就ては明繫る區別 
がある。憂慮は危險が假令未知のものであつても、その危險の豫期及びそれに對して準備する一 
定〇狀態である。恐怖は恐るべき一定の對象の存在することを必要とする。驚愕は準備なくして 
危險に遭遇する時に表るる狀態で、不意の要素を强調した名稱である。私の意見からいへば、憂 
慮は外傷性神經症を生ずることは出來ない。憂慮は驚愕を保譴するも0で、從つて、驚愕神經症 
( scllreQmeurose ) にかからぬやうに擁護する。こ0疾病に就ては後に述べることにする0 
夢0研究は、一層深い心的過程0探究に近ょる最も信賴すべき道である。外傷性神經症にかか 
れるも〇 0夢は特殊的のもので、絕えず患荠をしてこの疾患を I 起した危險の狀態に歸らしめ、 
彼は新な恐怖を以て夢から覺めるのである。この事實を世人は餘り不思議と思はなかつた。外傷 
的經驗を引起した印象が睡眠の際でも患者に旗々閫人してくることは、單にその印象の强い證據 






IS 


であると考へられた。患者は外傷に對し所謂心的固執をする。疾病を持來た した經驗 にかやうに 
固執することは、長い間ヒステリ 1 Q 場合に知られて居た。千八曾九十三年にブロィエル ( W — 
er ) とフロイドとは、ヒステリ ー 患容が主として囘想 (we 日^ jg 2 epz ) から苦しめられる ことを 
公にした。戰爭神經症に於て、7ェレンチ ( Felzi ) と ジンメル ( simmel ) Q 如き觀察容は運 
動障害の多數の症狀を外傷0成分の固執によつて說明する - とが出來た。 

しかし外傷的神經症にかかれる患當が覺醒時に於て、彼等の經驗した災害の 囘想を以て占領さ 
れるといふことを私は知らない〇寧ろ彼等はその災害を考へないやうに努力するであらう。 夜の 
夢は病氣を引起した狀態に W 戾すといふことを自明のものとして認めることは、夢©本質を誤拌 
することに—。彼の健康 Q 時の像や希望せる恢復時 q 像が睡眠中に表れることが、 却？夢の 
本質に遙かに相應するやうである。この災害神經症者 ( unfallsneur し tiker ) の夢よりして、それ 
は夢の欲望實現の傾向に反する如く吾人が誤解してはならないとすれば、この場合に於ても、欺 
0機能は他 Q 場合と同じく混亂して、夢の普通0目的から外れると推定するか、又は自我の謎© 
如きマソヒズム的傾向の考へを玆に持つてこなければならぬ0 
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私は今外傷性神經症の不明瞭な且つ憂鬱な問題を後に殘して、心的過程がそれの最も早い時代 
に正常の活動を示したも0の一つを硏究しよぅと思ふ。それは卽ち子供の遊戯のことである。 

兒童の遊戯に關する種々の原理は近頃雜誌ィマゴー ( ImagoBd , Y .) 0中にプファィフぐ ( S . 

Pfeifer ) によりて集められ、且つそれ等0分析的價値が評價された。それ等0原理は子供の遊 
戯〇動機を推定することに努めて居るが、しかし經濟的見地、卽ち快の獲得に就て Q 考察に特に 
力を用ゆることをしなかつた。私はこれ等の現象の包括的研究を企てないで、一歳半の子供によ 
りて工夫された彼の最初の遊戯をこの機會に說明しよぅ。それは單に偶然の觀察のみではなかつ 
た。蓋し私は數週間その子供と彼の雨親と同じ家に住み、彼 Q 謎の如き且つ絕ぇず反復する行動 
が明白になるまで、相當〇時日を要したからである。 

その子供は知的發達に於て決して早熟ではなかつた。一歲半で明白に理解される言語は二三に 
過ぎないで、その他は彼の周圍のものだけに理解される雜多の有意味の音を發した。しかし彼の 
兩親や下女に對する關係は良好で、端正な性格を持つとして賞められて居た。夜間兩親を困らせ 
ることもなく、種々の事物に觸れてはならぬとか、一定の室に行つてはならぬとかの命令に忠實 





に從つた。殊に母親には愛着を有して居たに拘らず、母親が數時間出かけて、彼を殘して©く# 
でも泣くことはない。彼は母親の乳を飮んだばかりでなく、他人の助けを借りることなく、母親 
Q 手一つで面倒を見て育てられた。しかし時々彼が持ち得る凡て Q 小さ慕物を室 Q 隅や麻の下 
に投込むといふ厄介な習惯があつて、彼の玩具を片づけることは容易な仕事でない J あつた0 
彼はこのことを興味と滿足〇表情を以て行ひ、長く引張つた010101〇 0音を發した〇迂 
親の判斷にょると、それは rj 投詞でなく、「あつちへ行け」 (Fort) を意味する。私もさやぅに考 
へる。遂に私はこれは一の遊戯で、留守遊び (fortsein) をするために、凡ての玩興を用ひたこと 
を知つた。一日私は自分の#へを確める觀察をした。その子供は絲の卷いてある木製の絲卷を持 
つて居た。それを以て床の上を引きずつて行き、馬と車との遊びをするのでもなく、 絲の端を 持 
ちながら魅發の側から、巧みに投げて絲卷が見えないやぅにし、 〇 I 〇 — 0—0 と言ひ、 更に絲 
をたぐつてそ 0 絲卷を寢蕺 0 所から引上げ、それが見えると、「そこに」 (Da) と菩んで斗んだ。 
故にこれは不在と再會の完全な遊戯で、只最初の行爲のみが一般に觀察されたのである。子供は 
倦むことなく、.その遊戯を反復したがそれの後半0行爲に一脉大なる愉快を惑じたことは勿論 e 
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ぁ木る。 

* その 後の 觀察によりて、 この 解釋は十分に 確め られた。ある Q « r が 数 時 nn 外出して歸つて來た處が、 
子供は 「坊や、 ォーォーォ I 」と言つて迎へた。その言葉は 最初 分らなかつたが、直ちに次の事が明かに 
なつた。母の居ない永い淋しい時間、子供は自分自身も留守で あるとの一方 法を發見した。 その 方法と 
いふのは、 铪ど床まで下つて居る大鏡に、自身の體を寫 し、次 K : その前に辟んだ〇卽ち自分の姿が「あ 
つちへ行け」になるやぅにした。 

この遊戯の意味は直ちに明白である。それは子供の驚くべき陶冶の行爲、卽ち衝動の滿足を斷 
念することと關係して居る。そ ( D 結果として彼は母親が居なくなつても反抗を示さなかつた。彼 
は手近にある事物で、不在と再會を劇化することによりて補傲した。子供が自身でそれを創作し 
たか、それとも外部から Q 暗示によりて行つたかは"こ (D 遊戯0情緖的價値には無關係である0 
吾人 Q 興味は他 Q 點に存する。母親の不在は子供に取つて愉快であらぅ筈がなく、又無頓着にし 
て居ることも出來ない。この苦痛の經驗を遊戯として反復するといふ2:とは、如何にして快の原 
理と一致するか。こ0疑問に對しては不在が喜ばしき再會の必要的序曲として演ぜられなければ 



i6 


ならぬ こと 於に f 戯の M の目的はこの後の方に あることを恐らく 答へ るであらう〇しか しその 

解答に反 f して般 初の行爲の不在の方が、 喜ばしき結果を有する 全部の劇よりも遙かに屢々遊 
戯として表れたことが觀察されたので ある 0 

かやうな單一の場合の分析から確赏な結論は得られない〇公 平な考察に よりて吾人はその子供 
が他の動機から そ Q 經驗を遊戯に變へたといふやうに者へる。子供は § Q 場合には受動的でぁ 
つて、經驗に囚はれたのであるが、遊戯の際には發動的の役目をなし、 不快の本質を 有する に句 
らず震としてその經驗を反復した。この反復 Q 努力は 占有術励 SII 1 I 卽ちあ 
る阳 L を支配甘んと Q 力 Q 衝動)に歸することが出來るかも知れない。 而してそれは囘 想が快の 
ものであつても又不快のものであつても無關係で ある。 しかし 他の 考數も可能で ある。不在をす 

る母に對する復仇は慕生活では抑管れるが、 しかし そ i 仇衝勞滿 t して、 前述の 如き 
見えなくなるやうに事物を投げやる かも 知れない〇而してその時の意味は 「はい、 汝は行つてよ 
ろしい、私は汝を要しない、私は汝を逐ひ出さう として 居る」 といふ 意味 かも 知れない 。この 觀察 
の後一年經 つてから 、この子供は不愉快を 引 起す玩具を 床上に 投げる やうに なり、 に 行け」 
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と言つて居た。彼の父は戰爭に行つて不在であると敎へられて居たが、彼は少しも父を戀しがら 
ず、却つて母親の占有を妨げられることを望まないやぅな最も明白な表現を與•へた。人間の代り 
に事物を投げて、同様な敵對心を浊すことの出來た他の子供の例を吾人は知つて民 yo かやぅに 
深く印象されたものを心的に加工し、完全にそれを支配せんとする熱求は、快0原理から獨立し 
て一次的に表れ得るか否かは疑問である。しかし玆に論じた場合に於ては、その子供が不快0印 
象を遊戯 Q 中に反復したことは"そ Q 反復にょりて他の異つた、且つ遙かに直接的の快を得るた 
めであつたかも知れない。 

* この男兒は五歲九箇月の時に、母が死んだ。母が本當に行つてしまつた(0—010〕が、この子弗は 
少しも悲しまなかつた。母の死ぬ前に弟が生れたが、それに對して烈しく嫉妬した0 

子供の遊戯について尙研究を進めて行つても、二つの槪念の間の動搖を解決することは出來な 
い。子供は實際生活に於て最も大なる印象を受けた物を遊戯 ( D 中に反復することを吾人は知つて 
居る。而してそ0反復にょりて印象0力を放散しその狀態に打勝たんとするものである〇しかし 
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他方に彼等 Q 遊戯の凡ては、その時の優勢なる欲望によりて影 f れること、 例へ ば 大人に なり 
たいとか、或は大人のなすやぅなことをなし得たいとかの欲望に よりて支配され ることは十分扔 
白で ある。 尙又 經驗が不快 Q 性！：；；を帶びて居ることから、 それは 遊蛾に 利用され ない と眷へな 
い事實が常 に 麗される。范し雲が子供 Q 咽喉を診察し、或は 少しの手術を行ふことがあれめ、 
こ Q 怖しい經驗が確かに次 Q 遊戯の內容 になる。 尤もこ Q 場合に他の原因から 快感を獲得する こ 
とも看過してはならぬ。子供は經驗〇受動性を遊戯の發動性に轉移 せしめて、 子供 自身に.遭遇し 
た 不快の出來事を遊び仲間に適用し、 その 代理人に復仇をする 0 

この議論からして、特殊の f 衝動が遊戯の動機で あるとの 假定は、不必要で ある ことが分か 
る。觀客に示す ことを 目的とする點に於て子供0行動と異つて居る成人の劇的竝 に-^^ 的藝術 
は、 例へば悲劇に於ける如く、最も苦しき印象を觀客に與へず、却て非常に 樂しい ものとして惑 
ぜられる ことを 此の際附言して よい。 快の原理の支配の 下でも、 不愉快な ものを 記憶の對象 とし 
たり、 精神的精錬の對象 としたり する方法 や 手段が存在する ことは 如上の ことから 確隱 される。 
經濟的見地を伴ふ美的原理は、最後に於て快の獲得に終る如き場合 や狀態を取及つてよいかも 知 
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れない〇しかしこれ等の原理は、吾人の目的に少しも役立たない。蓋しそれ等の原理は快の原理 
の存在と支配を濺想し"快の原理を超ぇて居る傾向、換言すれば快の原理よりも一層早き起原を 
有し且つそれと獨立せる如き傾向の働く證據を少しも示さないからである。 

三 

二十五年問の烈しき研究は、精神分析の技術の直接自的に完全な變化を待來した。最初分析醫 
師は、患者の自覺しない無意識を推測し、種々の成分を綜合し、正しい時にそれを知らせること 
以外に何も努力しなかつた。就中精神分析法は解釋の技術であつた。しかし治療の任務はそれで 
完成されなかつた0で、次には患者自身の記憶によりて再構成を確信するやぅに患者に强ゆるこ 
とを目的とした。この場合の努力の主要點は、患者の抵抗であつた〇從つてその技術としては出 
來るだけ速く、その抵抗を暴露し、患客の注意をその方に向け、人 rl の感化(この場合には轉移 
,, TJeT 3 ertmg § g ** として颐く暗示)によりて抵抗を棄てることを敎ゆることであつた。 
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しかし そ Q 際に 絕參 明白 £ つたことは、無蠢 Q も Q を蠢 Q 中に 持來 たす といふ目的が 

この方法では十分に達せられないといふことでぁつた。患者は抑誉れた 凡てのも？ 囘想する 
こと 力 S ： 一來ず又恐らくその主要部分ですら再生す ることが 出來ない0 で、 彼に 示された權选が 
1ると Q 確信を t ない。 f 彼は抑壓 したも Q — 在 S 驗として 反学ることを餘儀 
なくされ、 醫者 Q 欲するやぅな過去 Q I 部分と して それを囘想す t とをしない。 この好まし か 
らざる變さを以て表れてくる再生は、幼兒 Q 性的生活 Q 斷片、卽ち？ィプ Kg 鳘 びそれの 
派生物為含し、且つ轉移 Q 領域、卽ち磬に對す晶係の 中に 規則正しく 行 はれる。讓がこ 
の程度に 行 はれる時には、以前 Q 神經症が、新しいも q に f 換つたと言ひ、それを轉移神經症 
? efglse ) と名づける。響は出來るだけ轉移神經症の範阐を 制限し、出來— 
け多く Q 1 ひ、出來— け少なく i せしむるや— 努 むる。1と再 t の 1 に出來卜 • 
つた關係は各の場合に異つて居る。—醫者はこの治—鍵を患者§ くことは出來ない。醫 
f 患者に忘却—生活 Q 一定 Q 部分—:しむるや之しなければならぬ し， I 
分には或震 Q 勢力が殘つて居ることに謹しなければならぬ。そ0勢力にょつて貧勺 S 赞は 
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忘却された過去の反腴たることが常に認知される。若しこの方法が成遂げられると、患者の側に 
確信を生じ、その確信に基く治療的效果が表れるやぅになる。 

Bd . VI .〕を見よ0 

神經症患者の精神分析的處篮に表れる所0反復强迫 ( wiederhol 目 gszwang ) を一曆分り易く 
するために、吾人は治療に於ける抵抗と戰ふ際に、無意識の抵抗を取扱ひつつあるといふ誤謬を 
第一に棄てなければならぬ。無意識的1卽ち抑壓された材料は、如何なる救治的努力に對しても 
抵抗をしない〇實はそれはその上に加へられる抑壓に反抗して、意識界に出んとし、或は現實の 
行爲によりて發露せんとする以外に何等の努力もしない。治療に於ける抵抗は、抑壓を持來たし 
たと同一の心的生活に於ける高等の水準及び系統から生ずる。しかし抵抗の動機、竝に抵抗そ0 
ものは治療の際には無意識であるから、吾人の表現方法の不適當なことを訂正した方がよい。若 
し意識と無意識とを對立せしめないで、連絡ある自我と抑踱されたものとを對立せしむる ことが 
曖昧を除くやぅになる。自我中の多くのものは確かに無意識でそれは自我の核と名づけられるも 
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のである。只その一部分に前意諏 CTOrbewuste ) の名を與へることが出來る〇かやうに純粹に 
叙述的の表現法を系統的又は動的の表現法に遛換へるならば、被分析奔の抵抗は彼の自我から生 
ずといふことが出來、且つ直ちに反復强迫を無意識界の抑鹏成分に歸すべきことを吾人は發見す 
る。恐らくそれは治療が抑贼を弛めるまで進まなければ表れることが出來ないも0であらう0 
意識的竝に前意識的自我の抵抗が快の原理を助けることは疑もない。それは抑壓せる材料0解 
除にょりて生ずる不快を避けんと試みる。而して吾人の努力は現實の原理に訴へて、かやうな不 
快感の入場を許されるやうに指導することである。抑壓されたものの力を表現する反復强迫症は 
快の原理と如何なる關係に立つか。反復强迫にょりて復活されるものの大部分は、自我に不快を 
持來さなければならぬことは明白である。蓋しそれは抑踱衝動の活動を明るみに出さうと促して 
居るからである〇しかしこの不快は巳に說明され、且つ快の原理に矛盾する - となくして說明さ 
れた。蓋しそれは一の系統に就ては不快であるが、他の系統に就ては"同時に滿足であるからで 
ある。しかし今叙述しなければならぬ新しく且つ著しき事赏は、反復强迫症が快の可能性を含ま 
ない過去の經驗の復活で、これまで抑遯された衝動の滿足でないことである。 
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幼兒の性的生活の開花は、それ Q 欲求と現實と0不和と、發達階段の不完全なることとの爲め 
に凋落の運命に遭遇する。それは非常に苦痛な感を伴ひ、最も痛ましき事情の下に衰滅する。愛 
情の損失と失敗とは自我感情に自己愛的創痕に比すべき深き創痕を殘した。而して私の經驗竝に 
マルチノスキー ( Maldinowski ) の說明によると、この創痕は神經症の患者に屢々生ずる、劣等 
感 ( Minderwertigkeitsgefuhl ) に對し最も大切な貢獻をなして居る。子供の性に關する穿鑿は彼 
0身體的發達に V りて制限を被り、滿足なる結論を得ることが出來なかった。それで後の生活に 
於て、「私は何もなすことが出来ない、私は何も成功することは出來ない」と Q 訴を生ずる。特に 
異性の親に對する子供の愛情的結合が失望に 終り、 滿足の豫期がはづれ、新しい子供の生れた - 
とによりて嫉妬を 生じ、 その出生を以て愛せる兩親の不誠實の誤りなき證據と考へる。又自分で 
もかやぅな子供を得んと悲劇的嚴肅を以て企てた子供の計寮は屈辱的失敗に遭遇する。それと同 
時に嘗て與へられた兩親の愛が一部分撤囘され、訓練と敎育が一層確實に行はれ、嚴格な言葉や 
時々は懲罰すら加へられて、あらゆる範圍の輕蔑が彼に示される。この時期の典型的愛情が如何 
にして終りを吿げたかを、正規的に反復する二三の典型的な神經症患者が發見される。 
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凡てこの好ましからざる出来事と、不快の■的狀鹿は、分析中の轉移の階段に ある神經靈 
者にょりて反復され、非帶な熟練を以て新に復活される。馨は治療を中絕 せんと努め、 輕蔑さ 
れた時 Q 管再現して醫者に向つて亂曾言葉を用ひ、冷淡な態度を 取り、 嫉妬に對 する 適當の 
對 象を 發 見し、以前に熱心に望んだ子供 Q 代 f して、 f 同じく i 的で ない 大 i 贈物を 貨 
はんとの約束をする。凡てこれ等 Q 行動は何等の快を與へるものとは言へ ない。それを 新しい經 
驗に構成す f りも、記 f して、又は夢 Q 中に表すことが、不快を少く するに 相違ない。 所が 
この經驗は滿足 Q 代りに不快鑫し、何等 Q 結果を生じなかつた。それでその行爲は 反復され、 
力强い强迫がそれに固執するやぅになる。 

精神分析が神經症患者 Q 轉移現象 Q 中に發見するも Q は、又正常 q 人問 q 生活に も觀察される 
ことが出來る。それは彼等 Q 體驗中 i く 所 i 命、卽ち蠢的特質に基く との印 f 吾人に與 
へる。而して精神分析は最初からかやぅな運命を大部分自分から 招いたもの、又は幼兒時代の影 
響にょりて規定されたも Q と認めて居る。そ1れ1狀は、神經董者0 反復 强 迫と 少 















しも異つて居ない。只かやうな患者は神經的轨櫟が症狀として表れないだけである。それでその 
者が他人に對する關係も同一方法で終りをつげることを吾人は知つて居る。例へば恩惠を與へた 
者が與へられた者から却つて惡意を以て報いられて、忘恩 Q 苦味を味ふ事があり、又友情を裂切 
られることもある。又自身でも或は一般的にも、大なる權威と認められるものを、一定0人に授 
け、暫く0後その權威を取上げて他0新しい者に授けるといふやうに、不定な生活を反復するも 
のもある。婦人に對する戀愛關係がいつも同じ階級を取り、同じ結娱に終る者もある〇若し吾人 
がこれ等の人々の眞意の行動に留意し、且つ同一經驗の反復中に常に表るる不變の特質を、彼等 
の 性格 中に 發見 するならば、上の如く同一の事を彼等が 無限に 反復することは當然 のこと である 
ことが分かる。それょりも 尙一層 著しきことは、彼_ 身 0影響を働かす こ. となくして、受沩的に 
あるものを經驗し、しかも常に同一の運命に再三遭遇する如き人0場合である。例へばI婦人が 
統けて三人と結婚し、何れもそ0夫は結婚後間もなく病氣にかかり、且つ死ぬ まで看護し なけれ 
ばならなかつた例を吾人は囘想する〇かやうな運命に就ての極めて感動的な詩的叙述を吾人は夕 
M ブソーの史詩 「聖徒解放」 (Gerusalemme Hberata) の中に發見する〇勇士タンクレ，ドは敵の 
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騎士の具足をつけて戰を挑んだ愛人ク U リンダを知らずに殺した。彼女が葬られた後、彼は 十字 
軍の怖れる不思議の魔の森に入つて行つた。ここで彼は劍で一本の高い木を切倒した處が、幹の 
切目から血が流れ出て、且つ木の中に閉込められたク a リンダの靈の憋が間え、再び愛人を傷け 
たことを非難するのを聞いた。 

靜ユングの論文 se Bedeutun crQ desvaters fiir ds Schicksal des snzeluep Jahr . , psvchoanH -^ 
F FsychopatFForsch .1 901 • Bp I .に於ける、氏の適切なる觀 ^ を參照せょ。 

轉移の際0行動竝に人間0運命に就て0上0如き觀察ょりして、精神生活には快の原理を超越 
する反復强迫が存在すとの假定を敢てすることが出來る。又戰爭神經症患者の夢や子供の遊戯衝 
動がこの强迫力に關係して居ると言ひ得るやぅである。勿論他の動機の共働なくして、この反復 
强迫が純粹の形に作用する0を認めることは極めて稀である〇子供0遊戯に就て、その起原が全 
く異つて解釋されることを巳に指摘した。反復强迫と衝動 Q 直接0快的滿足とは複雜に組合はさ 
れて居るやぅに見ゆる〇轉移現象は抑壓 Q 際に固執する自我 Q 抵抗を肋けるために表れたことは 
明白である〇謂はば反復强迫は、快の原理に固執せんと決意せる自我の補助であると言へる。尙 
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運命强迫 ( schickBakwang ) と名づけられる現象に於ても、その多くは合理的說明が可能で、新 
しく不思議な衝動を設ける必要がない。最も明白な場合は戰爭神經症〇夢であるが、しかし他の 
例に於ても、その出來事の狀態を細かく吟味すると、吾人に知られた動機の作用で十分に說明さ 
れないことを、許さなければならぬ〇從つてその場合に、反復强迫の假定を認めるだけ0理由が十 
分にある〇而してこの反復强迫はその反復强迫にょりて置換へられた快の原理ょりも遙かに原始 
的、要素的、衝動的であるやぅに見ゆる。しかしかやぅな反復强迫が心的生活にあるならばそれ 
が如何なる機能に相應するか、どんな條件〇下に表れるか、又これまで心的生活に於ける興奮過 
程の進みに於て權威を有すと述べた快の原理と、如何なる鼦係に立つかを知りたいと思ふのは自 
然である。 

四 

一 

次に述ぶる所のも〇は思索である。思索は屢々牽强附#0ことも あるが、 しかし各人〇特姝0 
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能度によりて思索 Q 價値が認められたり、又は無視されたりす る 0 思索 は 又 各人の好奇心から觀 
念がどちらに缚かれるかを見んとの探究であると言つてよい0 

無蠢過程 QI よ.〇し I は心的醬 Qf 一 il が出来ず、 f I の 機 
能であると Q 印 f 得たことから、精神分析的思索は出發する。超 心理 學的眷 へば、 意識は誌 
誠 ( BW ) と名づけられる特殊系統 Q 機能で—ことが主 f れる。含意識は主として外部から 
來る興街の知赀と、心的裝§內部からくる快と不快の感とを生ずるから、^ y —？ (知覺的意 
識)の系統に一 Q 空間的地位を與へることが出來る〇それは外部と 內部との 境界に 遊り、外界り 
7 S に向ひ J * A 仰には他の心的系統を包擁して居るに相違ない。吾人はこの 假定に於て 何も斩 しい 
ものを主瓜した Q でなく、腦髓解裂 Q 局所傾向と一致する。卽ち1解剖 學では 中 樞機關 を 包 
括す1外 SQ 皮 IQ 中に蠢 Q 座所を認めて居る。腦髓解—では、 解剖的# へば蠢 
力 jLJ の最も洛い！^れ踢所のどこかに安全に位 ll を占めて居る代りに、何故に擬の外表一」存£ ノ 
なければ—ぬ4を怪1ない。吾人 Q 知覺的意繋統 q 位 f 就て®假定から、 恐らく泣 
記の解剖的事實を尙深く推論することが出来るであらぅ0 
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意識はこ Q 知覺意識 Q 系統 Q 響に歸せられる唯 j Q 特殊 S 式でない。精神分析的經驗にょ 
りて得た吾人 Qs 象は、次 Q 如き假定に吾人を導く。卽ち他 q 系統に於ける凡て q 興窗過程は、 
意識的たることと全く齧係な 1 Q 薦—す永久的痕 f ? 為で tAJ Q 假定 S く0 
こ Qi 續 f 識に達しない時でも、往 々 f 强力であ A つ f 持續的で I 。しかし 
力やう兵？る興箬痕跡が知翠議的系統？にも構成されると信ず t とは麗である。 
若しその痕跡が永久 S 識 Q 中に f る—ば、新しく人りくる興證 f る, JQ 系統 Q 適合が 
直ちに如限されるであらう。之 S して若しそ Q 痕跡が無蠢であると すれば、 こ® 系統の 中で 
は無意證程で— Q に、他 Qf では意識現 f 伴ふことを說明しなければならない。卽ち意 
識^：になり得る過程を特殊系統から除去すとしても吾人は 何等の# る所もなく、又町の變化を 
も被らない。これが絕對的に吾人の露を萊綽しないとしても、兎も角意識的たることと、記慌 
痕跡を後 S すことと tr ei 系統 q 中で相？矛盾する證であると q 推測に吾人を 導く。 か 
やうにして吾人は次 Q 如く言ふことが出來る。蠢系統に於ては興靈程は蠢されるが、そて 
は永久的痕跡を®—い。 1 Q 藤をなす凡て Q 痕跡は、興證 波及に ょりて次の 內 部の系統 
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の中に生ずるのであらうと。私が千九百ハ牛「夢の解釋」の思索の宽の中に柿人した圖式は如上の 
意味に於て述べられて居る。吾人は意識の起 -- I に就て他の方面から少しも知らないことを反资す 
るなら ば、 意識が記憶痕跡の代りに生ずとの主張は、ある範囤にまで確定的であると許さなけれ 
ばならぬ0 

* この點は ブロィ H ルの studied iiber Hyaerie •一 S 95 の 现論に四する 5 ¢に企く從つて述べて el る。 

かくして 意識系統に於ける興帟過程は凡ての他の心的系統に於ける 如く、 その要素の永久的變 
化を 殘すもので なく、 しかしそれが意識的たることによりて放出され消失する如き特質を意識系 
統は 有して 居る。 かやう に一般的法則から興つて居る ことを 說明する には、 この系統の みに 存す 
る 成分を 葙礎としなければ ならぬ 〇而 して この成分は凡ての他の系統に缺けて居るもので、意識 
系統 Q 蕗示された 場所、 卽ち意識系統の外界に對する底接接觸であるかも知れない。 

感受性を有する物質の 不分化 的 小胞の 如き、 出来るだけ簡 m な形式に於ける生活有機體を想像 
せよ。 それの外界に向つて居る表而は、それの位置によりて分化され、刺戟を受取る器官として 
役立つ やうになる。 進化の膝史を繰返すといふ胎生學は 、中 樞神經系統が外胚葉から生ずること、 






腦の灰裒は原始的表面廢 Q 派生物で f 、 それの主要なる特質は遺傳にょりて傳はり得る 

ことを示して居る。小胞 Q 表面は絕えず外部 Q 刺 戦を 被むることにょりて、そ0物質の一定の深 
di ^ c ^. ilLi ^ J ^> 匕』ビ^」 I. > i 二 _ • . , . 


暦深い曆に於け る 過程と異 つた進み 


さまで絕えず變化を受け、その屁の興奩過程はそ ^よ 

- . --- l^t ぐ Ji 索 - V 占 〆 .犬适易 

を取ることは容易に考へられる。かやぅにして、一の皮1されるが、それは刺—用によ 

りて燃え f れて、刺戟 Q 受容 S し f 有利な—1じ、それ以上の f が不可能— やぅ 

に—。こ—へ I 講統 i 用すると、それの要素は已昼農度 I 化を被つて居るため 

に興證蓮$り5■一^ f な.^と客.^るこ.^」 AJS 素— を生ずる こ 

とが出來る。物質 Q それ等 Q — れ q 興—が何處に—窆就ては、多くの— 

f て、未疆11 f —5 。 i il —重行する^ 

に抵抗に打勝たなければならぬこと、§の抵抗の減少によりて興舊の永久的痕跡(通路)が 
殘1くこと、 SI — に於ては 一 S 素から他の要素へ fi 何—抵抗が？ 
存在しな5こと墨定しなければ—ぬ。心—統 SIS 的 
活動的との 一— II f の！こと— ロィエルは—して居るが、如上の考 P 聯 U 
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て 居る。意識系統の要素は束縛的エネルギ ー を苻せ ず、 放射し得る自由なエネルギ ー を荷す る。 

しかし 私の 海によると、 これ等の條件を確定的に 言 ひ表はさない方が現在では都合がよいやうで 
ある。兎も角吾人の 思索 h よりて 意識の起原が意縈統の位盤にそ 0 系統に歸せられる興 I 
程の特質とに一定の關係を有するやうになつた。 

更に刺戦受容の皮資脉を有する生活小胞のことを今少しく述べ友ければならぬ。この生^ T 锻の 
卜塊は 最も 深いエネルギーを位布する外界の中に浮動し、若し刺戟に對する保誰 ( M omN 
を有しなければ外 W から0刺戟作用によりて 破墩 されるであらう。この 最も 外部にある股は、 生 
活體に鼢する構迆であるが、ある程度まで 無機 的になつてしまふ。 而 してそれは刺戟を 豫防 する 
持殊の外皮又は膜として働くものである。換言すれば外界のラ不ルギーは、直接下に横りて、活 
力を p 木箏する臉に對して極めて僅少なる力を及ぼす*たけになる。かくしてこれ等の勝は保亂を被 
りながら、人つてくる多くの刺拽の受容を與ら行ふことが出来る。しかし外部の庇は、自己の死 
によりて"凡て Q 内部の脬が同一の運命に 遡 遇することを防ぎ、砂くとも刺 戦保護を破壤 するや 
うな强度の刺戟が人つてこないやうにする。 生活有機 體に取りて は、 刺戟の 謹は 刺戟の 受容よ 
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り も遙 力に大切な 仕事で ある〇この保誕裝置はそれ自身にエネルギを準備し、 殊 こそ t 
自身の中に行はるる特殊の H ネルギ10變容を保護して、外界より生ずる偉大なるラ 不ルギ10 
平等化竝に破壤作用に影響されないやぅに努めなければならぬ。就中刺戟の 受容は、 外部刺拽〇 
方向と性質に就て Q 報知を集むること—的とするから、外界 Q 少し Q 見本を取るだけで、換言 
すれば、少量で外 f 味ふことで滿足しなければ—ぬ。非常 i 達した有機 f 於ては、嘗て 
小胞であつた受容の外層は、身體の深い所に引きこめられたが、それの I 部分は 一役の 刺戟保嘴 
』 於の1^1下の表 la に殘されて！^る。これ等 q 部分が感覺器官を構成し、殊に特殊の刺戟の^^容こ 
對 する 裝 f 4し、且つそれ等は SQ 異常——、又不審©刺 f 防ぐ やぅに川來ヒ 
つて 居る。又外部刺戟 Q 極少量のみを同化し、外界の見本 Q みを取人れることが彼等0待質で、 
吾人はそれ等を以て かの 外界に觸れ、絕えずそれから 引込む 所の觸角と 比較す る ことが 出來 る。 

この點に於5葛も根本的 Q 取扱 S する一 Q 問題 S く觸れた. S ! ふ。時問と空問とは 
吾人 Q 囊 Q 必然的形式であると q ヵント q 主張は、今 H 精神分析によりて得られた一定の知識 
によりて龍されることが出來る。！^人は震によりて、無 IQ 心的證はそれ自身に無時間 


/ 
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(zeitlcs) であることを發见した。笫一に無意識過程は時 jn 的に配列されて居ないし、時間がそ 
の過程に變化を及ぼす * とはなく、時間觀念をその過程に適用することが出來ない。無時間とい 
ふことは消極的特钗であつ て、 これは意識的心的過程と比較することにょり て 初めて明白になる 
ものである。時問に就ての吾人の抽象槪念は寧ろ知鉛意識的系統の作用の様式から導き出された 
もので"系統自身の知览に相應するやうに見ゆる。この系統の作用の樣式の中に、刺戟に對する 
保■の他の形式が人つてくる。これ等の主張は極めて曖昧のやうに見ゆるが、しかし私はこれだ 
けの暗示を言ふに止めて澄く。 

生活する小胞は外界の刺戦に對し保護するやうに出來て居ることをこれまで述べて來た。そ0 
前に苔人はその次にある皮質虓が外部の刺戟の受容器官として分化されて居るに相違ないと斷言 
た。しかし後には意識系統となる所の、この感受性を有する陆はまた內部からの興奩をも受取 
る。內部と外部との問にある系統の位 M 、 竝にこの兩側に受容性が働く所の條件の相違が、そ0 
系統及び全心的裝搵0作用 Q 決定的成分になる。外界に對しては TJj 戟保誰があるために、それに 
對して生ずる大|の興诞も只縮少された程度に於て作用する。所が内部にあるも Q に對しては剌 
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敕保說が不可能であるために，一騎深い庇の興游はそ Q 系統 Q 方へ衰 へることなく 直接に 進んで 
行きそれ等の進み _Q 一定の特質と して 快不快の感〇系列を生ずる〇內部からくる 興密は、その 
强度拉に他の質的特質(恐らくその振幅)の點 よりして、 外 m から流れ人る刺拽 よりも、 遗かに 
その系統の作業様式に適合することは自然である。しかしこれ等の狀態よりし定さ二つ 
Q 报がある。第一は快及び不快 Q 感が凡ての外部の刺戰以上に霉になること、この快及び不快 
の感は _ Q 內部に於ける證 Q 謹である。第二は金く不快 Q 過剩を生ずる如き内部興锻に對 
する行動の方向である。 >- の場合にはその刺戟が U 部からで なく、 外部から働いて居るかの如く 
取扱ふ傾向がある。外部 Q 刺戟保護の手段をこの場合に適用する - とが出來る爲 である 。これが 
投务 ( projektion ) 0起原となるもので、病的狀態の發生には®要な役目をなすものである。 

以上の最後 Q 考 f よりて吾人は快 Q 原理 Q 支配 q 理解に5近づいたが、 しかし その原理に 
反對する場合 Q 說明をして居ない。それで尙一步を進めて說明 しよぅ。刺戟 保護を破壤する位に 
强ブなる外界力らの興海を外傷的のものと名づける〇この外傷 s JM . punm 。 の槪念には、他 q 場べ口 
では有効なる刺戟防禦であるが、こ0場合には無効であるといふ意味を包含して a ると 私は考へ 



がる。)外部からの外傷の如き出來祺は疑もなく有機體の H ネルギーの作川に烈しき隙寄を引起し、 
凡ての防禦手段を講ずるやうにする。しかし快の原理はこの場合に無効になり初むる。蓝し心的 
裝砬はかやうな多世の刺戟の洪水に對しては、设 jl 防ぐことが出來ず、却つて他の仕事が衷れて 
くる。卽ち刺戦の赞を統御し、拘柬し、旦つ相常の棑 m 口を求めて、それを解放してしまふやう 
にする0 

身體的芾痛に伴ふ特殊0不快は恐らく一定の限られた範國に於ける刺戟保譏が破壊された結 ui 
である。その爲に末梢に於けるこの點から中樞の心的裝瓰の方へ興密が永統的に流れて行く。こ 
の興脔は他の場合には只裝置の內部からのみ來る >- とを常とする。この侵人に對し"如何なる心 
的反應をなすのであるか。それはその破壤された部分の周圆に、この興奩に相應するだけのエネ 
ルギ10充積を造らんために、凡ての方面から H ネルギーを集めてくる〇卽ちこ Q 場合には反對. 
充秘 (GeQenbesetzung) が生ずることになり、その爲に、凡ての他の心的系統は衰滅し、他の 
心的活動の廣汎に亙る減退や麻痺を引起すやうになる。かやうな例ょりして、吾人の超心现學的 ■ 
推侧をかやうな原型の上に置かうと思ふ。尙高度に充稹された系統ですらも更に流れてくる新 H 
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ネルギ ー を受取り、それを靜止の充積に變じ、心理的にそれを束縛ずることが出來ると0結論を 
咅人は如上の行動より#るのである〇眞の靜止の充積が强くなればなるに從つて r それ 0 束母り 
は益々大になり、それと反對に、そ0系統の充嵇が低くなるに從つて、人りてくるヱネルギーを 
受取る力が弱くなり、遂には刺戟保護が破壤される如き結果に達するやぅになる〇流人の場所の 
周圍に充積が强く 1を單 S 人する 8 QS 蜃 Q 作用として說明することは、如上 Q 
見解に對し有力なる反 g ? にならない。若し反對者の言の如くであれば心的裝置は軍にエネルギ I 
充稂の增加のみを經驗し、苦痛の麻痺的特質や凡ての他の系統の減衰は說明されなくなる。烈し 
き放射作用によりて苦痛を減ずる如き結果も吾人の說明を妨げない。蓋しこの放射は反射的に生 
ずるからで、換言すれば心的裝镫〇干渉なくして生ずるからである〇吾人が超心理學的と名づけ 
た所の凡ての議論の不確實な >• とは、勿論心的系統の要素中の興密過程の本質に就て 何も 知らな 
いこと、又それに就て何等の推測を下すことは正當でない こと 0事實から來て居る〇かやぅに 吾 
人は常に大なる X を取扱ひ、その X を何れの新しい公式に も 適用して居る。この過程が 于不ル f 
1 の f : j / i ; 違矿よつて行はれることは容易に承認される假定で あり、 又それの 質^ j 多數な る こと 
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は(例へば振幅の種細に於て)第嫂らしく m はれる。吾人が茲に新に考察したことはブロィヱル 
の主張に茲いたもので、氏によると系統がエネルギーを以て充稂されるに、二種の仕方があると 
いふことである。卽ち心的系統(又はその要素)の充秘に相違があ P て、一方の充锁は自由に流 
れ、放射されんことを努めるが、他方の充秘は靜止の狀態を取るものである。故に心的裝镋の中 
に流人するエネルギーが束純されることは、それが自 JJ の流から靜止の狀態に潖換ることである 
と吾人は推測してよい。 

* Triebe 目 d Triebschicksale. (Ges. schriftep Bd* VC/ 參照〇 

通常の外傷的神經症は刺戟保譴が廣く破壤された結果であると試驗的に承認 t 得ると私は信ず 
る。さぅすると衝擊 ( schock ) に就ての古い素朴的の原理が却つて相當の理由を有するやぅにな 
り、後世の虛飾的な心理的見解に反對することになる。この見解によると"この病源を機械力の 
結果に歸せず、驚愕と生命の威嚇とに歸して居るのである。し加しこれ等の反對的見地は互に調 
和し雛いも0でない〇外傷的神經症に就ての精神分析的槪念は、衝瓒說の最も素朴な形式と同一 
でない。御擊說では衝擊の本質を神經要素の分子的構造、或は組織學的構造の直接傷害に求める 


t 
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が、 吾人は衝擊の影響を心的機關の刺戟に對する防繫の破壤に求め、又その破壤によりて生じた 
心的機關の任務によりて解せんとする。驚愕も亦吾人に取りては意義を有して居る。蓋し術擊を 
引 起した條仵は、憂慮準備の缺乏であり、又最初刺戟を受取る系統が超充積をしなかつたことで 
ある。この低い充積の結果として、その系統は人り來る興海の量を束縛することが出來ず、それ 
0刺戟保謎は容易に破11されてしまふ。かくして憂慮準備竝に受容系統の超充積は刺戟保護の最 
後の線たることを吾人は發見する。大多數の外傷に於ては、準備されてない系統と超充積により 
て準備されて居る系統との相違が外傷を生ずる程度を決定する成分であると言へる。尤も一定の 
强度を起えた烈しき外傷に於ては、かやぅな相違は最早重要でない。外傷的神經症に苦しむ患容 
の夢が常に災害を受けた時の狀態に泝る時に、それは欲求®現の目的を達して居ない。 尤も 以前 
の狀態を幻覺的に作り出すことは、快の原理の支配を受けて夢の機能になつたので あるが、 しか 
し欲求實現の目的は達せられてないことは眞贲である。しかしそれは快の原理がその支配をなさ 
んとする以前に、欲求實現以外の目的を 滿 足しなければならぬ爲であると吾人は推定して V I い 0 
これ等の夢は、憂臌を發達せしめて刺戟〇統禦 力を： S ： 復せん と 0企てで、そ Q 憂慮が發達しなか 
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つたことが外傷的神經症の原因になる。故にこ Q 秫〇夢は心的装趑 Q j 機能に就ての見解を吾人 
に與へて居る〇卽ちそ0機能といふ0は快0原理と無關係ではあるが、少しもその原理と矛质す 
ることなく、快を得、不快を避ける目的よりも 一 gL 早い起原を荷するやぅに H ゆることである0 
夢は欲求實現であるとの原理に一の例外あることを茲に初めて承認することが出來る〇發磁の 
夢は租が屢々詳細に述べた如くかかる例外でなく、又罰の夢 ( straftH : ume ) でもない。何とな 1 
ば、この種の夢は耢止された欲求贲現の代りに、 m にそれに相當した铞が表れるもので、從つて 
それは一 i 蔑に値する衝動に對し、反應として生じた罪惡意識の欲求馊現であるからである。しか 
し上述0外傷的祌經症患者の夢は、欲求货現の見地の下に持來たすことが出來ず、精神分析の際 
に屢々生ずる子供時代の心的外傷の囘想を持來たす夢でもない。彼等は瑢ろ反復强迫に從ふもの 
で、それは分析すると、忘却され抑壓された經驗を禆現せんとの暗示によりて生じた欲求に基い 
て居る。かやぅに精神を搔亂す如き興海の欲求實現によりて、睡眠を中斷する動機を除去する C 
とは、夢の根本的機能でない。心的生活全部が快の原理の支配を承認した後に初めて、夢はこ0 
機能を示すことが出來る〇若し快の原理の彼岸 (Jenseits dsliustpriuzips ) があるとすれば-, 
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夢の欲求實現に對しても、歷史以前の過去があつたといふことを承認することは論理的である0 
而してそれを承認することはその後の夢の機能に矛盾しない。只この傾向が I 日一破壊され ると 尙： 
外の問題を生ずる。外傷を生ずる如き印象を心的に萊縛する爲に、反復强迫を伴ふ夢は分析から 
離れて生じ得るであらぅか。その問に對する囘答は確かに生じ得るといふことである。 

戰 jf 祌經症はそれが表れる戰爭以外の場合でも、尙大なる意義を荷するも0である。それで私. 
はこの事に就て他の處(戰爭神經症の精神分析、萬國精神分析學文茆策二蒞千九百二十一年) に. 
次の如く說明した。卽ちその疾患は自我軋櫟 ( Ichkonflikt )) にょりて容易に引起される外傷的 • 
神經症であるかも知れないと述べた。心的外傷を受くると同時に身體的に m 傷を被る時には神經 
症を生ずる機會が少くなると、前の第二節の初めに述べた事實は、精神分析的研究にょりて强調 
された次の二つの事淸を老へると、容易に理解することが出来る。第一は、機械的衝1^が性的興 • 
蔣の源泉の一として認められなければならぬこと、(「干九百二十牢性說に關する三論文集」中 Q 
動搖と汽車旅行の效果參照)第二に痛みと熱とを發する病氣が、それらの持粒する間リビドーの 
分配に有力なる影響を及ぼすことである。かやぅに外傷の機械的力は性的興蕕の觉を解放し、そ 
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の興嵆は煺破の準備が缺けて居た爲に外傷的結果を生ずる。 しかしこれと 同時に身體的傷害を 被. 
ると、 害を被つた部分に 自己 愛的超充锫を生じて、過剩の興街は斑縛される~ うになる0自己 愛 
に就て"神經症に關する小論文集四參照)。以上 0 考察にリビド ー 說を十分に利用しなかつ たとは 
言へ、次のやうな诽贤が知られて居る。卽ち齩啜症に見る如きリビド ー 分配の 烈しき 隙密は 、そ 
れと併發した身體的疾病に ょりて 一時除去され ると。 贲に可な0進行た早發痴呆症の狀態 でも‘ 
同樑な肉體的疾病の爲に一時ょくなつて行くことがある。 

五 、 

刺戟受容の皮質暦は、內部 からくる 興锯に對する保誰裝搵を缺い てることから、 I の 免るベか' 
らざる 結果を生ずる〇卽ちこれ等の刺戟0轉移が大なる經濟的意義を有するやうに なり、 外傷的. 
神、經症に比較すべき經濟的障碍を生ずることが屢々ある〇これ等の內部興铤の最も毁 かな 源泉は. 
所謂 有機體の衝動、卽ち身體内部から生じ、心的裝遛〇方へ轉移する凡ての力の代表である。而 
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してそれ等の衝動は心理的硏究に取りて最も必要なも0であるが、しかし最も不明瞭なもので あ 
る0 

衝動から生ずる興篮は束縛された神經過程でなく，解放を求めんとして居る自由に活動する神 
經過程であると假定することは餘まり早急でないやラに見ゆる。これ等の過程に就て最も信賴す 
べき知識は夢の研究からくる。夢0場合に吾人は無意識系統に於ける過程が前意識の過程と根本 
的に相違することを發見した。卽ち無意▲識〇中に充積された力は容易に轉移され、置換され、壓 
縮され得る が、 若し前意識的材料と共に生ずる時には完全なる充積が得られない。これはよく知 
られた表白的夢(日 anifemcs Traum ) 0特質を生ずる理由で、前日の前意識にある殘留物は、無 
意識の法則に從つて精錬を被むるものである。私は無意識に於けるこの種の過程を心的一次過程 
( primfirvorgang ) と名づけ、吾人の正常の覺醒生活に行はるる二次過程から區別した。衝動0 
興密は凡て無意識系統に影響するから，そ Q 興避が一次過程に從ふといふことは決して新しいこ 
とでない。而して この I 次的過程は自由に流動1る充積と一致し、二次的過程はブ b ィヱ ルの束 
縛せる义は强壯性充稂の變化と一致する。一次過程に達する所の衝動興蜜を束縛するとは、心 
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的裝蹬の一脬高い勝の任務である。この束純をなし拟ふ時は外傷的神經症に似た障碍を引起す。 
快の原理 S にそれの變容たる現贲の原理)が妨害を被らないでその主機を振りまはすことの出 
來る機會は、この束縛が旨く成就された後のことに過ぎない。それまでは、興游の統御と束純と 
を得んとする、心的裝砬の他0任務が先に行はれるもので1それは快の原理に反對せず、只それ 
と獨立に或は一部分それを看過して行はれる。 

旣に述べた幼兒〇精神生活の早期0活動竝に精神分析的治故0經驗に表はるる反復强迫〇發現 
は、極めて髙度〇衝動性を苻して居る。それが快の肪理と對立して表はるる場合には惡魔的性質 
を示すものである。子供の遊戯を見ると、不快なる經驗ですら反復するといふ結論に達する。蓋 
.し彼等は m なる受動的經驗によるよりも、自己活動によりて、强き印象を更に多く支配せんとす 
るためである。何れ0新しい反復も、子供0要求するこの支配を强めるやぅである。愉快の經驗 
を以てしても、子供の反復を止めさせることが出來ず，印象の同 I なることを頑强に固守する。 
しかしこの特質は後になると消失するもので、例へば滑稽の如きは二囘聞く時は、殆どその效果 
がない。劇の動作も第一囘目には第一囘目と同じ印象を與へない。夂非常に興味を以て讀んだ本 
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をすぐに讀返すやうに成人に勸めることは不可能である。新奇は享樂の必然的條件である。しか 
L 、 子供は以前遊んだことがあり、或は彼に示した遊戯を反復することを大人から要求されても 
飽きない。遂には大人の方で全く疲れて止めさせる。同様に子供に面白い話を聞かせると、新し 
い話を聞かず、前の話を常に聞きたがり、しかも精密に反復するやうに求め、談話者が誤つて口 
を滑らしたり、又は新味を加へる爲に、異つたことを揷人すると、そ0異つた所を訂正する〇し 
かし、このことは快の原理と矛盾して居ない。反復、卽ち同一を發見することが明かに快の源泉 
である。他方に分析を受けて居る患者が、彼の幼兒生活の出来事を轉移〇中に反復するやうに强 
迫される場合は、あらゆる點に於て快の原理が無視せられて居ることは明白である。その患若は 
この場合に全く幼兒の如く行動するものである。卽ち彼の原始的經驗の抑壓された記憶 痕跡は束 
一:された る 形に於て表れず、謂はば二次的過程をなすことが出来ないことが分かる。 こ 0 束縛さ 
れて居ないといふ事馊は、夢0中に表れる欲求的空想を構成する力を有することを示すもので、 
その空想構成は覺醒經驗から得た殘留物に固執する爲に生ずるものである〇治療0終りに於て1 
醫師から完全に離れるやうに望む時に、同 j の反復强迫が屢々表れて、治療を妨害する〇そ t は 
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患者が分析に馴れて居ない爲に、一種の愛 rijr を感じ"寧ろ jJA らせて m く方がよいと思ふも 0 を覺 
醒されはしないかと爱礅するからである。而してこの凝磁は极本に於て惡魔的な强迫〇出現を恐 
れることであると假定してよい。 

衝動的のものが如何なる仕方に於て反很强迫と結合するか。茲に於て吾人は一般的に餘り明白 
に認識されず、或は少くとも明かに强調されて居ない所の衝動の特質、或は恐らく凡ての有機的 
生活の特質を追求したと漪へざるを#ない。而して追求した所によると、衝動とは以前の狀態に 
復歸するやぅに强ふる所の、生きた啊機體に內在する傾向である。而して生物は外部の妨害する 
力の影额一によりてその狀態を拋粢しなければならぬ。從つて術励は一種の有機的弾力、換言すれ 
ば有機生活に於ける惰性の表現であると言へる0 

* これと類似の臆說が旣に繰返して主張されたことを私は疑はない。 

しかしかやぅな衝動の概念は吾人に異機に響く。蓋し吾人は變化と發達 Q 方に導かれる成分が 
衝動の中にあることを發見するに馴れて居る のに、 玆ではそれと反對な >- と、卽ち生物0保存的 
性質の表現をその中に認めなければならないからである。他方に動物生活を見ると、本能が歷史 











4T 


的に條件づけられたことを確めるやぅな例を發見する。或魚は產卵期になると、 S 常の 習惯から 
遙か離れた一定の水に卵を產まんが爲に、骨の折れる旅行を企てるが、多數の生物學 S 說明に 
ょると"それは彼等 Q 幼稚時代に居た場所を求めて居るといふことで—。同様なことが渡り辱 
の移住して行くことにも言へる。しかし吾人が遺傳 Q 現象や胎生學 Q 事實の中に有機的の反復强 
迫の設管有することを思ひ起すと、尙多く§例を求めることは餘計なことで t 。 生きた動 
物0生殖細胞はその發達の最後の形式に最短距離を通つて急ぐ - となく，今日まで發建して 來た 
凡ての形式 Q 構造を、假令疾過的に且つ簡軍ではあるが、反復するを餘儀なくされることを吾、 
は知つて居る。これ Q 機械的說明は極一少部分を除いては不可能で、吾人は歷史的說明を看過す 
ることは出來ない。同樣に動物界に於ける可なり進歩した種族に於ても 再現過程が遙か§ く，了 

はれ f とが分かる。ある器官が失はれると、こ Q 再現糧にょつてそれと 全く類似 
官の發達を促すも Q である0 . 

反復を强ふる保守的衝動 Q 外5新しい構成と進步とを促す他 q 衝動が t と Q 反對意見は、 
健" R にぎ過してはならない。こ0ことに就ては後になつて論ずることにする〇しかし凡ての衝動 
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0目的は以前〇狀態に復歸することであるとの假說 を、 吾人は終： m まで追跡しょうと思ふ。蓝し 
吾人の探究する結論が非常に E 味深 m な外見を荷すると か、 或は祌祕に類似すると非雖する背•か 
あれば、そ0秫〇非挪を吾人は免れることが出來る。蓝し吾人の硏究は決してかやうなものでな. 
く、 極めて遛面目な結 n を 求め、 且つそれに基いた反遒を求めて居るからである。而してそれ等 
の結 m に就て吾人の望む所はそれの確赉性といふことに外ならない。 

凡ての 荷 機的锕動は保存的であり、歷史的に獲得され、退行的方向を取り、以前の狀態を役 防. 
せんとするものであるとすれば、吾人は凡ての有機的發達の結果を、外界、妨寄、轉向の影響に 
歸さなければならぬ。若し凡て0事惝が同一に止まれば、原始的生物體は最初から變化する - と 
を欲せず、同一の生活徑路を常に反復したであらう。 荷 機體の發達に印象を殘したものは地球の 
進化と太陽に對する地球の關係とであつたに相違ない。保守的の布機的•衝励はその生活の進みに 
於てこれ等の强迫的變化の凡てを取人れ、それ等を蓄積して反役したのであらう。かくして衝動： 
は 十：！ く又は新しい方法にょりて、古い目標に達せんと锂際は努めて居るに拘らず、恰も變化と迆 • 
步〇爲に努力する力であるかの如き虚僞の外觀を呈する。この凡て0有機的努力の锻後の目標は 
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次の如く說明することが出來る。若し生命の目標がこれまで達せられない狀態であれば、そ0目 
標は辋動の保存的性質に對するものである。寧ろ生物が發達の廻り路を迪りて行く目槻は、生物 
が以前に後に殘した最も佑代の出發點で、生物は再びその點に返らんと努むるものである〇凡て 
の生物はそれの内部0原因から死し、無機のものに復歸することは、例外の無い經驗であると假 
定すれば、「凡ての生命の目標は死である J といふことが出來、また「無生物は生物の前に存在し 
た」といふことが出來る。 

或時代に於て吾人の全く推測し難い力の作用にょりて、生命の特質が、生命なき物鍵の中に生 
起した。恐らくその過程は、後になつて生物の1定の庥0中に意識が生起した と 類似のもので あ、 
つたに相違ない〇豫め無生物の中に生じた緊張は"平衡を得んと努力した〇而して無生物に 歸ら 
んとの傾向、卽ち最初の衝動が表れた Q である。こ0時代の、生きた物質は容易に死んだ であら 
う。恐らくそれの生命は短いも Q で、そ0壽命は若き存機體の化學的構造にょりて決定されたの 
であらう。かやうにして生命ある物質は長い間間斷なく新に創造され、且つ辖易に死滅をつづけ 
て居たに相違ないが、遂には非常な外部の影響のために、生活物锊は最初の通路から離れた路免 
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行く やうに 强ひ られ 、且つ死の目標に達するには益々複雜な廻り路を取らなければ ならぬやうに 
なつた。保守的衝動にょりて忠贲に維持されたこの死へ0廻り路は 、今日 吾人 Q 知る生命の印象 
に外ならない。®し衝動のこの唯一の保守的性質が確馊〇ものとして承認されるならば、生命の 
起原竝に目■に就て、 これ 以外の假定を設けることは不可能である。 

若し * れ等の結論が吾人の耳に異樣に響くとすれば、有機體〇生命現象の下に 横る とする衝動 
の大なる集豳に就て下す結論も、同じく異様に見ゆるであらう。凡ての也活體は自己保存の衝動 
を有すとの假定は、衝動の存在が死を持來たす目的に役立つといふ假定と著しく反對する。後の 
考へ方にょると、自己保存 、横 力、自己主張の衝動の理論的意味は無くなつてくる。それ等の锕 
動は布機®をしてそれに特有な死への路を迪るやうに保證し、且つ有機體が固有のもの以外の無 
機物へ復歸しないやうに防_せんと企てた部分的衝動で ある。 從つて有機髋が極力それ S 身を維 
持せんと努めそれ以外のものと結合すること0出来ない謎の如き努力は消央する〇啊機體はそれ 
自身の仕方に於てのみ死なんと決心するものである。而して生命の擁_紫たる自己保存の衝動は 
根本的には死を執行する役人である。従つて生命ある有機體は短い路(所謂短傅路)を通りて生 
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命の目標に達するやうに補助する作用(危險 £ 對して最も力强く抵抗するといふ矛盾を生ずる。 

かしこの行動は知的努力と反對に、純粹0衝動の特質を表して居る。 

しかし如上 Q 事が全然眞理たることが出来ないことを考礅しなければならぬ。神經症 Q 原理は 
性の衝動に對して特殊の地位を與へて居るが、吾人は必れと全く異つた見地から性の衝動を考へ 
ょうと思ふ。凡ての有機體は尙多くの發達に鵄く所の外部の强迫に從ふものとは言へない。多く 
0有機體は今日まで低い水準に止まることに成功した。高等0動物や高等0植物が嘗て通つて來 
た原始的階段に類似した生活形式を示すものが今日多數#在する。高等な生活形式の複雜なる身 
髋を作り上げて居る凡ての要素的有機體は、自然の目的卽ち死に至るまで0進化の全き道程を 1 I 
つて居ない。それ等の中のあるもの、例へば生殖細胞の如きものは恐らく生活物質の根本的構造 
を維持し、一定時期の後に母體から分離する。その分離の際に生殖細胞は凡ての遺傳的傾向や新 
に獲得した傾向を以て充積されて M る。而してこれ等の二種の充稂が生殖細胞の獨立的存在を可 
能ならしむるのであらう。若し彼等が都合のょい條件に置かれると、發達し初める。この發達は 
同一の軌道を反復することで、彼等の發生もその反復に負ふものである。而してその物質0一部 
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分は終極まで發達をつづけるが、他の部分はその 間に 新しい生殖細胞の 核として發達の初めに再 
び歸つて行く。かくしてこれ等の生 g 細胞は又生物の死に反對して 働き、 その 爲に生物は恰も、 
浒勢的不死の如き特質を獲得する。しかしそれは死への道程を堪 に 長く することを 意味す るに 過 
ぎない。生殖細胞がそれと類似の他の ものと 混合し、又 それと 異つた ものと 混合する ことにょり 
て その機能を 强力に し、そ0 機能を 永久に 可能なら しむる ことは 極く m 要な 盘義を有する那啻で 
ある。 

個體を保存するこれ等 0 基本的有機體卽ち生殖細胞の 運命を 心配する衝動の群がある 。その衝 
動は件の有機體が外界0刺戟に對して防辦を有しない問安全なる保誰を與へ、最後に有機體とし 
て他の生殖細胞と結合するやぅに仕向ける。この衝動の群が卽ち性の衝動である。性の衝動は他 
0衝動と同じく保守的で、生活物質の以前〇狀態を苒現する傾向がある。 しかし 外部の肜響に抵 
抗する點に於て は 他の衝動ょりも遙かに强い〇而してそれは長い期問 そ 0生命を保存す るから、 
廣義に言へば一脬保守的であると言へる。性の衝動は琪贤上生命衝動で、死 Q 方に導く他0衝励 
0 傾向に對抗する事實は、彼等とその他のものと 0 間に矛府を示す ことである 〇祌筇症の 原理は 
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との矛质を成.嬰なものと認めて炳る。荷機體の生活の 中には、 恰も振動するリズムが袼するやう 
である。一群の衝動は出来るだけ迅速に生命の最後の目標卽ち死に達せんと努め、他の衝動はそ 
の途中のある場所で後戾りをし、その點から你一度同じ進路を通りて、旅行の期1 j を永引かせよ 
うと 努めて居る。性慾や性別は生物の初めには存在しないとは言へ、後に性的のものと して 叙述 
される衝動は最初から働いて居り、自我衝動の役割に反對する作用をなして居たもので、決して 
後の時期になって表れたものでないことは確かである。 

凡てこれ等の思索が全く极據を有しないか否かに就て吟味して見よう。性の衝動は別と して、 
以前の狀態を復活することを目的とする衝動以外の衝動があるか。未だ眢て到達したことのない 
狀態を得んと努力する衝動は存在しないか。玆に私が暗示した特質に反對するやうな衝動の例を 
私は荷機世界に知らない。植物界や動物界に於て或方面への進步は明白に存在するが、一層高等 
な發達を促す一般的衝動の存在することに就ては確證することが出來ない。しかし他方に一方の 
發達階段が他方のそれよりも遙かに高等であるといふ時に、それは吾人自身の評價の亊項に過ぎ 
ないことが屢々ある。而して又、一方の特殊のものの發達は、他のものの退化によりて嗯はれる. 
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とか、 差引勘定をするとか ( D 事赞は生物^によりて明白である。高等の發逹と退化とは、共に順 
應を强ふる外部の力である。而して锕勁によりて行はれる 役目は、 兩方〇場合に强迫的變化を快 
の源^として確保することに限られて居るやうである。 

♦フ H レンチは興つた泣 fl から、 これと fnl 探な槪念の可能で あることを結 a した o(Entwicklungsstufen 
des \ virMichkeitssinpes . Internationale zeitschrift fUr psy ^ 

にこの M 想の過程を iill りて JIL ると、再 人は 持級乂は退行の傾向が生物界を支 Ra して尻るとの觀 念を 信ず 
る ことを余 依なくされる。而して發 連 1 C 於け る迎步の傾向、 順應筇は 外部の 刺戟に 對 してのみ顯れてく 
る U ? 

知力の現在の萵さと偷理的#華とを持來たした所の、完全なも0へ進まんとの衝動が人間の中 
に存在し、その衝動によりて超人への發途が保證されるとの信念を桀てることは多くの人に取り 
て困雛である。しかし私はかやうな X ]部衝動の存在を ri じない〇而してかやうな慰藉的錯览を保 
存すべき仕方を發 H しない。現在までの人問の發達は下等動物の發逑と異つて居ると說明する必 
要はないやうに兌ゆる。少数の人間に觀察される所の、尙 if 兀全なるものの方へ絕ぇず努力し 


I 
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て居ることは、人 lj 文化に最も M 値あるものを建設する所の锏動の抑壓の結果として容易に說明 
することが出來る。抑 M された衝動は完全なる滿足を得んと努力するもので、その完全の滿足は 
原始的 Q 滿足〇經驗を反復することから成立して居る。凡ての補慣又は反動0構成、及び昇華等 
も不斷の緊張を弛めるに何等の役に立たない。獲得した滿足と要求する滿足との相違からして推 
進的動力が生じ、その動力は、提出された何れの狀態にも滿足して止まることをせず、詩人のい 
つたやぅに「屈することなく永久に前方へ」(「ファウスト」のメフィスト)と追究するも0であ 
る。完全なる滿足を持來たす所の後方へ退行する路は、通常抑■を支持する抵抗にょりて妨げら 
れる故にその道に止まらないで、他方の妨害のない進步發達の道へと進んで行くょり外はない0 
しかしこの發達の路を進んで行つても、決して結論や目標に達する見込は全くない〇神經的恐怖 
症の發達の中に表れる症狀は衝動の滿足を囘避せんとの企てに外ならない。而してそ0症狀はこ 
の完全へ達せんとする外觀的衝動を生ずることの原型である。しかし吾人はそれを凡て0人 lrj に 
常嵌める u と洁來ない。動的狀態が全く一般的に存在する—は眞 で—。 しかし經濟的關係 
が極めて稀にその現象を有利にするやぅに見ゆる。 
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冇機體を常に大なる統一に結合せんとする H BX の努力が、この完全へ達せんとする衝動の ¥1 
伉をなすことは眞資である。そのことは抑應作用と共に前に記述した現象を說明するこ . が出來 
るであらぅ0 

1ヽ 
ナ 

これまでの所論によりて、自我衝動と性の衝動との m に 銳き反對のある こと、 卽ち前者は死の 
方に進まんと努力し、後背は生の保存の方へ努力することを明にした。しかしこれ等の主張は多 
くの方面に於て確かに香人を滿足せしめないであらぅ。それに又自我衝動にのみ保守的特質、(或 
は寧ろ退行的特質と名づけた方が よい)、 卽ち、反復强迫に相當 する 性質を興へた。 蓋し 吾人 Q 假 
定によれば自我衝動は無生物に生命を與へることから出立し、再び生命の なきものに 復歸せんと 
の 目的を有するからである。所が性の噸動に於ては、生物の原始的狀態を生產 し、 再生する - と 
は明白であるが、しかし特殊的に分化せる二つ0生殖細胞をあらゆる手没によりて結合せ しめん 



57 


と努力して居る。若しこの結合が生じなければ、その細胞は多細胞有機體の他の成分と同じく死 
滅する。只この結合を行ふことによつて性の機能は生命を持續する >• とが出來、それに不死の外 
觀を呈するやうにする。性的生贿又はそれの前驅たる二個の原生動物の接合によりて、生活物質 
0發達過程0中に如何なる重要なる出來事が反復されるか。その問題に對し吾人は如何に答ふべ 
きかを知らない〇從つて吾人の思考の凡て0組織が誤謬であると證明されたらば、その答をする 
责任が無くなるであらう〇而して自我(又は死)の衝動と性(又は生命)の衝動との反對も同時 
に無くなり、反復强迫も吾人のいふ如き意義を失ふであらう0 
精確な駁論0くることを豫期して、吾人〇假定0一に歸りて述べよう。吾人は凡ての生命が內 
部•原因よりして死ななければならぬとの极據から、旣に多くの結論を作り上げた。死は吾人にそ 
の眞相を示さない爲に"吾人は無造作にこの假定をした。吾人は死をかやうに考へるやうに馴れ 
て居り、且つ何れの詩人もかやうに考へるやうに吾人を鼓舞する。かやうに信ずること0中にあ 
る種の慰藉がある爲に、吾人はかやうに薄へるやうに恐らく決心した0であらう。若し吾人0最 
愛の者が死ん*た後に、吾人自身も亦死ななければならぬならば、吾人の生命が、ある仕方で避け 
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ることの出來たかも知れない堪なる偶然な出來事によりて失はれるよりも、寧ろ自然 ぐべ か 
らざる法則、卽ち惊大なる宿命によりて失はれるといふやうに海へるに相違ない〇しか し、 生勿 
の內部法則の必然的結果として死するのであるとの信仰は、生存の負擔に堪へるやうに吾人自身 
て 公竹 してぼ^ a の一つである。しかしそれは根本的の信仰でない 〇原始 人に於ては 「自然の死」 
の觀念を祈しない。彼等は凡ての死を敵乂は惡靈の作 j に歸した〇それで吾人は この 信 卬を吟 味 
する爲に、先づ生物舉の研究に注意を向けなければならぬ0 

所がこの生物 m 的硏究に服を向けると、自然0死の uj 題に就て生物 t # om に殆ど I 致した寂 
見 Q ないこと、又死に就ての眞の槪念が全く知られて居ないのに吾人は獠くであらう〇少くとも 
動物に於ける平均〇譯命は、內部原因からくる死に關係すると言はれて居る〇しかし或 巨大なる 
0物や植物が、殆ど射算すべからざる位に長命であることを考へると、死に就ての印激は徐か I 
てしまふ。フリース(ギ . Mliess ) の誇張した槪念によると、凡ての生命竝に死の現燊は一定 時 
期の完結と關係して居り、その期間中に於て M 女0二つの生活物質は太陽暦に依存して居る こと 
が示されると。かし外部の力の作用が、殊に植物界に於て、それの生命表現を その時々0出來 
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事に於て如何に容易に且つ包括的に變化し得、且つ生命を促進し禁止し得る ことの 觀察は 、フリ 
1スの主張に反對し、尠くとも氏が建設せんと求めた法則の普遍性を疑はしむるやぅになる。 

ワイズマン (AYeislun ) の著書(千八百八十二 年、 生命の持辍に就て，千八百 九十 一一 年、 
生殖細胞等)に於ける死と生命の持續に就て Q 議論は吾人に取りて非常に興味が ある。 氏は 生活 
物質に可死0部分と不死0部分とがあるとする。可死の部分は狹義の身脰卽ち Soma で、それ 0 
みが自然の死に遭遇するものである。 ところが 生殖細胞の方は潜勢的に不死で、有利な條件の 下 
では新しい個體に發達する >- とが出來る。換言すれば新しい身體を以て自身を 取りまく - とが出 
來るといつて居る0 

玆に吾人の注意を引く點は、全く異つた思想0進路を取つて發達した苔人の槪念とワイズマン 
のそれとに豫期しない類似がある點である。生物形態學的見地から生活物質を考察するワイズマ 
ンは、その物質の中に死 Q 犊牲になる成分卽ち Soma を認め、且つそれを性的又は遺傅的要素か 
ら區別して考へ、他方に不死0部分、卽ち生殖細胞があつて、種族保存卽ち繁殖の目的に役立つ 
と#へた。これに反して吾人は氏の如く生活物質のみに注意を固定せず、尙その內部に働く力に 
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も注意し、二植〇衝動を M 別するやうになつた。卽ちその一は死 Q 術励で、生命を死に缭くこと 
を罔的とし"他の性の衝動は絕ぇず生命の JX 新に努力し且つその更新を持來たすも Q である〇從 
つてこれはワイズマンの生物形態舉的肪理の動的推論であるやうに見ゆる0 
しかしこの蜇大なる一致點は、ワイズマンの死の問題に就ての主張を吟味すると、疽ちに消失 
する。 蓋しワイズマンは多細胞有機體に就てのみ可死の身體細胞と不死の生航細胞との 區 別を 許 
し、取細胞動物に於ては兩秫〇細胞が同一であるとする。從つて氏は取細胞動物は浒勢的不死で 
あると確信し、死は多細胞動物にのみ表れると述べて居る。而してこの商等の有機體〇死は自然 
のもので、内部原因からくるものであると考へ、死は生活物質の根本特質にょるも 0 でなく、 X 
生命の本質に蓝いた絕對的必然のものと#へない。死は寧ろ合目的に計斑されたもので、生命が 
外部 條件に順應する現象である。 蓋し 細胞が 身體と 生殖と に 分化された後には、倘體の生命が、 
無限に永絞す る ことは、全く不當な饺澤になつたからである。多細胞冇機體に於け る この分化0 
出現と共に 死が 起り、 且つ 便利に なつた〇それ以後は高等布機體の身 W は j 定期 j の後*内郜原 
因から 死ぬる やうになり、眾細胞動物は不死に残るのである。 他方に 繁殖は 最初 死と 共に 輸入さ 
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れなかつた。それは反對に生長と同じく生物の根本特質である〇而して生命は この地球上に 表れ 
た最初から中斷されずに"つづいて存在した0である0 

自然の死を馨有機體に認 むることの 主張が、吾人の議論に補助を與 へないこ—容易に知ら 
れる 。死は生物が後になつて獲得した ものであると すれば、死の衝動を この地球に生活をなし初 
めた時まで}^ 11問 s t S 。 多細胞動物は分化 Q 缺陷や代謝機能 Q 不完全による 
內部原因から死をつづけるかも知れない。而してそれは吾人が從事 して居る硏究に對し何等の興 
味を與へない。死に就てのかかる槪念とそれより生じた考察は、通常人の 見解に一層接近する も 
0で 死の衝励 とい ふ前例のない假定に は 確かに適しない ものである。 

私の考へによると、ヮィズマンの主張に關する議論は何れの方面に も 決定的結果を與へ なかつ 
た。多くの學者は死が繁殖の直接の結果であるとしたゲッテ ( Goette . 188 C Q 見地に復歸 した。 
ハルトマン ( Hartmann . Tod end Fortpflanzlmg . 1906.) は死體、卽ち生活物質の一部分の死 
S れが死の特質で■と考へず、個人的發達の終局が死であると定義す る。こ Q 意味に 於て、 
單細胞励物も死すべきであるが、 しかし それは死と繁褪とが常に一致し、謂はば死は 繁殖により 



62 


て驳はれて仕舞ふものである。蓋しこの場合には母脰の全物質が新しい個體〇中に直接に撖取さ 
れるからである。 

硏究〇興味が职細胞動物に於ける生活物質の不死を贲驗的に^^する方に向つた。米人ゥッド 
ラフ (woodruff) は、二つの個骰に分裂する琪にょりて繁殖する絨毛ある滴趣 pgtoffeltierclien 
を取りて培養し、その分裂して生じた一つを孤立せしめ、それを新しい水0中に避いた〇而して 
氏が實驗を止めた時には實に三千二十九番目の世代までの繁殖を觀察した。最初の滴蟲〇最後0 
子孫は、その最初の祖先と等しく活潑に生活し、老齡とか退化とかの何等の微表をも示さなかつ 
た。然しかかる數が信賴し得べきものとすれば原生動物の不死は贲驗的に證明され得るやぅであ 
る0 

しかし他の硏究者はこれと異つた結果に到達した〇モーパス ( Maupas ) コルキンス ( calkins ) 
等はゥッドラフに反對して、これ等0滴蟲は一定數〇分裂 Q 後には弱くなり、大さを減じ、組織 
の 一 部を失ひ、或强壯にする作 jj に遭遇しなければ、遂に死に至ることを發見した。これにょる 
と、原生動物は高等動物と同じく老衰した後に死滅するもので"ワィズマンが死は生物の後期の 






獲得であると主張したことと全く相反して居る0 

これ等の硏究結果からして、吾人に確實なる根據を與ふる事實は二つある ことに氣が付く。第 
一は若し微生物が老齡の徴候が未だ表れない時に他の微生物と 結合し、配合する _後で再び分 

れる-機會を有するならば、彼等は老衰することなく若返りをすることである〇この配合は疑 

ひもなく高等動物の性的繁殖の原型である。しかし微生物の配合は繁殖とは何等の關係はなく、 
:に二つの個體0物質 Q 混合である。配合にょりて再び元氣を囘復することは他の刺戟 Q 樣式、 
例へば培養液0成分の變化、溫度の高上、震搖等にょりて置換へることが出来る〇卽ち 吾人は。 
H ブ ( J . u - loeb ) の有名な實驗を囘想する。氏は海膽の卵に化聲的刺戟を與へ て、 通常受胎作用 
0後に於てのみ生ずる分裂過程を引起すことが出來た0 
第二に滴蟲は彼等自身の生活過程を終つた後に、自然の死に赴くことは結局眞實らしく 思は れ 
る。蓋しウッドラフと他の硏究者との n の矛盾は、ウッドラフが 一々 0世代のものを新鮮な培發 
液の中に置いたことから生じて居る。彼がさやぅにしなかつた時には、他の 硏究 者と同じく各世 
代のものが老衰の徴候を示すことを觀察した〇それで氏は微生物は周圍の培養液中に放し^ 





謝機能の產物に よりて 害せられる ことを 結論し、 且つ 彼自身の代謝機能の產物 のみが、 その者の 
死を引起す效 m の あることを 確赀に設明する - とが 出來た。卽ち血綵の遠い漭の老廢物を以て滿 
された液中では立派に若返へ るが、 彼自身の老廢物の ある 液中に砬かれ ると© ちに死んでしまつ 
た。かやぅに滴蟲は同一液中に放任され ると、 自己の代謝的鹿物の不党金の配 m によりて、自然 
の死を招く。 恐らく 凡ての高等動物 もこれと 同一の狀態から死に至るので あらぅ。 

茲に於て原生励物0硏究に於て、自然の死に關する問題 Q 決定が U して何等か0役に立つたか 
との疑ひを生ずる。これ等の生物の gf 始的紐 織は、 彼等の中にある m 要なる條件を吾人に隱して 
居るかもれない。而して形態學的表現を作り出すに至つた萵雜動物に於て初めてその條仲が認め 
られるかも知れない。然し吾人が形態學的見地を槳てて動的見地に立てば、原生勧物の自然の死 
が證明され得ても"又得なくても、吾人に取りては全く無關係で ある。 それ等の動物に於ては後 
に不死0ものと認められた物質が可死の部分から分離されて居ない。生命を死に缁かんと努むる 
衝動力は最初から動物の中に働いて居たかも知れない。しかしその作用は生命を保存せんとする 
力の鋤きによりて覆はれてしまひ、その爲にかかる作用が存在するとの直接の證據を示すことが 
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疆になつた t 知れない。 1 Q 蠢孟言— S く內部纔が、原— 物に も 存在 


するとの假定を許すと、吾人は聞いて居る。しかし原生動物が ワイズマンの意味に於て不死であ 
ると證明されて も、 死は後期の獲得であるとの氏の主張は、死の外部の表現の みに適用され、 ぞ 
の方へ强迫する疆 Q 存在を否定するも？ない。玆に於て義學が死 Q 衝動 i 知を t 否定 
するであらうとの吾人の豫期は充たされなかつた。吾人0主張をなす0 に、尙他の理由が存在す 
とすれば、吾人はその主張0可能を尙一曆硏究 ずることが 出来る 。ワイズマンの身體細胞と生苗 
細胞と0 區 分と、 吾人 Q 死の衝動と生命の衝動との區 分との間に 驚くべく 類似が亳も破られずに 
存在し、しかも尙その價値を保存して届る。 

吾人は暫く衝動生活 Q 二元的槪念に就て考察して見ょう〇生活物質の過程に 就ての、ヘリング 
( E . Hering ) の原理にょると、二種の相反過程、 卽ち 同化 I 建設と異化—崩壤 とが 絕えず行 
はれるとする〇然らば吾人はとの生活過程の二つの方向0中に、生命 衝動と 死の 衝動と〇一つ0 

が であるが、性0衝動は生きんとの意志の權化であるとのシヨーベンハウ H ル ( Schopenhauer ) の 
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哲學の港に吾人は思はず漕ぎつけたことを伴ることは出來ない。 

吾人は大膽に尙一步進んで見よぅ。一般の意見によると、多數の細胞が一個0生命結合體に結. 
びつくこと、卽ち有機體の多細胞的なことは生命の持鞔を永くする手段である〇1の細胞は他の 
細胞の生命を保存する助をなし、單一の細胞ならば死滅しなければならない時でも"細胞の社會 
は生存をつづけることが出來る。二個の單一細胞體が配合され、又は一時的に結合されても兩方 
に保存と若返りの結果を持來たすことを吾人は旣に昍いて居る。その結果精神分析によりて生じ 
たリビド10原理を細胞相互間 Q 關係に轉移する - とが出來るかも知れない。各々0細胞の中に 
働く生命又は性0衝動は、それの對象として他の細胞を取り、その爲に刺戟されて死の衝動は一 
部分中和され、その細胞の生命は保存される。又他の細胞も自身の爲に、同樣のことを行ひ、或 
はリビドー的機能の爲に自己を犧牲にすると假定することが出來る。生殖細胞は又全く自己愛的 
( uarzisstisch ) に行動する。そのことに就ては個人が自我に彼のリビドーを向け"彼以外のもの 
を對象としないといふ神經症患者の原理の中に®々記述した。生殖細胞は後の偉大な建設的活動 
に對する準蹄としてリビドー卽ち生命衝動の活動を必要とする。有機體を破壤する惡性の腫物た 








る細胞は同じ意味に於て自己愛的であると考へることが出來る〇病理學は腫物の核を生來的のも 
のと見なし、それは胚芽的屬性を有すと考へて居る。かやうに吾人の性衝動のリビドーは凡ての 
生物を結合するもので、詩人や哲學者のいふエロス ( Er 8 ) と一致する。 

この點に於て吾人はリビドー說が漸次に發達した過程を吟味する機會を得た〇轉移神經症の分 
析をすると、對象の方に向けられる性衝動と、不完全に知られ且つ恐らく自我衝動であらうと言 
はれる他 Q 衝動と Q 間 Q 對立に氣がつく。それ等 Q 中で個體 Q 自己保存を助ける衝動が第一に認 
知される〇その他の如何なる區分がこの場合になさるべきかは知ることが出來ない。衝動の共通 
性質と衝動間 Q 可能的相違に就て大體 Q 理解を得ること咬ど、健全な心理學 Q 建設に對し必要な 
知識はないであらう。しかし何れの部門の心理學も、衝動0問題ぼど暗中摸索をしたも0はなか 
つた。何れの者も彼の欲するだけ多くの衝動、又は根本衝動を排列し、恰も古代希驗の哲學者が 
地•空氣•火•水 Q 四元素を取扱つたやうに、それ等 Q 衝動を整理した。衝動に就て或種の假說 
を粲てることの出來なかつた精神分析學は"飢と愛との語によりて示される、通俗の區別を先づ 
勿第一に捕へた。それは少くとも新しく任意に作り出した0ではない〇こ〇區別によつて精神沖 



6S 


症 Q 分析の際相當な部分を適當に言表すことが出來た〇性慾(山の槪念-それに又性 

術劾 Q 槪念-は繁殖の機能の中に風しない多くのものをも包括するやぅに挪大されなければな 

らなかつた。それが爲に嚴格であり•俊秀なる、或は取に偽避的な世人から V しく反對されるに至 
つたのである。 

精神分析黎が心理的自我に少しく接近することが出來た時に、次の階段を生じた。そ0自我は 
最初 抑！！ し監視する作用であり、防激を構成し、反動を形成することの出來るも0として認めら 
れた 。批判的のものや達見をする人々 は、 對象に向けられた性衝励の力にまでリビド ー の槪念を 
狹めることに對し長い g 烈しく反對した。しかし彼等はどこからこの十分な理解が#られたかに 
就て は 少しも言は ず、 又精神分析學に對し價値ある何物かを引出すことも出來なかつた。考察が 
進められるに 從つて、リビドーが如何に規則正しく對象か ら退き、 自我の方に向ふ(内向)かが 
精神分析的觀察から知られ、又子供に於けるリビドー發逑の研究にょりて、自我はリビドーの眞 
の且つ极 l 的貯水池で、そこから初めて對象の方に擴がることが明白になつた。自我はそれ自身 
を 曲 妁對象の一つとし、且つそれが對象の中で 圾も邀採され たものであると直ちに認めた。リビ 
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ド ー がかやうに自我に間着する場合が自己愛的と名づけられる 0 ( zul . EilhlalPJs Kiiss 
mg . Ges . Schriften . Bd . VI ) こ 0 自已愛的リビ ドー は分析的意味に於て は 、性衝動の 力の表現 
であつた。而してそれは最初から存在を許されて居た、自己保存 Q 衝 f 同一視され なければ な 
らぬものである。從つて自我衝動と性衝動との問0根本的對立は不適當になつた。自我衝動の 一 
部が リビドー 的のものと して 認められ、自我の中に性衝動が働く やうに考 へられる0恐らくこの 
働は他のものの俲に加つて現れるので あらう 0それに拘はらず、自我衝動と性衝動との 間の爭闘 
から精神神經症は生ずるとの古い主張を今日拂斥する必要はない。只この二種の衝動の差を、憂 
初は幾分質的の相違と假定したが、今日では異つた仕方、卽ち部位的 ( top £ g &) 相違として定義 
されなければ—ぬ。特に精神分析的硏究 Q 眞 Q 1 たる轉移神經症は、 S とリビ r 的對象 
の充積との 爭鬪の結果で あると見られて居る。 

吾人は己保存の衝動のリビドー的性質を尙多く强調しなければならぬ〇證し吾人は 凡ての も 
のを支持ずる H a スとして性衝動を認めるやうに考察を進め、且つ身體細胞と相互 結合を して 居 
るリビドーの總量から自我の自己愛的リビドーを I 出す ことを 認めるからである 〇し如 し茲こ A 


I 















穴て吾人は突然次の問題に遭遇する。自己保存の衝動がリビドー的性質のものであれば、恐らく吾 
人はリビドー的0も0以外0衝動を全く有しないで あらう と。この場合に少くともリビドー以外 
0衝動0やうに見 ゆる ものは#在しないことになる。その爲に精神分析蜞は、凡てのものを性慾 
で說明すると批判し、或はユングの如き改■は、リビド4衝動力 ( HI ) と同想味の 
ものとして 一般に 使用す る やうに迅速に決心したと批判することは正當であると許さなければな 
らぬ〇それはさうでない か。 

以上の如き結論を吾人は全く期待して居なかった。反對に苔人は自我衝動(死の衝動)と性衝 
動(生の 衝動)との間に明確な相違の ある ことを最初に#へた。吾人0見解は敁初か ら 二元的で 
あり、今日は尙一層以前ょりも 强く二 一 兀的に者へて居る。 蓋し 吾人は最早自我衝動と性衝動との 
對 立を言は ずして、 生命衝動と死の衝動とを對立させるからで ある。 之に反してユング〇リビド 
1說は一元的で ある。彼は リビド ー の術語を唯一の衝動力に用ひたが、それは混亂を引起すに相 
違なく、從つて吾人はそれに影響されないやうにしなければならぬ。吾人は自己保存の衝動以外 
の衝動が 自我 Q 中にあると假李 るが、 吾人はそれを證明することが出來なければならぬ 。しか 
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し 不幸に も 自我の分析は殆ど進歩して居ない と 言つて よく、從つてこ 〇證明は、非常に 困難であ 
る。自我の リビドー 的衝動は、吾人が未だ何も知らない他の自我衝動と特殊の仕方に 結合して 居 
るかも知れない。吾人が明白に自己愛を認めたことは，それ以前に、精神分析者の心中に自我衝 
動が リビド ー 的成分を_身の方に 引 人れた Q であらうと推測して居たからである。しかし それは 
全く不確實な推測であるから、反對者は何等0考慮をそれに.拂はなかつた。今日まで Q 分析の結 
果は單に リビドー 的衝動の存在を證明する地位に吾人を置いたといふだけである 。故に 他の衝動 
がないとの結論に吾人は賛同したくない。 

今日衝動說は不明であるから、幾分でも光明を與へるやうな觀念を排斥することは善くない0 
吾人は生命衝動と死の衝動との間の對立を吾人0出發點とした。對象愛は第二の兩極性、卽ち愛 
(溫愦 ) と僧(進轔)と Q 兩極性を示して居る。若し吾人が此等 Q 二つ Q 極性を、相互に關係づける 
やうにし、一方を他方から迎ることが出来るやうになれば、如何なる結果を得るか〇吾人は永い 
問性の衝動のサディズム的 ( sadistisch ) 成分を認めた0 (Drei Abhandlungen zur Sexualthe 
orie •一 905以後)吾人が知る 如くに、 その成分は獨立的に锄くことが出來、變壤 ( perversion ) 
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として人 nj の全部の性的傾向を支配する。それは私の所謂前性器的 ( pragenital 〕 有機體〇一の中 
に優勢な部分衝動として表れたものである。しかし對粲を m けることを目的とするサディズム内 
衝動が、生命を支持する H ロスから如何にして生じたのであるか。このサディズムは、自己愛的 
リビドーの作用にょりて自我から分離した死の衝励で、それは對衆に對してのみ働を示すとの假 
定が暗示されないであらぅか。それでこの衝励は性的機能に使用される。リビドーの口 £ 糾織階 
段 (orale organispionsstadiu 日)に於ては"愛の占有は對象を絕滅することと同 j である。そ 
の後サディズム的衝動は分離し、遂に性器的主期の階段に於ては、それは繁祯の自的と共に性行 
爲の资行が要求するだけ性的對象を征服する機能を司るやぅになる。自我から排斥されたサディ 
ズムは性衝動0リビドー的成分0案內役として働くと言ひ得る〇而してその後それは對象の方に 
迫つて行く。最初のサディズムが減退されず、又他のものと融合されない場合には、ょく知られ 
た愛情生活に於ける愛と憎の竝存性が生じてくる。 

浩し如上の假定が承認されるとすれば、死の衝動の例、殊に轉移した例を示すことの要求に應 
ずることが出來る。しかしこの槪念は直觀から遙かに離れたもので、全く不思議な印象を與へる 
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ものである。如何なる價を拂つても、吾人は大なる困難から脫れよぅと求めて居ると疑は^.るか 
も知れない。しかしその假定は、困難脫出の疑ひを受ける前に已にその假定をしたもので、決し 
て新しい假定でないといふことによりて、如上の疑に對して辯餱することが出來る〇臨床的覜察 
によると、サディズムの補充をなすマソヒズムの部分衝動は r サディズムが自我の方へ後戾りし 
たものと解しなければならぬ。しかし衝動が對象から自我へ後戾りすることは、自我から對衆へ 
轉ずることと本質上同一である。而して自我から對象へ轉ずることは全く新しい 觀念で ある 〇荀 
動が自我の方へ向ふマソヒズムは、迓際に於て早期の狀態に復歸すること、卽ち退行である。そ 
の際マソヒズムに就て述べたことは、餘りに絕對的である爲に、少しく訂正する必要がある。卽 
ちマソヒズムは一次的のものであると言ひ得るが、私は嘗てそれを否定せんとしたのであジ〇 
* この思索の大部分は旣にスビールラィン (Sabine spielreip ; Diebestruktion als Ursache des 
werdenpJahr f. Psychoanalyse. IV. ： 1912 )に よりて 豫示された。この論文は非常に傾値 ある 材料 

と觀念 とに滿ちて居る が、 私には全く明瞭でない。氏はサディズム的成分を破壞的であると考へる〇尙 

シユテルケ ( A . ss - rc -r ; Jnleidin 卯 by de vertalin 的 VO P 8 .Fr§d,«e Se3elecr'eschavinsmore- 










etc ., 1914 ) は、他の方肺よ 99 ビ rl の槪念を死への街锄の生物中的槪念と一致 させようと 試みた c 尤 
もこれは理論に基いた假定に過ぎなかつた 0 ( M ank:I>er Kiiinstler 參照)これ綠凡ての企ては、本逛 
にある如く、呑人の未だ知らない本能說を明かにナベ$必诞を示して居る。 

しかし生命を支持する性衝動に歸りて述べよう。二つの個體が結合して後分離することにより 
て二つの個體が强力になり若返りすると同じく、二つの個®が結合しただけで分裂し なくても 强 
力になり若返りすることを吾人は原生動物の硏究から學んだ。原生動物 Q 子孫には退化の徴候が 
なく、彼等自身の代謝作用の有害なる結果を永い間防勸する力を得るやうに見ゆる。この|の觀 
察は性的交接の結果の一原型と考へてよいと私は思ふ。しかし僅か異なる二つの細胞の融合が如 
何なる仕方に於て、かやうな生^:の J 4 新を生ずるか。原生動物の中の結合が化學的又は機械的刺 
戟の作用によりて遛換へられ得るとの贲驗は、それが新しい刺戟 量0 導入から 來 るとの 確實 な囘 
答を吾人に與へる。このことは、個體の生命過程は內部の原因によりて化學的緊張を緩和す るこ 
と、卽ち死に導く こと、 之に反して個別的に相違せる生活物質0結合は この 緊張を 增加 し、 謂は 
ば新しい生命力 0 相違 (vitaldifferenze) を生じ、再び生き永らへなければならぬことの 睽定と 
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全く i 致する。この相違には一つ又はそれ以上の適量があるに相違ない、心的生活、竝に神經生 
活を支配する傾向は、緊張の輕減に努め、不變の水準を保ち、內部の刺戟の緊張を除去すること 
(バルバラ•ロゥの言に從へば涅槃 Kirwana の原理)に努力することを吾人は認知する。その 
努力は恰も快の原理の中に表れる努力の如きもので、吾人が死の衝動の存在を信ずる硗も强い動 
機の一つである0 

死0衝動 Q 探求に初めて吾人を向けた反復强迫〇特質を、性衝動 Q 場合の如く證明すること Q 
出来ないといふ不安〇感が、吾人の議論の進みを妨げる。胚芽的發達過程の中にかやぅな反復過 
程を示すものが多いことは眞である。卽ち性的繁殖を目的とする二個の生殖細胞とそれ等の發達 
史とは、有機的生活の最初を反復して居るに過ぎない。而して性衝動にょりて企てられる過程の 
主なる樣式は二個の細胞の結合である。その結合にょりて初めて高等生活體に於ける生活物質の 
不死が確保されるのである。 

換言すれば性的繁殖の起原と性衝動0發生に就て吾人は硏究しなければならぬ。而して此等の 
問題に就ては門外者は硏究を_路し、專門家ですらこれまで解決することが出來なかつた。それ 
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で吾人の思想〇進みに何等かの關係を有する凡ての相反せる說明や意見の 中から、 短く拔萃 をし 
て 見よぅ。 

繁殖0問題を生長現象0一部(分裂、發芽による咐加)として叙述ずる見地は、その神祕的な 
魅惑を失つて居る。性的に分化された生 m 細胞によりて繁 m を生ずることは、 K 面目なダーゥィ 
ンの思考樣式に從つ て、 次の様に涔へる >- とが出來る。卽ち二つの原生励物の偶然の結合から生 
ずる他秫混食 Ampllimixis ) の利益を、その後の發達の爲に支持し、利用する一方法であるとい 
ふことが出來る。性は極めて古いものでない。性的結合を目的とする非常に力强き衝動は、袋て 
偶然に生じ、それ以後荷利なも Q として岡定されたものを反復するも Q である。 

* ヮィズマン (Das Kehnplasm i 5 ) はこの 利益を否定する。日く。受胎作用は生命の 1L 新を窓味しな 
い。卽ちそれは生命の延苌に必要でない。それは二つの興なる JS: 傅個向の m 合を可能なら しむる 企 Icii 
ぎないと。尙氏は生活體に於ける趨異の咐加は、かやぅな融合の結果であると考 へる 0 

死に關して生ずる如くに同一の問題が起つてくる。卽ち原生動物は彼等が示す所のもの以外に 
何物かを荷すと言ひ得るか。高等動物の場合にのみ認められる力や過程は、最初原始動物の中に 






77 


生じたと假定し得るか。上に述べた性慾に就ての見解は、吾人の目的に對して少しの補助をも與 
へない。最も單純な生活形式の中に作用する生命衝動0存在を假定することに反對する者がある 
かも知れない。しかし若し反對するとすれば、生命の滅亡を防ぎ、死の作業を一層困難ならしむ 
る配合が保存されず又精鍊もされないで、却つてとれを囘避するに至るであらう。故に若し吾人 
が死 Q 衝動の假說を槳てないとすれば、最初から死の衝動は、生命衝動と結合して居ることにな 
る。しかし吾人はこの場合に二つの未知數を有する方程式を取扱ひつつあることを許さなければ 
ならぬ。性の起原に就て科學は吾人に何も示すことが出來ない爲に、この問題は、假說の光です 
ら通らないやうな暗黑に等しきものになつて居る。しかし他の方面に於て吾人はかやうな假說に 
遭遇するが、しかしそれは科學的說明ょりも寧ろ神話ともいふべき空想的のものである〇從つて 
その假說が荇人の努力して要求して居る一の條仵を精密に滿さなければ、それを採用するだけの 
勇氣を私は荷しない。卽ちその條件といふのは、以前の狀態を復活する必要からその衝動を生じ 
たといふことである0 

勿論私はプラトーンが「對話篇」の 中に、 アリ.ストフアネスをして言はしめた原理を玆に引用 




7S 


する。而してその原理は性衝動の起原のみならず、それの對象に關 t る敁も大切な種々の趨垛を 
も取扱つて居る。日く「人問の性質は嘗ては今日と全く異つて居た。最初は三つの性があつた 
今日のやうに二つでなく三つあつた。與と女との外に槊三性があつて、それは j 女性的 ( Mann - 
weibliche ) のも Q 、 卽ち男性と女性と 0 結合したものであつた〇 こ の人問には凡てのものが二茁 
で、 四つ 0 手と四つの足、二つ 0 顏と二つの性器を荷して居た。その後 ッォィス 神は、吾人が料 
理の際梨子を二つに割るやうに、その人 rj を二つに切り離すやうに薦められた。凡ての本質がか 
やうに二つに分けられた時に、一方の半分の漭は他方の半分のものを慕ふやうになり、二侗〇半 
分は抱擁し、彼等の身體に絡まり、再び一緖に生長しようと望んだ J-Heo 

* 私は ゥィー ンのゴ y ペルッ敎授 ( HH .GOmpel.?0 より、この ブラト T ンの_話の起原について次の話を 
問いた。この話の一部を氏の述べた通りの言葉で抄錄しよう。私はブラトーンの神話と本贺上同じやう 
な話をゥバーーシャッドの中に發見したことに注窓を向けたい。 Brihad - Aswypka - UDanishad , 1 VCC - には 
世界は Atman (自己又は自我：> から創造され たと 述べて、次の句がある。「ァートマソは何缂の快樂を 
も經驗したことがなかつた。その爲に何人でも一人で居る時は快架を存しなかつた。それで彼は對乎を 




锘んで居た。彼が對手と抱擁した 時、 男と女とを合せた位の大きさになつた。それで彼は自身を二つ h: 
_つて、夫婦を造つた。それでこの身槪は、^色目為】^^によると、自己の半分である。これと同じ理 
由で、¢1の不足の部分は婦人で充たされるやぅになつた。」 

BrihadlA3nya?rrupanisllad は凡てのゥバニシャッドの中最古のもので、^門家でも西 M?a 元前八百 
年以後のものと言つて居ない。現在多くの人の信ずる事 K: は反對で、私はブラトーンが彼の對話笳を作 
るに常つて、これらの印度思想に假令 111 ] 接にでも據つたといふことを確货に否定することを好まない0 
何となれば、それは鲅魂浮游說に對しても全然除外で％ないからである。ブラトーンがこれによつたと 
いふことは、最初ビタゴラスの言ひ出したことであつた。思想が偶然にも一致したとの意義はそれによ 
つて失はれない◦何となれば•フラトーンは何等かの手段 fc よつて mff の傅說から、か i る物15を^用し 
たとは思はれない。しかしこの言葉が m 要なる意味を持つて居ることを考へると、彼がその中に含まれ 

る眞理を知らなかつたとは言へないやぅである。 •• 

チ 1 グラ ー flnziegler ; Keue Jahrscher fik das kf sische Altertum, BcL 31. 1913 〕 はこの思 

想の紐^的硏究をなして居る。これによりてパピロ y 人の觀念を迎ることが出來る。 
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苔人はこの 詩人啊 擧苕〇暗示に從つ て、 生活物奴はそれが生を受けた時に小さい 分子に分割さ 
れ、その分子はその後性の衝動にょりて W び結びつかん と 焚めて居ると假定すべきで あるか。生 
八 Jr なき物質の化學的親和力が尙持續 して 居る性衝動は、 jf 生動物の領域を 通過して、 生命を ^ か 
す刺戟に滿ちた環境からの 凡て0 妨锛に漸次に打勝ち、而 して保護肝を形成す るやうに 强ひ られ 
たと 假定すべきか。而 して 生活物質の これ 等の分離せる部分が 多 細胞 布機船を 作り上げ、 遂に非 
常な集中した形式に於て再結合を欲する衝動を俎 g 細胞に轉移 する に至つ たと 假定 すべき か。 私 
はこの 邊で思索を中止すべき であると 海へる 0 

しかし二三の批判的反资を述べて結論に達しょう。玆に述べた見解を私自身は確信して居るか 
否か、又若し然りとせばどれだけ確信するかと尊ねる人があるかも知れない。それに 對し 、私は 
自身に確信しても居ないし、又他人に確信を引起すやうに求めても居ない と 答へ たい。 尙瞵密 に 
言へば、私はどの位その事を信ずべきかも知らない。確信といふ情緖的成分はこの場合に全く考 
へる必要はないと私は思ふ。吾人は思想の線に自身を投じ、それの導くだけ從つて行つて蓮支へ 
ない。而してそれは邪路に陷ることなく、軍なる科學的好奇心又は單なる思索から從つて 行く の 
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である。玆に私が述べて居る衝動說〇第三の主張は、前の二つ©主張、卽ち性の槪念の擴大と自 
己愛の建設ほどに確實でないことを十分信じて居る。こ0新しい主張は觀察を直接に原理に蹴譯 
したもので、この種の凡てのものに免れ難い誤謬を有して居る。衝動の退行的特質の主張は反復 
强迫の事實を觀察して得た材料を基礎として居る。しかし恐らく私はこの症狀の意義を高く評價 
し過ぎたかも知れない。かかる觀念を作り上げるには純粹な想像と K 贸とを度々結びつけること 
より以外に方法はない。しかしその爲に觀察から離れるといふことがある〇從つて原理を構成す 
るに當りて屢々これを行へば行ふ程、最後の結果0信賴度は減じてくるが、しかし信賴し難い程 
度を確定することは出來ない。故にこの場合に吾人はすばらしい發見をしたかも知れないし、或 
は耻づべき誤謬に陷つて居るかも知れない。かやぅな仕事に私は所謂菹覺なるものを信じない。 
私がこれに就て發見したも0は、知の公平の結果であると思つて居る。只終局の琪物卽ち科斟や 
人生の大問題を取扱ふ場合に公平な立場を取ることの尠いことは遺憾である。何れ0人も深く极 
ざして居る偏見の支配を受け、彼が思索をする際にも、不知不識にその手中に置かれて居ると私 
は信ずる〇信ずべき极據〇乏しい場合には、僅か0好意でも心的勞力〇結果に有效である〇しか 
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しかやうな自己批判は意見 0 相違を、强ひて寬容されんが爲のものでないことを附言する〇觀察 
を分析する際に、何人も第一に矛盾した原理を强く排斥するととが出來る。それと同時にその背 
の主張する原理が > 1時的の效力を有することを認めることが出來る〇假りに生命と死0衝励に 
就て0吾人の m 索を評恨するにしても、一の衝動が他の衝動にょりて排除され、或は自我から對 
象の方に向ふ等の、驚くべく且つ想像し雛い複雜な過程0行はれて居ることから、吾人の評似は 
少しも妨害を受けないであらう。かやうに過程が斑雜に見えることは科珙的術語、卽ち心理學に 
特有な比喩的表現(一豚深い胳〇心理學といつた方が寧ろ正しい)を以て取扱ふべく餘儀なくさ 
れたことから來て居る。しかしこれ等の術語を用ひなければ深い庇の過程を叙述することも出來 
ないであらうし、又贲際に全く認知することもしないであらう。之に反して若し心理珙的術語の 
代りに生理的又は化學的術語を用ゆるならば、吾人の叙述の不十分な所は恐らく無くなるかも知 
れない。蓋しこれ等の術語は又比喩的言語に M しては居るが、只長い間吾人0熟知せるものであ 
り、且つ一庥簡單なものであるからである0 

他方に吾人の思索の不確實が、生物學から材料を借りて来る必要の爲に益々增大してくること 
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を明瞭にしょうと思ふ。生物學は無限の可能性を含んで居る。吾人は生理學が最も驚くべき天啓 
を商すことを豫期しなければならぬ。而して吾人が今提出した問題に對 し、 生理學が加何なる答 
を數十年の後に與へ るかを 推測す ることは 出来ない。恐らくそれは人爲的に構成された假設を根 
柢から覆へすやうになるかも知れない。若し然りとすれば、この論文に述べたやうな業績を何故 
に企てた か、 又何故にそれを世界に公表するに至つたかとの疑問を生ずるかも知れない。しかし 
私の 見る 所では 本書に於て迪つて來た類推、關係 、結合 等は考察する M 値があるやうに見ゆる こ 
とを 否定することが出來ない。 

(11)吾人の議論の進みに於て或 ft 度の發逹を遂げた術語を明 G にする爲に、玆に少しく註解を附するこ 
とにする。性衝動♦か何であるかといふことを吾人はそれが性と繁祯の機能とに關係することから知つて^ 
る 。 b かし精紳分析の硏究をつづけて行くと、繁酿に對する關保が餘り密接でないことを認むるやうにな 
り、！？|!1人は性銜動の術語を保留した¢1己愛的リビドーの發見と、リビドーの槪念を個々の細胞にまでに擴 
大して用ゆることにょりて、性街 M はヱ D スに變形されて來た。エロスは生活物質の部分を相亙に推迪せ 
しめ結合せしむるやうに努めるものである。 51n 常街性 ill と稱へられるものは、對级の方に向つた太ロスの 


I 






H 


部分である。香人の m 索にょると、この Hn スは生命の^初から作用し、無機物が生命を^たこと K : ょり 
て生じた死の街励に對立する生命術^として、この Kn スは示されるものである〇秘く初 JMi - Gfflslc ^ 
力するこの二つの銜泐の假說に^いて、生命の謎を辦かんことを莕人は求めて^る。 C ： 我術動の抵念が、 
かやうに變形したことは恐らく調洗するに困難であらう。沿籾 7 V 人は對级を口的とする性術泐と M 別し^: 
る凡ての術砌方向に、0我術泐といふ術語を適州し、£:我術脚とリビド1として表はれる性術動と$:對立 
せしめた。その後自我の分析を迎めて行つた返が、{3我術動の一邡分はリビド1的性赞を^し、それ自身 
を對浓として所存することを發见した。故に自己保存の d 己愛的術励は今ではリビドー的性：©励と考へら 
れなければならなくなつた。かくして-13我術動と忡術励との問の對立は、向我術動と辨叙術泐との對立に 
變つた。 M して兩渚ともリビドー的性钗を冇する。しかしその代りにリビド I 的(自我と對象)銜泐と他 
の術脚との新しい對立を生ずる。而して他の術動の存在は g 我の中に規定され、 J 1 つ恐らく破後銜砌の中 

に發見3れ得るやうである0#人の思索は、この對立を生命銜泐(ニロス)と死の術動との對立に變形す 

る〇 
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以前 Q 狀態を復活せんとの企てが衝動 Q 一般的性質であるとすれば、精神生活に於ける多くの 
過程が、快の原理と獨立に行はれると主張しても、決して怪しむに足りないであらぅ。この特質 
は一々の部分衝動に表れ、その爲に、玺物は發達道程の一定0點に復歸されるやぅになる。しか 
し怏〇原理が未だ力を有して居ないといふことから、それ0原理に反對する必要はない。而して 
衝動的反復過程と快の原理の支配との關係を決定する問題を吾人は未だ解決して居ない。 

心的裝置の最初のもので且つ最も m 要な機能の一は、流人する衝動的興密を朿縛することであ 
つた。卽ち、それ等を支配する一次的過程を二次的過程にょりて®換へ、自由に流動する H ネル 
ギーの充粮を主として靜肅な(强壯的)充積に變形することであつた。吾人はこの變形の際に發 
達する不快に氣がつかない。しかしその爲に快の原理が無效になるとは：言へない。寧ろ變形は> 
快0•原理に役立たん爲に起るもので、束縛は又快 Q 原理の支配を導人し、確贸にする準備0作用 
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である。 

機能と傾向との區別を吾人はこれまでよりも一脐明確にしようと思ふ。快の原理は一定の機能 
に役立つ爲の傾向である。卽ち、それは心的驳锻.<土脱を興铤から免れしめ、興邂の i を不 ㈣ に又 
は出來るだけ低く保つやうに補助を與へるものである。吾人はこれ等の槪念を未だ確贲に決定す 
ることは出來ないが、しかしかやうに定義した機能は凡て0生活物質の最も一般的な傾向、卽ち 
無機世界の平和に歸らんとの傾向を有すと言へる。吾人の到達し得る砹大〇快、卽ち性行爲〇快 
は非常に髙上した興海狀態を、一時沈靜せしむるものであることを吾人は經驗によりて知つて居 
る〇しかし衝動興衡の束縛は一の準備的機能で、それは放射の快によつて終局の調節を測るやう 
に興诞を導くものである。 . 

これと聯關して、快と不快の感は束縛された興游過程からも、又同樣に束縛されざる 興诞過程 
からも生じ得るかといふ問題が起る〇朿縛されざる一次的の過程が、朿縛された 二次的 過程より 
も一歷强い快と不快とを生ずることは全く明白のやうに見ゆる。一次的過程は時間的に早いもの 
で、精祌生活の初めに於ては、この過程以外のものは存在しなかつたのである。若し快の原理：^ 
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その時代の過程に行はれて居なかつたとすれば、その後の過程に於てもその原理は建設されなか 
つたで あらぅ と結論す る ことが出来る〇怏を得んとの努力は精神生活の初めの方が後よりも遙か 
に 烈しく 表れるが、しかし全く無制限に表れたのでなく、度々中斷されなければ ならな かつたと 
いふ複雜な結論に吾人は到達する。成熟した時代に於ては快の原理の支配が尙一曆確赀になつた 
が、しかし他の凡ての衝動と 等しく この原理も制限を免れることは出来ない。兎も角興密の過程 
に於て快と不快〇感が何よりて生ずるにしても、この原理は二次的過程の場合に於ても、一次的 
過程の場合と同じく存在しなければならぬ。 

玆に於て尙多くの研究を必要とするやぅに見ゆる。吾人の意識は內部より快不快の感を知らせ 
るの みならず、尙それ自身に快か不快かの特殊の緊張の感を內部から與へる。これ等の感の助け 
によりて 束縛せるエネ ルギ ー 過程と無束縛の それと を相互から區別すべきであるか。或は緊張の 
感は絕對 量、 或は恐らく充積の程度に關係し、快不快の系列は時間單位に於ける充積量の變化に 
關係するか。吾人は叉生命衝動が吾人の內部知覺 に 非常に關係を有する ことに 驚かされる。蓋し 
生命衝動は平和の授亂者と して 表れ、絕ぇず緊張狀態を伴 ひ、 それの解除が快と して 經驗される 
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からである。之に反して死の衝動は目立たないやうにその機能を滿たすやうに見ゆる。快の原理 
は直接に死の衝動を助けるやうに見ゆる。死の裥励は勿論生命と死との衝動にょりて、危險と認 
められる外部の刺戟に對して释戒をする。しかし死の術動は、特に生命を維持する祓雜な仕祺を 
符むを CE 的とする內部の刺牌の增加に對して鞔戒をする。この點に於て尙囘答を與ふることの出 
來ない無數の他の問題を生ずる。苔人は忍耐して硏究に對する他の手段と、機#とを待たなけれ 
ばならぬ。吾人は又今まで步いて來た道が正しい結果を绰かないとすれば、それを®てるやうに 
辦備して居なければならぬ。棄てた信條に對する代位を科积から求めんとする如き信仰背は、彼 
の見解を發達させ、叉は改造する如き硏究盏を惡く解するであらう。しかし吾人は科學的知識の 
進识が非常に遲々たることに對して、次の如き詩人リュッケルトの0 Uickert ; Maka 日 en ds 
wariri .) 語にょりて慰藉を求める - とが出來る。 

飛行することが出來なければ跛行しなければならぬ0 

跛行は罪にならないと聚喾は敎ゆる。 




















9 エ 


一序 言 

個人心理學と社會叉は集國心理學と〇對立は一見すると極めて明白のやぅであるが、しかし一 
層精密に吟味して行くと、その區別が曖昧になつてくる。個人心理學は個々の人 m を取扱ひ、彼 
が如何なる道にょりて衝動の滿足を求めるかを明かにするも0であることは眞である〇しかし個 
人心理學が個人と他人との關係を無視することは極めて稀に且つ例外的の場合である0一個人0 
心的生^ T - の中には他の個人が模範として、對象として、補助者として、反對者として必ず考察さ 
れるも Q で、從つて個人心理學は最初から同時に廣義 Q 社會心理學であり、且つ正當な意味に於 
ける社#心理學である。 

個人が兩親、兄弟姉妹、愛0對象、敎師、醫師に對する關係、卽ち精神分析的硏究〇主なる題 
目となつて居る凡ての關係は、社會現象として考察されることが出來る。この點に於てこれ等0 
關係は自己愛として叙述される一定の過程と對立して居る。蓋し自己愛に於ては、衝動 Q 滿足が 
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一部分、或は全く他の人間にょりて充たされることがないからである。故に、社件的と自己愛的 
(ブロィエルが內觀的，， autistischf と名づけたもの)との心的行爲〇對立は、全く個人心理珙 
0範固に風ずるが、しかしそれを社會又は集阌心理珙から分離することは適當でない。 

旣に述べた兩親、兄弟姉妹、愛人、朋友、敎師、醫師との關係に立つ個人は、彼に取りて最も 
大切となつた一人の人や極く少數の人々の影#を被むる。社#又は集凼心现珙に於ては、通常前 
述〇如き一方面の關係を硏究の對象とせず、多數の人々にょりて個人が影響を被むることを引拔 
いて硏究〇對象にする〇而して、その多數 Q 人々は或祺件の爲にその個人と結合するが、そ0事 
件以外のことでは多くの點に於て未知人であるかも知れない。故に集阐心理蜞は種族、國民、階 
級、職業、施設の一員としての個人、或は一定の目的の爲に一定期間集闽を構成した人々の集り 
の成分としての個人を取扱ふ。自然の結合がその仕方に於て分離する時には、これ等の特殊の狀 
態の下に特殊の衝動が表れたものと容易に認知することが出来る〇而してその特殊の衝動は、そ 
れ以上に還元する - とも出来ず、又他0狀態に於ては表れて来ない社#的橄励(群集衝動、集幽 
精神)である〇しかし他の條件では生じない新しい衝動を、吾人の精神生活の中に生じ褂る程 m 









大な現象を幾つかの成分に歸することは困難であるやうに見ゆると、吾人は批判 L 得るかも知れ 
ない。從つて吾人がこの場合に可能を豫期し得ることは二つで、笫一は社#的衝動は原始的のも 
0でなく、分析し難きものでないこと、第二は家族のやうな|層狹い範阐に於て社#的衝動の發 
端を發見し得ることである。 

集闕心理學は未だ搖籃時代ではあるが、無數の個々の問題を布し、且つこれまで相互から區別 
されなかつた多くの問題を斫究者に提供する。集阐構成の種々の形式の單なる分類、及び集團に 
よりて示される心的現象の叙述とは多くの觀察と解釋とを必要とし、巳に多くの文獻が與へられ 
て居る。この小册子の狭い範圍と集團心理學の範圍とを比較する人は、全體の材料の中から一小 
部分が選ばれて、玆に取扱はれて居ることを度ちに推定するであらう。贲際兹では精神分析學の 
深奥の硏究と特に關係ある二三の問題を取扱ふことにする。 

二集團心に就てのルボンの敍述 





玆に遙かに有益な仕斟は、最初に定雜を下すことでなく、先づ今淪ぜんとする现燊の範凼に關 
する一一三の指示から初め、更に苦人の硏究に關係ある二三0特に莕しく且つ特質ある衹赀を選び 
出すことである〇而してこれ等0二つの目的を速するには、吾人はルボン0有名なる茕琺「群集. 
心理學」から引用しなければならぬ。 

今一度事贲を明白にしょう。若し素！ r 衝動、動機、個人の行動の目的、彼に赴も接近せる者 
との關係に就て、心理學が完全に硏究し盡し、これ等の1;贤拉にそれ fe の關係を明白にしたとし. 
ても、尙これまで解決されてない新しい住務が心理珙〇上に突然表れてくるであらう〇卽ち一定 
の條件〇下では、個人は豫期されたと全く異つた仕方に感じ、蒋へ、行ふといふ驚くべき事贲を 
心理學は解釋しなければならぬ〇而してこの一定の條件とは、心理的集團の特質を有する人 j の 
蕖合の中に人り込むことである。然らば集國とは何か。かやうな決定的影#を個人の精神生活 Q 
上に及ぼす力を、集 m は如何にして獲得するか。集豳が倘人に强ゆる心的變化の本 H は何である 
か。 この三つの間題に答へることが、理論的集刚心理舉の任務である。而してそれ等の問題に近 
ょる最良0方法は、明かに第三の問題から出立することである。個人の反應が變化することの0 
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察は、集_心理學に材料を提供するものである。蓋し何れの事物の說明を企てるにしても、それ 
を說明する前に叙述しなければならぬからである。 

今ルボンの言葉を引用しよう。日く>「心理的集幽によりて示される最も著しき特質は、次のや 
うなことである。集幽を構成する個人は誰であつても、彼等の生活様式、職業、性格、智能が如 
何に類似乂は相違して居ても、彼等が一の集阖に變形されたといふ軍なる條件によりて、一の集 
合精神を有するやうになる。この集團精神の影響の下に彼等が感じ、思考し、行爲する仕方は、 
各個人が孤立の狀態に於て感じ、思考し、行爲する仕方とは全く異つて居る。集團に屬する人々 
の觀念と感情とは個人がその集_を構成しない場合には表れもせず、又行爲に變ることもないも 
のである。心理的集團は異質の要素から形成された一時的のものである。かやうに要素が一定時 
間結合することは、恰も生物を構成する細胞が結合によりて新しいものを形成し、！々0細胞の 
有したものと全く異つた特質を示すと同一である OJ 

この處でルボン0主張を中止して、吾人自身0解釋を述べ且つ一0觀察を揷人しようと思ふ0 
若し集围中の個人が統一體に結合するならば、彼等を結合せしむる何物かが確かに存在しなけれ 





ばならぬ。而してこ0結合物は集_0特饩となつて居るものと全く同一であるかも知れない。し 
かしルボンはこ0問題に答へて居ない〇氏は個人が集削0爲に被むる變化を考察し、吾人の奥祕 
心理 m ( TiefenpsMclIoogie ) の极本假定とよく一致する所0術語を以て、そ Q 變化を叙述して居 
る0 

111 く r 集剿を構成する個人が、孤立せる倘人とどれだけ相違するかを確定することは容易であ 
る。しかしこの相違の职因を發見することは容易でない。これ等の肢因を幾分なりとも發見する 
爲に、光づ第一に、近世心理舉によりて建設された確證を囘想しなければならぬ。近世心理學に 
於ては、無意識現象が有機的生活0みならず、知的行爲に於ても全く優勢な役目をなして居るこ 
とを示して居る。意識的精神生活はそれの無栽識生活と比較すると一小部分の筑耍さを有する。 
最も微細な分析者、最も精密な觀察者ですら、行励を支配する極めて少數の意識的動機を發見し 
て居るに過ぎない。吾人の意識的行爲は主として逍偁的影響によりて心の中に生じた無想識的基 
礎の產物である。この基礎は種族精神を構成する無數の共通特質から成り立つもので、それは世 
代から世 R へ鄭はつたものである。吾人の行爲〇明白な原因の後方に、明白でない祕密の原因が 
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横りて居り、その祕密〇原因の後方に尙多くの他の一翳祕密な原因が存するもので、それ等の原 
因に就て吾人は全く無知である。吾人の日常行爲の大部分は吾人の觀察を逃れて居る隱れた動機 
の結果である0 

ルボンの考によると、個人の特殊の獲得は集囫の中に消滅し、その爲に個人間の特質は無くな 
る。種族的無意識のものが生じ、異質のものが同質のものの中に吸込まれる〇侗人の中に異化的 
に發達する心的上部構造は撤囘され、各人に類似せる無意識的基礎が表れてくると0 

この仕方に於て集睬中〇個人は平均の特質を示すやぅになる〇しかしルボンは各個人が以前に 
有しなかつた新特質を示すやぅになると信じ、その理由を三種の成分に求めた。 

「第一の成分は、集豳を構成する個人が、本能に從はんとの、打勝ち難き力の感を群集に馬する 
爲に獲得することである。而してその本能に從ふことは、若し彼が單獨であれば無理に抑壓を加 
へたものである。彼は集團を假名のものとし、從つて無责任であると0考へから、彼自身を抑壓 
することをせず、個人を常に統御する資任〇感が全く消失する0とルボンは言つて居る。 

吾人0見解から言へば、新しい特質の出現に對して多くの價値を置く必要はない〇個人•か集團 


亀 
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0中では、彼0無意識的裥動〇抑鹏を撤廢する如き狀態に m かれることを言へば吾人に取りては 
十分である。彼がその場合に示す外見上新しい特资は、钗にこの無意識の表現である。而してこ 
の 無意識の中には人間 精神に於ける凡ての罪‘惡が、素質として存在して居る〇從つてこの場合に 
良、レの表れないこと、或は资任の感が無くなることを理 M する >- とは容易である。所 I - P 1 良心の核 
は 社 # 的骚苽 (soziale Angst) であることを長い Rn 吾人は主張した。 

♦ルボンの見地と？ V 人の見解との nllK : 幾分の相迪がある。蕺しルボンのいふ無意識の槪念は、精神分析 
_で採用する無 As 譏の溉 f は佘く興つて居るからである0ルボンの無愆識は純族§の中に深く规沒 
せる樣式で、それは j 神分析の考察以外のものである。再人は人問牯祌の击代からの泣傅を耵する A 我 
の核、後に H スと名づけたものは無窓識であると認めて®る。しかしその外に is 傅の一部ょ9生ずる無 
意識に抑膝されたものをも認知する。この抑脈意識の槪念はルボンの考への中には發見されない。 

ルボンの第二の原因は傅染で、集幽はそれにょつて特殊の表現を示し、同時に集糊の取る方向 
が決定される。傳染は容易に起り易い現象であるが、しかしそれの說明は闲鄉である。 Mr ルは吾 
人が後に硏究せんとする催眠現象に M するに相違ない。集湖に於ける感情と行爲とはいづれも俾 
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染的で、個人は集合的興味 ( D 爲に自己0興味を容易に犧牲にする位に傳染〇程度は高い〇而して 
そ〇傳染は個人0性質と反對した力でぁり、彼が集團の一部となる時以外には作用しないも ( D で 
あると〇 

吾人は後にこの最後の主張を基礎として m 要なる推測をなさうと思ふ。 

ルボンのいふ第三の原因でぁり、且つ最も大切な原因は、集團に馬する個人の中に生ずる特殊 
0性質で、それは孤立せる個人によりて示される特質と時々全く反對することがぁる。私はそれ 
を暗示性と名づけるが、上に述べた碑染は暗示性の結果に過ぎない。この現象を理解するには、 
近世の生理學的發見を心の中に有する必要がぁる。吾人は今日種々の手絨によりて次のやうな狀 
態を個人が生ずることを知つて居る。卽ちそ0個人は彼の意識的人格を全く失ふやうになり、そ 
の人格を薄つた術容の凡ての暗示に從つて、彼の性格や習憤と全く反對せる行動をするやうにな 
る。極めて注意深く觀察すると、活動する集圈の中に W くの間入り込んだ個人が、集幽によりて 
與へられた磁石的影響又は吾人0知らない他の原因から0結果として、全く特殊の狀態にぁるを 
感ずることが分かる。而してその特殊0狀態は、催眠を施された者が術者0影下に感ずる^ 
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惑によく似て居る。意識的人格は全く消失し、意志と辨別力は失はれ、凡て 0 感情と思想とは術 
者によりて與へられた方向に傾いて行く。 

心理的錦脚の部分を梅成する個人の狀態も催眠の場合と殆ど同様である。彼は般早彼の行爲に 
就て意識しない。彼は催眠を施された衆と同じく、彼の或秫の能力は一方に破壊されると：2時に 
他の能力はその强度が非常に高まる。彼は暗示の影響によりて抵抗し雖き激烈さを以て一定の行 
動の馊行を企てる。その激烈なことは催眠を施された者の場合よりも、集_0場合が一觥抵抗し 
難いも0である。蓋しこの場合0暗示は集_の凡て0個人に同樣に作用する爲に、それの相互作 
用によりて强力となるからである。 

意識的人格の消失、無意識的人格の優勢、暗示と傅染とによりて感情と觀念とが同一方向に變 
ること、暗示された觀念を直ちに贲行に變ずる傾向等が集豳の一部を構成する僩人の芏なる特質 
であることが分かる。彼は最早彼自身でなく、彼の意志によりて翦かれることを止めた自動人形 
になつて居る。 

以上ルボン0言葉を私は引用したが、それは氏が集幽中 Q 個人の狀態を全く催眠的狀態である 
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と說 gr . し、二つ_の狀態の.問の比較をしなかつたことを十分に明白にせんが爲である。吾人は この 
點に於て反對を叫ばんとの企てはない。しかし集國の爲に個人が變化する原因の中の最後の 二つ 
卽ち傳染と髙上せる暗示性とは明かに同格のものでないことの事！3；を單に强調しょうと&ふ〇蓋 
し傳染は赞際暗示性の一表現であるやうに見ゆるからである〇尙二つ0成分の作用はルボンの著 
書の中に明かに區別されて居ないやうである。吾人が若し集國に於ける各個人相互の作用に傳染 
を結びつけ、催眠的影響の現象と同等にした集囫に於ける暗示の現象を他の原因に歸するならば 
氏の主張を最もょく解釋することが出来るやうである。然らば暗示の現象を如何なる原因に歸す 
べきか。二つの現象を比較する際の一の主要點、卽ち催眠の場合に術者の位置を取る人が、ルボ 
ンの集團の說明には缺けて居ることを見ると、氏の說明は.、不完全であると言はざるを得ない0 
しかし氏はそれに拘らず、不明な魅惑の影響と、個人相互の上に働き、その爲に最初の暗示が强 
力になる傅染の影響とを r 別して居る。 * 

故に又集團中の個人を m 解するに補助を與ふる他の重要な見解が ある 。個人が 組織團體の一部 
を構成するといふ m なる事馊の爲に、彼0文化 q 階段が數段下つて行く〇彼は瓜立せる 時には、 
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一個の文化人であるかも知れないが、群集中の一人となれば、野慠人、卽ち衝動によりて働く生 
物になる。彼は原始人の自發性、强驳、羧忍、熱烈、剛與を有するやうになる。それに叉彼は集 
圆に人り込む時に知的能力が降下するのを經驗する。 

* シラ T の次の對句を參照せよ。卽ち、 r 獨りで厨る時は誰でも可な”に敏拢であり聰明である。彼锑が 
集刚中 K : ある時は愚鈍であることを汝は ittlc 發見するであらう 。 J 

今個人精神の說明を離れて、ルボンが述べた集幽心に轉じて說明しよう。集幽心に表るる狀態 
0 位 镫竝に それ 0原因を究める • とに、精神分析 踢苕は 何缂〇困難を感じない。ルボン自身も原 
始人及び兒童の精神生活と集幽心と Q 類似を指摘することによりて、解釋の逍を吾人に示して居 
る0 

集團は衝動的であり、變化的で、且つ刺戟され易い。それは、殆ど金く無意諏によりて铅かれ 
★る。集團の從ふ衝動は、場合によりて、寬大であるか"又は殘忍であるか、與敢であるか、憶病 
であるかである。しかしその衝動は個人的興味、自己保存の興味ですら働くこと0出來ない位に 
常に l 横である。それに就て少しも豫め老察されることはない。それは激愦的に要求された事項 
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であつても、決してそんなに長くなく、固執は不可能である。その欲求と欲求の滿足との nil に如 
何なる猶豫をも忍ぶことが出來ない。それは全能の感を有し、集團中の個人に取りては不可能の 
槪念は消失する。 

* この返ではルボンは無尨 521 の語を叙述的の意味 K : 正しく用ひて居る。而 t てこの無意識は抑 m された 
もののみを窓味して&ない。 

** Totem uud Tabu , IH を參 M 0 

集幽は非常に影_を被り易く、且つ容易に信じ易いもので、批判的能力に缺け、叉布りさぅも 
ないと言ふことを集園は^へて見ない。個人が自由な想像の狀態にある時の如く、聯想にょりて 
相互に喚起される心像にょりて艿へ 、それと 現實との一致を合理的に審判する ことを しない。集 
囿の感惝は常に極めて單純であり誇張されて居る。集團は叉疑惑と不確實とを知らない。 

* 香人が無意識的心的生活に就て最上の知識を得るに至つたのは ^ の解釋に难くので あるが、 その裂の 
解#の屮に 、吾人は 夢の物語には疑惑と不確货 とを 無視すること、竝に顯在的 ^ の耍素を 全く 確货の も 
のとして-取扱 ふことの 規則に從ふ ことを 述べた。 この M 惑と 不確货 とは 夢の 作州を 支配す る 監視 K : 基く 
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4 人遙 Y 、 mjs 初の奪思想 3： {、疑惑糸碗？を批判的■蟲めない备定した。疑®と不 

確 5$ とは、 その他の内容と同じく、 ^ に ^ く日中の残 ® 物の内容の一部として、現れて くる。 (die 

Tmlmdeutupg , 7 . Aufl •一922 SUCCG を見ょ ^ 

集剐は直ちに極端に定る。若し疑惑が示されても、直ちに論爭し難い確贲に變へてしまふ〇反 
惑の痕跡は烈しき僧惡に變化する。 

* いづれの侦緖も、この場合と同じく 極端 K : 强烈になることは、子供の惜銪生一 g の 一 樣式 である 〇それ 
は乂沙の生活にも同榇に表れる。鏊識に於ては取一の情耕が孤立す鑫に、抛問の怖かな苗痛が砂の 
中では加 S の f 欲求す る T 运4、 又 少し if II 謚力 i 。 ハン'サックス 
(Hang 8笑ぼ〕はこれに就て逾常な独_を加へて殷る0「热が现在(货芒に關係することを再人に知ら 
せる^ 合に、その ^ の内容を意識の中に發见せんと試みるならば、分析の 卵 微 M の下では 後 物として A 
えた物•か意識界では滴蟲として認められる亊を谠いてはならない0 J(Die Traumdentung . S . 457し 

集團はそれ自身全く極端に傾いて居るので、過度の刺戟にょりてのみ興诞され得る集團に影響 
を 及ぼさん と 欲する者は、彼 CD 議論の中に論理的調整を要しない 。最も强烈な色で 着色し•誇張 
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し、同一の事を再三再四反復しなければならぬ。 

集團は何が眞理であり誤謬であるかに就て少しも疑はず、尙自己の大なる力を意識して居るか- 
ら 、頑迷で あり、 且つ權威に服從する。集圈は力を尊敬し、親切を以て薄弱の一形式と認めて、 
その爲に影響を被むることは殆どない。集團が I 土に要求するものは强力であり、强暴である。 
集圃は支配され抑壓されることを 欲し、 又その主人を恐れる。极本的に集團は全く保守的で、革. 
新とか進步とかを凡て嫌ひ、傳統を無限に尊敬する。 

集圈の道德を正しく判斷 する 爲には次の如き事實を考察しなければならぬ〇卽ち、個人が囤體 
に結びつく時には、彼等の個人的禁止が 無くなり、 原始時代の逍物として個人の中に眠つて居る' 
殘忍 且つ 破壤的な 衝動が、 自由な滿足を得んとして覺醍されることで ある。 しかし暗示の作 j - Jj に 
よりて 集國は又 否認、 利己的でない こと、 理想に离心すること等の高等な行動をなすことが出來 
る〇孤 立した個人に於ては個人的興味が殆ど動機の 力と なるが、集圈に於てはそれが極めて稀に 
行はれる。個人は集團に よりて 生じた道徳的標準を有すと言 ふこと が出来る0集_の知的能力は 
常に個人の それより 遙かに低いものであるが、集圈の倫理的行動は個人の水準以下に深く沈む >- 
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とが出來ると同じく、個人の水準以上に高く昇ることが出來る〇 

ルボンの叙述の他の特質は、集團心と原始人の心とを同 I 視することが如何に正當であるか r 
光明を與へて居る。集 ㈣ に於ては非常に矛盾した觀念が相竝んで存在することが出來、且つ それ 
等〇間 ( D 論理的矛盾から脱礫を生ずることなく、相互に我慢することが出來る〇しかしこれが W 
人、子供、祌經症患背の無意識的精神生活に於ても生ずることは、永い jj 精神分析蜞の指摘した 
所である。 

* 例へば幼兒に於ては、彼等に S も接近せる人に封する竝存的怙軿遊度が長い問相竝んで存在し、その 
中の一方が、對立する他方の表現によ y て干渉されることは無い。との二つの問に55際に軋賴を生ずる 
ならば、子供はその對级を變化し、於存的怙緒の一方をその K 換へた對数に轉移すること 1C なリて、そ 
の軋總の調停を計るものである〇成人の神鸫症の發連史の示す所によると、抑 M された惴絡は、屢 々永 
い nn 無意識の中か又は意識的空想の中に固執する。而してその tl !/ 絡の rt 容は俊勢なる傾向に U 1 L 接反對す 
ることは s 然である。しかしこの反對よりして、自我はその反對するものに千渉するやぅなことは全く 
無い。證は永い間我极して節にして居气か、通常空想に於ける情桃的充税が咐加す1に、突然—. 
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と C ： 我との間の軋櫟が燔發し、佘く将通の結果を裔すものである。 

兒童から成人へと發達して行く過程 K : 於て、人格の統一が漸次に擴大して 行き、 子供時代には孤立し 
て居た衝動や目的追求が總栝されて働くやぅ 1 C なる。性的生活に於けるこれと類似の過程は、巳に長い 
間吾人に 知られて 居る 所で、凡ての性的銜動は一定の性器の m 織に總括されるものである。 ( b 3 i Ab - 
handlungon zur Sexualtheorie , 190 5) 自我の統一が リビド T の統一と同樣な千涉を被るこ i は、 多くの 
熟知せる例にょりて示される。例へばそれは聖裨やそれ K : 類似のものを信ずる自然科 m 老の如き場合で 
ある。 自我のその後の分裂が種々と生ずることは、精神病理學の特殊の窜を櫛成して居る。 

尙集團は言語0眞の魔力に服從する。言語は集削中に最も恐しい E を生ずることが出来、又そ 
れを靜めることも出来る。理性と論證とを以て言葉と形式に對して戰ふことが出來ない。言葉や 
形式は集國の面前では壯嚴を以て話される。而してそれ等が發言されるや否や尊敬0表情が各人 
の顏に表れ、凡ての頭が下げられる。多くの若は、それを以て自然力、又は超自然力であると考 
へる。 - の際吾人は原始人に於ける姓名の禁忌 ( Tabu ) と、彼等が姓名と言語とに歸する魔力 
を囘想する必要がある。 
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* Tae 日 und Tabu を rP よ 〇 

最後に箭は眞理を 決して 渴望 することをしない。馨は露を要求し、それなくして はなす 

ことが：^來ない。彼等 g 絕免ず現實 Q も Q よりも非現實のも q に優先權を與へ、庇蓉ものと同 

じ程度に非遛餿の ものによりて 影響される。 尙 彼等は、 この 兩背 を區別し ない明白な傾向を有す 
る0 

空想の生活、滿足されない欲求から生じた錯覺の優勢なことが神經症の心理學に於ける決定的 
成分でぁる—を吾人は己に指摘した。神經憲者は通常 Q 客觀的雲 にょりて 指管れ る こと 
なく、心理學的現赏より指翦されることを發見した〇ヒステリー的徴候は現實經驗の反復に基か 
ず空想に基いて居る〇强迫神經症に於ける罪惡 Q 感は、實行したことのない 罪悪の意向に基い 
て居る。贸に夢や仙眠に於ける如く、集幽の心的活動には、事物 S 在を檢拖 する機能が、情緖 
的充秘を苻する欲求の强さと比較して、背景の方に引込んで居る0 

ルホンが菌 Q 指に就て述•へた所 Q も Q は十分で なく、それ Q 基礎となる 原理が 明白にさ 
れて居ない。氏 Q 考によると、生物が一定數に結合す る や否や、 それ 等が 動物の群で ぁつても、 






iog 


又人問の集合であつても、いづれも本能的に首長の權威〇下に置かれる。集團は主人なくしては 
生活の出來ない從順な群である。集潮は主人に任命した何れのものにも本能的に從ふ所の從順の 
渴望を有して居る。 

かやぅに集围の必要が指翦者を歡迎しては居る が、 しかしそ0指瑶者は彼の個人的性質に於て 
集團に適應して居なければならぬ。彼は集國の信仰を覺酲する爲に、彼自身强い信仰、又は M 念 
を有して居なければならぬ。又それ自身の意志を有しない集團が彼から受取り得る所の强き且つ 
著しき意志を彼は有しなければならぬ。ルボンは種々の指導者を論じ、且つ集團に影響を及ぼす 
手段を述べて居る。一般的に指缥敦は彼自身が狂信する觀念にょりて指導者たるの M 値を冇する 
に至るも Q であると氏は信ずる。 

尙氏は觀念と指翦者との二つに神祕的な不可抗的の力が あると する。その力を氏は幻術 ( MSS — 
tige ) と名づけた。幻術とは一個人、一作業叉は一觀念にょりて吾人0上に働く I 種の支配力で 
ある。それは吾人の批判力を全く麻痺せしめ、驚愕と尊敬とを生ずる。それは催眠に於ける魅惑 
と 同じ 感情を惹起するやぅに H ゆる。 氏は この 幻術を獲得的又は人爲的の ものと、 人格的の もの 
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とに區別する。前客は彼の姓名、財產、評判によりて個人に結び付いたも0であり、叉傅統によ 
りて意見や作品等に結びついたものである。何れの場合にも、それは過去に關係して居る から、 
この不思議な作用の理解に多くの補助を與へることが出来ない。人格的幻術はそれによりて指導 
者となつた少敝の人に附着せるもので，怆も磁石的魄術の作用であるかの如く、凡てのものを指 
導若に從はしむる作用を有する。しかし凡て0幻術は成功しなければ、その力を有せず、失敗す 
るとその力を失つてしまふ。 

ルボンは指導者の役目竝に幻術 Qm 要を、集酗精神に就て氏の企てた立派な叙述と完全に調和 
せしめて居るとの感を吾人は有することが出來ない0 

三集合精神生活に就ての他の評價 

吾人はルボンの叙述を序論として利用した〇蓋し氏が無意識精神生活を强調した ことが吾人 自 
身の心理學とよく一致するからである。しかし氏の主張が衩際に何も新しいものを 持ち來さな か 
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つたことを附言しなければならぬ。氏が集團精神の表現に於ける損失と下落に就て述べたも o は 
凡て氏以前の人々によりて同様 ( D 區別と同樣〇敵意とを以て述べられ"文獻〇最も早い時代から 
思想家、政治家、著作家によりて異口同音に反復されて居た。ルボンの意見の最も重要な點を含 
む二つの論文、卽ち集團に於ける知的機能の禁止と情緖性の昴進に關する論文が少し以前にジゲ 
レ ( sigllele ) によ D て公にされた。結局ルボンによりて特殊のものとして殘された凡てのもの 
は、無意識の意味と、原始人の精神生活との比較との二つの見解であるが、しかしそれ等とても 
氏以前に屢々關說されたこ i は勿論である0 

* \Yaltcr Moede ; Die^assenlund Sozialpsychologic im kritischca ubers 
iu CX 7 plid ,1915. XVI を見よ。 

尙その外にルボンやその他の人々によりてなされた集幽精神の叙述と評價とが全く論議されな 
いことはなかつた。從つて今まで述べたやぅな集團精神の凡ての現象は正しく觀察されたといふ 
べきであるが、しかしそ <D 他に集團構成の他の表現を區別することが出来る。卽ちその場合には 
全く反對〇意味に働き、そのために集團精神も遙かに高等な意見を有し得るものである。 
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ルボン 自身 も場合によりては集團の 道徳が それを構成する伽人の 道徳よりも 商等で あり得る こ 
と、 竝に集合體のみが髙度の非利己と f 心とを生じ得ることを許さんとして居た。日く'孤立I 
た個人に於て は、 個人的興味が唯一の動機の力になる が、 集脚に於てはそれが殆ど梭勢に尜れて 
來ないと。他の著渚は個人に倫理的規範を命令するものは社#のみである。しかし伽人は通常そ 
の高い要求に應ずる • とが出來ないで居るとの琪钗を m 示して居る。又他の蒂漭は樅も素晴らし 
い幽體£をなし得る熱烈の現象が、例外的の場合には、社僉の中に生じ得ることを指摘して居 
る0 

知的作業に關して存在する一の事赞は、思考作業に於ける大なる 決定、 m 大なる發见、問題の 
解決 等が、 孤立的に作業する個人によりてのみ可能であるといふことで ある。 しかし集削精神で 
も、 天才的な知的创造をなすことが出來る。例へば 言語、 民 誰、 口碑等に特にその創作が表れて 
居る。それに又個人的思想家或は詩人は彼の生活する集幽の刺戟にどれだけ負 ふか、 又彼は他人 
と同時に作業して完成した精神作業よりも以上のことを m 獨で成就し得るかといふ問題が殘つて 
居る。 








かやうに全く矛盾せる說明に遭遇すると、集團心理學の仕事は何等の結果を も溃さないかも知 
れないかのやうに見ゆる〇しか しその 矛盾から逃れる有望な途を發見する ことは、容易である 0 
多數の異る形成が、集團の術語の下に包括されて居る0で、それを區分する必要が ある〇ジゲレ 
( sighele ) ルボン、その他の も Q の主張は、 ある 經過的の興味が急に種々の個人の集合を 引 n し 
た生命の短い集團に關係して居る。革命的集團、殊に怫國大革命の特質が彼等の叙述に影響を與 
へたことは疑もない。これと反對な見解は、人類が生活し、社#組織を構成せ る 安定的集國 又は 
組合を考察することから生ずる。第一種の集團と第二種のそれとの關係は、短いがしかし高い波 
浪と長い海のうねりとの關係と同一である。 

マクヂユーガル (MCDOUgall) は氏の著「集團精神 j の中に、今述べたと同じ矛盾から出立し、 
それに對する解決を組織の成分中に見出した。氏は日く、最も單純な場合には集團 ( Group ) は全 
く組織を荷しないで集围といふ名稱を與へ難いものであると。氏は • の種の集團を群集 ( crowd ) 
と 名づけた。しかし人問の群集は、集團紺織の端緖を全く有しないで集まる ことは 出来な 5こと 
集合心理 學に於ける多くの根本的琪贲がこ0單純な集幽の 中に 特に容易に翻 察され 得る ことを氏 
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は述べて居る。偶然的に集合した人々が心理擧的術語の意味に於ける集副の 性質を 有する 何物か 
を櫛成し得る前に、一の條件が滿足されなければならぬ。卽ちこれ等の個人は相互に共通な何物. 
かを 有しなければならぬ。例へば對象に於ける共通興味、 ある 狀態に於け る 類似の K 緖的偏見、 
竝にある程度の相互影轡を荷しなければならぬ。この心的等質の度が髙ければ高い 程、一曆 容易 
に個人は心理的集圃を構成し"又集團精神の表現が一勝著しくなる。 

集剷構成の最も著しく且つ最も m 要なる現象は、集團に馬する各畏の情緖が高上叉は强烈化す 
ることである〇マクヂユーガルの蒋へによると、人間の情緖は、他の條仲の下では達することの 
出來ない位の高い程度に、集囫に於ては激起する。遠磁なく激情に自身を委ね、集國の中に入り 
込み、個人的制限の感を失ふことは集國〇人々に取りて愉快な經驗である。かやぅに侗人が共通 
衝動によりて支配される有樣を、マクヂユーガルは、 I の原理によりて說明する。その原理を氏 
は原始的同感的反應による情緖の直接感應の原理と名づけて居る。單言すれば吾人が旣に述べた 
淸緖的傳染によりて說明する。そ Q 事寶は、情緖狀態0表號を知覺すると、妞覺者はそれと同一 
の情緖を自動的に生ずるやぅになるといふことである。而して同一0情緖を同時に観察する人數 


\ 
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が多ければ多い 程、 この自動的强迫は强力になる。個 I は批判力を失 ひ、 同一の^^に陷ってし 
まふ。しかし彼はかやうにすることによりて彼にこの結果を引起した他人の興海を所大し、かく 
して個人0情緖的充積は相互感應によ P て强くなって行く。ある事項は他人と同一のことをなす 
やうに强迫的に 働き、 多勢と一致するやうにする情緖が素朴であり眾純であればある 程、 尙多く 
かやうな仕方に集幽〇中に搋がりて行く。 

情緖の高上するこの機制は、集幽から生ずる他の影響によりて有利になる。集 mTj は無限の力と 
打勝ち難き危險との印象を個人に與へる。集團は酒くの問、全部の人問社會の代りになり、權威 
の支配若であり、個人はそれの罰を恐れ、そのために多く0禁止に從ふものである。個人が集幽 
に反對することは個人に取りて明かに危險であり、彼の TO 固の敦の例に從ふことが 一 KL 安全であ 
り、 所謂狼が群をなして吼ぇるやうなことをする。彼は新しい權威に服従する爲に、彼の以前0 
良心を働かしめないやうに し、 禁止の撤囘から生じた所0埒加せる快感に誘惑されてしまふ。故 
に集幽中の個人は、正常の生活條件の下では避けて行はないやうな辦物を錤削に於て行ったり又 
は赏譜したりすることは、それほど珍しい W ではない。かやうにして咅人は謎の如き語の「暗示」 
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によりて屢々包括された神祕を幾分明白にする ことを 望む ことが 出來る〇 

マクヂユ ー ガルは、集團に於ける智能の集合的禁止に關する議論に反對 しない 。氏は日く、低 
い智能の所有者は、高い程度0智能の所有者を自身の水準まで引下げる ものである〇從つて萵度 
の智能の所有背は活動の陣害を被むる。 蓋し それは一般に^^の商 上が健全なる 知的 作業に不利 
な 狀態を生ずること、妓に個人が集国に よりて 宵かされ、心的活動の自 l を失 ふこと、 及-ひ 各個 
人の自己の行爲に對する货任感が 低くな つてく ることから 來て 居る0 

a 織されない m 純なる集_の心理的行動に就ての全體的判斷が友淸的でない ことは マ クヂユー 
ガル も 亦ルボンと同様である。かかる集國は非常に it 緖的、衝動的、激情、 輕躁、矛盾、無決 斷 
であり、叉その行動は極端で 素朴な^^ と精鍊されざる情操とを示し、 極度に暗示に感じ易く、 
熟 E をせず、早急に判斷 し、 m 純且つ不完全な形式の推理以外の ことは 不可能で、 容易に支配さ 
れ、指導され、自己意識に缺け、自尊心と實任感とを失 ひ、 集幽自身の力の意識に よりて 支配 さ 
れる傾向が あり、 爲に、無责任竝に絕對的力に歸し得べき凡ての惡行爲をなす やぅになる〇從つ 
でその行動は普通人の行，動よりも寧ろ氣儘の子供や、敎育を受けない激情 的な野蠻人が未知 0 境 





遇に於て行動するのに似て居り、甚だしい時は人間の行動といふよりも野獸の行動といつてよい 
位である。 

マクヂユーガルは高度に紺織された集團の行動と、吾人が今述べたやぅな行動とを對立させて 
居るから、吾人は この 組織が何によりて成立するか、如何なる成分によりて、それは生ずるか耷 
知らんとする點に特に興味を持つ。氏は集合精神生活•か高等の水準に高上する主要條件として五 
つを列擧する。 ; 

第一の根本的條件は 、集國 が永絞する場合には或程度の連絞性があるといふことである。それ 
は材料的でもよく又形式的でもよい。前の場合は、同一侗人が一定期問集團の中に存在すること 
で、 後の場合は固定した態度が集幽の中に發達し、個人の相續によりてそれが維持される - とで 
ある。 

第二の條件は、集團の部 M の中に集 M 0 本質、機能、行動、要求に就ての一定の觀念が術成さ 
れる ことで、その 觀念樅 成よりして個人は 集圈全體 に 對 する 情緖的關 係を 發達せ しむることが出 


P 第三の條件は 、集 圈は多く 0 點では與つて居る が、 しかしある點で類似した他の集削と一定 0 
關係、恐らく餞宰〇關係に m かれることである。 

第四 Q 條件は 、集幽 は俾統 、惯 習、 習恨を 布し、 殊に部貝相互の關係を決定する如きものを有 
することで ある。 

第五の條仲 は、 集_はそれを構成する個人の機能の特殊化と分化とに表れる一定の權造を有す 
る ことである 0 

マ クヂユ ー ガルに ょると、 それ等の條件が滿たされる と 集團構成の心理的不利は除去され る。 
而して知的能力0集合的 降下は、 知的問題の解決を集豳に命ぜず、個人でそれを解決するやぅに 
することにょ りて 防がれる〇 

マク ヂユ ー ガルが蕖團の紺織と して 示した條件は、他の仕方に叙述することが一砑正當で あり 
得るやぅに見ゆる。個人の特質であるが、しかし集幽襁成の爲に侗人の中に消滅する特^;を、集 
圆に如何にして供給するかといふ問題が玆に生ずる。何となれば原始的集圈以外の個人は、彼自 
身の持辍 性、 自己筮11、傅統 、恨 習、自己特有の機能と位砬とを有し、彼0競爭者から離れて居 
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るからである〇こ〇特質は彼が組織なき集團に人り込むことによりて暫く〇間失はれる〇若しそ 
0目的が個人の爵性を集團に供給することであると認めるならば、吾人はトロッタ ー の價値ある 
解釋を囘想するであらぅ。卽ち氏は集围構成の傾向の中に凡ての高等有機體の多細胞的性質が、 

生物珙的に連續することを認めると述べて居る。 

* Instincts of the Herd in peas and AVar • 一 916 . 

四暗示とリビド— 

吾人は根本的事赞、卽ち集團中の侗人が 、その 集幽の爲に屢々彼の心的活動の奥庭からの變化 
を被むる事實から出立した。彼の情緖は非常に强くなる が、 知的活動は费しく減返する。而して 
情緖も知的活動も共に集團中〇他の個人に明かに類似して 行き、 その結果として各個人に特有な 
輒動の禁止が 無くなり、 各個人獨得の傾向の表現が失はれるやぅになる。これ等の好ましからざ 
る結 i は少くともある程度まで集團の高等な組織によりて防がれると言はれた。これは集團心理 
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學の根本的事贤 、卽ち 原始的集_に於ける情絡の萵上と知力の禁止に就て0二つの主張に矛盾し 
ない。苔人の 興味は、 集副 中の 個人にょりて經驗される如上の心的變 化を、 心理珙的に說明せん 
とする點に向つて居る0 

旣に述べた個人の威_、換言すれば自己保存の衝動の行爲の如き合理的成分は、觀察し難い現 
象であることは明白である。その他社#學や集幽心理學の權威者の說明として吾人に與へられた 
ものは、假令その名稱こそ暗示とか、 タルド ( Tarde ) の所謂栈倣とか興つて居るが、內容は全 
く同一である。而して吾人は榄倣が暗示0概念に歸着せられ、暗示の結果の一つであると主張す 
る著漭に、同意せざるを得ないのである。ルボンは社位現象の不可解の凡て0ものを、二つの成 
分、 卽ち、個人の相互暗示と指導者の幻術に歸した。しかしこの幻術は暗示を引起す作用の中 d 
認められる。 マク ヂユ ー ガルは情緒の肢始的感應の原理が嵴示の假定なくして行はれ得るとの印 
象を吾人に W く與へた。しかし尙深く艿察すると、この原理は模倣や傳染の在來の主張と少しも 
變らないで、只情緖 Q 成分を特に强調した點だけの相違であることに氣が付く。吾人が他人に於 
ける情緖〇表猇を認知する時に、それと同一の情緖を引起さんとの傾向を有することは明白であ 
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る 〇しかし 吾人は何故にそれに反對し、抵抗し、全く反對な仕方に反應することに屢々成功しな 
いか。吾人が集囫の中にあれば、何故にこの傳染に常に服從するか。この傾向に從ふやうに吾人 
を强ゆ る ものは模倣で あり、 惝緒を感應せしむるものは集團の暗示作用で あると、 吾人は再び言 
はなければならぬ〇尙その上マクヂユーガルは暗示から全く免れることは出來ない。何となれば 
吾人は氏竝に他の著者から1集團はそれの特殊0暗示性によりて他から區別され ると いふことを 
聞いて居る。 

從つて暗示(尙正確に言へば暗示性)は他のものに歸することの出来ない原始的現象で あり、 
人間の精神生活の根本的事實であると容易に主張されるであらう。ベルンハィム ( wemheiln ) も 
亦同様の見解を苻して居た。氏の驚くべき技術を私は千八百八十九年に見たことがある。しかし 
私は氏の暗示の嚴格なことに敬意を感じたことを今尙記憶する Q 一患者が氏に從順を示さなかつ 
た時に「何をしてるのです、暗示に反對しようとする ( D か」と患者に呶嗚つた。私はこれは明かに 
不正で あり、 亂齡な 行 爲であると 獨 語した。蓋し人間は暗示に從ふやうに試みんとして段ても、 


122 


ベ對嵴示を生ずる權利を確かに有するからである。その後暗示に ょりて 凡てのものを說明 せんと 
することを按へなければならぬといふ見解に對 し、 私は反對するやぅになつた 〇 それに 關聯 して 
私は古い謎を反復する。 

クリストフが クリストを 生んだ0 
クリストが全世界を生んだ。 

そんならクリストフは何處に足を置いたか 
言つて 御 覽。 

* IconradMichter. Ds deutsche St. Christoph, werlin 1896 . Acta Germanica, V, 1 . 

私は約三十年間暗示から離れて居た後に再びその謎に近寄つても"その狀態に少しの變化 もな 
いことを發見する。この主張に對し、只 一つの 例外を發見する - とが出來るが、玆にいふ必要が 
ない。蓋しそれは精神分析の作用を證明するものであるからである〇暗示の槪念を正しく構成せ 
んと 0 努力、卽ちそ 0 名稱 0 便宜的使用を確定せんとの特殊 0 企てが行はれたことを私は知つて 
居る。而してその努力は決して餘計なことで ない 〇盔しその語の使用が漸次に廣大 され、諉味は 
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漸次に任意的になりて、それが如何なる種類の影響にも適用されるやうになるかも知れないから 
である。例へば英語の to suggest と miggestion とが獨語の nalielegen と Anregung とに相 
應するやうになるかも知れない。しかしこれまで暗示の本質に就て、卽ち適當の論理的根據なく 
して影響を生ずる條件に就ては全く說明されなかった。最近三十年間の文獻を分析して、如上の 
主張を支持するやうに企てたいが、しかし茲ではそれを中止する。蓋しこの問題に關する夥しい 
硏究が私0手近に準備されて居ることを知るからである。 

* Me Dougall ; A Note on Suggestion. Journal of Neurology and psychopathology* VCL L N 0 , 
1 , ss!p 

その代りに私は集_心理學に光明を與へるために、リビド丨〇槪念を用ひることの企てをしよ 
う。その槪念は精神神經症の硏究に非常に役立ったものである。 

リビドーは情絡の原理から得た一表現である。愛情の語の下に包括さるべき凡てのものに關係 
する衝動の H ネルギーをリビドーと名づける〇而してそのエネルギーは今日の處測定し雛いとは 
言へ、量的大さを有するものと# へられる 0吾人が愛 K を意味す る ものの中核(これが一般に愛 
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情と言はれ、詩人が歌ふ所のもの)は性的結合を： n 的とせる性愛から出来て居る。しかし苔人は 
何れの場合にも#^の名稱を分婚して居る所のものから一方に自己愛を分離せず、又他方に兩親 
や子供に對する愛、友愤、一般的の人 o 愛、具 WJ 的琪物や抽鈒的觀念に邱心することをも分離し 
ない。以上の主張の正常なことは精神分析的硏究が吾人に敎へた祺赞に遊いて居るので、その硏 
究によると、凡てこれ等の傾向は同一の衝動活動の袈現であることを示して居る。兩性 p の關係 
に於ては、これ等の衝動は性的結合0方に推進されるが、他の狀態で は、 これ等0衝動はこの目 
的から離れ、或はその目的に達することを妨げられる。尤もその場合にはそれの同一を保つこと 
を知らせるやぅにするだけ十分な敁初の性質を保存する。例へば自己犧牲とか、接近せんとの努 
力とかの様式に表れてくる。 

吾人の海ふる所によれば、このリビドーの語は種々の用法を冇する1^なる語を金く正當に總 
括したものであり、又吾人の科學的解明や叙述の茈礎として用ひるには その 語より以上によい語 
を見出すことが出來ない。かやぅに決定することによりて精神分析學は世間から憤怒を被ること 
を免れた。尤も m 怒を引起したことは亂骚な革新行爲の罪であつた。しかし精神分析學は愛情を 
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禳 

この廣い愆味に解した最初のものでない。それの起原、機能、性愛に對 する關係に於て、锊珙者 

プラトーンのエロス(： Elds ) が精神分析學の愛の力卽ちリビドーと全く 一致する〇そ 1 は旣にナ 

ツハマンゾーン ( Nnchmansohn ) 及びフィスター ( pfister ) にょりて 詳細に 示されて吾る〇使定 

•ホ ー ルがコリント人への有名な喪簡の中に、爱情をその他凡ての もの以上に 評 n した時に、彼は 

同じく廣 S 露に霧を解して居る。しかし世人がそれに氣づかないといふ ことは彼等がこれ 等 

の大 i 家を推稱すと言ひながら、辉面 rj に大思想家の言を受取らないことの i である。 

* 私3^令、人問や；大使の言楚で話しても愛がなければ、私は發經する黃銅の梁器か又は l りひびく雄 
鼓と同じである0 

精神分析學はこれ等の愛の衝動に、 それの 一莳冇 力なる理出、卽ちそれの起原に基いて、性的 
衝励の名を與へる〇敎育を受けた大多數の人は この 術語を侮辱で あるとし、それの復仇として皮. 
等は汎性慾說の非難を精神分析學に與へた〇性を以て人 tl 本質を辱 かしむるものと考へる人は、 
一屉 上品な表現で ある エロス ( Eros ) 及び H ロ ティック ( Hrotik ) 0 語を 自由に利用してょい 0 
私も硗初 からその やぅに使 m したならば、 多くの非難を免れ得た かも 知れない 。しかし 私は それ 
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を欲しなかつた。蕊し京志が弱いと1れることを避けたいからである。人はこ § を通りて何 
處に落込むか鲁ふことは出來ない。人は先害葉に從ひ、然る後少しづつ霖に從ふ。私は性 
を言ふ爲に恥辱を感ずることが何等かの似値があると考へることは出來ない。恥辱を緩和する希 
職語の工&スは結局菩人〇獨逸語の ( P を®)(霧)0_譯に過ぎない〇而して待つことを知る人 
は pj 等の讓步をなす必要がない。 

愛情關係(一曆中性的表現を用ひると、情緖的結合)•か集圈精神の主要素をなすことの假定を 
以て吾人は硏究を初めよぅ〇而してこれまで權威者がかかる關係に就て少しも述べなかつたこと 
を囘想せよ。その關係に相當する事贤は明かに暗示の遮障の後方に隱蔽されて居る。吾人の假定 
は先づ次0二つの思想を蕺礎として居る。第一に集國は明かにある種の力によりて結合されて居 
る ことで ある。而して世界の凡てのものを結合する所の H 3 スにこの仕事を歸せしめないで、他 
の如何なる力にこの仕事を歸することが出來るか。箱二に若し個人が集圃に於て彼の特異性を失 
ひ、他の部員の暗示によりて影響を被むるとすれば、彼が他の者に反對するよりも、寧ろ彼等と 
調和を保つことの必要を感じて、彼等自身0爲にそれを爲すのであると吾人は蔣へる0 
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五二つの人爲的集團、敎會と軍隊 

吾人が集國の形態學に就ての知識よりして囘想し得ることは、集國の種々の種類、竝にその發 
達に於ける反對せる方向を吾人が區別し得ることである〇锿團には極めて經過的0も0あり、又 
非常に持铹的のものもある。又同種の侗人からなる同質的集團と異質的集幽とがあり、自然的集 
_と外部の力によりて結合を維持する人爲的集團とがあり、原始的集團と一定の構造を有する高 
等の集團とがある。しかし未だ研究が屆いて居ないといふ理由よりして、吾人はこれまで權成者 
が注意を拂つて居ない區別の方を特に强調しよぅと思ふ。而して私は指瑋者のない集固と、指導 
若を有するそれとの辟別を述べることにする〇尙呰通に行はれる仕方と反對して、吾人は比較的 
簡單な集團構成から出發しないで、髙く組織された持久的人爲的集豳から初めよぅ。かかる構造 
の中で最も興味ある例は、信仰者の圈體たる敎食と軍隊とである0 
敎#と班隊とは人爲的集團で、或外部の力によりて不統一を防ぎ、紐織の變化を抑へて罟る0 
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一般に人はかかる集團に人らんと欲するか否かに就て相談も受けず、叉遝擇をも與へられない.。 
それを去らぅとすると、通常迫杳や厳削を被り、或は全く一定の條件に束縛される。これ等の組 
合が何故にかかる特殊の防觀手段を要するかを吟味することは吾人の目下の興味に外れて居る。 
吾人は唯一0事情、卽ち他の場合には尙遙かに隱れて居る一の事馊が 、上記の 仕方で分裂を防ぐ 
高度の紺織を有する集 M の 中に明白に觀察され得るといふ點に興味を有する。 

敎會(苔人は便利上カトリック敎會を代表として取らぅと思ふ)と艰隊とは他の點では相違す 
るが、何れも首領があるといふ點に同一の錯覺を有する。卽ち敎會ではキリスト、二单隊に於ては 
大元帥がありて、集幽中の個人は凡て一樣にそ0首領を愛する。凡ての事がこ0錯赀に依存し、 
その銷强が無くなると、敎脅も班隊も外部の力が許す範圍に於て分裂する。 - の同等0愛はキリ 
ズトにょりて明言されて居る〇卽ち私の最も賤しき同胞の一人に汝が行つたものを、汝は私に行 
つたと。彼は信仰者の集幽の一々の者に對し親切な長兄の關係に立ち、又彼等の父の代裘者であ 
る〇個人の上になされる凡ての要求は凡てこのキリストの愛から引出される。デモクラチックな 
性質が敎會を通じて流れる。蓋しキリストの前では何れの者も平等であり、何れの背も彼の愛を 
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平等に受け t とが出來るからである。キリスト敎曹•震と Q 問 Q 類似が祈求され t と、拉 
に信仰者はキリストに於ける兄弟、換言すれば中リストから被る愛を通じての兄弟であると相互 
に呼ぶことには深い理由がある。各侗人がキリストに結びつく所の結合が相互を結合する原因で 
あることは疑ひもない。同様な >* とが班隊にも言へ る。 大元帥は凡て彼の兵士を一様に愛する父 
であり、その爲に兵士は互に戰友になる〇軍隊は階段ある集團を構成する點に於て紐織上敎命か 
ら興つて居る。一々 Q 震は謂はば彼等 Q 大元帥であり又彼等 Q 同僚 q 父で t 。 同様なことは 
等の部隊 Q 一 々 Q 下士官に就ても言へる。軍除と類似の組織が义敎會にも紐織されたことは眞 
である。しかしそれは經濟 的に 同 一0役目を演じない。何となれば吾人は 個人に 就ての 知識と、 レ 
配とを;. H の大元帥よりもキリストに對し、 I 屁多く要求するからである0 
軍隊がリビドー的構造を有すとの槪念、卽ち軍隊を結合せしむるに必要な 自身〇國、國 民の 名 
釋等〇 觀念は軍隊中に發見されないとの槪念に對して反對があることは無理もないことである。 
しかしそれに對する囘答としては、 その 種の軍隊は異つた種類の結合で、最早职純な結合でない 
と言へる。何となればシ ー ザー、 ヮア ー レンス タィン、 ナボレ オンの如き大將取 Q 列を見る と、 
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かかる自 M とか阈找〇名稃とかの觀念が艰隊0存在に不可缺のも0でないやうである。吾人は指 
襟観念が指猫教に®換へることの可能と兩若の诎の關係とを玆に少しく述べて見よう。リビドー 
的成分が琨隊の唯一の成分として働かないにしても、その成分を看過する >- とは、理論上缺點を 
有するばかりでなく、尙贲際的に危險であるやうに見ゆる。獨逸の科擧と同じく非心理學的であ 
つた错#西の跟國 主義は、 大戰爭に 於て、 このリビド ー 的成分を無視した結果に惱まされたと言 
ふことが出來る。獨逸の軍隊を荒らした戰维祌經症は、大部分侗人が軍隊中に行はんと独期した 
役割を滿たすことの出來なかつたことに對して個人を保誰する爲に生じたものと認められる。ジ 
ンメル CK simmel ) の通信によると、上官によりて酷く取扱はれることが、この疾病の動機中 
最髙の も. Q と考ふることが出來る。この場合にリビドー的要求の重大なことが尙よく認められて 
居たならば、米國大統領の十四箇條の空想的約柬が、それぼど容易に信じられなかつたであらう 
し又立派な武器が獨逸指揮者の手で破壤されなかつたであらう。 

この二つの人爲的集囫に 於て、 各個人は一方にリビド ー 的結合によりて指導者たるキリスト又 
は 大元帥に結びつき、他方に集幽中の他の部員に結びつくことは注意すべきことである。この二 
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つの結合が如何にして相互に關係するか、それ等は同種類であり同價値であるか、それ等を心理 
學的に叙述し得るか等の問題は次の研究に殘さなければならぬ。しかし多くの權威者が集幽心理 
隳の中に指综者の大切なことを十分に認めなかつたことを吾人は少しく非難しようと思ふ。然る 
に吾人が研究0第 I 目的として指镩者を選んだことは、一屁有利な狀態に吾人を導いた〇集團心 
理娛の主要なる現象、卽ち集圈に於て個人が自由を失ふ現象を說明するに當りて吾人は正しい道' 
を迆りて居るかのやうに見ゆる。若し各個人がかかる强烈なる情緖的結合によりて二つの方向に 
朿縛されるならば、彼の人格中に觀察された變化と制限とを、その關係から說明するに困難を感 
じないであらう0 

集圃の主要素が集圈中にあるリビドー的結合に存すといふ如き結果の暗示を、吾人は取隊で最 
もよく研究された恐慌 ( panik ) の現象の中に發見する。この種の集團が統制を失つた時に恐慌は 
生ずる。上官の命令が少しも聞き入れられず、各人が自分のことのみ心配して、他人のことを少 
しも考へないといふことが、恐慌の特質である。相互の結合は破れ、異常な無意味の避盧が生ず 
る。この主張に對して、それは却つて反對であるとの非難が生ずるであらう。卽ち憂虑が非常に 
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大なる爲に、他人との結合や他人を狢みるやうなことが凡て無くなるのであると非難するであら 
う。マクヂユーガルは氏が敁も强調した傅染(城始的感應)にょりて怙緝〇商上する代表的の例 
としてこの恐慌(取隊の恐慌ではない♦か)を m げて居る。しかしこの合理的な說明〇方法はこの 
場合に金く不適當である。說明を要する眞の冏題は、何故にその鈒嗷がそんなに烈しくなつたか 
といふことである。この場合に危險の大なることには贵任がない。何となれは將に恐慌を米たさ 
んとする：本隊が、以前にはそれと同じ、又はそれ以上の危險に遭遇しても立派な振舞をして居る 
からである。危險の威嚇的なことが恐慌の主要素でなく、恐慌は極く狴細な出來事から屢々爆@ 
する。恐慌にょる骚慮を感ずる倘人が、自身のことのみ心配するやうになつた時に、波はこれま 
で危險をして小さく見えしめた情緖的結合が存在しなくなつたといふ第馊〇證摅を得るであら 
う。彼はその危險に彼一人で當面するといふことが、危險を一層大にするに相違ない。故に恐慌 
にょる憂诚は集固のリビ的組織の弛緩を豫想するもので、その弛緩に對し適當な仕方に反應 
したことが憂磁である。而してそれと反對な說明、卽ち危險に當面する際0骚磁の爲に集幽の V 
ビドー的結合が破壊されるといふことは否定されることが出來る。 






集国中の憂破が感應(傳染)の爲に非常な程度に增加するとの主張は、如上0解釋と決して矛 
盾しない。マクヂユーガルの見解は、危險が非常に犬であり、集團が强き怙緖的結合を有しない 
場合に正當である。例へば劇場や娛樂場に於て火事が起ったやぅな時にその條件は具備される。 
しかし眞に恐慌を理解するに都合よき場合、卽ち吾人の目的に最もよく用ひられ得る場合は上に 
述べた如きもので、危險が通常0程度又は以前に越々遭遇した程度以上に增加しなくても軍隊は 
恐慌を惹起すものである。恐慌といふ語の慣用が的確に決定されなければならぬとは豫期されな 
い。時としてそれは集合的憂礅を示し、時としては凡ての制限を超 ゆる 時の個人の憂礅に用ひら 
れ 、又 屢々憂慮0 爆 發が場合によりて保證されて居ない時にその名稱を用ひる。若し恐慌 Q 語を 
集合的憂虛の意味に取れば、吾人は尙廣汎な類推をなすこ U が出來る。個人に於ける M 傲は危險 
の大なることによりても、或は惝緖的結合(リビドー充铱)の弛緩によりても生ずるもので、後 
の場合が神經症的憂慮である。それと全く同じ仕方に於て恐慌は一般的危險の拊加によりて、1议 
は集國を結合する情緖的結合の消失によりて生ずる〇而して後の場合が神經症的憂傲と類似して 








* vcrlesun gen zur Eiafiihrung in die Psy choanal Ts pXXV. 

5 フェルツ H ギ ー (Bda V. Felssghy) の興味ある、しかし? a 想的汾 文！ Panik 目 d pankompleM. 

Imago, 1920, Bd VI •を比 M せょ。 

マクヂユ ー ガルのやぅに恐慌を集園精神の最も明白なる機能 0 一として記述するものは、集 g 
精神がそれの设も著しき一裘現たる恐慌の中には消失するといふ矛质に到達する。恐慌が集幽〇 
分裂を想味することは疑ふ能はざることで、恐慌は集幽の人々が恐慌以外0場合には相互に示し 
た 顧慮を凡て失つた結果である。 

恐慌の爆發の代表的0例はユーヂツト及びホロフェルン (Judith xrnd Hooerp に關するへツ 
ベル ( Hebbel ) の劇のネストロィ ( Nestroy ) の狂句の中に示されて居る。一人の兵士は、「將軍が. 
首を失つた」と叫んだ。それで凡て0アツシリヤ人は逃走した。ある意味に於て指導者を失ふこ 
と、彼に就て疑惑を生ずることは假令危險が同一であつても、恐慌の煺發を生ずる。集阁の人々 
相五間0結合は、彼等の指導者に對する結合が無くなると同時に通常失はれる。集隅は恰もボ n 
グナ〇瓶の如く"それの頭部が破れると全部が破壤する。 
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宗敎團體の分解は® J 3 察するに容易でない。少し以前に、私はロンドン0僧正に V りて推 m され 
た、カトリック方面から出た英語小說 rm 黑であつた時 J を手にした。その本には、かやぅな分 
解の可能とそれの結果とが巧みに且つ明確に描 B されて居た。この小說は現代に關係するやぅに 
推定されるが、その中には、人 ml キリスト及びキリスト〇信仰に敵意を示す徒黨が如何にしてエ 
ルサレムに於ける墓を發見するに成功したかを物語つて居る。こ0慕には、アリマテーア〇ョー 
セフが述べた言葉が刻まれてある〇卽ち彼は敬虚の餘りキリストの身體を埋葬の後三日目に祕密 
にその墓から移して、この地に埋めたと。こ0手段にょりてキリストの復活と彼の神性に就ての 
信仰は取除かれる〇而してこの考古學的發見の結果が歐洲文化の動亂であり、且つ凡ての犯罪と 
非行の非常な梢加で to 而して僞选者0計迸が於党した後初めてこれ等の犯罪や非行は止むも 
のである。 

この場合宗敎團體に起ると想像される分裂〇際に表れる现象は發磁でない〇こ〇媒合には發慮 
を生ずる 理由 y なく、 そ Q 代りに他 Q 人民に對する蒙な敵對的衝動が現れる。而してそれは以 
前には キリストの平蜱愛の爲に現れることが出來なかつたものである。しかしキリスト王固の W 
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でも/:- I 仰游の刚體に祕しないも0、キリストを愛しないもの、キリストが愛しなかつたものは、 
この姑合 q 外に立つて居る〇故に宗敎はそれ肉. t . 愛の宗敎であると言つて居ても、それに 錨し な 
いものには投酎であり、愛が無いに相違ない。根本的に何れの宗敎も同様に、それが包^ する 凡 

である。しかし個人的には如上の事钙を發見することが困難であるから、その點に就て信仰# を 
餘り嚴しく非雛すべきでない。不信又は無頓齋のものは、その點に於て、心理的に尙更都合がょ 
い。今日異說を容れない頑迷が以前0世紀ほど烈しく且つ殘酷で無くなつたとしても、人 J の瓯 
習が萊弱になつたと結論することは出來ない。その原因は寧ろ宗敎感情及びそれに t くリビドー 
的結合が弱くなつたことに求めらるべきである。若し他の集團結合が宗敎的結合の代りをするな 
らば、(社會主義的結合がこの代りをなすことに成功して居るやぅに見ゆる)、宗敎戰卽の時 tu 
於けると等しき頑迷をその集團以外の人に示すであらぅ。若し科學的意見の相違が集圍に對し、 
宗敎と同様な意®を與ふることが出來れば、再び同 j Q 驚がこ Q 新動力 Q 爲に反復されるであ 



131 


*1 の父 S 消滅した筏に、これと—の緊の生じたことを 1 N I 音 ： F vf 
Gescllschaft •一919を比較せよ0 

六其上の問題と仕事の方向 

吾人はこれまで二つ0人爲的集圑を考察し、彼等が二つの情紐的結合によりて支配されて居る 
ことを發見した。その中で指導者と〇結合が、蠢の部員盟結合よりも遙かに決定的成分であ 
るやぅに見ゆる。 

尙集團の形態學 Q 中には硏究し叙述すべき多くの报项が殘つて居る。これ％2各が出來上ら 
ない間〇罢る人間蘿合は窗でないと®確定的銎から吾人は出立しなければならぬ。しか 
し又人叫 S 合に於3心理的集 f 雲せんと益向が容 f 著しくなり f こ—許さなけ 
れぱなら -2。鏖的に生じた多少雲的1各® SMU ■を向け、それ等 G 簾 Q 起原及び 
分離の 條—吾人は硏究しなければ—ぬ。就中指— 01— れ S い—と Q 問の . P 
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o[r _ を取扱はなければならぬ。指 £a 荞を有する集 N が一脐原始的で あり 且つ完全なるものでは な y > 
か。又他の場合に於て、指^:は觀念、杣象にょりて偶換へられることが出來ないか。(未の首， 
領を冇する宗敎的集阐が旣に一0過渡的附段を11成して居る)0つの共通傾向、卽ち多數の人民- 
が分擔し枒る一の欲求が同様に代表物として役立たないか等の問題を吾人は考察しなければなら 
ぬ。この抽象物は吾人が二次的指络背と名づけ得る人 H に多少全く合®せしむることが出來、且し 
つ指導觀念と指 S 若との關係から興味ある種々のも0が生ずる〇この指導背又は指错觀念は3 
ば消極的であるかも知れない。卽ち特殊の人冏又は施設に對する嫌惡が讓的 Q 愛好と同一の統 
一 的方法に於て 作用し、 且つ秘極的結合と同じ種類の情緒的 結合を惹起す かも知れない〇兹に 於 
て指缭荠は集幽の主成分として不可缺のも0であるかと か、 或はその他の問題が生じてくる0 
しかし集幽心理蜞の文獻中に一部分取扱はれて居る此铧凡ての問題は、集國の權造中に吾人が 
遭遇した极本的心理斟的問題に對する吾人の興味を變化せしむることは出來ないで あらぅ〇而し 
て群集の特質はリビドー的結合であるとの證據に最も直接に吾人を鸹く所の港察に、先づ吾人〇 
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人間一般の間に存する情紐的關係の性質を取出して見よう〇涑えたる豪猪に就て 0 ショ ー ベン 
ハゥェルの有名な直喩によると、誰も、彼の隣人に全く接近するやうに近寄ることが出來ない。 
(發莕 - 寒い時には相互に接近して暖さを保たうとする。しかし餘り接近す ると nlj がつ力へるの 
で直ぐに離れる。寒くなると近寄り、刺が觸れると離れるといふやう に、 あつちこつちに動き迴 
るが、 遂に一定の距離を保つことが、最も堪へられる仕方であることを發見するといふことであ 
る)。 

精神分析の證明によると、 W くの問續く二人間の親密なる情緖關 係、 例へば結婚、友愤、兩親 
と 子供と Q 關 係は、 嫌忌と敵對沈殿物を殘す も？、 それ 等 S は— 抑赃 作用に よりて 
除去され なければ ならなかつた も Q であ* る。 仕事 0 上 0 同僚が普通に口論をしたり、部下のもの 
が 目上のものに 不平を言ふ場合には、この感が赤裸々に表れる。人が一庇大なる結合をなす時に 
も S 一 Q 事が生ずる。二人の家族が結婚によりて結びつく と、 何時でも一方が他方より陵越であ 
ると か、生れがよいとか考へる。二つ Q 相隣れる町では、一方は他方から最も嫉視される競带若 
になる。 いづれ Q 小さい村でも他 Q 村を 1 する。密接な 1 を有する民族は、相至辣遠にす 
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る Tn 方 ly 1 逸人は北方獨逸人を好まないし、英園人は スコットランド 人を緋 謗し、スペィン人は 
ホルトガル人を輕視する〇相述が大となれば、殆ど除くことの出來ない位の嫌忌を惹起す とは 
nLL て驚くべきことでなく、例へば フランス 人と獨逸 人、アリアン 人と シエム 人、 西 人と1 入と 
の關係は然りである。 

* 恐らく母と m の子との關保は唯一の例外であらう〇それは窃己愛に基いて居る c 從つてその關係はそ 
の後 is によリて妨げられず、性的對象課の基本的誠みによりて强力になる。 

その他の時には愛した人に對し 、敵意 集す 場合を、 菩人は感情拉存 ( Qefsambivalenz ) と 
名づける。而してそ §f 吾人は密接1に— iQf 繁—によりて、全く合 
理的な仕方で說明する。未知人に接近する1ずる赤裸々 Q 敵 ffQ 中に、吾人は自己 愛 
( Karzissisum ) の表現を認める ことが 出來る〇 この自己 愛は個人の 自己主張の爲に顿 くの もで、 又 
個人の發達の特殊の方向から脫逸を生ずることが、方向に就ての 批判と それの 變化の要求とから 
來るか の 如く 自己 愛は振舞 ふ も0である〇この細かい相違0點に何故にかやうに 自己愛は敏感で 
あるかを吾人は知らない。併しかやうな結合に於て人は容易に嫌忌を示し、進幣を なすことは眞で 
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ある。而してその原因に就ては知られて居らず、只根本的特質によると言ひ得るかも知れない。 

* 近顷公にした「快の原理を越えて」の中に、愛と恨の雨棰性を、生命と死の街動 n の假說的對立に踹 
係づけんと企てた。而して性的街動は生命拊励の S も純梓な例であると述べた。 

しかしこれ等凡ての頭迷なことは、集觊が構成されることにより、又は集團の中に居ることか 
ら、一時的又は永久的に消失する。集團構成が持铵し、又は擴大される限り、個人は恰も一様で 
あるかの如く振舞ひ、相互の特異性に椹へ、自己を他人と同一水準に S き、他人に對して嫌忌の 
感を生じない。吾人の理論的見解によると、自己愛は一の成分、卽ち他人とのリビドー的結合に 
よりて制限されることが出來る。自己に對する愛は只一つの妨畨を有して居る。卽ちそれは他人 
に對する愛、對象に對する愛である〇玆に於て直ちに問題を生ずるのは、リビドーの附加なく、 
興味のみによる社會は他人を寬容し、他人を顧 Af するやぅに必ずしもならないかといふことであ 
る。この非難に對しては、自己愛の永久的制限の爲にかやぅな寬容や、籾破は生じないと答へて 
よい。蓋し直接の利益が他人との共同作業によりて獲得された以上にこの宽容は持桉しないから 
である〇尙叉この駁論の贲際的傚値は、想像する程大でない。何となれば経驗〇示す所によると 
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典同作業の場合には、リビドー的結合が共同作業者の問に規則正しく權成され、それにょりて波 
等の n の關係が、眾に利益であるといふ點以上に持锐し强闽になるからである。個人的リビドー 
の發逑に關する精神分析的研究に於てょく知られて居ることと同一の琪項が人間の社#關係にも 
生ずる〇リビドーは火なる生活要求の滿足の上に支持され、それの第一の對象として’その過程 
に參與する人を選擇する。金體としての人類の發逑には、個人の場合と同じく、愛のみが、利己 
主_から利他主義に變化すといふ意味の文化の成分として働く。而してこの愛のみが働く >- とは 
婦人の好むも Q を節約せんとする凡ての義務をも含む所0婦人に對する性愛と、共同して働くこ 
とから生ずる所0他人に對する、去勢され、昇華された同性愛と0二つ0場合にも興である。 

故に若し集園に於て自己愛は集國以外に働かないやぅな制限を被むるとすれば、それは集團權 
成の主. W 素が集幽の部 a 相互に於ける新しいリビドー結合から成り立つといふ强い證據である。 

しかし今吾人の興味を引く問題は、集國に存在するこれ等の結合は、如何なる性質のも0であ 
るかの急迫せる問題である。これまで祌經症0精神分析的硏究に於て吾人が主として取扱つたも 
のは、直接に性0目的を追求する愛の反動がそれの對象と結びつく所0結合作用であつた。集幽 




に於ては明かにこの種0性的目的0問題は取扱はれることが出來ない。こ0場合に吾人はそれ 0 
最初の！ HI 的から變化した愛の反動を取扱ふのである。尤もその反動はこの變化の爲に弱く働くこ 
とはない。吾人は旣に通常の性的對象充積の範囵の中に反動•か性的目的から轉向する珙努を觀察 
した。吾人はその現象を愛することの階段として記述し、自我に於ける一定の0食であると認め 
た〇集圈中に存する結合に轉移し得る條件が、この愛すること0現象中に發見されるとの確信を 
以て、菩人はこ0現象を一庥精密に注意することにしょぅ。しかし性的生活に見る如き、こ0褪 
の對象充铱が他の人 rl との情緖的結合0唯一の方法であるか否か、或はその種類以外の機制を菏 
成しなければならぬか否かのことも亦吾人は知りたい。贤際吾人は精神分析ょりして情緖的給合 
の他の機制の存在することを學んだ。それは所 PI 同一視 ( Idelltifizienulg ) で、十分に知られて居 
らず、且つ叙述するに困難な過程である。吾人はこの過程を考察する爲に、暫く集既心理掛の問 
題から離れることにする。 













同一視は他人と Q 情絡的結合0婭も早い表現として精神分析舉に知られて居る。それはエディ 
ブス錯綜0早い歷史〇中に役目を演じて 居る。 幼き 4 兒は彼の父に對 して 特殊0興味を裘す 。彼 
は父のやぅに生長し、父と同じ様になり、凡ての場合に父の代りにな らん1.欲する。 簡眾に 言へ 
ば、彼は父親を理想とすると言へる。この行動は父(及び一般の男性)に對する受動的又は女性 
的態度と無關係で、それは寧ろ立派な男性的態度で ぁる。 それは極めてよくエディブス錯綜に適 
合し、 錯綜への準備を 助ける。 

この父との同一視と同時に、或は それより 少し後れて、 m 兒は依賴型 ( tofpepsstypus 性 
衝動は设初滿足をする爲に獨立的手段をとらず、自己保存の衝動に依賴することによりて滿足す 
る。故に個人の性的對象の第一の選捍は依賴型でぁると言は れる。 )に從つて、母親の方へ眞の對 
象充锁を發達せしむることを始める〇從つて彼は二つの心理的に異る結合、卽ち母に對する直進 
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的性的對象充毡と、父に對する代表的同一視とを示す。この二つは相互の影键や干渉を被ること 
なく暫くの n 相竝んで存在する。心的生活の統一化への抵抗し難き進歩のために、それ等は遂に 
合一する。正常のエディブス錯綜は、こ0合一から生ずる。幼き男兒は、母との a を父が邪魔する 
ことに氣付く、彼が父と同一視することが敵對的着色を生じ、母に對して父の伉 S を占めんとの 
欲求と同じくなる。同一視は赏にその最初から竝立的である。それは溫愤の表現に容易に變ると 
等しく、他人を排除する欲求にも容易に變ることが出來る。それはリビドー机織の设初の口辟時 
代 (omle phi ) の派生物のやうに振舞ふ。その時代に於ても欲求し尊 M する對象が < t へること 
と介始し、又かやうなものとして、その者を食べてしまふ。人肉を食ふことは明かにこの見地か 
ら跷つて居る。彼は食ふほど敵を愛するもので彼は愛するもののみを食ふものである。 

*Drel Abhpndlungen zur seylaltlsorle 及び AhrH-lam : Ullt 2 cnllclmugen ubcr die fruh 
itale Elu\vick】lmgsstufe dcr J 」 bidc* InterlE* ze Ff. 1〆^ 

父と同一視することのその後の歷史は容易に見失はれる。ヱディブス錯綜は轉換して、父が女 
性的態度の對燊 となり、 その對象にょりて直接に性的锕動の滿足を求めんとするやうになるかも 
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知れない。そ0場合に父と同一視することは父との對象結合の先驅になつて居る。同栈なこと•か 
幼い女兒に於ても行はれる。 

父と同一視することと、對紮として父を迸ぶこととの两別を公式的に言ふことは容易である。 
第一の場合では、人 H の父は各人がありたいと欲するものであり、策二の場合では、各人が持ち 
たいと欲するものである。卽ちその wr 別は結合•か主體に結びつくか、或は自我の對象に結びつく 
かに迤いて屈る。故に前若は性的對浆選採が行はれる以前に作 m することが出来る。この M 別を 
超心理繆的に明瞭に叙述することは非常に m 難である。他の奔を校腿として採用したと同じやう 
に、自身の自我を對象にせんと努力する作用が同！視であるといふ - とだけを吾人は認知する〇 
同一視が神綏症的徴候の紐織の中には複雜な結合を生ずるので、吾人はその祺雜を解明しょう 
と思ふ。玆では幼い女兒のことを述べることにするが、その女兒が母と同じ不快の徴候、例へば 
同じく苦しい咳をなすやうになつたと想像せょ0これは種々の仕方に變つて行くかも知れない。 
同一視が H ディブス錯綜から來ることもあるが、この場合には母の位置を取らんとの、敵意的欲 
求を示す。而して父に對する對粲的愛情が徴候として表れ、母の位®を取らんとの欲求は"罪•梁 
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の感として赞現されるものである U 「汝は母たらんと欲した。今は少くとも苦しんで居る L - これ 
がヒステリー的徴候構成の全機制である。或は一方にその徴候は愛される人のそれと同10こと 
もある。例へば「ヒステリー分析の小篇集」中に記述しあるドーラは父の咳を模倣した。この場 
合には同一視が對黎選擇の代りに表れたもので、それは又、對象選撵が同一視に退行したと說明 
することが出來る。同一視は情緖的結合の最も早い起原的形式であると吾人は間いて居る。徴候 
が構成される條件の下では、換言すれば、抑壓作用が表れ、且つ無愆識的機制が優勢なる場合で 
は、對象選擇は同一視に復歸し、自我が對象の特苡を受取るやぅになることが屢々である。この 
同一視に於て、自我は時として愛しない人を校寫したり、時として愛する人を校寫したりするこ 
とは著しいことである。二つの場合に於て、同一視は部分的であり、且つ非常に制限されたもの 
で、 それの對象となる人から堪一の特質を借り來るに過ぎないことに苔人は驚かされる。 

徴候梆成の中に特に屢々起り、且つ大切な第三の場合がある。こ0場合に、同一視は校寫され 
る人に對する對象關係を全く無視する。例へば寄宿合の一女生徒が祕密に愛し、且つ嫉妬を感じ 
て居たものからの手紙を持つて居たと想像せよ。而して彼女はそれに對してヒステリーの發作を 
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以て反應すとすれば、それを知る彼女の友人のあるものは心的傅染によりてその發作を招ぐであ 
らぅ。その機制は同一狀態に自身を姐くことの可能又は m 3 かんと e 欲求に基く同一視の機制であ 
る。他の女兒は又祕密の愛惝關係を冇せんことを欲し、罪.惡の感の影啓の爲に、それに結びつい 
て居る奔痛を受取る。彼等は问情からその微候を受取つたと推定することは、正常でないであら 
ぅ。却つて反對に同怙は同一視のみから生ずるもので、それは次の事！3；から證明される〇卽ち女 
珙抆〇友達 ijj に通常存在するよりも、少ない！^が豫め存在すと推定される場合でも、 この 秫の 
傳染や校倣は生ずるものである。一人の自我は一つの骷に於て他人の自我と靈要なる類似のある 
ことを認知した。その一つの點とは杏人の例によると情紐に對する類似の準備である。同一視は 
この準備 Q 上に構成され、病的狀態 Q 影营下では、同 I 視は一人 Q 自我が生じた微候にまで も 
轉移する。かくして微候による同一視は、抑壓されて居なければならぬ二つ0 g 我が I 致せるこ 
との表猇になる。 

これ等の三つ Q 源泉から擧んた所のものを次の如く總括することが出來る。策一に同一視は對 
象との情絡的結合の起原的形式である。第二に同一視は退行的方法によりて謂はば對象が自我に 
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投入 (lutrojektiop) する >- とによりて、リビド ー 的對象結合の代りになる。第三に同一視は HhM 
性妓を新に知赀することによりて、性衝動の對象でない人 rJ にも生ずることが出来る。この共通 
性質が策要なものであればある程、この局部的同一視は有效になり、かくしてそれは新結合の發 
端をなすやうになる。 

集阇〇部 M uj の相互結合は、 m : 嬰なる情緖的共通性質に基く、この種の同一視の性質を有する 
ことを吾人は豫知する。而してこ0共通性質が指導容と Q 結合の性質0中にあることを推測する 
ことが出來る。他の豫知としては、同一視の問題を遺沏なく論じ盡して居ないことと、心理學で 
いふ移入 (Eiufiihlgg) の過程に當面して居ることである。而してその移人の過程は他人に於け 
る他我 (Ichflde) の理解に最も大なる役目を演じて居る。しかし苔人はこの場合に、同一視 
の匝接の情紐的結果のみを取扱ひ、知的生活に於けるそれの意淼に就ては省くことにする。 

精神分析的硏究は旣に時々精神症0困難な5]一!を取扱つたが、そ Q 結果、赶に理解し難いやう 
な他の二三の場合の同 一 視を吾人に示すことが出來た。私はその中で二つの m 合を詳細に述べ T 
苔人の考察の村料としよう0 
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男子の同性愛の發生は大部分次の如くである。印少の男子は H ディブス錯綜の总味に於て母親 
に非常に畏く且つ强く執潑して居る。しかし、遂に贵苹期の終りに於て、母を他の性的對象に取 
換へる時期がくる。茲に於て念激なる變化が起る。年少の背年は彼0母を桀てず、彼自身を母と 
同一視する。彼は自身を彼女に變形し、且つ彼の自我に硿換はり得る對象卽ち彼 Q 母から經驗し 
たやぅな愛惝と心配とを與へ得る對象を搜がす。これは屢々生ずる過稗で、吾人は好むだけ幾ら 
でも確證し得る所のものである。而してその過程は有機的推進力と念激なる變形の動機とに關し 
て下された假說とは金く獨立したも0である。この同一視に就て著しい祺はそれの ll 常な仕組で 
ある。それはこれまで對象であつたものの模範にょりて、自我を m 要な様式の一つ、卽ち性的特 
質に變形する。こ Q 過程に於て對粲そのものは廢槊される。その廢槳が全く行はれるか、或は無 
意識 Q 中に保存されるといふ意味に於て行はれるかは現在0議論以外 Q 問題である。廢され又は 
失はれた對象と同一視して、その對象^代りにする - と、卽ちこの對象が自我に投入することは 
最年吾人に取りては珍らしくない。ごの秫の過程は時々幼い子供に於て直接に觀察される ことが 
出来る。少し以前にこの種の觀察が「萬阈精神分析學雜誌」の中に公にされた。それにょると子 
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猫を失つて不幸に感じて 居た一人0子供が、今は彼自身子猫であると宣言し、從つて四つ這ひに 
なつて 步き廻 り、 食 ili で食 2 Ji をしようとし なかつたとい ふこと である。 

« - 00 ^ ^ MW^&OM,ppr 

s 20 . Bd. VI. 

かやうな對象〇投人〇他0例は m 啜症の分析によりて得られる。この病氣は最も著しき興轾〇 
際に、愛する對象〇現贤的又は^^的擠失を計箅する。これ等の場合の主なる特質は、自我の殘 
酷なる自己輕視で、それに殿しき自己批判と烈しき自己非難とが結合して居る。分析の示す所に 
よると、この卑下と非難とは极本に於て對象に適用されたもので、對象に對する自我の復仇を示 
して居る。私が他 Q 場合に述べたやうに、對象の陰影が自我の上に映つて居る。この場合の對象 
の投人は全く明白である。 

* Trauer und Mclaucholip Kleine Schriftcn mr ^ eussimlellre •一91 a. 

しかし これ 等0鹊憂症は又吾人の後の議論に對 し、 他0 m 要なるものを吾人に示して居る o 卽 
ちこの 憲は自我が分裂して二つの部分に分かれ、その一つは他のものに對して激怒して居ろこ 
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とを苦人に示す。この他の部分は、投人にょりて變化したもので、失はれたる對象を包冇して居 
る。しかしかやうに S ? 酷に振舞ふ部分は吾人に知られないことはない。それは良心、卽ち自我の 
批判力を包含して M る〇而してこの gi 心は- I £ 常時には自我に對して殺しくもな く 不正でもない批 
判的鹿度を取るものである。かかる能力は自我の中に發逑し、自我の殘りのものから切離され、 
それと带閊をするやうになると c 假定に苻人は他の場合(私の論文、自己愛竝に苦悶と凝攒)に. 
於て速した〇而してそれを E 我现想 ( Ichideal ) と名づけ、それの機能としては自己觀察、道徳 
的良心1 K 夕の監視、抑壓に於ける主なる作用であると述べた。尙それは子供の自我が自己滿足を 
見出した殺初の自己愛の相敁人であることを述べた。又それは顼境が自我に求め、自我が常にそ 
れに從ふことの出來なかつた要求をその環境0影饗から漸次に集めて行く。而して人が彼の肉我 
そのもので滿足すること0出來ない時には、®我から分化した自我理想に滿足を見 m すことが出 
來るやうにする。尙觀察の鉛亂に於ては、その批判力の不統一が明白になり、その批判力の起原 
は權威衮、殊に兩親の影響の中に發見されることを吾人は他の論文自己愛の中に述べた。しかし 
この自我理想と眞の自我との問0距離の大さが個人にょりて夫々相違すること、竝に多くの尺々 
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に於ては自我の中のこの分離が子供に於けると同じ程度であるといふことを附言することを吾人 
は忘れてはならぬ。 

しかし集團のリビドー的糾織を理解するために、これ等の材料を使用し得る前に、吾人は對象 
と自我との相互關係に就ての他の例を考察する必恶がある。 

* 吾人は祸理彤より取つた如上の例で以て、十分に同一視の性質を苢ひつくしたといへないこと、 4 i に 
その結果として、 mg 樅成の謎 K : は觸れなかつたことをよく知つて居る。 tir 一砑极本的な FL つ包祜的な 
心理的分析をこの點に加へなければならぬ。同一視よ”換做を越えて移人に行く一の Is がある。換言す 
れば晋人が他人の粘神生活に對して一定の態度を取り辟るやぅにする拍制を理解する一の ia がある。 fir 
存在する同一視の表現中に説叨を迆すべきものが夥多ある。他の级合には同一視は次の如き轱采を生ず 
る。卽ち人は自己と同一視するものに逆联することを制限し、或は盖控へ、又はそのもの ItM 助を與へ 
る。陪級感位の m 柢となつて段るやぅな同一 m の硏究に於て D パー ト ソ ン.スミス CRObertson smioh) 
は^くべき結果に到連した。 ell ちこの同一視は共通 物 53:の Is 知に基くことを發兑した 。 (kinship and 
Marriage) 從つて その 同一視は共 M の众唞 によ 9 て 生じ 得るかも 知れない c これ ^ の樣式は、私の 
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「ト テムとタプ の中に述べた人間家族の Jn 期の歷史 とこの 网一规 とを 結びつける >■ とを 可邡 ならし 
めて居る0 

八、愛することと催眠 L 

曾語の似用は假令それが氣まぐれであつても、ある種の找在を固執するものである。かやぅに 
して言語の惯用は吾人が理論上 f として分類する極めて多様な i 的關係にまで愛情の名を與 
へて居る 〇しか し又 こ 0恨用は この 愛情が固有0、正しき、眞の§であるかとの疑ひを生じ、 
且つ愛情現象の範園内に愛情の凡ての階段が存在し桫る ことを 嵴示して居る。 これと 同様な こと 
を菩人は觀察の中に容易に發見する ことが 出來 る。 

一の場合では、愛すること (verliebtheit) は、直接に性的滿足を EI 的とする性的本能の方面か 
らの對 象充植 に外ならない。尙 >- の目的が達せられる時に、その 充祯は消失する。 而してそれが 
一般的感 m 的§と言はれるものである。しかし吾人の知る所に よれば、 リビドー的狀態は決し 
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てかやぅに簡取でない。人間は恰度消失した要求の復活を確贲に打荪することが出來、それが又 
性的對象に持久的充毡を 向け、 激愦のない間でもそれを愛することの狼一の動機であつたに相違 
ない。 

人間の愛情生活の極めて著しき發達史から引出した第二の成分を兹に附加しなければならぬ。 
子供は最初の位相、卽ち通常五歲頃で終りになる位相に 於て、 愛に對する站一の對象を m 親の何 
れかに發見する。而して滿足を要求する子供 Q 性的衝觔の凡ては、この對象に結合する。その後 
人り來つた抑踉作用が、この幼兒の性的目的の多数を踐棄するやぅに强ひ、兩親に對する關係に 
班、 深い變化を殘すものである。子供は尙兩親に結びついて居る が、 しかし目的を禁止されたもの 
(zielgehelit o として叙述さるべき衝觔を以て兩親に結びついて居る。子供がその後愛惝の對 
象に對して感ずる所の情緖は溫情 (zartliche) として叙述される。早期の碑：资的傾向が多少强く 
無意識の中に保存されることは明かで"ある意味に於ては、最初の流の全部が存在をつづけると 
いふ位である。 

薔 Dsi Abhandlungen zur Sexualtheorie • 參照 0 
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贵砟期に於て、 yr 接の性的目的への烈しき努力0あることを}:^人は認知する。不利の場合には 
その努力は 持續 する溫情の傾向から分れて感兑的流の形に於て淺るものである。その時苔人 
は一の像を見るが、その像の一一つ0方而は、ある文學の方而から好んで理想化される所のもので 
ある。この種の人は、彼が非常に球敬するが-しかし性的活動を惹起さない婦人に對しては烈し 
い 熱惝そ示 し、彼が愛して Rt らず且つ 輕視 する他の婦人に對しては强力にな。。しかし靑年は非. 
感览 的、 天國的 愛情と、感贺的地上的#^との問にある程度の綜合を持來たすことに屢々成功す 
る〇而して彼の性的對象に對する關係の特質は目的を禁止されない锕動と、林が止された術動との 
相 S 作用によりて規定される。純粹の感 m 的愛愦と反對して、人が愛して居ること0深さは S 的 
1^止を受けた溫愤の衝動の參加する大さによりて測定することが出來る。 . 

♦Ueber Ale allgemeinste EmiedrignnQdes Liebeslebens. Sammlung, <4 Folge, 191 O 

愛する ことの 問題と關聯 して、 最初より 吾人を 獠か した ものは性的超評惯の 現象である。それ 
は愛する 對象が 批判を ある 程度まで免れる ことで、 愛人の特質は凡て愛しない人 問よりも 高く 評 
偎され、 又愛しなかつた時よりも愛する に 至つ た 後の方が高く評 w されることで ある。 恭し 感识 
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的傾向が幾分强く抑壓又は排除されるならば、その對象の精神的本越のためにその對象を感 m 的 
に愛するやぅになつたとの銪赀を生ずる•か、しかし迓際にはそれと反對に感 nL 的魅惑のために、 
その者に精神的皐越を與へたかも知れない。 

この場合に判斷を誤らず傾向は理想化 ( Idealisierung ) のそれである。しかしそれにょりて苔 
人の衝励の方向を容易に知ることが出來る。對象は吾人自身の自我と同じ様に取扱はれ、吾人が 
费情に陷る時には自己愛的リビドーの夥しき放が對象の方に溢れて行くことが認知される。愛情 
選擇の多くの埸合に、對象が吾人自身の未だ達せざる自我理想の代表として役立つことは明白で 
ある。吾人は完全の爲にその對象を愛するもので、その完全は吾人自身の自我の爲に達せんと努 
力したものであり、尙又吾人の自己愛を滿足する爲に、この廻り路にょりて求めんとしたもので 
ある0 

性的超評惯と愛することが尙增加すると"この像の解釋は尙明白になつてくる。直接に性的滿 
足に向けられた努力は fc 通起るやぅに全く突返へされるかも知れない。例へば靑年0感傷的愛情 
の如きはそれである。而して自我は漸次に謙遜になり、對象は漸次に偉大に且つ赀 m になり、遂 
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にはその對浆が自我の自己愛の全部を所冇するやうになり、それの ce 然の轱 m として、自己饿牲 
を生ずる。謂はば對象が自我を位ひ雄したのである。謙遜、自己愛の制限、自己似赉の特打は何 
れの愛することの場合に表れる。その極端な場合には、それ竦の特質が只强力に なり、 且つ碑览 
的耍求の撤廢された結 t として、全くの支配權を n るやうになる。 

これは愛惝が不幸であり、滿足の m 來ない場合に特に容易に生ずる。何となれば如何なる性的 
滿足も性的超評似が常に低減されて行くからである。昇華された杣象觀念へ0邱心と T 別されな 
いやうな對象への自我の£心が表れると同時に、 E 我理想に分配された機能は金く働きを中止す 
る。その能力にょりて行はれて焐た批判は沈默するやうになり、爲に對象がなし、且つ求めるも 
のは何れも正當になり、非雛のないものになる。良心は對象の爲になされた何れの物にも適用さ 
れず、愛に宵目になつた人は後悔することなく犯罪敦になる。而して對象が_我理想の代りにな 
つたとの様式にこの全體の狀態を總括することが出來る。 

魅惑とか溺惑とか記述される#^の極度の發達と、同一視との11の莳別をいふことは綷易であ 
る。 jj 一視に於ては、自我は對象の特1 x を以てそれ自身を1 Ms にするもので、フ h レンッチの貫 
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葉を借りて云へば、自我は對象をそれ自身に投入したのである。所が極度の愛情に於ては、自我 
は貧弱になり、對象に降服し"對象を自我の最も茁要な成分の代りにして居る。しかしかやぅに 
叙述することは一滕精密に老察すると、贲際に存在しない現象を存在するかの如く誤らしめるや 
ぅである。何となれば經濟的見地からいふと、貧弱とか盥富とかの問題はない〇愛することの極 
端の場合は、自我が對象を自身に投入した狀態であるといふことが出來る〇次の如く區別をいふ 
ときは恐らくその事項の中心に I 暦よく觸れるかも知れない〇卽ち同一視の場合には、對象が失 
はれ又は棄てられた。その後對象は1$び自我の中に建設され、自我は失はれた對象の榄範に倣つ 
て I 部分變化をする。他の場合には對象が保存され、自我により、又_我の出赀によりて對象の 
超充稂を生ずる。しかし玆に诉び困難が表れてくる。同一視は對象充積を放槳したことを確かに 
豫想し得るか。保存された對象と同一視することはあり得ないか〇吾人はこの微妙な問題を論じ 
初むる前に、他の問題卽ち對衆は自我の代りになるか、又は自我理想の代りになるかの問題が、 
却つてそ0事項0眞の主要點を含むといふ H 解が吾人に生じてくる0 

愛することから催眠までの J 隔は明かに廣いものでない。兩者の一致點は明白である。催眠術 





如漭に對しては、愛する對衆と同様な服從、■遜•批判の缺乏がある。又被術奔自身で發盘する >- 
とも同樑に吸收されて無くなり、仙眠術背が_我理想の位蓝を取ることも明白である。催眠では 
凡ての琪が 一 暦明白であり、一肸强く示されてあるから、愛することを催眠によりて說明する方 
が、催眠を愛することによりて說明するよりも遙かに目的に叶つて居る位である。他眠術客は唯 
一の對浆で、彼以外の誰にも被術者は法栽しない。術敦が要求し又は確言することは何でも夢 Q 
やぅな仕方に被術者の自我が經驗するといふ都！：一は、自我理想の機能の中、祺物の押在を檢沲す 
る仕事の存在することを、吾人は言ふのを将いたことを想起する。都物の汊在を檢嵛する義務を 
通常股行する心的能力によりて自我0餿在が證明されるならば"自我が贲在の知焭を得ることは 
不思議でない。無禁止の性的目的への努力が金く缺けて居ることは、極端な純潔の現衆を生ずる 
ことに貢獻して居る。催眠的關係は、無限の霧を雜注することで、但しこ0場合に性的滿足は 
缺けて思る。所が愛する場合には、この性的滿足が一時遐くことはあるが、しかし背景の中に淺 
存して居て、後日の目的と なり r }, るやぅになつて居る。 
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Folge, S18. 

しかし他方に催眠的關係(こ0言ひ表し方が許されるとすれば〕は、二つの部員からなる集囫 
構成であると言へるかも知れない。故に催眠と集園構成とを比較するといふことは妥當でなく、 
寧ろ催眠と集團構成とは同一であるといふ方が遙かに眞贲である。催眠は集團の複雜なる構造か 
ら一の要素を分離して吾人に示してくれて居る。卽ちその要素といふのは、指 x 者に對する個人 
の行勘である。催眠はその數が制限されて居ることによりて1團構成から r 別されるが、その區 
別は、恰も催眠が直接の性的努力の缺けて居ることによりて、愛することから叚別されて居ると 
同栊である。この點に於て催眠は集囫と愛することと0中問位蹬を占めて居ると言へる。 

目的を禁止された性的傾向が、人問相互の持統的結合をなし遂げる • とは、興味あることであ 
る。この目的禁止の性的傾向は完全な滿足を#ることが出來ない爲に " H ネルギーの放射がなく 
永久に減衰しないが、目的を禁止されない性的傾向は、性の目的が達せられる何時でも エネ ルギ 
1の放射を來たし、非常な減衰を被るといふ邵馊から、如上の都は容易に理解される。感觉的愛 
情は、それが滿足される時に消滅する巡命を行して ra . る。それをして持按せしむるには"純粹の 
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溫和な成分、例へば n 的禁止の如き成分を：^初から泥じて m く か、 或は溫和な傾向に變形しなけ 
ればならぬ〇 

仙 A は虹接の性的傾问を布しない愛することの狀態であると、これまで合现的に說明したこと 
に例外を1:小すやぅな榇1<が存在しなければ、吾人は仙眠にょりて JI 幽のリビドー的紺織の謎を姐 
ちに解決することが I 來るであらぅ。集 M のリビドー的机織の中には"說明し雛き且つ神祕のも 
のとして11められなければならぬものが米だ滞山ある。それには優勢な力を布するものと、力な 
く助けなきものとの阳0關係から生ずる麻瘅の附加的耍素がある。而してこの麻痺は勋物に生ず 
る蘇得佻眠 ( schreckhyppose ) へ0過渡であるかも知れない。麻 rtr o 生ずる様式、拉にそれの一一 
眠に對する關係は jl でない。不思議な仕方にある人々はそれに郴るが"他の背は全くそれに抵. 
抗する。これはその中に未知の成分があることを示して居る。しかしそれは恐らくリビドー的態 
度の純潔からくるかも知れない。仙眠にかかつた人は他の點では完全に暗示に服從する時ですら 
尙彼〇道德的良心は抵抗を示す。しかしこの抵抗は油常行はるる催眠に於ては或知識が保#され 
ることから 生するかも知れない。卽ち取扱はるる事瑣は跟なる遊戯で人生に遙かに大切な他の狀 
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態を rh 贲に再生したものでないとの或知識が保存されて居るから生ず 
るかも知れない0 

これまでの議論を基礎として£.人は集團の リビドー 的机 織 Q 一一式を 
與へることが出来ると信ずる。或は少くとも吾人がこれまで考察した 
やぅな集園 n ち指缚者を 有し、 且つ餘り多くの紐織の爲に二次的に個 
人の特質を獲得することの出來なかつた集闽の！一式を與へることが出 
來る。この秫の一次的集團は同一の對象を彼等の自我理想の代りにし 
て居る一定數の個人である。而して彼等は同一對象を自我理想として 
居る結果、彼缂の自我を相 r に同一視するもので6る。 この 關係を11 
示すると上の如くである。 

九群集衝動 
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この11式を以て集幽の謎を解決したとの錯资に吾人は畏く止まることは出來ない。吾人は饨際 
に尙多くの mil を明瞭にしなければならぬ仙眠の謎にまで追ひやられたことを QJ 想する時に、直ち 
に不安になつてくる。而して他の反對が尙大いに硏究すべき途を杳人に示しそ居る0 
吾人が集園中に觀察する强烈な情緖的結合は、卽ちその部 M に獨立と發泣とが缺如せること、 
部員の反應が凡て一様なること、集刚人の水準にまで低下すること等の特質を說明するに全く十 
分であるといふかも知れない。しかし若しそれを金船として眺めるならば、集團はそれ以上であ 
る。集幽の或機式、例へば知力が弱くなること、情緖の禁止性が無くなること、中席と遲延との 
不能、情緖の表現に於て凡ての制限を越ゆる傾向、情緖を凡て行動の形式に代へることや、そ0 
他類似の樣式は、ルボンによりて强く叙述されて居るが、それは吾人が野發人や子供の中に發見 
したやぅな、早期の階段に心的活動が退行して居るとの明白なる像を吾人に與へる〇この種の退 
行は特に一般的集團の主なる特質であるが、しかし吾人の聞く所によると、紺織された人爲的集 
囫に於ては、大部分その退行は防止されることが出來る〇 

個人の一々0情緖と個人的知的行爲は、眾獨に働くには餘りに弱く、集因中の他の人々の同樣 
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な反應によりて强力になることを絕對的に待たなければならぬことを吾人は認知して居る。この 
依賴の現象の如何に多くが人 K 1 社會〇正常の組織に存在するか、個人の創意と輿氣とが集幽中に 
如何に僅かに發見されるか、種族的特質、階級的偏見、輿論等の形式に表れる集圑〇態度により 
て、個人0どれだけ支配されるか等に就て吾人は想起する〇暗示の影键は眾に指導者によりての 
み行はれず"尙各個人が他の個人の上にも暗示を與へることを知る時に、その影懸は一の大なる 
謎になる〇而して吾人は指導衮に對する關係を不當に强調し、相互暗示の成分を餘りに背景に引 
込めてしまつたこと.を吾人自身に非難しなければならぬ0 

かやぅに吾人は中席の態度を取つた後、尙簡 m な根摅から說明を試みて居る他の主張に耳を傾 
けよぅと m ふ。そ〇說明は 卜 n ッター (Trotter) 0 集合衝動に就て 0 思礅ぁる著卉〇中に發 見さ 
れる。只私 0 逍憾に思ふ點は 、こ Q 著寄が近時 Q 大戰爭によりて生じた反感から全く免れて居な 
いこと である0 

* \v. Trotter : Instincts of the Herd in Peace and Avar* 1916. 

トロッタ ー は、集削中に起るとして記述される心的現象を群集衝觔(群居性)から引出して居 
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る。その拊励は励物の他の種族に於けると同栈に人111に於ても先天的のものであるとする。この 
群居性は生物 AL 上多細胞性に類似して屈り、謂はば多細胞性の持狨である。リビドー說の見地か 
ら言へば、群居性はリビドーから生ずる傾向のその後の表现で、その傾向は lj 秫釦の凡ての生物 
にょりて感ぜられ、漸次に包招的 m 位に結合するものである〇侗人は取獨の時には不完全を感ず 
る。幼い子供の示す强做は旣にこの群集衝動の一表現であるやうに見ゆる。群集に反對すること 
はそれから分離すると同様で、反對することを避けるやうに苦心する。しかし群集は新奇又は異 
常のも0から離れる。群集裥励は一次的のあるもの、それ以上分割し雛きもののやうに見ゆる。 

卜卩ッターは一次的衝動(或は本能)として、自己保存、榮费擗取、性、群集のそれを列舉す 
る。最後のものは诞々他のものと反對の位瓰に近かれる。罪惡及び義務の感は群炕励物の特殊の 
所有である。卜：ーッターは义精神分析學が自我の中に存在すと述べた抑鹏力を群集衝動から引出 
して屈る〇尙精神分析的處©の際に醫師の出逢ふ抵抗をも同 I の源泉から引出して居る。言論は 
群集中の相互理解に資する 力を 有する時にそ0意 a を 發邮するも〇で、個人相互の 7 J 一視がそ0 
言論に大に與りて居る。 
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ルボンは主として代表的の經過的集圇構成を、マクヂユ ー ガルは安定せる糾合を取扱つたが、 
トロッタ ー は群居動物としての人 rj が生活する跷も一舣的の集合に彼の興味の中心を m き、 それ 
の心理的戏礎を與へて居る。しかしトロッターは群集衝動を泝つて考察する必要がなかつた。何 
となれば氏はその衝動を一次的のものと し、 それ以上に分析することが出來ないも0としたから 
である〇ボーリス•サィディス (Boris sklis) は群集衝動を暗示性にまで诉ること.を企てたが、 
常にそれは氏に取つては餘分の說明になつて居る。その說明はよくあり勝な且つ不滿足な形式の 
ものである。寧ろ暗示性が群集術動から派生したものであると0反對の主版が、この問題に一聆 
多くの光明を與へるやぅに見ゆる。 

卜卩ッタ ーの主張に對して 、集 圈中の指势荠の役 0 を全く艿瓰しないと攻擊することは、氏以 
外の人の主張に於け るよりも、 遙かに正當である。再人は指垛漭を於過すれば集 Ml ] の本質を理解 
することが 不可能で あると 主張しよぅと思ふ。群集锕動は全く指沿#に對する餘地がない。指導 
荠は偶然に群羝の中に發生する。你又この衝觔から祌の要求へ绰く逍もない。胙集は牧荠を缺い 
で居る。しかしこの 外に 卜 a ッター の主張は心现珙的に议 へされる〇換： 一！.：! すれば、群集衝劭は 分 
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析し難きものでないこと、卽ち自己保存や性の衝動と同じ意味の一次的のものでない ことは 少 く 
とも 旗^らしく思はれる。 

群集術励の倘體發生を迪ることは勿論#易なことでない。幼兒が獨り陆る時に示す骚做は卜 a 
ッターによると群集術励の表現であると主張するが、しかし一脉容易に他の解釋を暗示する。# 
砹は子供の母に關係し、その後他の親しい人に關係する。それは滿足されざる欲求の表現で、子 
供は不滿足の欲求を凝慮に變化する外に他の方法を知らない爲である。一人居る時の幼兒の憂磁 
は、任意の群集の人々によりて靜まるものでない。寧ろ反對にこの種の未知人の近寄ることの爲 
に涎慮を惹起すものである。子供に於ける群集衝動、又は集幽感惝の本質に就ては長い n 何も觀 
察されてない。かやぅなものは、子供と兩親との關係から、殊に多數の子供を育てる育兒院に於 
て發達する。而してそれは年長の子供が、年少のものに示す最初の嫉妬に對する反動として表れ 
る。平長の子供は相铵若を嫉妬して排除し、兩親を引離し、それの凡ての特權を奪はんとする - 
とは確赉である。それに拘らず、この年少の子供は、少しも變化なく兩親から愛せられるので* 
年長の子供は自己を傷けることなくしては敵對的態度を支持することの不可能なるを知り、爲に 





他の子供と自身とを同一視するやうに强ひられる。かくして子供の群の中に公共的又は集阐的感 * 
情が發迷し、それが後に舉校に於て遙かに發逹を遂げる。こ0反動構成によりて生じた胫初の要 
求は、公平であり、凡てに對する平等の取扱である。この要求が壤校に於て如何に聲高く且つ執 
念深くなされるかを吾人は凡て知つて居る。人は自分が可愛がられる奔になることが出來なけれ 
ば少くとも他の敦が可愛がられる荠となることを欲しない。保宵室や學級に於て、嫉妬が集刚感' 
悄に溫換ることは、若し同様の過程がその後他の jr 情の下に JT び觀察されることが出来なければ 
眞过でないやうに考へられるかも知れない。かの激惝的に愛し合つて居る婦人や女兒の群が、歌 
手やビアノ彈奏装の周固に演奏の後群つてくることを考へて見よ。それ等の一々の漭は他の殘り 
〇衮に對して、嫉妬を感じて居る - とは確かである。しかし人數が多くて、愛の目的に達するこ- 
とが出來ず 、彼等は それを 止め、 而して相互0髮を I 張る代りに、そ0垛合の主人公を彼等共通 
0行動で尜拜 し、 彼0垂れた髮の一部を持つことを W ぶであらう。最初は競爭者であるが、後に 
は： s 一對象に對する類似の愛情によりて相互を同一視することが出來る。一般にある 如く、 一の 
が柯動狀態が種々の結を生じ得るとすれば、現性の結 i が一定贷の滿足を與へ抖ろ時に、入生 P 
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事惝の爲にその S 的に速することを妨げられる如き他の結來が假令一脸明白であつても、^過 5 
れる ことは 決して 驚くべき ことでない。 

*35 傲に就ては Vorlesungen zur Eiiifiihrun 的 in die psychoanalyse* XXV を il よ。 

その後社^:の中に集刚猜神 ( Qemeingeist ) Q 形式に於て表れるものは、それが最初猜忌であつ 
たものから派生したことを示して居る。誰でも m 過ぎることを欲しないし、いづれの漪も同 I で- 
あり、同一のものを所苻しなければならぬ。社舒的公平といふことは、吾人自身に餘り多くの辦 
をなす爲に、他人がなす - となくして斷念しなければならなくなつたり、又同！の仕 K であれば 
他人がそれを嬰求す る ことの出來ない位になることを意味す る。 この平等に對する要求は、社你 
的良心竝に義務の感の极本である。それは徽靡忠贲が病毒を他人に If 染せしめはしないかと恐れ. 
る凝慮の中に思ひがけなく表れる。そのことに就て、精神分析珙は、苔人に次の如き理解を與へ 
て居る。この傳染發傲 ( Infektionsangst ) は痛靡を他人に你播せんとの無意識的欲求に反對する 
恐しき反抗に相應する〇卽ち息索は何故に自分一人たけ傅染し、他人から隔雠されなければなら 
ぬか〇间故に他人はさぅでないかと反問する。これと同一の原理がソロモンの判斷に就ての美し 



い 逸話0中に發見される〇卽ち一人の婦人の子供が死ぬならば、他の婦人も生きた子供を有して 
はならない。愛子を失つた婦人はこの要求を認めるであらぅ。 

かやラに社會的感愤は、最初敵意 Q 感であつたもの が、 同一視の性質を有する秘極的調子の結 
含に變換することに基いて 居る。 吾人がこれまで事件を逍跡することの出來た jl りでは、この 變 
換は集幽以外の一個人と一般的の溫悦的結合をなした結果であるやぅに M ゆる。同一視に就て0 
吾人の 分析は、 これで全部を盡したとは言へ ない。 しかし吾人はこの 一 0 栈式卽ち平等化が强く 
贲行されなければならぬとの要求に復歸することで、吾人の現在の0的には十分である。吾人は 
已に敎會と & 隊と Q 二つ0人爲的集®0議論0 中に、 それ等の公初の條们 は、 彼等の凡ての部 U 
が 一人の指鸹者 こょりて 同様に愛されなければならぬことであることを昍いて尻る。しかし Ijl 阁 
中の平等の要求はその部 H にの み 適用され て、 指翦衮に適 il されないことを忘れてはならぬ 。凡 
ての部 M は相互に平舔でなければならぬ。しかし彼等は凡て一人の人 Hj にょりて支配されること 
を欲する。相互に同一視し m る若は平等であり、只一人•か彼等に ».£ 越するといふことは、生命を 
W 支痒し桫る狼 m 中に現在せる狀態である〇玆に於て人 IJ は群集動物 ( werdeutier ) であるとの卜 
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ロッタ 10 主張を苔人は敢て訂正を加へ、人 11 は寧ろ群衆動物 ( Hordenuer ) で、竹領に よりて 
^かれる^衆中の伽々〇生物であると主張しよぅと思ふ。 

一〇集國と原始群衆 

人 rll 社會の肢始形式は、有力なる男性によりて堪制的に支配された群衆であつたとのダーゥィ 
ンの推測を私は千九百十二年に採用した。それはこの群衆0述命が人類 Q 由來 Q 膪史 Q 上に不滅 
の痕跡を殘したことを示すためであり、且つ殊に宗敎、道德、社會組織の發端を f するトーテ 
ム崇拜の發達が首領を亂骚に殺すことと、父の群衆が兄弟の社#に變形することとに關係して居 
ることを示さんためであつた。これは確かに一の假說に過ぎないもので、かの考宙學客が歷史前 
の暗黑を明るくせんと努むる他の假說と同様である。卽ち親切な英國の批評家クレーゲル ( K 3 e 
ger) によりて頓智的に「如何にも物語」 ( JUBt-so story ) と名づけたものと似て居る。しかし私は 
かかる假說が漸次に新しい領域に聯絡と理解とを持來すことが出來ると設明 されるならば、 そ0 
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假說を信ずることが出來ると思ふ。 

* Totem und Tabp 

人 n の集團は類似の同僚0群0中に優勢0力を有する一個人 q 像を再び吾人に示すが、その像 
は原始群衆 (urhord o の觀念中にも包含されて居る。吾人が屢々叙述した ことから 知られる如 
き集團の心理學、卽ち意識的の個人の人格が消滅す ること、 思想と感情とを一の共通せる方向に 
集中すること、情絡と無意識的心的生活 Q 優勢、意向が生ずるや否や砹ちに贲行する傾向 K の凡 
ては、原始的心的活動、卽ち最初0群衆に歸し得る如き活動へ S 行せる狀態に相想して居か。 

* 否人が今人類の一般的特質の中に叙迷したものは、特に®始群衆に ia 用しなければならぬ。柄人の: S 
志は餘9に弱くあつた。彼は行動を敢てすることが出來なかつた。 m 合的街動以外 1 C 保く街勁は無く、 
只一の共通の意志が存するだけで、牮一の意志は無かつた。觀念も亦それの一般的擴肢の知®にょりて 
强力にならなければ、執愆に變ることは出來なかつた。この觀念の弱いことは、群衆の凡ての邡 W の示 
す^鲋的結合の强力なこと K : ょりて說叨しなければならぬ。しかし彼筇の生活狀您の類似と私冇財瘐の 
缺除とが、個人的精神行 is の一拔性を決定する助けになる。®人が子供と兵士とに於て觀揆する如く、 
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共通沾独は、拂泄榨能に至るまで行はれる。 n 一の火なる例外が «: 行伐に表れる。性行 G に於ては、饿 
!二者は少くとも餘分の*であ9、極端の場合には、^痛の期^の狀您に K かれる。群 mlc 對する性的必 
5 ?( 性器的滿足に對する必孤)の反泐に關しては下に述べることにする。 

かやうに集刚は照始群衆の很活であるやうに見 ゆる。 贲際原始人が各個人の中に生殘りて居る 
如くに、 かやうな•脱始群衆は种び任愆の群衆の中に生ずる。人 || は習惯的に集剷權成の支配の下 
にある限りに於て、吾人は原始群衆の殘存を集幽の中に發兑する。集幽心理掛は最も苗い人 I 1 の 
心理蜈であると吾人は結論しなければならぬ。集幽の凡て0痕跡を顧做する ことなく、 m に倘人 
心理哄として孤立せしめた事馊は 、後に なつて、古い集幽心理擧から漸次に 引 拔いたも 0で、 從 
つてそれは不完全なも G と言はなければならぬ◦吾人はこの發逑の出發點を後に說明することに 
する0 

尙精密に考察す ると、 この主張がどの點に於て訂正を要するかが分かる。墩ろ個人心理學は集 
豳心理 Ml と同じ位に 击くあるに 相違ない〇蕋し设初から二種の心理學 、卽ち 集_の侗々の部良0 
心理學 と、父、 首領、 指溢者0 それと があつたから である。 集團の部員は恰も 今日 見る如く結合 
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して居た。しかし原始群衆の父は自由であつた。彼の知的行爲は瓜立して居ても你强く且つ獨立‘ 
して居た。而して彼の意志は他人から强力にされる必要が無かつた。そ0爲に、彼の自我はリビ 
ドー的結合を有せず、彼自身以外のも0を愛せず1他人は只彼の必要に役立つといふ限りに於て 
存在したと吾人は假定する。彼の自我は堪なる必要以上に何も餘分なものを對象に交付しなかつ 
た。 

人類 Q 脎史の極初から旣に彼は、-ーーチェが將來出現すると豫期した超人(巨 §11£ であ 
つた。今日でも集團の部 S は、彼等0指 n 者から、平等に公平に愛せられるとの錯兑を必要とす • 
る。しかし指谿者自身は自己以外を愛する必嬰なく、彼は支配其的性^;、絕對的自己愛、 d 己確 
信を冇し、且つ獨立的であることが川來る。否人は愛愔が自己愛を防敝することを知つて V .る。 
又愛情がかやぅな仕方に働く - とによりて、文化の I 成分に如何にしてなつたかを孖人は示すこ 
とが出來る。 

群衆の0始的父 ( urvpel .) は、後になつて神格化されたやぅに不死ではなかつた。彼が死ぬと 
他の奔によりて m 換へられなければならなかつた。彼の地位は彼の故も浩い息子によりて相粒 a 
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れるのである•か、その息子はその時まで他のものと同じく犯^ tj の 一 M に過ぎなかつた〇それで集 
网心理蜞を倘人心理 Mt に變形する可能がなければならぬ0恰も镀蜂は必要の場合には幼趣を働蜂 
0代りに女王蟀になすことが可能であるやうな變形•か、容 n に成遂げられる條仲を發見しなけれ 
ばならぬ。それに就て苔人は一の可能を想像することが出來る。原始的父は彼等の直接の性的傾 
向を滿足するために彼の息子を妨害した。彼は息子に禁戒を强ひ、且つ目的を禁止された性的傾 
向から生ずる彼と又は他人との情締的結合をなすやうに强ひた。謂はば彼は息子を集脚心理に向 
ふやうに强ひた。彼の性的嫉妬と頑迷とが結局集團心理の原因になつたのである。 

* 息子が父から迷出され、引離3れる時に、他人との冏一視から同性的對銀愛に巡み、かくして父を群 
す nlj を徘たと假定してょい。 

彼の相續背となつたものは又性的滿足の可能が興へられ 、その 爲に、集闕心理の條件から逃れ. 
る逍が開かれる。リビド ー が婦人に固定する ことと、 逓延又は蒂锁の必要なくして滿足し将る - 
ととは、 目的を禁止された性的傾向 0 諡義を失はしめ、彼の自己愛を十分な强度に高めるやう C 
する。この^^と性格構成との關係に就ては後0追加の京で述べる。 
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人爲的集圃が支持される仕組と原始群衆の組織との irl の關係はこの場合に特に吾人に敎ゆる所 
が多いから、今少しく强調してよいと思ふ。取隊や敎命が支持されることは、指错者が凡ての個 
人を平等に且つ公平に愛するとの錯觉に基くことを吾人は述べた。しかしこれは原始群衆に於け 
る狀態を、 m に理想的に改造したに過ぎない。原始群衆の場合には、凡ての息子は0始的父によ 
りて VI 窖されたことを知つて居り、又等しくその父を恐れて居た。凡ての社會的義務は、この改 
造に基いて構成されるのであるが、その改造は、旣に原始群衆の次に衷れる人問社#の形式、卽 
ち、トテム族の中に豫想されて居る。自然の集阁構成として0家族が破壊し難き力を有するこふ 
は、父の平等なる愛情に就ての必然的假定が、家族に對しても眞に適 I し枓られることを示して 
居る。 

しかし原始群衆から迆_が導き出されたことに就て、吾人は何多くを豫期する。それは集幽權 
成に於ける in 解し難く且つ神祕なもの、卽ちこれまで催眠とか嵴示とかの謎の如き言葉で蔽はれ 
て焐たものを理解するに吾人に補助を與へるものである。而して私は又それによりて理解し得る 
と信ずる。仙眠には何か直接に不〇のもの ( uplleimliclles ) が作在することを想起して見よ〇し 
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かしこの不穏なものの特苡は抑舭を受けた、或十：：い且つ親熟のものたることを.附示する〇先づ惟 
脱が如何にして辎かれるかを艿察して見ょぅ。催眠術者は被術龙の愆志を奪ふ所の不思議な力を 
有すと主張し、被術#もそれを信ずる。この神祕の力、今日でも何通俗には励物磁石と屢々言は 
れる力は、 g 始人がタブーの源衆として認めて居る力と同一である〇卽ちその力は王や翰握から 
鼓散するも. Q で、その力(日 ana ) に近ょることは危險であるとされる。催眠術者は、 - の力を所 
响すと想像されるが、如何にして彼はそれを表すか。被術盏は、術#を限で見るやぅに命ぜられ 
る。仙眠をかける最も代表的の方法は、術背を見ることである。それは原始人に取りて酋畏を r ル 
ることが危險であり、且つ地へ難きことである ことと 同 I で、それは又後になつて主神を見るこ 
とが死を惹起すと同様である〇モーゼスですら彼の人民とエホバとの n の仲介荠として蚴かなけ 
ればならなかつた。蓋し人民は神を見ることに堪へかねたからである〇モーゼスが神の面前から 
歸つてきた 時に、 彼0顏は光つた。それは マナ ( maHa ) の ある ものが彼に乘り移つた爲で、；^も 
原始人の問〇仲介衮に起ると同一である。 

* Dps Unheimliclie. Inuigo, 1919, BCLV. 
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** Totem und Tabp 

m 眠は又他の方法で起り得ることは眞である。例へば光る取物を凝視したり、 ra 調の音を傾聽 
しても可能である0このことが誤解を來たし、不適常な生现說を生ずるに至つた。评際こ0方法 
は m に意識的浅意の轉換と固定とに役立つて居る。その狀態は術者が被術容に向つて「汝肉身を 
全く私と關係せしめ、世界の殘りのも0と全く無關係であれ」といふのと同找である。かやうな 
言葉を使ふことは催眠術#に取りて技術上不適當であることは勿論である。それは被術荠を彼の 
無意識的態度からI離し、趑識的反對を惹起すやうに刺戟する。催眠術泝は被術龙の意識的思想 
をその若自身 Q 意向に向けることを避け、且つ世#が被術荠に取りて無興味に U えるやうな活勖 
に被術^:を•沈める。しかし同時に被術靠は彼の全部 0 注意を無恋識に術漭に集注しつつ、叉その 
術漭に對し j 秫の關係 (Kapporte) 卽ち委任の態度を取りつつあるものである。かやうに催眠に 
かける m 接の方法は、頓智に用ひらるる多くの技術と同じく、無愆識の出來祺の過程に千涉を與 
ふる心的 H ネルギーの一足の分配を防止する如き結果を冇する。而してこれ筇〇 1 ] 接方法は凝視 
又は打音の手段にょる苊接方法の影嚮と冏じ紡 m に缔く。 
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* 被術^の態度は術* 1 C 對 して 無^識 に向けられて辟るのに、职調無興味の知«を被術淆は澉賺して居 
るといふ 狀掘は、桢神分析的取扱ひの 出 來祺の I にも、それと拉行した狀您を發する〇その狀您に就 
て茲 S ぶる S があ气分析の娶に於て炒くとも一度 s 次の如蟲 ir か來る。 a ち瓜费は篇的に 
M も心の中に 生じて ^ ない と頭 闹に 主 5 K する 時期が ある。 彼の 自出 聯想は 停止し、聯想を' aiK く‘卜 
常の動力がその效 力を失ふ。 强ひて 聯想を求めた 結來、遂に彼は 相談室の窓から 見 ゆる货色、而前にあ 
る 欺紙、天井から吊されて ある ガス ランプなどを 考へて 居るといふやぅになる〇その時寄、 wtia ち K : 彼 
が鞞移に陷って居ること、粒に跻師に關係せる無窟職の m 想に你囚はれて居 ると と を發見 する 〇而 して 
想渚に その 說明を與 へるや 否や、 m 港の聯想の停止が 消失するのを 發見する。 

催眠術者が催眠の初めに屢々なす所の、眠るやぅにとの命令を與へる時に、彼は 自身を 被 術 者 
の ff 親の位 {£1 に { S きつつあるとのフ H レンッィ (一 perenczi ) の發見は M である。氏〇游こょると、 
催眠は二種に區別される0 i は機嫌を取り、慰めることで、母親を@にしたものであるが、他 
は威嚇することで、父親から^き出したも〇である 0 催眠に於ける眠れとの 命令は、世界〇 凡て 
€興味を撤 S し、施術者に興味を集注せょと Q 命令と金く同じ意味である。而して そ Q 命令は被 
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術者に左様に理解される。何となれば外 m の興味を撤囘する所に、睡眠の心理的特質は存し、陲 
眠と催眠狀態との lj の血綵はその點に存するからである。 

1 ，一 909 • 

かやうな手段にょりて催眠術評は術者の古い泣產の I 部を喚起する。その遺産は彼をして雨親 
に服從せしめ、父に對する關係の中に個人的復活を經驗したものである。かくして喚起される觀 
念は最萵〇且つ危險な人格で、その人格に對しては受動的マソヒズム的態度のみが可能であり、 
その人格に被術者の意志は服從されなければならぬ。然るにその人と m 獨で居ること、その人の 
顏を凝視することは、胃險な企てのやうに見ゆる。かやうな仕方に於て照始群衆の一々0部 n 占 
府始的父との關係を幾分表象することが出來る。他の反應から知らるる如くに、個人はこの種の 
古い狀態を復活する爲に、種々の程度の個人的傾向を保存した。しかし催眠は只！の遊歧であ D 
古い印象の虛僞的復活であるとの知識は保存されることが出來る。而して仙眠中の栽志伶止に基 
く餘り眞面目の結果に對する抵抗をその知識にょりて用心する。 
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暗示皱衆の中に示される集 M 柳成の恐ろしく强迫的な特質を、苦人は原始群衆に於けるそれの 
起原にまで泝り得る ことは 正常で ある。 集刚の指猙奔は尙 恐るべき 原始的 父である。集潮は無制 
限の力によりて支配される ことを 欲する〇それは檄威を極度に翦ふ。ルボンの語に よると、 それ 
は服從を涡望する。原始的父は- -l 我理想の代りに、自我を支配する所の鉱刚理想で ある。 催眠は 
二人の集團 として 叙述される權利がある。暗示に對する定義としては次の如き確信が存在する0 
卽ちそれは知覺や推理に遊いたものでなく、エ ti ス的 ( erotische ) 結合に恶いて 居る との確信で 
ぁ V 。 

* この節に於ける談論は、菩人をして他眠に H てのベルンハィムの槪念を抬て、素朴な以前の槪念に歸 
らしむるやうにしたことを茲に强調する M 値があるやうである〇べルンハィムによると、凡ての他眠現 
级は暗示の成分に溯ることが出來、それ以上の說叨は不可能であるやうに見ゆる。しかし再 人の 結論に 
よると、陪示は他肶狀您の一部分の表现であリ、他眠は人叩家族の早ぃ膪史から無苡識に殘孖した傾向 
に基<といふことが出來る〇 
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一一自我の階段 

權成漭によりて與へられた集 jj 心理 M に就ての相互に補充する叙述を心中に有しながら、吾人 
は今日の個人の生活を見渡す時に、それ等の示す複雑0爲に、包括的解釋を企てる舆氣を失ふか 
も知れない。一々の個人は多數の集幽の構成分子で、彼は同一視の結合によりて多くの方向に結 
合して思り、且つ秫々の校範〇上に彼の自我理想を建設して居る。從つて個人は多數の集豳心を 
分抢して居る。例へば彼の摇する民族、防級、信仰、机合、國家等の lc ll 心を分擔して居る。而 
して彼は獨立と II 意の一小片を冇すといふ範幽に於て、それ等の剛骼の上に彼自身を高めること 
が出來る。上の如く一様であり持极的である作川を布する安定且つ持久的集 Mn 梢成は、ルボンが 
集 _ 精神の立派 & 心现的特質 0 輪膨を作り上げた 所の、 迅速に構成された經過的集 JJ よりも - jl 察 
盏に訴へる點が尠い。他のものの上に加へられたかの如き噪しい一時的染_の中に、苔人が侗人 
的發逑と認むべきものが一時的に全く消失するといふ不思議な r が表れる。 
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吾人はこの不思議なことを說明するのに、個人は彼の自我理想を捨てて、その代りに指導者の 
形を取つた集刚理想を採用する爲であるとした。しかしこの不思議なことは何れの場合にも一様 
に大であるとは言へない との 訂正を附加しなければならぬ〇多敝の個人に於て、自我と自我理想 
との m の分離は餘り速く進んで居ない。二つのものは尙容易に一致する。自我はそれの以前〇自 
己愛的滿足を屢々保存する。指導背の選採はこの事惝〇爲に極めて都合がよい〇指绍胬は只特に 
著しき純粹な形式に於ける代表的な個人の特質を有することを要し、大なる力とリビド10自由 
との印象を與へることを要する。而してその場合に强き宵領に對する要求が屢々彼を迎へ、その 
他の場合では與へられない優勢を彼に附與する。集國の他の人々、卽ち幾分の訂芷なければ彼等 
の自我理想が指揮若に合體しないやぅなものは、暗示によりて、換言すれば同一視によりて他の 
ものから引裂かれる0 

集團のリビドー的飢織0說明に吾人が貢獻すること0出來たも0は、自我と自我理想と0 JjQ . 
區別に導き、且つ對象を自我理想に同一視したり遛換へたりすることの二種の結合にまで泝らし 
める。自我分析の筇一步として、自我に分化的階段があるとの假定は、 g 々の方面の心理雖から 
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漸次にその正當を認められなければならぬ。私の「自己愛序說」の論文中に、この區分を支持す 
るに先づ利用され得る凡ての病的材料を鬼集した。しかし精神症の心理學に 一 3L 深く入り込む時 
に苔人の豫期し得る ことは、 その分化的階段0意義が、遙かに大 となることを 發見 することで あ 
る。自我はそれから發達した自我理想に對して對浆關係に立つ こと、 神經症の硏究によりて知る 
に至つた外 m の對象と全體自我との問の凡ての相互作用が自我の內部の新しい舞察で反復され得 
ることを想起して見よ。 

この場合に私は、こ0見地から可能に見ゆる結搌01つを追求し、他の場合に未解決に殘した 
問題の議論を玆に敉けよぅ。吾人が知るやぅになつた心的分化01々は、心的機能の困難の新な 
加 m を表し"そ0機能の不確馊を增加し、機能の破笾、卽ち疾病0出發點となるかも知れない。 
かくして吾人は、絕對的自己滿足〇自己愛から、變化する外界の知设、竝に對象發見の發端に至 
るまで0階段をそ0發生 Q 順序によりて作り上げた〇而してこれに次の取馊が聯合する〇卽ちそ 
の事饨といふのは、吾人は事物の新しい狀態に永い問椹ゆることが出来ないこと、吾人は刺拽が 
缺除し、且つ對象の無い以前の狀態に、 m 期的に睡眠中に復歸する ことで ある。しかし吾人は 
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の際外界の例に倣つて居ることは M で、 その外界は雒と夜との周期的變化によりて"苔人の被る 
刺戟の大部分を一時撤 N して居る。病的に ls - m 大なる筘二の例は、かやうな拘柬を受けない。 
吾人の發逹の進みに於て、聯絡ある自我と、それ以外にある無意識の抑哌された部分と に、 吾人 
の 心的存在は分裂を生じた〇而してこの新しく獲拇した商我の安定性は、絕えずザ M を被る こと 
を吾人は知つて居る。又一方に抑•跛され排除されたものは、夢や祌經症に於て、人場を許されよ 
うと戶口を叩く。尤もそ0戶口は、抵抗によりて保譏されて居る。吾人の觉醜せる健康時に於て 
は、特殊の策略を用ひて，抵抗を欺き、抑•■されたものを許すやうにし、それを吾人の自我の中 
に一時引人れることによりて吾人の快感を增加するやうにする。頓智と滑稽、又一般的甚劇の 一 
部はこの種の快感によりて說明することが出來る。神經症0心理學を知れるものは、餘り主要で 
ない同樑な例を思ひ浮べるであらう。しかし私は計戡せる適 lj に念ぐことにする。 

sanilung kleiner Schriften Sr Neuroscnlehre, 4 . F o ge. 〔 Ges. Schriften, Bd. V .〕 

自我理想が自我から分離することは永い Hi ] 忍ぶことが出来ず、一時破棄されなければならぬこ 
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とは 全く 考へ得ることで ある。 自我に課せられた凡ての拋槳と制限とに 於て、 禁止の周期的破堍 
が 規則的に行はれる〇これは迓に祭禮の規定に示されて 居る。 それは设初法律によりて規定され 
た放迭に外ならないで、祭の愉快な特質は放迭によりて生ずる解放に歸すべきである〇ローマ人 
の サッルヌス 祭、吾人の近代の謝肉祭はその主要點に於て原始人の祭と一致する〇この祭は通常 
各種の放迭と、他の時には最も神蜜な戒律であつたものを犯すことに終るのである。しかし自我 
理想は自我が服從しなければならぬ凡ての制限の總和である。故に自我理想の餞止は、自我に對 

して今一度滿足を與へる所の大なる祭であるに相違ない。 

* Totom und Tabu. 

2 トロッターは抑 M 5: 群 m 街 flllc まで迪つた。私は！： iufsirllngder ^ arzigsnmB の中に、理想が楛成 
されたことは自我の側から言へば抑脈の條件であると主 Jilc して W るが、それはトロッターの主張と矛/5 
するよ9も寧ろ表現の他の形式に氏の主張を絨譯したといふべ$である。 

自我0中に#在する或るものが自我理想と一致す る時に、 常に勝利の感を 生ずる。 罪 m の感(竝 
に劣等の感)は自我と自我理想との m の緊張の表現として理解することが出來 る。 
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氣分の一般的感情が、非常な沈滞から、ある種の中間狀態を通りて健康の髙上した感へと周期 
的に動搖する人 n があることはよく知られて居る。この励描は辛うじて認知されるものから極端 
な場合に至るまで極めて興つた大さの振幅を有する。而してその極端な場合は跺狂と黻狂の形を 
取りて、 その人 n の生活の上に非常な苦痛と且つ妨害を鸹き人れる。この煳期的#鞍の代表的の 
場合に、外部の興海する原四は"何等決定的役目を演ずるやうに見えない〇內部の励機に就ては 
この患者と他の患者との間に®に於ても资に於ても何等の相違が發見されない。心的外傷を-界易 
に迎り得る周期的憂锻の他の全く類似せる場合に就ては後に述べることにする。 

かやうな氣分の自發的動搖の根據は知られて居ない〇較狂が躁狂によりて硿換へられる機制に 
就て吾人は洞察を缺いて居る。從つてこれ等の患漭は次の如き吾人の推測が眞に適用され#る如 
き人 rn であると 自由に推定す ることが 出來る〇卽 ち 彼等0自我理想は、以前に特に嚴格に尚我を 
支配して居たが、後になりて一時自我の中に溶解されるかも知れないと推测する ことが 出來る〇 
不明瞭な點を 避けることを 苔人は維持しよう。吾人の自我分析の遊礎から考へ ると、 躁狂の場 
合には自我と自我理想とが融合す ることを 疑 ふことは 出來ない。その融合のためにその者は勝利 
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と自己滿足の氣分に浸り、自己批判の妨害を受けず、禁止、他人を考慮すること、 自己 非難等の 
撤廢を樂しむことが出来る。较狂の不幸は彼の自我に於ける二つの力の間の烈しき税樣の表現で 
あることは、明白ではないが、極めて餌馊らしく思はれる〇その軋櫟に於ては感受性の高くなつ 
た理想は、殘酷にも、自我に對する非難を劣等の迷想と自己憂骹とにょりて表すも Q である。 吾 
人がょく假定した、新組織に對する周期的反抗に於て、自我と自我理想との rJo 變化的關係の原 
因を苦人は求めて居るか、或はそれに對し责任ある他の條件を吾人は作らんとして居るかは問題 
である。 

躁狂への變化は鬱狂的憂资の證候の必然的様式でない〇一 囘又は周期的に反復する堪純の¢憂 
症がありて、如上の發達を示さない。他方に興銜せしむる原因が明かに病源的役目を演ずる l 愛 
症がある。それは愛する對象が死んだとか又はある事情の爲にその對象を失ひ、その對象からリ 
ビドーを撤囘するを餘儀なくされるに至つた後に生ずるものである。この種の心的起原 0 较煺症 
は躁狂に終る >- とが出來、且つこの循環はある場合には自發的に見ゆるやぅに容易に数 ^ J 反復さ 
れることが出來る0かやぅにこの病氣の狀態は稍不明瞭で、僅かに二三の|#症のみが精神分听 






〇的に老察された位でぁる。菩人が今日まで理解して居る限りでは、愛情0無價値を示した爲に、 
對象が捨てられた場合でぁる。その對象はその後同一視にょりて自我の內部に再び建設され、且 
つ自我理想にょりて嚴しく咎められる。對象に向けられた非難と攻雖とが菘凝症的自己非雛の形 
を取つて表れてくる。 

* Abraham : An x.its zur ps く C 13 analytischen Erforsch 巨的 und Behandli oop- esmansch-aepresslv- 
en Irl-eseins* usw, SI 2 , in „^ 】ip s-che Boitr 其 gc sir -psychoanalyses 1 921 • 

* JL 屉精密に苜へば、對象に封する非雖と攻轔とはその人自身の自我に向けられ fc 非雛の背後に隱れて 
居る。而して固定、顽闽、命令的なることを自己非雛に附與し、炫にそれ等が癖憂病者の&己非難の特 
资になつて席る。 

この種の 1 骁症は結局躁狂へ變化するかも知れない。而してこの出來事の可能は、症狀の他の 
特質とは獨立せる様式を示して居る。 

それに拘ら ず、 自我理想に對する自我の周期的叛逆の成分を二種の較發 症、 卽ち心的起原のも 
のと自發的のものとの考察に適用することは私に取りて困難でない。自發的■•避症に於て は、 自 





我理想は特殊の嚴正を表すやうに傾き、爲に自動的に理想の一時的停止を生ずと假定することが 
出來る〇心的起原の1憂症に於て は、 自我はそれの理想からの虐待に よりて、 叛逆するやうに鼓 
舞される。而してその虐待は、拒否された對象との同一視を生じた時に"經驗されるものであ 
る0 

一二追 加 

吾人の若察は今や假りの終末に達したが、その考察の道程に於て、吾人は多くの側路を通つて 
來た。吾人はその側路を最初避けたが、しかしその中には、吾人に洞察を與へるも0が多くあつ 
た。吾人はかやうに側路に人つた爲に取殘して硿いた二三 Q 點を玆に取上げようと思ふ0 
( A ) 自我と對象との同！視と、自我理想を對象によりて m 換 へることとの ml o r 別は、吾人 
が硏究を初めた二つの大なる人爲的集幽、卽ち軍隊と キリスト 敎你とによりて興味 ある 說明を發 
見する0 
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兵士は彼の首領、卽ち軍隊の指邡者を理想とするが、他方に彼は彼自身を彼の同僚と同一視し 
この自我の社#から、相互補助を與ふること、竝に仲間の所存を分配する - との義務を引出す。 
しかし若し兵士が彼自身を大將と同一視することを試みるならば滑稽になる。ヮルレンシユタィ 
ンの兵營に於ける兵士はこの理由で曹長を笑つた。 

彼が唆拂ひをし、唾液を吐く 通りに、 

汝は巧みに彼の鸪似をした！ 

それがカソリック敎會では異つて居る。一々の蕋督敎 徒は、 彼の理想としてキリストを愛し、 
同一視の結合にょりて凡ての他の基督敎徒と結合して居ると感ずる。しかし敎#は彼にそれ以上 
を要求する。彼は又彼自身をキリストと同一視し、凡ての他の恶督敎徒を、キリストが愛する如 
くに愛しなければならぬ。故に敎會は、集團構成にょりて生ずるリビドーの位镫が二つの點に於 
て補充されなければならぬことを要求する。卽ち同一視が對象選擇を生じた所に附加され、對象 
は同一視の杯する所に附加されなければならぬ。この附加は明かに集幽の稱成以上に行く。人は 
善良な基督敎徒たり得る が、 しかし自分をキリストの位涩に置き、キリストのやぅに凡ての人類 
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を愛を以て抱擁すとの觀念から離れて居ることが出来る。人は弱い生物で あるので、救定主の 淸 

神の偉大と愛の力とを示し得ると考ふる要はない。しかしこの集幽に於けるリビドー分配の I 皆 

犬なる發達は、恐らく基#敎が一曆高等な倫理的水準に達して居ると主張し得る 成分になつて居 
る0 

( B ) 吾人は人間の精神發達に於け る 一定 Q 場所を明記す ることが出來、且つ そ 0 場所に 於て 
は集團心理舉から個人心理學への進步が、集圑の一々の部員に ょりて 完成され たこと を述べだ 0 

♦この鹿以下に述ぶる所は、オットー•ランクとの恝見の交換の結 lft かれたものである〇 UCU 

Juan-Gstalt 夕 1 mago , VIII , 192 2 を見ょ 〇1924 .f 二册の 本となつヒ。) 

この目的 Q ために、吾人は暫く原始群衆 Q 父に就て Q 科战的神話に歸らなければ ならぬ。その 
父は、後に世界の创造主に髙められた〇蓋し彼は般初〇集圖を構成した凡ての 息子を生産したか 
ら正當に创遗主になつ.たのである。彼は それ 等の一々の背の理想で あり、同時に恐れられ、1拜 
された。その事嫂は後にタブーの觀念に導いた。これ等の多數の個人は 結局 共に結合し、 彼を 殺 
し、寸斷した。勝利者の集幽の誰もが彼の位 m を 取ることが出來ない。或は彼等の | 人がそれを 
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行ふと、—に初 f 、彼等 Q 父 sf 凡 i てなければ—ぬと lil 
爭はつづく。そ Q 時彼等は凡て同等 Qg 利を以て兄弟®卜ふム社 fs し、議 S 記惊を 
保存し補償する卜 1 K <禁止によりて結合する。しかし成就したことに對する不说足は私殘り 
それが新しい發速 Q 源衆になる。こ Q 兄弟0集圈に紹合した人々は、新しい水準に於て私き狀脸 
を復活せしめんとする方に漸次に向つて行つた。男子はも一度家族室長と f 、 父—時期に 
_された婦人政宏特權遙壤した。これに對する稷として彼はその時含魯を認めた力 
も知れない。そ Q 神に奉仕する僧侶は母を謹するために去勢された。それは原始群衆の父によ 
りて與へられた例に倣つた？—。しかし新しい家族罢い家族—影1かつた。そこ 
には多數 Q 父があり、一々の者は他人の權利によりて制限されて居た。 

その際ある個人は暴1 Q ために糧から離れて、父の役塁取らん备かされたかも知 
れない。これを行つた者は最初の叙壽人であつた。而し1歩が彼の想像？に完成され 
た。この詩人は彼 S 情を詐つて思慕 S 味に代へて言ひ表した。卽ち、彼は英雄神話を创作し 
I その 英雄は自分で父を粒した男子であつた〇而してその父は卜 i アム時代の怪物として尙神 




話の中に表れて居る。父が男兒〇最初の理想であつた如くに、詩人は父の代理たる英雄を创作し 
て最初の自我理想とした。英雄になつた者は母の最愛者である簸年少の息子であつた。それを母 
は父親の嫉妬から保護したもので、その者が原始群衆の時代には父の繼承者であつた〇戰举の赏 
品で あり、 殺戮#0誘惑であつた婦人は、慼史以前0虛僞〇詩人的空想に於ては、恐らく犯罪へ 
の誘惑 者、 且つ煽動者に變つたのである。 

英雄は群衆全體が企てんとした仕靡を單獨で成し就げ んと 要求する。しかしランク ( Eallk ) が 
觀察した通りに、お伽噺の中には承認されなかつた事赞の痕跡が明白に保存され てある。何とな 
れば否人は その 中に屢々次のやぅな K を發見 する 〇卽ち ある 困難な仕事を奴 行しなければならぬ 
英雄は、蜂 や 蟥の如き小励物0群の助けにょりてのみその仕祺を成し遂げる ことが 出來 るのを 發 
見する。而して その 英雄は通常 最^. 少の息子で、且つ父0代表者の面前には腿々 馬鹿で 謂はば 無 
密のものとして表示される〇これ等の励物は原始群衆に於て は 兄弟で、それは 恰も M 蟲が夢の 象 
徴では兄弟や姉妹(輕蔑的に嬰兒として考へ られ る)を意味す と 同様である。尙神話 やお 伽噺中 
の仕 r は、いづれ も 英雄的琪業の代用物と容易に認める ことが 出来る。 
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神話は一の階段で、その階段を通りて個人は集 lil 心理から出現して来たのである。最初の神話 
は 糙かに心理的の もので、 英雄神話である。說明的自然神話は、可な り 後になつて表れたに相違 
ない。詩人はこの階段を 取り、 且つこの仕方に於て想像的に集圆から自己を解放した が、 ランク 
の觀察によると、詩人は現^中に集幽に復歸する道を發見することが出來るといふことである。 
何となれば 彼は集團の方に出かけて行つ て 彼の创作した英雄の21;業を集團に物語る からで ある。 
この 英雄は极柢に於て彼自身に外なら ない。 かくして彼は自身を現實〇水準に 下げ、 彼の話を聽 
くものを 想像の水準に高める。しかしその聽者はその詩人を理解し、原始的父を慕ふことの同一 
關係を荷することによ りて、 聽者は彼等自身を その 英雄と同一視することが出來 る。 

* Hanns Saclis : Ge 日 einsame Tagtsume 參照。これは千 九 百二十 ^ハー グで開かれた 第六囘粘刺 分 
析努倚に於て識んだ論文を氏自か收約したるもの。1艮 2 •口を 0 i ?p 's3 eit scluif t f Ur Psy 
VI , (一 920: > その後本の形で公にされた。 ( Imago - Biicher , Bd * 3 )• ， 

英雄神話の虛言は英雄の神格化に於て頂上に達する。恐らく神格化せる英雄は父神 (イ^^ nOS 
よりも早いかも知れない。而し て、 神として 2: の原始的父への復歸の先驅者であつたかも知れな 
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い。神の系列を年代的にいふと母神(^11?1040:庄11)！英雄——父神である。しかし今日吾人が 
認むる所の神の樑式は、決して忘れることの出來ない原始的父の高上したものに過ぎない。 

•この簡眾な叙述に於て、私は古！ r 神話、お伽噺、風俗史等 にある 材料を持って來て、この解釋の支 
持に することを 斷念 する。 

( C ) 私はこの論文に於て、直接の性的衝動とその目的を禁止された性的衝動に就て多くを述 
ベた。この r 別が餘り多くの反對を被らないことを希望する。しかしこの問題に就ての詳細な議 
論は、假令旣に大部分述べたことを軍に反復することですらも歡迎されないことはなからぅと思 
ふ。 . 

子供に於けるリビドーの發達は、彼等の目的に於て禁止された性的衝動の第 I 且っ设上の例で 
ある>とを吾人は知った。子供が兩親や面倒を見る者に對して有する凡ての感悄は、子供の性的 
傾向を發谣せしむる欲求に容易に移行する。子供は彼の愛する人 nj から、彼の知る溫情の凡ての 
表號を要求する。彼は愛する對燊を接吻し、觸れ、眺めることを欲し、それ等の性器を見んとの 
好奇心があり、それ等が内密の排泄機能を行ふ時に一所に居らんとの欲求がある。給婚を何と解 


▲ 
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釋して居るかは不明で あるが、 母や乳母と結婚することを約束し、父親に子供を生むやぅに要求 

する。子供時代の遐接の M 察、竝にその時代の記惊の分析的硏究は、溫惝及び嫉妬の感情と性的 

意向との完金なる融合を明かにし、且つ子供が不充全に集注した性的傾向の對象として彼の愛す 

る人 U を取る根本的方法が如何なるものかを示して居る。 

*wrei Abhandlullsn zur Sexualtheorie •參照。 

. 荅人の知る所に ょると、 子供の愛愤の最初の形態は(それ0代表的0ものはヱディ、フス錯綜と 
同一であるが)游在期の最初から、抑鹏作用を被るものである〇抑鹏された後に殘るものは、純 
粹に溫情的結合として表れ、その結合は同一人間に關 係し、 最早、性的のものとして叙述されな 
いものである。心的生活の奥祕を明かにする精神分析學は、子供時代の極く初期の性的結合が假 
令抑壓され、無意識になつても尙固執することを示すに困雞ではない。如何なる_を見ても、 
それは對象となれる人|1か、又はその人冏0原型^日口20と0感资的對黎結合0後繼容たるこ 
とを主張す る M 氣を精神分析踢は吾人に與 へる。 ある場合に 於て、 以前の完全なる性的流が抑謹 
〇卜に尙存在するか、或は H に遨きてしまつて居るかは、特殊の海祭をしなければ明かにするこ 
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とは出来ない。尙一層精密—へば、性的流は一の形式及び可能として尙存在し、常 i 行によ 
りて充锁さ れ、且つ活動せしめられ得ることは確馊である。唯一0問題は如何なる程度の充钕と 
贲行力—それが现在有するかといふことで-,これは常に答へることの出来ないもので— 。こ 
れと聯關して二つの誤 SQ 源 t 除くために、雙方に對し一様な謹を必要とする。卽ち抑呢さ 
れた無意識 Q 意管低く1する1^と病的—によりて凡て S 常を判斷11 ® 
とである。 

ニラと？プディ K とはホ-了のォデッ Y にあ—物、後にはこの篇はィタ"ァ ㈤ のメッ 

シナ海峽に在る岩と渦とであると解せられた。(聲者) 

抑技されたものの奥祕に徹底しよぅともしないし、又撤底出來ない心理學は、溫情的結合を以 
て、性 Q _ 的—しない傾向 Q — で — と見做し、假令それがか t — 的を有する傾向から 
導き出された場合でも、性に無關係であるとする。 

* 紐織が少しく枚雜である敵窓の ft もこの規則に反しない。 

これ 等のものが性の目的から轉向したことをいふことは疋當である。尤も®心理吟 S 求を確 







めるやぅな ml 的轉向 e 叙述には多少の闲難が伴つ て 居る。尙その目的を林水止された衝動は、常に 
それの 最初 Q 性的！ n: 的を幾分保存する。 溫怡 ぁる 歸依袭 、朋友、 又は _者 で すら 露的接近を 
初 L、 使徙ポ In 的意味に於て 愛される人の 容貌を 求める 。若し 吾人が欲するならば、目的轉向 
の中に性衝動の昇華作刖(8111^日1运巨5の發端を見とめることが出來る0或は他方に尙遙か遠 
い 所に昇華作用 Q 極限を 定めることが出來る。百 的を 禁止され た此等 Q 性衝動は 禁止されないも 
のよりも遙か大 なる 機能的長所を布す る。 禁止された性的衝動は嘉に完全な 滿足崙ることが 
出來ない 爲に、永久的結合を創选す ることに 特に 傾く〇これに反して直接に 性的で ぁる 策動は、 
滿足する度每に H ネルギ 1を 失ひ、性的 リビド 新な 藉 g によりて再び 新に される ことを待た 
なければ ならぬ。而してそ Q 場合に時々對象は變 化することが出来る。禁止され た 衝動は 禁止さ 
れない衝 ft 程度に混合す t とが出來る。而して翦が後繁ら 生じた 如くに、 前者は 退 
行して後者に變形 することが 出來る〇先生と生徒、演奏者と聽者 、その 間に、 特に それが 婦人の 
場合には、 —II く友情 的 iQ 露關 係から、 i 的 1が如何に fi 達する 
かはよく知られて居る。(モリ H 丄 Q Embiezli pcmr l、aiur du Gree •參3:ノこ q 秫の 
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無目的の發端を有する情緖的結合の發達 は、 狸に性的對象選捋に對し、屢々往来した道を提供す 
る。フィスターは「ッィッヱンドルフ伯の敬神」の著誉中に、烈しき宗敎的結合が熱烈な性的興 
蜜に如何に容易に變化し得るかの極めて明白であり、且つ關聯せる例を興へた。他方に持久的の 
純粹の溫情的結合に變化することは、短命な疽接的の性的傾向に取りて極めて普通である。而し 
て激情的愛情から生じた結婚が犖固な結合になることは大部分この過程に基いて居る。 

* Pfister , Frc : mmigkeit der Griifen von zillzendorf . 】910 • 

目的を禁止された性的傾向は、内外の障碍が性の H 的を達せしめないやうにする時の直接の性 
的衝動ょり生ずると吾人は即いて驚かされないであらう。潜在期の抑 M はこの種の内的障 m であ 
り、或は寧ろ內的になつた障 辟で ある。原始群衆の父は彼0性的頑迷 q 爲に 、凡て 0彼の息子を 
節度 ある やうに强ひ、目的0禁止された結合に逐ひやつたが、彼自身は性的快樂〇自山を保存し 
爲にこ〇褪〇結合な くして 止まつたと苔人は假定した。集某礎となれる凡ての結合は rj 的を 
禁止された衝動の特質を有する。しかし攰に於て、姐接の性的衝動と集幽構成との n の關係を取 
扱ふ新しい問題の解明に吾人は近づいた0 
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( D ) 最後に述べた二つの琪項は、直接の性的術動が集刚の權成に不利益であることの發見に 
對し準備を與へて居る0家族の發達史の中に性愛の集阅關係(集圈結婚)のあつたことは眞であ 
る。しかし性愛が自我に對して尙一脬大切になり、且つそれが戀愛の特玟を一庇高く發達せしむ 
るに從つ て、 性愛は益々强く男と女の二人に制限されるやうに要求された。一夫多妻的傾向は速 
續して變化する對象の中に滿足を發見するやうになつて居る。 

性的滿足の目的のために結合する二人は、彼等が集_から離れることを求める限りに 於て、 群 
居衝動、集團感情に反することを證明しつつあるやうである。彼等が一膝多く愛するやうになる 
に從つて 、益々 二人だけで滿足する。集團の影響の拒否は羞恥の感の形で示される。極度に烈し 
い嫉妬の情は、性的對象選擇を、集幽結合にょりて侵害されることを防ぐために生ずるものであ 
る。§關係の溫愦的、卽ち個人的成分が感覺的成分の背後に全く隱れる時に、他人の面前で二 
人が性交をなすことが出来、又遊興の時の如く集圈で同時的性行爲を行ふことが出来る。しかし 
それと共に性的關係の早い階段への退行が生じて居る。この階段に於ては愛することは未だ何等 
の役目をなさず、凡ての性的對象は同一價値であるやうに判斷された。この同一 M 値といふのは 






幾分ぐ T ド •ショゥ (Bernard slios 句、 卽ち愛することは一人1人と他の婦人との 
相違を非常に 誇張することであるとの意味に取つたのである0 

t 季含とは後に 5 S 子と婦人と品の誌關係に忘出口を發見したこと、從つて性的 
愛情と集®結合と品 i 立は後—達で t こと IQI が蒙。 wq 假 f 初期—族 
'比就ての吾人の神話と矛盾して居るやぅに見ゆるかも知れない0«何となれば吾人の推定にょると 
兄弟 Qi が父親殺しに逐ひ f れたこ—結局 f 姉妹 i する波 fi つたからであ 
る〇而してこ S 情は衰へない原始的®結合、換言すれば溫愦と感资的？のと尿拉な良*^ 
外のもので—と假定することは—である〇尙深く考察すると、この反對は却つて確證になつ 
，でしまふ。父親殺し Q 反動の一は結局卜 i アム時代の異族結婚の制度であつた。卽ちそれは子供 
時代から警れて居 S 族 S 人と篇關係を作ること玆止であつた。この仕方に於て炉力贝 
子の溫情と鋈的感情との盟打込まれ、それは今日尙彼の霧生活に擎と盟して f 。 こ 
の異族結婚の結果として、男子の感货的必要は未知の且つ愛しない®人で滿足されなければなら 
07 なくなつたのである。 
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♦ Uebcr aie allgcmcplste Erniedrigun OQ des Liebesleb 213 •一912•を il よ。 

大なる人爲的集團たる敎會と軍隊とには婦人を性的對象とする餘地がない。男子と婦人との fl 
の愛情關係はこれ等の紺織以外に留まる。男子竝に婦人から糨成される集團が形成される場合で 
も性の nr 別は何等の役目をなさない。この場合の集團を結合するリビドーは同 : 愛的のものか又 
は異性愛的のものかを尋ねることは殆ど何等の意味がない〇何となれば、それは性に從つて分化 
されてないからで、濟にリビドーの生殖組織の目的を全く無視して居るからでぁる。 

他の點に於ては集阐中に吸收された侗人に於てすら、蓝接の性的傾向によりて、幾分の岡人的 
活動をする。若しその傾向が餘りに强くなると、各の集團構成を分裂せしむる。これは カソ リッ 
ク敎會に於てそ Q 信仰者に結婚しないで居る言にすすめ、牧師には獨身を命ず基 Q 最上の動 
機となつて居る。愛に陷つた爲に、敎你を離れるやぅになることは牧師に於てすら5見られる 
所でぁる。黑に婦人に對する愛は種族、國民的懸、社#的靈鑛 Q 菌蓉を破壤し、旦 
つそれは文化的に筑大な結果を生ずる〇同性愛はそれが目的を禁止された性的傾向の形を 取る 時 
ですら、集團結合と遙かによく適合することは確贸でおる。而してこの著しき^^を說明す る匸 




は尙多くの ことを 言はなけれ*はならぬ。 

精神々經症の精神分析的研究の敎ゆる所にょると、その疾患の症狀は抑 M されては居るが、尙 
活動して居る直接の性的傾向に基いて居る。しかもこの症狀を完全に言ひ表すには、目的禁止の 
傾向が、それの禁止に於て全く成功せ ず、 或は抑踱された性的目的に復歸する餘地〇あることを 
附言しなければならぬ。このことは神経症患者が非社#的になり、业 H 通の集團構成から離れるこ 
とと一致する。祌經症忠者は愛する場合と同様な分裂的作用を集豳の上に行ふと言はれる。他方 
に有力なる動力が集團構成に與へられる所では、神經症は減少し、或は少くとも一時的に消失す 
るやぅに見ゆる。こ0神經症と集圑構成との rj の對立を治療に應用せんと企てられたことは正當 
である。今日の文化の世界に於て宗敎的錯覺が消失したことを後悔しない人々でも、鎅兌が尙結 
合を荷する限り、神經症の危險に對する设 も冇 力なる保障として、 錯 m にょりて結合せる人々に 
その錯 m を與へるといふことを許すであらぅ。神祕宗敎的叉は 错斟榮 敎的宗派や机合に於ける凡 

叫とが出來る。この治療法の凡ては直接の性的 傾向と、 目的を禁止された性的傾问との問の對立に 
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關係して居る0 

茗し神經症患者が獨りで殘され ると、 彼の排斥された大 なる集國構 成を、 彼自身の症候構成に 
經換 へることを 餘儀な くされる 。彼は自身の爲に彼自身の想像の 世界、 彼 自身の 宗敎、彼 自身の 
幻想の系統を 麗し、 片寄つた仕方に博鋈营制度を復活す る。而して そ QS 蓋は屢の 
性的傾向にょりて演ぜられる優勢なる部分で あることを明白に證明して吾*る 0 
* Totem mid 闩.户の第二節 1 > 431 \ 5 - 111111 { 1 < 1 矿>日 2 :\£€ 112 の^リの方を 1 ょ 0 

( E ) 結論に於て、リビド1說 Q 見地から、吾人が取扱つた所 Q 、 愛すること、 催眠、 集關權 
成、神經症の狀態の比較評價を附加しょぅ。 

愛することは、直接の蚀的傾向と0的を禁止された性的傾向との同時的#在に基く〇而して こ 
の場合には對象は自己愛的自我 リビドー の一部を自身の方に取込んで居る。故に愛する とは自 
我と對象とに對し唯一の空間を有する狀態である0 

催眠は二つ Q 人間に限られて居る點で愛する ことに 似て居る。しかしそれは1的を 禁止され、 
對衆を自我理想の代りにする所の性的傾向に全く 基いて 罟る0 
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集團は催眠過程を複雜にしたも？ある。集®はそれ备合せしむる衝動の性質に於て、又自 
我理想を對象に篮換へることに於て催眠と一致する。しかしその上に他の個人との同一視が附加 
されて居る。而してそ Q 同一視は恐らく最初對 f 對し同一關係—したことによりて可能とな 
つたものである0 

催眠と集圈_成との二つの狀態は、人間リビドーの系統發生からの遺傳的貯蓄である。尤もそ 
のリビドーは催民に於ては豫備傾向の形式の中に示され、集團に於てはこの外に又直接の遗物と 
して示される〇赶接0性的傾向が目的禁止の性的傾向によりて yi 換へられることは、二つの狀態 
に於て、自我と自我理想と Q 分離を促進する。而してその分離の端緖は旣に愛することの狀態の 
中に存在して居る。 

神經症はこの系列の外に位する。それは人 fj リビドーの發達の特異性に港いて K る。卽ち直接 
の性的機能が潜在期によりて中斷され、その機能の開始を it びしたことに基いて居る O W 眠と免 
圑權成とは、退行の性質を有する點に相似て居るが、愛することには、この退行が打在しない 
祌綵症は直接 Q 性的衝動から S 的禁止 Q 性的衝動へ Q 進步が、完全に成就されて居ない場合に表 




W れ る。神經症はかかる發逑を經過した後に自我に取入れられた衝動と同一術動の 他の部分との間 
0軋_に過ぎない。その他の部分といふのは、全く抑鹏された他の衝動的 欲求の如く、直接の滿 
足を构ん として、 抑腿されて居る無意識から努力す る 衝動である〇神經症は內容的に 極めて餿富 
である。藍 L それは自我と對浆 との 問にありとあらゆる關係、卽ち對象が 保存され、或は棄てら 
れ义は自我0中に建設されるといふやぅな凡ての關係を 2 含し•且つ自我と 目 我理想との i の 軋 
蝶關係をも包括して居るからである0 
/ * brel Abhandlungen zur sexlmltheorp - ^ 五^1922 • 96 を ii よ。 
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これより述べん とすることは、千九百二十年 Q 私 Q 論文「快®原理を越免て」の中に初めて表 
れた思想—展 で—。 それ f 私温人1そ®—ベた f に、二種—深い好奇 
心といひ得るかも知れない。私は前記の論文に於て、それ等の觀奢取上げ、精神分析に於て颧 
察した種々の都贲と結合せしめ、そ0結合から新しい結論を引出さんと努めた。しかし、本論文 
に於ては生物學から新に借りてくることをせず、從つて「快0原理を越えて」よりも遙かに精神 
分析に接近して居る。そ Q 中に含まれた思想は、思索的よりも寧ろ S" 的でぁり、それ各的も 
高いも Q で—やぅに見ゆる。しかしそI想が最も大管所1て居|I私は知つて 
居るし、又その制限に全く同意する。 

f 同時に思想の進みは、これまで精神分析の取扱つた對象でない琪物に觸れる。且つそれは分析 
から手を‘退いた非分析 S は以前の分析者によりて議された多數の原理に關係することを避け 
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ることが出來ない。尙私は他运合には他 Q 硏馨 £ ふ所ある 1 謝するを 常と するが、 しか 
しこの場合には何等の 憑を感じない。若しこれまで 精神分析が適當な 考察を與 へなかつた ある 
事物力存 すと すれば、 それはそれ 等の 結果を看過したり、 或は それ 等の重大な ことを 否定するこ 
とを 望んだ爲でなく、 それ 以上行く こと Q 出來ない特殊 Q 道を追跡したためで ある。 而 して最後 
にこれ等 Q 事物が追跡された時には、そ慕物は他 Q 人々 に見—ょりも 異 つた 形に精中霖こ 
は表れてくる0 
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一意識と無意識 

この最初の章に於て、何も新しくいふべきものはなく、前に屢々述べたことの反復を避けるこ 
とは不可能である。 

心的生活を意識と無意識とに分けることは精神分析學の根本假 定 である 〇而 して この nr 別は普 
通 Q 精神 過程と同じく 大切な病的精神過程を理解せ しめ、 精神分析缪を して 科學た らしむ る こと 
が出来るやぅにする〇 換言すれば、精神分析學では、意識を以て心的生活の本質とする ことが出 
來ないが、しかしその他の 特質に附 加したり、 又は それから 離れること も ある心的生活0一0特 
質で あると 認めなければならぬ。 

心理學に興味を有する凡ての者が、この本を讀むだらぅとの假定が許されるならば、その讀者 
の 中には、 この點に止まりてそれ以上進まない者があることを豫め老へて适かなければ ならぬ。 
卷し玆 には 南神分析學の最初の常 P 語があるからである。锊學 的敎育 を受けた 大多數の背に 取り 


I 
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ては、蠢的でない精神的 Q も Q があ fQ 考へ方—盾し 1 り、 論理 上晨される 1 
ゆる。それは結論を必要とする催眠と夢の心的現象(それは全く病的表現を 除外して) を彼等が 
斫究しなかつた結 m であると私は信ずる p かやうに彼等の意識の心理學は夢と催眠0問題を解決 
することが出來ない。 

「意識的」といふ術語は、最も直接に且つ確資なる知覺に基く所の純粹に叙述的のものである0 
經驗によると、心的要素(例へば觀念〇如き)は通常永久的に意識されない〇却つて意識の氏態 
は極めて經過的で、今意識して居る觀念も次の瞬間には最早存，在しない。只最も容易に再現し导 
る一定の條件の下に於てのみ意識的となることが出來る。その中間に如何なる表象が存したかを 
吾人は知らない。吾人はそれを潜在的 ( latent ) の觀念と名づけることが出來、その語を以て、 
吾人は何れの時にも意識的となり得る觀念であることを意味する〇或はその觀念は無意識的 であ 
つたと言つても又等しく正當の叙述になる。かやうにこの意味に於ける「無意識的」の 術語は、 
沿在的で何時でも意識的となり得ることと一致する。 • れに對し货學者は反對するであらう。日 
く 「 K 3 無裔識^一の術語は茲に適用されない。觀念が游在狀態にある限り、それは全く、レ的要素 


i 





で •なかつた」と。こ—に於て彼等に反對す I 、 慕 S 爭以上に何も利益す—はない 

であらぅ0 

しかし吾人は精神力 S 行はるる一定の經驗を變することによりて、他の道を沿ぅて「無意 
識的」 Q 露又は1に—した。譬すれば、 f て有力—心的過—は1が—こ 
と(玆に於て初めて量的又は經濟的要素が雲の中に人つてくる)、そ i 念はその他の觀念の如 
く凡て Q 結果(順次に觀念として意識され得る結果をも含む)を、蠢することなくして心の中 
に生—が出來ることを、吾人は假定しなければな—。以前に？說明した I に再 
び反復することは不必要で—。只これが精神分1の入込ん—でぁると言へば十分— 
る。卽ちそ Q 原理によると、かか—一定の力によりて反對されるために意識的となること 
が出來ないが、その力がなければ意識的となり得ること、拉にその觀念は他の認知されるむ白要 
素と少しも異？15ことが分かる。精神分析备術に於て、反對する力を—す—とが出 
來 、そ Q 除去により— 1 識的に—とい 拿段—暑れたとハ—如上の1 
J を打消し難いも Q にする。かかる觀念が8的となる前に存在した狀態を— QI — 4 
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と名づけ：置を持來たし且つそれを支持する力は分析を行ふ際に、抵抗 として 
認知される0 

故に無蠢 Q 槪念は抑 liQ 原理から得られ、抑管れたも Q は無意識 Q 原型で f と 言へ る 0 
.所がこ Q 響 f は二讓 I 。一盛在的で蠢的— り 得 f Q 、 他は 抑 f れて通常？ 

方では意識的となり得ないものである。この精神力學に於ける洞察は 術語 や 叙述に影 f 及ぼさ 
ない譯には行かない。潜在的であり且つ叙述的意味では無意識で あるが、 力學的意味では靈識 

でない場合を「翦識的」( VI )と名づけ、力蠢に sff た t を 「無意 

識的」と名づける。かくして吾人は今三つ Q 術語、卽ち意識的、前意識的、無意識的を有するこ 
とになり、それ等は純粹に叙述的意味のものでないことになる〇前意識は無意識ょりも意識に遙 
かに接近 vfQ で、馨 f 吾人は心的2るといふ以上、 If 蓮！！は、勿論心的であ 
る。しかし何故に吾人は慕者と一致することをせず、强ひて前意識披に無意識を意識的のもの 
力ら Mo I するか。対 ai 者は前意識と無意識とを心的區劃 ( pgyoeoJJ ) の二つの種類又は階没とし 
て叙述し、調和を保つことを主張する。しかしそ Q 主張には無限 Q 困難が結果してくる。 かやぅ 
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に定義した心的區劃〇二種は心的と言はれるものと殆ど凡ての他の點に一致することの重要なる 
事實 が、 一の偏見のために背景の中に押込められたのである〇而してその偏見はこの心的 nr 割、 
又はその區劃の最も重大なことを知らなかつた時代から始まつたものである。 

叙述的意味に於ては二種 0 無意識が あり、 力學的意味に於ては只一つあるといふ >- とを忘れな 
い限り、吾人はこ0三つの術語を以て俭怏に仕琪を初めることが出来る。こ0區別は叙述0多く 
の場合に無視することが出來るが、しかし他の場合には勿論不可缺のものである。同時に吾人は 
無意識の術語の二つの意味に多少惯れて 、可なりょく それ等を取扱つて居る が、 しかし私の知る 
所では尙兩者の曖昧をさけることは不可能である。意識と無意識との區別は結局肯定され又は否 
定されなければならぬ知党の問題で あり、 知 S そのもの0行爲は何故にその事物が知覺されるか 
又は知 S されないかの理 j を少しも吾人に知らせない。而して贲際〇現象が、その枳柢に橫たは 

， 本 

る力學的 成分を、 明瞭に表さないことを非難する權利を有する#は誰もない。 

れたい。無意識の批判に於ける新轉囘はこの場合考察する m 値がある"精神分析の^货を飧認するが、 
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しかし麵：意識を 715: 認しない冬敬の硏究老は、 ia 故としての寇識の中に强度や明瞭度の種々の程度を K£ 別 
することが⑴來るとの、氓ひ難き辦货の助けによ9て次の如き主張をする。一方に生々した、銳敏且つ 
確定的な意識がある如くに、他方に吾人は幽かな且つ袷ど氣付かれない意識過程を經驗する。而してそ 
のものに精神分析取は不適常な名稱の無意識を適用せんと梁んで焐る。しかし一方と同じく 他方 も亦意 
識的であリ、又意識の中にあるもので、蒞し十分な注意をそれに向けると、十分强い意識的のもの 1C な 
る ことが出來ると論ずる。 

便 ii: 又は t«!f 緖的成分を基礎とするこの純の問題の決定が談論によりて影^ され 得るといふ限りに於て 
一?::！人は次の詫釋を附加することが出來る。意識の明瞭の踩庇に就ての讓論は決して確定的のものでなく 
又次の類似の主張と同稃度の價値を冇するに過ぎない。卽ち「照明には、最も輝いて目が眩む位の光か 
ら極めて幽かな微光 1 C 至るまで多くの階段がある。從つて^人は全く咭黑といふ如きものはないと結諭 
してよい」と。或は r 活力には秫々の程度がある。從つて死といふ如きものはない」と。かかる主張は 
ある場合に於ては意味があるが、しかし3^際的0的 K : は無價値である〇若しこの主張よ9して、「故に火 
を黠ずるに及ばない j とか、「故に生物は不死である」とかの結論を引出して見ると、無價値なことが分 
かる。尙意識的のものの 槪念の 下に、意識されないものを包括することは、吾人が心に就て布する唯) 


の直接且つ確货なる知識を破壤することになる。而して結局香人が何も知らない意識は、無®:識粘神よ 
りも遙かに不都合であるやぅ K : 私には思へる。最後に氣づかれないものと、無意識のものとを^しとす 
る企ては、その中 K : あ S 力繆的條件を考察しないことから來て居るもので、その條件こそ赏に粘祌分析 
的見解を構成する決定的成分である。何となればそれは一一つの事. K を無視する。笫一にこの秭の氣づか 
れない或ものに十分な注意を集注することは非常 K : 困難であり、極めて大なる努力を揋すること、绾二 
にそれが成遂げられた時に、以前氣づかれなかつた思想が意識によりて再認されないが、しかし、■々 
それと 仝く 興な9 且反對 して見え、 ia ちに意識によりて否認されることである〇故に かやぅな 無意識的 
のものを捨てて、殆ど又は全く氣付かれない意識に賴らんとすることは、結局心的と觉諡的との R 一を 
全く決定的のものと12める倔見の一表現に過ぎない。 

しかし 精神分析の仕事を尙進めて行く中に、 これ 等の區別だけでは不適當であり、既際の目的 
に對 して 不十分で あることが 證明された。これは多くの仕方に明白にされた が、 しかし決定的の 
例は次の如くである。各個人には自我と桃する心的過程0脈絡ある一の糾織がある。この自我は 
意識を包含し"外部世界へ興密が解發せらる る 進路、卽ち觔力 (30 S —) の進路を統御す る。 



私それはそれ0#の凡て < D 部分過程を調節し、^に於ける監視の役目をつづけるが、夜に於ては 
眠につくものである。この自我から抑鹏は生じ、その作用にょりて心の中の或傾向は意識から切 
斷されるのみならず、尙その傾向の他の表現竝に活動の形式から切斷される。分析をするとこの 
抑壓にょりて除外された傾向は、自我と反對して居るととが分かる。故に分析法の任務は、自我 
が抑 m されたものに對して^した抵抗を除去することになる。分析をつづけて居る際に、患者に 
一定の仕事を命ずると困難を感ずる〇を吾人は見受ける。彼の聯想は抑 M されたものに近づかな 
ければならぬ時に中止する。その時抵抗を受けて居ると患者に吿げるが、彼はその事實に全く氣 
づかない。抵抗が今砌いて居るといふことを、彼の不快の感から推測しても、尙その抵亢は何で 
あるか、如何にそれを叙述すべきかを知らない。しかしこの抵抗は自我から發し、且つそれに M 
することは疑ふことの出來ないも (D であるから、吾人は豫知し難い狀態に居ることを發見する0 
卽ち荇人は自我そ (D も00中に或物を發見した〇である。それは無意識のもの、且つ抑鹏された 
ものの如く行動するものである。換言すればそれは怠 isl されることなくして有力なる作用をなし 
意識的となり得るにはその前に特殊の仕事を必要とするものである。分析の贺祭からい4と、若 
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し吾人が以前の表現の仕方を採用し、神經症は、意識と無意識との軋櫟から生ずと說明するなら 
ば、 無限の混亂と困難とに遭遇する。故に吾人はこれ等の對立を棄て て、 心の組織的條件に就て 
の吾人の洞察から得た他の對立、卽ち組織的自我と、それから抑歷され分離された自我との對立 
を採用しなければならぬことになる。 

* Jenseits des Lustprinzips. 參照〇 

しかし吾人0新しい觀察の結艰は、無意識に就ての吾人〇槪念に對して一 aL 大切である。力學 
的考察が苔人に第一の訂正を惹起した心の組織に就ての吾人の知識は笫二〇訂正に導いた。吾人 
は無意識のものは抑 M されたものと一致しないことを認める。抑壓される凡てのものは無意識で 
あることも眞であるが、しかし無意識の全部は抑 M されることはない。尙自我の I 部(自我の大 
切な部分たる - とは神が知つて居る)は無意識であるかも知れない。否疑もなく無意識である。 
而してこの自我に M する無意識は前意識の如く潜在的でない。蓋しそれが浒在的であるとすれば 
意識的になることなくして、作川することが出來ないことになり、且つそれを意識的とする過程 
は大な'る困難に迺遇しないであらぅ。かくして抑！！されない第三0無意識を假定する必要に迪ま 
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られる時に、無趑諏たることの特質が - TV 人に對して^碗を失ひ初めることを許さなければならな 
い。その無意識は遠大の且つ避くべからざる結論の 基礎と なることの出來ない程多義的の性質に 
なる。しかし吾人はこの特質を無視する ことを 矜戒しなければならぬ〇蓝し結局意識的たること 
か否かの特質拭 奥祕心 现學の暗黑を貫通する單一の 光線で あるからである。 









i2^ 


二自我とエス 

病的研究は吾人の興味を抑壓したもの0方にのみ集注せしめた。吾人は自我に就て一庥多くを 
知りたいと欲する。今吾人はそれが固有の意味に於ける無意識たり得ることを知つて居る〇從來 
吾人の研究をすすむる際に有した唯一の支柱は、意識的たること又は無意識的たることの特徴で 
あつた。而して最後にこの特質は如何に曖昧であるかを發見した。 

今吾人の有する知識は常に意識に柬縛されて居る。無意識に就て0知識ですら、それを意識的 
となすことにょりてのみ得ることが出来た。しかし如何にしてそれは可能であるか。吾人がある 
物を意識的とするといふ時に、それは何を意味するか。如何にしてそれは生じ捋るか。 

- の點に關しどこから出發しなければならぬかを吾人は旣に知つて居る。意識は心的裝歷 Q 表 
面で あると 吾人は述べた。換言すれば吾人は外界に最も近く位して居る系統に對し一の機能とし 
てそれを振當てた。この場合に局所的術語は機能の本質を敍述するに役立つのみならず"尙解剖 
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的祺贤に相當する。吾人 0 考察は又この知位の表面器官を出發點として取らなければならぬ0 
#Jenseits des Lustprm 2 ps を ii よ〇 

外部から受取つた知覺卽ち感官知资と內部から0知蔸の凡ては、(吾人が感煶と感 K と名づける 
もの)最初から意識的である。しかし曖昧且つ不正確に、思想過程の名の下に總括し捋る所の內 
部過程に就ては如何であるか。それ等は心的エネルギーの轉移を示して居る。このエネルギーは 
行爲の方に進む時に、驳遛の內部の何處かに轉移を生ずる。その時窓識の發逑を許す處の表而の 
方に思想は進むか。或は意識が思想の方に來るか。これは心的生活の空間的又は局所的槪念を眞 
而目に承認せんとする時に生ずる困雞〇一である。この二つ0可能は、等しく想像し雖いもので 
ある。その場合に何か第三の事項が俘在しなければならぬ0 

私は他の所ホで、無意識的竝に前意識的觀念(思想)の間の眞の相違は次の如くであることを暗 
示した。卽ち前者は認知されずに殘つて居る或種の材料の上に出來上つたものであるが、後者は 
言語衷象との結合が附加されて 居る。 これは前意識と無意識との二つの系統の特徴を、意識に關 
係せしめないで發見する最初の企である。「如何にして事物が意識的になるか」の問題を一靥便利 
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に言へば、「如何 K 1 して事物が前意識的になるか」の問題になる。それに對する囘答は、「その事 

•物に相應する言語表象と結合することによりて」となるであらぅ。 

* Das Unbe 含 S ぎ Intemat * Zschr . ， PsA ., III •一915 ♦〔 Gs . Schriften , Bd . V 0 

これ等の言語表象は記憶殘留物である。それ等は甞て知 n であり、 又凡て0記惊殘留物 と 同じ 
く#び意識的となることが出来る。その本質に就て述ぶる前に，新しい見解の如きものが吾人に 
表れてくる。卽ち甞て意識的知®であつたもののみが意識的になり捋ること、竝に内部から生ず 
る何れのも0(感情でなく)でも意識的たらんと求むる0ものは、外部的知赀 に それ自身を變形す 
ることを試みなければならぬことである〇而してこれは記憶痕跡によりて行ふことが出來る。 

記惊殘留物は、知赀1意識系統に底接に隣接せる系統の中に包含されて居る ものと U 人は考 
へる。而して記憶殘留物に風する充積は內邡から容易に知赀 I 意識系統の方へ櫥がり得るやぅ 
になつて居る。吾人は こ 0場合に直ちに幻覺〇 ことを 想起し、叉最も明瞭なる記憶は常に幻 T 几と 
外部の知赀 とから 區別し#.る j - I ; 赞を想起する。しかし記愤が洱生する時には、記惊系統中 Q 充稂 
は保存されるが、知赀 と r 別し難い幻®は、充锫が記惊痕跡から知赀要尜にまで擴がるの みなら 
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ず、尙全くそれに移り行く時に生ずることが出來る。 

言語的殘留物は本來聽的知覺から生ずる。恰もそれは前愆識系統が特殊の感官的源泉を有する 
如くで ある。言語表象の視的成分は二次的に、賴方によりて獲#され、先づ等閑にされるかも知 
れない。同様に言語の扼動心像も、铿啞奔を除いては補助的役目を演ずるかも知れない。結屈言 
語は本質上聽いた語の記憶痕跡である。 

吾人は簡取に述べんとの興味の爲に、言語で なく、 事物の視的記憶殘留物 0 m 要なることを閑 
却してはならない〇又視的殘留物に復歸することにより て、 m 想過程が意識的になることが出來 
るし、尙多くの人々に於てはそれが好んで用ひられるやぅに 見 ゆることを否定してはならぬ 〇ヴ 
アレンドンク ( J . varepdonck ) の觀察による夢及び前意識的空想の研究は、この視的思涔の特. 
殊の性質に就て一の M 念を吾人に與へて居る。意識的となるものは通常思想の具體的資料のみで 
あること、思想を特に顯著とする所の資料の種々の要素間の關係は視的に表現されることが出來 
ないことを吾人は知つて居る。故に視覺像に於て思考することは意識的となることの極めて不完 
全な一杉式である。ある仕方に於て、それは 言語で 思考することよりも一曆無意識過程に 接近す 
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る〇而してそれは個體發生的にも亦系統發生的にも後者より一曆古いことは疑ひもない0 

吾人の議論に歸つて述べる。若しこれが無意識であるものが、前意識となる方法であれば、抑 
壓されるものは如何にして(前)意識的となり得るかの問題は次のやうに答へられるであらう。そ 
れは 分析 的 仕 取に よりて、かやうな前意識的仲介者(§篆ぽデ<1)を供給することによりてなさ 
れる。 故に 意識はそれが存する場所に 止まり、 之に反して無意識は意識に上つて來ない。 

外部知 m と自我との問の關係は全く明白であるが、內部知赀と自我との關係は特殊の硏究を要 
する。意識の全部を、知覺——意識の表面的系統に關係せしむることが正當であるか否かの疑ひ 
が今一度生ずる。內部知覺は心的裝适の最深の暦に於て、種々と確赀に生ずる過程の感覺を生ず 
る〇こ〇感覺と感惜に就ては全く知られない。それに就て吾人の荷する肢もよい例は、快不快の 
系列に鹛するものである。それ等は外部的に生ずる知觉よりも遙かに极本的要素があつて、意識 
が不明瞭になる時ですら尙存在することが出來る。それ等0大なる經濟的意義と、それの超心理 
學的基礎に就て、私は他の所で意見を述べて®いた。これ等の感覺は外部知赀のやうに多細胞的 
である。これ等は同時に異つた場所からくることもあり"又異なる或は反對せる性質を有する C 
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とも出來る〇 

快的性質の感煶は先天的に强迫的性質を有しないが、不快的性質のそれは非常に强迫的性質を 
帶びて居る。後者は變化と放出とを促すもので、不快はエネルギー Q 充積を高上せしめ、快はそ 
れを低下せ しむる 。快及び不快と して 意識される ものは 心的經過の中で質的竝に货的に不限定の 
要素であると假定すれば、その不限定のものは毁際に存在する場所に意識され得る か、 或はそれ 
は先づ知覺系統に傅達されなければならぬかの問題を生ずる。 

臨 m 的經驗が最後の ことを 決定する。それにょると、この 不 限定耍素は抑鹏された衝動の如き 
振舞をする。それは自我に强迫を氣付かしむる ことなくして 推進力を行 ふこと が 出來 る。强迫に 
對する抵抗、放出反應の閉止があると、この不限定要素は直ちに不快として贲 g される。身體的 
必要から生ずる緊張と同じく身體的苦痛も無意識に止まることが出来る。この外部知覺と內部知 
覺との中間に位する事物は、その.原因が外界にある時でも內的知覺のやぅに作用する。故に感覺 
も感情も知覺系統に達する ことにょ りての み 意識的になる ことは 眞である。 若し 前進の淦が妨 げ 
られると，それ等は感覺として表れない。尤もそれ等に相應する所の不限定要素は、興游經過に 














於て は 同一である。全く 正しくない 無意識表象 Q 類推からして、吾人は簡約せ る 全く不正な仕方 
で 無意識感覺〇ことを話す。しかし兩者は相違する も Q で、 無意識表象に於て は 意識に上る前に 
結合連銷が出來上らなければならぬが、、感覺に於て は 直接に傅達されて、その必要がない。換言 
すれば意識と前意識との間の相違は、感覺に取りて は 何等の意味を有しない。この場合に前意識 
は生ぜず、感覺は意識的か乂は無意識的かである。感覺が言語表象と結合する時に於てすら，そ 
れが意識的となる には、 前意識となる - となく、 底接に意識的となるものである。 

言語表象の役目は今や全く明白になった。それの仲介にょりて内部の思想過程が知覺になる。 
これは凡ての知識は外部の知覺にその起原を有すとの原理の說明のやぅである。時として思考の 
過程の超充積が起ることがある。その場合に思想は恰も外部から來たかの如く，現贲になり、眞 
贲のものと考へられる。 

外部及び内部知觉と、知覺 I 意識の表而系統との問0關係を明瞭にした後、吾人は進んで自 
我の槪念を趙設することが出來る。自我はそれの核たる知覺系統から出立し、記惊殘留物に隣接 
せる前意識を染一に包括する〇しかし自我は旣に舉んだ如くに無觉識である。 

















今.吿人は一人の著者の暗示に從ふことによりて非常な利益を得るやぅである。そ0著者は嚴格 
な純粹科學と關係する何物 b も有しないと偶人的励機よりして倣然と主張した。それはグロッデ 
ック (Georg Groddeck ) 0ことであるが、氏は L . 人が自我と稱するものは人生を通じて主とし 
て受動的に行励すること、竝に氏の言葉を借りると、苔人は未知の統御し雛い力によりて「生活 
せしめ」 られて居ると常に强満した。吾人は凡て同様の印象を有し、(尤もその印象によりて凡て 
の他の事をも排除する程に鹏倒されないかも知れない)、且つ科學の糾織の中にグロッデックの見 
解の地位を見出すに失望しない。私は知覺系統から出立し、第一に前意識である所の筲體を自我 
と名 づけ、 この實體が擴が り、 無意識のやぅに振舞ふ所の、心0他の部分をグ TJ ッデックの用語 
に從つて 、エス ( ES ) と名づける。 

* p Groddeck, 1 >as Buch vom Es. 1923_ , 
s グロッデックは疑もなく- 11 チ h の例に似つた。- 1 1 チ h は吾人の本質中の弗人間的のもの、 In はば 
自然法 K : 從ふもの K : 對して、この文法上の語31スを常々使用した。 

(毎者)ドィッ語の H K は文字通りに課すと「それ J である。英譯では^とせず、ラテン語の&を 
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用ひて、苻通の文法上の用語と Is 別して居る〇玆では Kl 語を用ひた方•か混 m を來たさないと考へてエス 

とした。 

この槪念が叙述と理解の上に長所があることを吾人は直ちに知るであらう〇侗人0心を未知 (D 
且つ無意識のエスとして見、その表面に自我が存在し、その核から知覺系統が發達したとする。 
これを緒で^へるやうに努めて見ると、自我はヱスの全體を包括せず、只知覺系統が自我 ( D 表面 
を形成する程度に擴がり、恰も卵の上に胚芽が附着せるやうである。自我はヱスより截然と分離 
して居らず、それの下の部分はエスと合流して居る0 

抑厭されたものはエスに合流して居るが、單にその一部をなして居る。抑匪されたも0は抑蹈 
の 抵亢こ よりて 自我から截然と分離して居る。それは H スを通してのみ自我と交通することが出 
來る。吾人の病理斟の硏究によりてその大綱を捕へるに至つた殆ど凡ての區割は、心的裝逍の表 
而曆(吾人の知れる唯一のもの)に關係することを吾人は矻ちに認知する。これ等の狀態を岡示 
すると次閊の虮くにすることが出来る。この形脰は特殊の適用をなす爲のものでなく、只說明0 
目的に企てたに過ぎない。只附言すべきは、自我は聽赀辩 (W 穿 kappe ) を苻することで、腦髓解 
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剖の敎ゆる所によると、それを一方にのみ所祈する。而 して それは斜に附いて居る0 

これによると、自我はエスの一部分で、知覺 I 意識を通 
して働く外部世界の g 接影響によりて變化されるものである 
ことが容易に知られる。ある意味に於て、自我は表面分化の 
一延畏である。尙又自我は H K と H ス〇倾向0上に外界の釤 
響を荷效にする仕事を冇し、且つ H ス〇中に櫬勢を邮つて居 
る快の原理の代りに現實の原理を M 換へよぅと努めて居る。 
知覺はヱスに於ては術動に轉落する役目を*自我に對して行 
ふ。自我は理性と冷靜と名づくるものを表し、それに反して 
K スは激情を包含する。凡てこれは苔人の熟知せる通俗0區 
別と一致する。しかし、同時にそれは平均又は理想の場合に 

0み適用されると見做すべきである 

自我の機能的に m 要なることは、動力の進路に對する統御が正常的に自我の上に運び入れら b 
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るといふ事寶 Q 中に示される。かやう H エスに對する自我の礙係は、馬の異常な力をキへて居る. 
馬上の人のやうなものである。只相違するのは、騎荠は彼自身の力で統御するが、自我は他から 
化2りた力を用ゆることである〇尙この啓喩を用ゆると、若し騎者が馬から離れないやうにするに 
は、 主々禺 Q 行かんと欲する所に馬を導くことを 餘儀 なくされる如くに、自我はエス0欲求を 恰 
も自己の欲求の如くに絕ぇず赞行する。 

自我の構成とそれが H スから分化されることに働く條件が知覺系統の影響以外にあるやうに見 
ゆる。身體そのもの 及び殊にその表面は外部と內部の知覺を生ずる場所である。それは他 S 物 
と同じ仕方に見られ、それに觸れると、二種の感覺を生ずる。その一は內部知®と同一である0 
身體が知覺世界の他の事物の中に特殊の位篮を得る仕方は精神生理的に十分に論議された。痛み 
はその過里汇於ける一部の役目を演ずるやうに見ゆる。吾人の器官に就ての新しい知識力み 
を 感ずる病氣の時に得られるといふことは、一般に吾人自身の身體の觀念を抖る仕方0校範であ 
る0 

自我は最初身愤的自我である。それは單に表面的霸たるのみならず、尙表面§射である G 
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蒗しそれに對する解剖舉的類推を發見せんと求むれば、吾人は容易にそれを解剖學者の腦の小 A 
( Gehirnmapnchen ) と 同一視す ることが 出來 る。 それは腦皮質の中に逆さに立ち、それ〇踬を 
空中に上げ、後方に顏を向け、それの言語領域は左側にある。 

自我と意識との關係は旣に度々述べた が、 尙この場合に m 要なる二三の事锂が殘されて 居る 0 
苔人は行く所として常に社會的又は論理的價佌標準を取るべく馴れて居るので、下等の情慾の活 
動が無意識の中にあることを聞いて獠かされない。尙又心的機能が吾人の價値の階段に於て髙け 
れば高い ほど、 一勝容易に確赏なる意識への進路を發見する ことを 知る。 しかし 玆に於て精神分 
析的經驗が香人を失望せしむる。一方に苔人は熱心なる集注を要する極めて複雜な知的作業が意 
識に來ることなく、前意識的に行はる、ことがある。例へば前日非常な努力を しても 解決の 出來 
なかった數學又はその他の問題の解答が睡眠中又は覺醒後直ちに 得られることがある。 

しかし尙一曆不可思議の現象がある。自己批判の能力と良心、卽ち非常に 高い 階段にある心的 
济動が無意識であり、又極めて筑大な結果を無意識的に生ずる人があることを吾人の分析中に^一 
見する。故に分析0際に抵抗が無意識に止まる ことは 決してこの種の單獨の場合でない〇しかし 

/ 


ndt、 5潘 Q 罷感を述ぶる必要のある新經驗 は、 他 S 赞ょり 

の —— し— 警— め 、 ilf 1—li U 

1 や蠢 s 1 又 8——?—4 、 

低ミのと 儀 Q ものとは 響識たり得—一 s なければ—ぬ。それは恰—識的 

1111 二 1111。 







三自我と超自我(自我理想) 

自我は11 flf れる H ス Q 一部で t 、 精神萣於け lof の代表 
者1 S とすれば、1めて1の狀 I 含忘—しかしそ 

れに着 —— ta — — If 一 —ill 、 I 我理想 

*( Ie 】& rl ) 又は超自我 f I )と稱 する ものを— しなければ！ぬとの |は旣 に也の 
?么にした。そ1孝舊效であ S * 自我 Q . JQ 部分は、その他0部分ょりも 嘉と 2 す 

ることの少ないといふ新しい主張が今說明を 要求して吾る0 

. 

* 11 ^ ?nf «• I 

ulf f I 舔し蟲 i — し、そ歲悪する 

夕は凡て—ある。—檢査は寧ろ|のものの一の棚！1 1 、 I 知 i と 
の關迄就て—人の知？—二致するで t ぅ 。「I の核」 I ての以1 は、 可な—確 
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定のもので、知 m ——窈識系統のみが自我の核として認め得ると訂正する必耍がある 0 
この點に於て吾人の領域を少しく撅げなければならぬ〇较骚症の不快の苦痛を說明するに當り 
て、失はれた對象が自我の中に恢復されたと推定する - とによりて吾人は成功した〇換言すれば 
對象充嵇が同一視によりて置換へられたと推测した。しかしこの說明を最初に主張した時に、そ 
0過程の十分なる意義を認めず、且つそれが普通であり、代表的のものであることを知らなかつ 
た。その後になつて、 >■ の種の置換へが自我の取る形式を決定するに犬に關係すること、性格と 
名づくるものを構成するに實質上貢獻する - とが明かになつた。 

* Traucr una wlelanchollp 

個人の#在0原始的言語階段0極く初めに於ては、對象充秘と同一視とは殆ど m - 別されて居な 
い。後になつて對燊充積はエスから生じ、 H ス Q 中では；^的傾向が必要として感ぜられること 
を推定することが出來る〇自我はそ Q 初めに餘り强くないが、對象充极に就て0知識を布する0 
而してそれを承諾するか、或は抑 II の過程によりてそれに對して防製を試みる。 

* 對錐選採が同一視によ9て m 換へることに竝行せる興味ある琳贲は、职始人のほ W 中に菝兑$れる。 
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彼弊の信仰？ T に於て tis として同化す鑫物备性が、それ黑する人民®性格として生®る 
もので f 。 よく知られて f 通りに、こ e 信仰は人肉 S の一®极元になつて f 。 而してその i 
をト ーテム 鹊釔 より 型鉉までの恨羽を通して廸ること•か出來 so この情仰に於て、對浓の口頭支配へ i - 
一 en ohjektbesachtigung ) に節せられる結 l . は、後の性的對象遇探の場合に焚際從はれるのである 

若し人が^!的對象を捨てなければならぬ時には、自我0變化を生ずることが屢々である。その 
變化は菩人が-！ E 我 Q 中に於ける對象 G 囘復として叙述し得 f ?、_凝症に於て生ずるもので 
ある〇しかしこの置換へ Q 眞の本質はこれまで知られて居ない。自我をして對象を捨てることに 
都合よくならしめ、又その過程を可能ならしむるものは、この內部投射 ( pg - o 甘げ江 OP ) 卽ち口 
替階段 (— phase ) Q 機制への一種の退行による？ある。叉この同一視は恐らくエスがその 
目的を 拾て得る唯一 Q 條仲である。兎も角發達 Q 早い階段に於てはこ S 程は5起るもので、 

自我 1蕃—■積 Qi 物で f 、 |爵象_の1を涛すと簾す る ことが 

出來る。勿論抵抗する能力には最初から種々の程度があるもので、ある特殊の人の性格は、^^ 
的對粲選擇の晞史的影響を承認し又は拒絕するといふやぅに相違がある。多くの戀愛翦件を荷す 
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る婦人に於て は、 それの性格の特質の 中に、 この對象充積の痕跡を發見するに容易である。吾人 
は叉同時的對象充银と同一視 Q 場合を考察しなければならぬ。卽ち對象が捨てられる前に生ずる 
性格の變化を考察しなければならぬ。かかる場合に性格の變化は對象關係を殘し、ある意味に於 
てそれを保存することが出來る。 

他の見地から見ると、色情的對象選擇が自我の變形に潖換へることは、自我が H スを支配する 
ことが出来、且つ H スと〇關係を深める I 方法であると言へる。而してそれは自我がエス 0 經驗 
に大部分從順であることが生ずる。自我が對象の形態を取る時には、自我は自らを愛0對象とし 
て エスに 强ひ 、「御 寶 、私は 對象〇やうである〇汝は對象〇やうに私を愛することが出來る」とい 
ふこと にょつ て、對象の拟失を補はんと試みる。 

かやうにして生ずる對 象リビドー が自已愛 的リビドーに 變形 する ことは、性的目的の破棄、卽 
ち性慾退化 ( osexgliBierung ) の過程を意味し、從つて一種の昇華作用である。玆に於て問題 
となるのは、 これは#華に常に用ひらるる通路であるか否か。凡ての 昇華は、 性的對象 リビド ー 
を自己愛的 リビドーに 變化せ しめ、 他0 E 的に代へて行く所の自我の調停にょりて生ずるか否か 
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の問題で*注意深き考察を要する。吾人は後に他の衝動の運命がこの變化から結 m しないか、例 
へば共に融合して居る衝動の分解がこの變化から生じないかを考察しなければならぬ0 

* 今孖人は自我と H スとの诞別をしたが、， rj 己级に就ての私の序論中に述べたやぅに 、 H K をリビ r — 
の大肸水池と見なさなければならぬ。上に述べた E ： 一覗にょりて自我に流れ込むリビドーは、それの一一 
次的自己愛を生ずる。 

少しく吾人の論題を外れる嫌ひがあるが自我の對象同一視 0 ことを W く述べなければならぬ。 
この同一視が校勢に なり、 多數 となり、 相互に兩立し雛くなる と 病的結 i を生ずる。個々の同一 
視が抵抗にょりて相互から切斷されるために、自我の分裂を生ずる。恐らく所謂複重人格の場八！：： 
0祕密は 、種々 の同一視が意識を順次に占領することである。それほど烈しくなく病的とは言へ 
ないにしても、尙異なる同一視の間の脱櫟が表れて自我の分裂を來たす問題、結局純粹の病的現 
燊として敍述することの出来ない軋礫の問題が殘つて居る。 

璺常なる對象充積の影響に抵抗するために、如何なる性格の力が後年に至りて生ずることがあ. 
つても、故も早い子供時代に於ける最初の同一視の結 l は一般的 3 つ持久的である。このとが‘ 
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自我理想の起原の問題に吾人を導く。蓋し自我理想 0 背後には、凡ての中で最初であり且つ最も 
笊要なる同一視、卽ち各人の藤史以前に生ずる所の父との同一視が隱れて居るからである。これ 
は明かに對象充穑0結果又は產物でなく、直接の同一視で、何れの對象充铳ょりも一莳早く生ず 
る。 しかし 最も 早い 性慾期に 屬し 、且つ父と母に關係する對象選擇は 、最初の 同一視を强める釘 
き種類の同一視の中に通常それの結 m が表れて居るやぅである。 * 、 

* 恐らく これは 「父」 と言はず「雨親」といふ方が一層安全で あらぅ。 何となれぱ 子供が 性の相迩に就 
て確货な知識を辟るに至るまでは、陰莖のないこと•か父と母との m 値に fllis を來さないからで ある。 私 
は近顷一人の若い ^ 妍した締人の例に通遇した。その女の物語 1 C ょると、 彼女自身に ^ 莖のないこと 1 C 
铽づいた 後、 それは凡ての a ? 人に炔けて 居らず、 劣等のものと見做される婦人のみ•か缺けて尻ると推 ilBI 
し、彼女の母 も それ5:有して捞たと想像したといふこと である。 しかし私の叙述を簡 m にするた めに、 
單に父との同一視といふことにする。 

しかしこれ等の關係は極めて複雜で、今少しく精密に述ぶる必要がある。この問題を祓雜にす 
るものは、 H ディプス關係の三角的特質と、各個人の生來の闲性的なることの二つの成分に基い 
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て居る。 

それの堺純なる形式に於ける男兒の場合を敍述すると次の如くである。極めて早い年齡に於て 

は、幼兒は母の對燊充積を發達せしむる。それは最初母の胸に關係し、侬賴型 (Anlehmmgstyp 

P 自己保存本能に倚れば保持された愛——譯者)の對象選擇の最も早い場合である。而して男 

兒は父を自己と同一視して取扱ふ。暫くはこの二つの關係は相竝んで存在するが、後には母への 

性的欲求が一蔽强烈になり、父はそれに對する障碍物として認められる。これが H デイブス錯綜 

を生ずる。その後父との同一視は敵對の調子を帶び、母に對する父の位挝を占めんために、父を 

除かんとの欲求に變ずる。その後父に對する關係は、妓存性 ( Ambivalenz ) を取り、恰も同一視 

の中に最初から存在する竝存性が表れたかの如くに見ゆる。父に對する竝存的態度と、母に對す 

る純粹の愛情的對象關係とが、男兒の中に、眾純なる積極的 H デイブ K 錯綜の：内容を作り上げ 
る0 

* wlassenpsycholoCIQie upd leh - AnH - yse , VIL 參照。 

エディブス錯綜の分解と共に、母の對象充積は放棄されなければならぬ。その場所は、二つの 
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事物 Q 中 Q 何れか一つにょりて滿たされるかも知れない。卽ち 1 一視か、 S 1 になつ 
た父と Q 同一視かでぁる。而して後 S 結果が 一 I 常®ものと認むべきで、 fs 愦的關係 
1保 f れる。忘仕方1デイブス議1、1猛格〇中に1 

岡にする。それと全く同じ仕方に於て、幼き娘に於ける5イブス態度の成果は、母との同一視 
を强烈にし(或はかかる同 i かやぅにして—ずるかも知れない)そ—季供の性格 
0中に女性0型を生ずるでぁらぅ。 - 

これ等 Q 同一視は聲©なる對象を自我に吸收しないから、常に上に述べた通りになるとは言へ 
ない。而して前記の二つの繁 Q 中 Q 何れかが生ずるもので、それは—に於てょりも女兒に於 
て多く表れる。卽ち分析—犯、1々麗 I 、少女が愛 sf して彼女の父— 
て、男性を豫して、彼女 Q 父と自分とを同一視した。響すれば自己の央つたものと P 一視し 
て、 母と同一視しなかつた。こ？とは彼女 Q 傾向 © 中に—型が十分に强く1か否かに町力 

に基いて居る。 

故に兩性に於て、疆的及び女性的傾向1的 1 S •テイブス—®結 f して父と同一 
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視するか又は母と同一視するかを決定する。これが兩性に於けるニデイブス錯營その後の蓮匕 
を來たす一 Q 方法で—が、他の方法も亦大切で—純—エデイブス錯 f それ— 
通の形式を取らず、 m 純化又は I 化—して表れ fQ で、それが却つて1的 S 的に適する 
こと力5である。 I 勝精密に硏究すると、一府完金なる H デイ•フス錯綠が明かになる。それは 
嵇極的と消極的との二つがあり、子供時代に最初に表れた兩性的傾向に 基いて 居る。換言すれ f 
與 r 几は父に對する：！眷的脾度と、母に對する愛 Q 對象關係とを有する q みならず、同時に女兒の 
やぅな/ぐ節をし/乂に對して愛の女性的態度を表し、母に對 して、敵意と 嫉妬とを示すもので あ 
る。この兩性的傾向によりて生じた複雜な要素のために、®も早い對象避擇と同一視との關係を 
明*^に考擎ることも、亦それ等を明白に敍述することも困雛である。兩親 に對す晶 係に示さ 

れる — tl 傾向に学 Y — が、黎 Q 結 f し S 一繫ら靈するもので 

ないと言へる。 

私の考へによると、完全なるエデイブス霧の存在を假定することは一般に 都合よ く、 殊に1 
經“ 1に H 係する場合に然りで—。分析的經驗によると、多散 S 合に、只區別し得る痕跡を除 
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M ては、他の成分は消央する〇卽ち一方にはその系列が正常の铱極的エディプス錯結を形成し、 
他方には倒逆的の消極的 H ディブス錯綜を生じ捋るが、その中叩に位する部分は、この二つの成 
分中優勢のものと完全なる形態を構成する。 H ディブス錯徐が崩壊する時には、それを構成する 
四つの傾向が集合して、父の同一視と母の同一視とを生ずるやうになる。父の同一視は積極的錯 
綜に屬する母への對象關係を保存し、同時に倒逆的錯綜に屬する父への對象關係の代りをする。 
同様のことが母の同！視にも生ずる。何れ0個人に於ける二つの同一視と相對的强度は、二つの 
性的傾向の何れかがその人に優勢であるかを示すものである。 

故に H ディブス錯綜によりて支配される性的階段の一般的結果は、ある仕方に結合せる二つの 
同一視から成立する自我中の沈澱物を作ることであると脔へてよい。自我のこの變化 は、 その特 
殊の位 m を保存し、自我理想又は超自我の形式に於ける自我の他の成分と相對立して居る。 

しかし超自我は m に h スの设初の對象逃擇によりて殘された貯薄でない。それは又この選擇に 
反對する一の强き反應構成をも示して居る。それの自我に對する關係は T 汝はかやうに(父のや 
うに)あるべきである」との訓戒によりて盡きて p , ないで、尙「汝はかやうに(父のやうに)あ 
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つてはならぬ、換言すれば父のなす所の凡てを行つてはならぬ、多くの事が父の特權になつて居 
る」との禁止をも含んで居る。この自我理想の二 m の方面は、自我理想がエデイブス錯綜 q 抑壓 
に努力する事贲から生ずる。而してこの抑鹏は贲に革命的出來事によりて初めて生ずるものであ 
る。 H デイブ K 錯踪の抑壓は確に容易の仕事でなかつた。兩親、殊に父が H デイブス欲求の馊現 
に障辟として認められた。それで子供0自我は M 身の中に - 0同 I の障碍を造ることによりてこ 
0 抑 M 行爲を强力にした。これをなす力は謂はば父から借りて來た〇而してこ 0 借財が非常に大 
切な行爲であつた。超自我は父の特質を保存するが、ヱデイブス錯綜が强くなるに從つて、尙迅 
速に(權威 、宗 敎敎育、訓練、講義の影響によりて)抑壓を生じ、且つ後になりて超自我は益々 
自我を跋密に支配するやうになる。而してこの際の超自我は良心の形式、或は恐らく無意識の罪 
悪感として自我を支配する。かやうな仕方に支配する力の源泉に就ては、後に說明するが、そ Q 
源泉は强迫的性質を有し、無上命令の形式に於て示される。 

若し超自我の起原を今 I 度考察するならば、それは二つの i 要なる結 II であることを知るであ 
らう。その一は生物學的で、他は歷史的である。卽ち人 j が子供時代に助けなく、賴ることの長 
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いことと、ヱ ディ ブス 錯綜の事贲とである。その錯綜の抑壓はの發達が稱在期によりて中 
斷されることと 關 係し、 又性慾 生活の二種の活動と 關係して 居る。一精神分析 者の見地に よると 
人間に特有な前記の錯綜は、氷河期に必要であつた文化發達の遺產である。超自我が自我から分 
化する ことは 偶然の ことで なく、 個人竝に褪族の發達に於け る 最も m 要なる出來事の代表物であ 
る。かやう に兩親〇影響を永久に表現す ることによ りて、 それの 起原となつた成分0存在を不朽 
に示して居る。 

精神分析學は人間本質の高等な、道德的、起人的方面を無視すと長い問非難された。 >■ の非難 
は疑ひもなく歷史的に且つ方法論的に不正である。何となれば策一に抑呢を鼓舞する機能を自我 
0道德的美的傾向に最初から歸した。筇二に精神分析的硏究は、衍學系統のやうに、出來合の完 
成した敎義を以て進んで行くことが出來ず、正常及び異常の O 衆を分析探究することによりて一 
步一步複雜なる心を理解する方法を取らなければならなかつた。心の抑壓せる部分の硏究が吾人 
の仕事であつた間は、人問生活の高尙な方面の存在を理解する必要が無かつた。しかし今は自我 
の分析を初めるやうになつて、人間の高等なる本質があるに相違ないと非難した凡ての人に答へ 
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ることが出來るやぅになつた。苦人はこの高等なる本質が自我理想或は起自我、卽ち菩人の兩親 
に對する關係の代表物の中に存すといふことが出來る。吾人が小さい子供であつた時に、これ等 
の高等なる性質を知つた〇晋人はそれ等を球 m し、恐れた〇而して後には自分自身にそれ等を取 
人れたのである。 

故に自我理想は H ディブス錯綜の後繼漭であり、又それは H スの般も布力なる衝動と般も大切 
なるリビド ー の變化の表现である〇この自我理想を生ずる ことにより て、自我はそのエディブス 
錯綜を支配し、同時にそれ肉#土スに服從する。自我は主として外界"卽ち現•放の代表漭である 
から、起自我は內 m 、 卽ち h スの代表^:として自我に對立する。故に自我と理想との1の爭關は 
結局現馊のものと"心的のものとの對立、外 W と內界との對立たることを示して居る0 

生物珙的發逑と人|'|秫族の中に行はれた變化とによりて、ヱスの中に殘された凡ての疵跡は、 
理想の構成によりて自我に受繼がれ、自我によりて各侗人の中に生存する〇自我理想はそれが權 
成される仕方よりして、各個人の系統發生的赋與、卽ち r - 代の逍產と多くの點に接觸して居る0 
かくて各人の心の股低部に M するも0は、理想の構成によりて、人 n 褙祌の敁髙として奴俯づけ 
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られるものに變 化する。しかし自我を定位した意味に 於て、 自我理想を定位する企ては無益であ 
る 。或は自我とエスとの 關係を示す やぅに 試みた補肋を自我理想に取人れる >- とも 無益で ある。 

人 n の高等なる本質に就て豫期されるものは、自我理想によりて容易に答へられる。自我理想 
は父への思慕の代表である限りに於て、凡ての宗敎發達の萠芽を含んで居る。自我がそれの理想 
に達しないと宣言する自己判斷は、宗敎信仰者の思慕の證明になる無惯値の感を生ずる。子供が 
成長する時に、父の役目は敎師又は他の權威あるものによりて行はれる。彼等の命令や禁示の力 
は"自我理想0中に淺り 、良心 0形式に於て道德的監視を行 ふこと をつづける。良心の要求と自 
我の現贤の行爲と Q 問の緊張は、罪惡〇感として經驗される。社會的感愦は、共通0自我理想を 
有する ことにより て他人との同一視を生ずる こ r. に 基いて 居る。 

人 l に於て最高なるものの主要素たる宗敎 、道 德 、社齊 感は极本に於て同一物で ある。 私が「卜 
テムと タブ ー」 0著書中に述べた假定に よると、 それ等は系統發生的には父錯餘力ら獲得したも 
のである。宗敎及び道德的制限 は、 ヱディブス鍩綜そのものを支配する锼際の過程によりて得ら 
れ、社 伢的感惝 は 若い世代0 人々 0 j に 殘 る競带心を打破する必要から生じたものである。男子 
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が凡てこれ等の道徳的獲得を發達せ しむる 先導を なし、 交鉛遺傳にょりて > それ等が婦人に 傅 達 
されたやぅに 兇ゆる。今日でも；^: 的感情は、兄弟姉妹に對する嫉妬と競 带の锕 励の上に遛かれ 
た上部構造として個 A の中に生ずる。敵意が滿足されることが出来ないので、以前の競爭者との 
同一視が發達する溫和な同性愛の場合の研究は"この場合に於ける同一視が、敵對的進擊的態度 
に礤起する M 的對象逃擇〇代表物であることを確めて居る。 

* 茲では科^と宗敎とを W く揩いて述べる。 

5 M 给 senpsychologie und Ich-Analyse 〔 Ges . schrifte? Bd . VI 〕 •及び Uber einige neurotiscbe 
Mechanismen bei sfersucllt, Pai\ 占 oi a und K omose 哲 alit s 二 Ges. Schrif ten, Bpv .〕 參 

しかし系統發生の敍述と共に、世人が躲いて退却したい位の新しい問題を生ずる。吾人が骨折 
つて建設した全聰の組識の不適當を驳露するかも知れないとの恐れあるに拘ら ず、どぅしても 苔 
人はこ0問題0考察を敢てしなければならぬ〇卽ちその問題とは、早い時代に於て父錯餘から宗 
敎と道德とを獲得したものは、原始人の自我か或は原始人の H スか。若しそれが彼の自我であれ 
ば、自我にょりて遺傅されたものに就て何故に吾人は述べないか。若しそれが彼の H スであれば 
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エスの特質と如何にして一致するか0或は自我、超自我、エスの分化を、かやうな早い時代に及 
ぼすことは不正であるか。或は自我の中の過程の全部の槪念は、系統發生を理解するに助けとな 
らず"又それに適用出來ないことを正直に吿白してはならないか。 

先づ答へる 0 に最も容易な第 I 0 問に答へよう。自我と K K と 0 分化は原始人民のみならず、 
尙遙かに眾純なる生活形式に歸せなければならぬ。何となれば、それは外界0影響0免れ難き表 
現であるからである。超自我はトテミズムに鸹いた經驗から生じたものである。これ等の事物を 
經驗し獲得したものが自我であつたか、エスであつたかの疑問は直ちに意義を失つてしまふ。卽 
ちエスに對して外界の代表#となつて居る自我を賴らなければ、ヱスは外界の變化を經驗し、そ 
れに遭遇する - とが出來ない。しかし又 E 我による直接逍傳といふことも出來ない。玆に於て現 
饨〇僩人と秫族の槪念との J 1 の空隙が明かになる。尙又自我とエスと g 相違を嚴密な意味に取つ 
てはならぬ。自我はヱスの I 部で、特に分化されたも 0 たることを忘れてはならぬ。自我 0 蒙む 
る經驗は"先づ後代には失はれるやうに見ゆる。しかしその經驗が多くの世代の連續的侗人に於 
て十分に反復され、强度を强められる時には、エスの經驗に變形し、それの印象は逍傅によりて 
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保存される。かくして逍傳され桫る所のヱ K の中に、無數の以前の自我の存在の痕跡が帮玷され 
る〇而して自我が H スから超_我を構成する時に、それは過ぎ去つた、-3我の役活せる像に過ぎ 
ない。 

超自我が生ずるに至つた rf 史は、如何にして自我が H スの對羧充铅と早い時代の軋櫟を生じ、 
竝に自我の後繼荠たる超自我との脱機をつづけ捋たかを說明する。浩し自我が H ディブス鉛餘を 
支配するに成功しなかつたならば、 H スから發生した H ディ ブス錯綜のエネルギ ー 充積 は、 E 我 
理想の反應構成にその出口を求めるでぁらぅ。理想と無愆識の衝動傾向との m に極めて自山に行 
はるる交通は、理想が大部分無愆識たり得る こと、 自我に寄りつき雛きことを說明する OC 甘て心 
の敁も深い膝の中に生じた爭脚 、迅速な 羿華と同一視にょりて終結しなかつた爭_は、今では 力 

ゥルバッハ ( Kaulbach . 千八百五部獨逸のヮルデックに生れた歷史斑衆-課者)の樹にぁるフ 

ンの戰维が空中で行はれる 如く、 今では一辰萵い領域で行はれて居る。 
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‘四二種の衝動 

裊 ぐ • I « • 

精神を、ヱス、自我、起自我、とに分類したことが、吾人の知識に何等かの利益を與へ たとす 
れば、你一暦究全に心の中の動的關係を理解し、一庥明白にその關係を叙述することが出來 なけ 
ればならぬ。再人は旣に自我は知覺によりて特に影響され、知覺は廣義に言へば 自我に 對 して 意 
茲を有すること、恰も衝動がヱスに對 して 意義を有すると同 一 であることを結論した。同時に 自 
我は又ヱスの如くに衝動0影饗を受 くる こと、而して自我はヱスの特に變化した部分たる ことを 
述べた G 

私は前の著戴「快の原理を越えて」の中に、衝動に就ての見地を發達させたが、玆にそ れを固 
持し、且つ尙多くの議論の基礎としよぅと思ふ。その考へによると、衝動を二秘類に區別して居 
るが、その一は性的衝動、卽ち H ロス ( Eros ) で、最も箸しく且つ研究され易いものである 。そ 
れは林ポ止されない m 柯の性的衝動と、それから派生された所の#華された衝動、卽ち目的禁止の 
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性！：；を布する衝勋とを含むばかりでなく、佾自我に歸せられ、且つ分祈の敁初には性的對夯柯勁 
に反對せる如き自己保存の衝動をも含んで极る〇柯励の访二の秘類は义雜するに网離で’姑がて 
れの代表としてサディズムを認むるに至るものである。法物 Mi によりて支持された理論的考鉍の 
結來として、死の衝勁〇杯在を假定した。この術励の仕 jr は苻機的物饯をして無機狀態に歸へら 
しむることである。他方に性的衝動は生命を維持するために、生活物 K から分散した分子の遙か 
に遠い結合を持來たすことによりて、人生を极雜にせんと狙つて居る。かやぅな仕方に働くこと 
によりて、二视の衝動は嚴密の意味に於ける保存的のものになる〇蓝し兩背は人生の出來取によ. 
りて揽亂された祺物の狀態を. L 碰設せんと切めて居るからである。かくして生命の出現は、生命 
の持續の原因として認められ、又死の方への努力の原因として認められる。從つて人生そのもの 
は、これ等二種の傾向の n の印岡と妥協とである。人生の起原0問題は、字帘論の問題になり、 
人生の目的と意向0問題に二元的に答へられるやぅになる。 •. 

この見地に於ては、同化や變質の特姝〇生理的過程は、二種類の衝動の何れかに聯合し、二つ 
の衝動は生活物苡の各の分子の中に働く〇徂し二つの割合は同一で なく、 ある物質はエロスの主' 
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たる代衣物になつて居る。 

この假說は二種の衝動が相互に結合し混合し融合する仕方に何等の光明を與へない。しかしそ 
れが規則正しく且つ廣汎的に起ることは、吾人の槪念に缺くベからざる假定である〇眾細胞荷機 
體が複細胞有機體に結合する結 m として、取一細胞の死の衝動が速續的に中性化され、破壊的衝 
動が特殊器官の媒介にょりて外界の方へ轉向するやうに見ゆる。而してこの特殊器官は筋肉組織 
であるやうである。死の衝動は外界及び他の生命ある有機 W の方へ向けられた破壊の衝勁として 
恐らくその一部を表現するやうに思はれる。 ， 

吾人は二秘の衝動が相互に融合することを一度假定したが、又それ竦の多少完全な擴散(： Eilt - 
nlisclig ) の可能をも吾人に弹ひる。性的衝勁のサディズム的成分は、苻用なる目的に役立つ衝 
動的融合の一例であるかも知れない。サディズムが獨立的となつた倒鎅は、全く完全ではないが 
擴散の例である。こ0點から從來考察されなかつた多くの琪馊に對して、新 H 地を與ふるやうに 
なる。放出の R 的のために、破埴の衝励は習惯的に H ti スに奉仕して居る。駒細的發作は衝動擴 
散の淹物竝に症候のやうである。衝動掀散と死の衝動の著しき出現とは、多くの烈しき神經芮、 
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例へば强迫性神經症0著しき結艰0中にあることが分かる。尙一舣的に言へぱ、リビドーの驻行、 
例へば性器の階段よりサディズム的肛門階段へ泜行することは、術動0摘散に基き、これに反じ 
て初期の性器の位相から一定の性器の位相への進歩は"ヱロス的成分の添加によりて條件づけら 
れると对へてよい。神經满の紐織的傾向の中に强く麥れる所の通常の箬性は、擴做 i 物とし 
て認められるか否かの問題を生ずる。しかし" M 存性は卑ろ不完全の衝動融合の狀態を示すと湾 
へなければならぬ程根本的現象である。 

茲こ令 てぶ！：人の興味は 次の j 題に移つ て 行く 〇卽ち心 Q 中に存在すと假定 される 襁选 、卽ち自 
我、超自我、 及び ヱスと、二種の 顿動 との rj の 結合を認め得るか否か〇尙心的過程を支配する快 
の原理が二種の衝勁と、それ等の心の 分化した ものと に 對 して、不變的關係を 冇 する ことを 示し 
设るか 。しかしこれ 等の問題を論ずる に 先 だち、 問題 そのものの 術語に關して生ずる疑惑を一掃 
しなければ ならぬ。快の 职理に就ては疑ひの餘地はなく、叉自我の內の分化も臨來的證明を萌す 
る。しかし二槌〇 例 励間の區別は 十分確 贲の やぅに 見えず、臨床 的 分析 0 琪馊がそれと 矛质する 
かも 知れない。 
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次の如き i の事實が存在するやうに見える。二種0問の對立〇代りに、愛と憎との兩極性を考 
へて見よ。ヱ*!スの代表苕を發見するには困難がない。しかし憎が道を示して居る破壤の衝動の 
中に、拙へるに困雛な死の衝動に對する代表者を發見し得ることを吾人は窖ばなければならぬ。 
臨 m 的觀察によると、愛は豫期しない規則性を以て憎を伴ふこと(竝存性)を示し、且つ人間の 
關係に於ては、佾は隄々愛の先行背たることを示すのみならず、尙多くの場合に僧は愛に變り、 
愛は憎に變る。若しこの變化が單なる時間的連續以上0何物かであるとすれば、ヱロス的衝動と 
死の衝動と0間〇根本的區別 Q 如く、相互に反對する生理的過程0存在を豫想する根本的 r 別 Q 
粮摅がなければならぬ。 

ある人が最初ある他人を愛し、その後その人を憎む場合に、その變化を惹起すやうな原因があ 
るとすれば、吾人の問題とするに足らないことは明白である〇又破壊的成分が對象充積の際に、 
エロス的衝動を通り越し、後になつてエロス的衝動と結びつくといふやう に、 愛することが未だ 
表れないのに、敵意と進粮的傾向が初まる場合も亦問題とならない。しかし變形の起ることを假 
定するに一搔よき根據となるものが、神經病者の心理祺の例の中に數多ある。迪寄妄想を有する 
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偏執狂背は、一定の人に非常に强き：： i : PJ: 的愛珩を布することに對して、向己を防锻ずろれ殊の方 
法を取る。その結果#て最も多く愛した人が迫寄荠に變化し、その患瀵の進啭的竝に艇 A 危險的 
術動の對衆になる。茲に於て愛が£に變形する中 JJ の位相を神人する极變呑人は布する。同性 
愛竝に異性愛的社位感情が、進擊的欲求を悲起す敵對の烈しき感愤を含むこと、竝に敵對の感情 
が打勝たれると、以前拊んで . 陆た對象を愛し、それを同一視の對衆とするに至るといふ事赞が分 
析的研究によりて明かにされた。それで HJ 題になるのは、これ等0場合に愤が愛に放接變形した 
と假定してよいかといふことである。こ Q 變化は純粹に內部的であり、對象〇行動の^ f 化が、そ 
の變化を惹起したものでないといふことは明白である。 

偏執狂に於ける變化に關する過辟の分析的硏究によりて知らるるに至つた他0機制がある。竝 
存的態度は最初から存在して 居り、 變形は充祯0反應的移勧によリて生ずる。その移動のために 
H ネルギーは色 K 的衝励から離れて、敵對的エネルギーに用ひられる。 

これと：：！：一ではないが、これと相似たも0が、敵對的態度がなくなつて同性愛を生ずる時にも 
表れる〇敵對的態度は滿足を持ち來たす望がない。これが經浒的動機よりして愛の態度に置變つ 
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一歷多くの滿足〇希望、卽ち放出の可能性がある。從っ てこれ 等の場合に 於て、 僧が 二種0術 
動 ml の質的相違と一致し難い所の愛に直接に變形する ことを 假定する必要がない0 

しかし愛が佾に變り得るといふことの他の機制を再人の考察の中に取入れたことは、.明白に構 
成される價肮のある他の假定を暗默の中になしたことになる。吾人は心的生活の中、卽ち自我の 
中 か、 又は K スの中かに超換へられる H ネルギ ー が存在するかの如く考へた。それは中性である 
が、質的に分化して居る性的衝動か或は破壊的衝動へ結合することが出来、それの全體〇充锁を 
增加する。 >- の種の超換はるべき H ネルギーの存在を假定する - となくして、說明は少しも進む 
ことが jl 來ない。唯一 Q 疑問はその H ネルギーがどこから來るか、何に随するか、”てれユ何を意 
味するかといふことである。 

本能的衝勁〇質の問題、竝にそれ Q 變化を通じて固執することの問題は你曖昧で、今 n まで全 
く硏究されなかった。特に觀察し易い性的の部分衝動の中に今論じて居ると同じ範疇に屬する過 
程を認知することが出来る。卽ち部分衝動の問に或程度の交通が存すること、一の特殊の性的源 
泉から派生した衝励が、他の源泉から生ずる部分衝動を强力にするやぅに、その强度を譲り渡す 
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ことが 出来る こと、一の 衝動の滿足が他の本能0滿足の代りをなし权る ことを 吾人は發見する。 
それ等と同じ種類の尙多くの都馊があるが"それ等は凡て必然的に一定0假定を吾人が敢てする 
やうに激蚴する。 

尙目下の議論には、推測以上のことは何もなく、又別に證據もない。しかしこの m 換へられ得 
る中性的 h ネルギ ー は、自我の中に も、 又.エスの中にも著しく活動して居り、 リビド l D rJ pl 愛 
的貯水池ょり流れ出た去勢的エロスであるといふことは信賴し得べき見地のやうである。エロス 
的裥励は破壊的衝動ょりも遊かに可型的、轉向的、 m 換的であるやうに見 ゆる。 このことから脊 
易に假记し得ることは、この l 換へられる リビド ーが蓄積を防ぎ、放出を容易にするために、快 
q 原理に奉仕して働くことで—。又放出が行はれる際に‘の行はるる道に就ては無頓着であ 
ることも亦明白である。この特質はヱスの中に於ける充秘過程の特質である。その特質は對衆に 
就て特殊の無頓着を示す所の、ヱロス的充積の場合に も發兕 される 〇而 してそれは 特に分析衮が 
誰であって も、 分析の中に生ずる轉移の場合に明かである。神經病者の復仇行爲 •か、 異った人に 
句寸ら れ睜る ことの 好例を、 近時ランクが公にして居る〇無意識 0 方面に於け る この種 0行動は 
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次のやぅな滑稽な物語を想起せしむる。卽ち三人 Q 田舍の仕立屋があつたが、その一人はその田 
舍の唯一人の鍛冶屋が m 罪を犯した爲に絞罪に處せられなければならなかつた。刑罰は犯行に適 
當しなくても公平でなければならないのである。又夢の硏究に於て、一次的過程によりて生じた 
置換へにこの種の不緊密が發見された。その場合に於て、對象が二次的重要の位遛にまで引下げ 
られたが、それは今述べて居る放出の路に於ても同様である。對象〇選擇に就ても、又放出の路 
に於ても、特にやかましく正確であることは自我の特性であるやぅに見ゆる0 
若しこの置換へられる予不ルギーが去勢的リビドーであれば"それは昇華された H ネルギーと 
して叙述してよい。蓋しそれは自我0特質たる統一又は統！へ0傾向を作る方へ補助を與へると 
いふ限りに於て 、 H HKO 主なる目的たる結合や合併を支持して居るからである。若し廣義に於 
ける知的過程が、この置換への下に包括されるとすれば、思考作業に對するヱネルギーは昇華さ 
れた H ロス的衝動の源泉から供給されなければならぬ。又自我が HK の節一の對象充積を取扱ふ 
に當りて t その後の對象充積を取扱ふに當つても)、リビドーを自我の中に取人れ、同一視により 
て虫じた自我の變形を自我に結付けることをする場合を吾人は想起する。ヱ a K のリビ u 1が自 
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我の リビド ー に 變形することは"勿論性的目的の放槳 、卽ち 去勢化を意味する。何れの場合にし 
て も、このことは ヱロスに對する關係に於ける自我の m 要なる機能に光明を與へて居る。かやぅ 
な 仕方に 對象充積の リビド ーを所 荷し、 それ自身を唯一の^^對囔 とし、 丈スの リビド ーを去勢 
化、 又は#華する ことによりて、 自我はヱロスの自的と反對 に 働き、反對の衝動的傾向に靖任す 
る 0 肖我はエスの他 0 對象充樹に服從 し、 謂はばそれ等と手をつらて行かなければならぬ。こ 

の自我活動の他の結 Ml のことは後に再び述べる。 

この ことは 自己愛の原理の m 要なる獷大を意味す る。 發端に於て、凡てのリビドーは エスの 中 
に 蓄植 され、その場合に自我は 侃 糨成の過程に ありて、その 力 も弱い。 エスはこのリビドーの部 
分を H a ス的對浆充植に 送り、 漸次に强くなつた自我は その 對象リビド 10 所有を# んと企て、 
エスを愛の對象 とせんと努める。 自我の自己愛はかやぅに リビド ー が對象 から 撤退す る ことによ 
りて 二次的に得られた ものである。 

衙劢傾向を跡づけることによりて、その衝動が、エロスの 派生 物たることを 吾人は辟三發見す 
る。若し「失の原理を越えて」の潑篑屮に港察したこと、又最後に H n スに結合したサディズム 
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的成分が存在しないとすれば、吾人は二元的の极本的見解を支持することが出來なくなる。しか 
し吾人はこの見解から離れることが出来ないから、死の本能は本質上啞であり、人生の騷接は大 
部分 H a スから生ずることを結論しなければならなくなる。 

货 に C 人の n 解に よると、 外界へ向けられた破接銜 動は、 エロスの仲介によ y て自己から轉向したも 
ので ある。 

次にエロスに對する爭闘であるが、快0原理は、人生の過程に妨碍を引人れる力、 Qn ちリビド 
1に對する呼鬪の羅針盤として、 H スに役立つことは明白である。人生がフエヒネルの不變的平 
衡論によりて支配されるとすれば、人生は死の方へ絕ぇず下つて行くことになる。しかし水準の 
下ることは遲延されて、新しい緊版がエロス卽ち性衝動の要求によりて生ずる。エスは快の原理 
卽ち不快の知覺によりて指绰され、種々の仕方に於けるこの緊張に對 J て自己を保■する。第一 
に去勢化されないリビドーの要求に出來るだけ速く從ひ、直接の性的傾向の滿足に努力する。し 
かしそれは尙進んで 、I 曆包括的 Q 仕方で"滿足するやぅになり、凡て0成分的要求を含む所0 
特殊の形式 Q 滿足、例へば性的緊張を支持する性的物質0排出にまで進んで行く。性的行爲に於 
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ける性的物質の排出は、或程度に於て身體細胞と生 M 細胞との分離に相應する。これは完全な性 
的滿足に從ふ條件と、死との mi の類似を說明し、又死は下等動物のあるものに於ける交尾と一致 
することを說明する。これ等の動物は生殖行爲〇中に死んでしまふ〇骁し Ha スが滿足0過程を 
通りて解放された後は、死の衝動がその目的を達するに全く自由であるからである。最後に自我 
はそれ 自ら、 竝にそれの目的の爲にリビドーの一部を#華する ことにより て、緊張を支配す る H 
スの仕事を助けて行くものである0 
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五自我の副次的關係 

# » こ 

この本の各章の表題がそれ0內容と全く相應しないこと、竝に新しい關係を斫究しょうとする 
時に常に吾人は旣に取扱つた事項に後戾りするといふことは、吾人の取扱ふ主要事項の複雜なこ 
とから莳されなければならぬ。 

旣に度々述べたる如く、自我は拋棄された H K の充嵇の代りをする同一視から大部分構成され. 
る。 • の同一視の最も早いものは 1 常に自我の中の特殊の任務を滿たし、超自我め形に於て"殘 
りの， s 我から離れる。•所が强くなつた自我は、後にはかやうな同一視の影嚮に柢抗することが m 
來るやうになるかも知れない。超自我がその特殊の位 m を将ることは一の成分に負ふもので、そ 
の成分は次の二つの方面から海察しなければならぬ。一方にそれは婭初の同一視であつたこと> 
卽ち i 我が未だ弱い時に起つた事實であり、他方にそれはヱディブス錯綜0後繼者で、他のもの- 
ょりも迤かに遒要なる對象を自我に導人した祺贲である。自我0中に生じたそ0後の變化に對す， 
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る赵自我の關係は 、大體 的に言へ ば、 兒宽期の兢初の性的階段と贽你期以後の十分に發達した性 
的活動との關係である。起自我はその後の影響を受け易いとは言へ、父錯綜から I 出した特質、 
卽ち自我から離れて、それを支配する能力を一生：健保存する。それは以前の自我の弱いことと賴 
つて居る ことの 記念物であり、成熟した自我はそれの支配を受ける。子供が前に兩親に從ふ やぅ. 
に强ひられた如くに、自我はそれの超自我にょりて主張された無上命令に從ふものである。 

超自我がエスの最初の充嵇、卽ちエディブス錯綜から生れて來たことは、超自我に對し一脉大‘ 
切である。この子孫は旣に述べた 如く、 エスの系統發生的獲得物と結合し、ヱスの中に沈澱物を一 
殘した以前の自我糾織の再構成を行ふ。かくして超自我は常に H スと密に接觸し、自我に關して 
は、 H スの代表者として働くことが出来る。それはエスの中に深く 達し、 從つて自我ょりも遙か. 
に意識から遠ざかつて居る。 

* 精神分析的、又は超心现學的自我は、解剖 m 的 B 我卽ち「腦の小人」と同じく逆さに立つて居ると言へ 
る0 

長い間新奇な點を失 ひ、 しかも尙理論的討議を待つて居る或臨宋的.實に吾人の注意を向ける’ 
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と、如上の關係を遐もよく理解することが出來る。 

分析作業—全く特殊な行動をする人が—。その人に向つて治療が進んだこ—滿足を以 
て話すと、その人はそれに同意せず、狀態は良く—ず、悪くなつたと答へる。吾人は—これ 
を以て反抗と見なし、 11 して S — 参る企てで—と解するが、—1と、も 
つと深い眞 G 見解を得るやうになる。かやうな人問は*^何なる•基 M にも堪へること力 f 來ァいば 
かりで なく、治療 S 步に 反對な仕方に反應すると考へられた。症狀の資、又は一時的停止を 
生ずる如き一部分 Q 解決は、患雰方に一時病勢§加を来たす。治 ff 良く—代り— 

くなる。彼等は所謂消極的治療反應を示すものである。 

かやうな人々 S 、 そ Q 恢復に反對 し、 恢復1も危險—之 S く 恐れしむる 
何物かが存在することは明白である。これは健康を望^^以上に.約氣を必吸とすること力この忠 
fill はれて居る。しかしこの抵 —1 の仕方で分析すると、 1— す 
る反•抗 Q 1 I 繫 f © 利 f 固執す t — 引去つても、尙大雰 f れて居ること 

甚^る。塞 < li す— f — i 毫、111態度の 
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假說や满氣の利益に執着することょりも遙かに强力である0 

S 吾人は道徳的成分、卽ち罪の感と稱するものを取扱ひつつあるといふことが分かる。罪の 
感は病氣 Q 中语 f 發見し、苦痛 Qf 捨てることを拒むも？ —。吾人がこの f 落勝せ 
しむる如き說明を決定的 Q ものと見なす ことは 正當で—。しかしこの罪の感は患背に對しては 

晒で、彼^罪がある無げない。彼諸 f 、 涅病氣11。この罪の f 、 恢復に對 

する招むとして 表れ、打勝つに 極めて闲難である。又病氣たることを績けることの背後に、この 
動機が描は ることを 忠背は信ずるに 困難で-精神分析療法が正しい療法で ない といふ i 明— 
說明に固執する0 

* ISI 跫121取リ I なかつた。接に そして河 も 

なす f sfs それ1の抑 f 坌 — g し、芸それを11の1 
li ずるす鑫 S 方法を、 i に行 ty 外に方法はない。この無 ISS 感•か借り 
て对たものである時に、 f すればそれは f * ”ス的充校の狩象であつた他の人間と问】視す t と 

の霜で—泛、それに S を與 ts の蓉晷人装する。 還® 繁 この仕方に於て裸ミ 
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れる時に、それは往々蝶富た愛情關係の唯一の痕跡で、見つ認知に困難なものである。この過程と耩憂 
症 K : 起る過程と©類似は明白である。若し吾人•か無意識の罪惡感の背後 fc ある以前の對象充秘を發見す 
ることが出來れば、治療上の成功は屢々立派なものであるが、それが出来ないと治瘀上の努力の効泶は 
確货でない。治療は罪惡の感の强度に主として依存して居 S が、屢々治疲•か罪惡の感に反對して働き捋 
るだけの對抗力を有しないことがある。それは又恐らく分析者の人格が患者をして彼の自我理想の代9 
に分析者を K かしむるやうにするか、或は分析者が患者 K : 對して豫言者、救世主の役目を演ずるやうに 
試みるかに依存するかも知れない。分析の規則は^者•かかやうな仕方に彼の人格を利用することに全く 
反對するから、吾人は分析の效朵に次の如き新しい制限を冇する£とを正 E に帝白しなければならぬ〇 
卽ち分析は病的反應を不可能にするのでなく、 m 若の S 我に何れの方法をも 51 ぶやうな自 FIJ を與へるや 
うにするものであると。 

以上の敍述は最も極端な場合に適用されるも0で、それより低い程度のものは、凡ての神經病 
者の中に發見される。衩に神經病の烈しきことを決定するものは、その狀態に於けるこの要素、 
卽ち自我理想の態度であるかも知れない。故に罪惡の感が異なる條件の下に裘现される仕方を一 
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莳十分に說明しなければならぬ。 

正常に意識される罪惡の感(良心)の說明は闲難でない。それは自我と自我理想との間の緊張 
に 弗き、 批判的機能に よりて 生じた自我0處偶〇表現である。神經病者に知られた劣等の感は、 
恐らく それに密接に關係して居る。次に述ぶる二つ0極めて知られた病氣に於て は、 郎惡の感が 
非常に强く意識される。それ等に於て は、 自我理想が特殊の嚴酷を 表し、 往々最も殘酷を以て 自 
我に反對して激怒する。その二つの病氣、卽ち强迫的神經症と骹诞症とに於ける自我理想の態度 
は 一方に類似して居るが、又他方に重大なる差異が ある。 

强迫的神經症のある形式の中には、罪惡の感が明かに 表れて、 s 我に對して釋明することが出 
來ない。その結果、患背の自我は罪惡の非雛に對して反抗し、その罪惡〇感を拒絕するために醫 
若の補助を求める。自我がそ0非雛に從ふことは、愚かなことになる。蓋し さやぅ にすることは 
何等の結果を示さないからである。分析の示す所によると、超自我は自我に知られないで殘 され 
て居る過程によりて影響を披る。又分析によりて罪惡の感の茶礎となれる抑壓された衝動を發見 
することが出来る。かやぅに超自我は自我よりも遙かに多く無意識の H K に就て知つて居ること 
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が證明される。 

鞍憂症に於て は、 超自我が意識を¥荷するとの印象が 一 曆强い。しかしこの場合に自我は何等. 
の反對を敢てしない。それは罪を認め罰に從ふ。この相違の說明は明白である。强迫的神經症に 
於て は、 超自我によりて批判される非難すべき衝動が自我 Q 一部を構成しない。所が较逯症では. 
超自我の怒りの對象が同一視によりて自我の一部をなして居る。 

どの罪惡の感が何故にこの二つの神經的疾患に於て非常に烈しくなるかに就ては明白でない。 
この狀態に示された主なる問題は他の方面に存する。 Tr , 人は他の場合"卽ち罪惡の感が無意識に 
心まる場合を述べた 後に、そのこと を論ずる ことにしよぅ0 

この狀態は主としてヒステリー竝にヒステリー型の狀態に於て發見される〇罪惡の感が無意識 
に保たれるといふ機制は發見するに容易である。超自我の批判が、自我の中に苦痛の知 m を生ず 
ることを威嚇するに當りて、ヒステリー型の自我はその苦痛の知党に對して防禁ずるが、それは 
恰も堪へ雖き對象充错を抑 M 行爲によりて防樂すると同じ手段を用ひる。故に罪惡の感を無意識 
に止めることの责任背は自我である。吾人は通常自我が超自我のために、又その命令によりて抑 
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呢を馊行することを知る。しかしこの場合は、自我が同じ武器をその亂始な主人に向けた0であ. 
る。强迫的神經症に於て は、 反應構成の現象が優勢に表れる が、 しかしこの場合に、自我は罪惡 
の感に關係する材料を遠距離に m くことで滿足して居る。 

尙進んで罪惡の感の大部分は、通常無意識に止まらなければならぬといふ假說を主張すること 
が出来る。蓋し良心の起原は無意識に屬するエディブス錯綜と密接に結合して居るからである。 
正常漭は彼が信ずるよりも遙かに不道徳であるばかりでなく、彼の考ふるよりも遙かに道德的で 
あるといふ矛质した主張をする昔があるとすれば、精祌分析は、その前半の主張に對して赀任♦か 
あるが、又後半の主張に對しても反對することは出来ない。 

* こ の主張は外見上矛质で ある。 それは取に次の ことを 示して BI る。卽ち人問の本赞は 31 :人の信ずる よ' 
り I 、換言すれば窓識的知稷によりて自我に知られるよ9も、善竝に惡に對して遙か大なる能力を冇!< 
て居る と。 • 

この無意識の罪惡の感の埘進が、人 n をして犯罪紫に變へ得るといふことの發見は驚くべきこ 
とであった。しかしそれは疑ひもなく辦實である。多くの犯罪者、殊に W 年犯罪者に於ては、犯， 
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罪 Q 前に陲めて力强き罪惡の感の存在を發見することが出來る。從つてその感は犯罪の結果でな 

く 却つてそれ if I 。 籠 eif 管1 S 霞 Q — 物に_することの出 

来る ことは、 恰も 罪惡の感を輕減するも 0であるか0 やうに 感ぜられる。 

凡てこれ等の狀態に於て••超自我は意識的自我から獨立し、無意識的エスと密接なる關係を示 
す〇旣に述べた自我に於ける前意識的言語殘留物の m 要なことに就て問題を生ずる。卽ち若し超 
自我が一部分無意識であれば、如何にしてそれはかやうな言語表象の中に存在し得るか、又蒞し 
然らずとすれば何 Q 中に存在するか。それに對する決定的答は次®如くである。卽ち起自我が冗 
的印象から艮上されたものたることを否定することが出來ず、又超自我は自我の一部で大部分 
言語表象(概念、抽象)の仕方で意識に近ょるものである。しかし、充极的ヱネルギーは超自我 
QS 容を II 的知覺 、敎育、 講義等から引出さず、ユスの中の繁から管出すものである。 

前に答を延ばして居た疑問、卽ち督我がそれ自身を罪惡の感(或は寧ろ批判として、何とな 
れば罪'鼠の感はこの批判に相當する自我の中の知覺であるから)として示し、又同時に、商我に 
對して非常な背酷を發達せしむるのは、どうして.であるかの疑間に歸つて述べる〇先づ較憂症に 
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职，を向けると、非常に强い超自我を發见す る。 その超自我は寂識を路 有し、恰もその患者に有邛 
なサディズムの凡てを支配するかの如く、無慈悲な狂躲を以て自我に對 して 激怒を發 する〇サデ 
イスムに就ての苦人の見解からいふと、破壞的成分は超自我の 中に貯藏されて自我に 反對して 向 
けられ11なければ—5。今超自我 Q 中に勞蚤す fQ は、死 Q 衝動 Q 純粹文化の如 
きもので、それ 遙し 自我が噪狂に變ず t とによりて、 彼 Q 翁を 沾ぐ ことを しなければ，•口 
我を死に逐ひ >■ むだけ十分に恶威を振ふことが M 々である0 
强1怕神經症のある形式に於け る 良心0非難は、苦痛で あり 苛實で あるが、しかしその狀態は 
餘り明 G でない。！^{症とは反對に强迫蚀神經症は、決して自己 破滅 Q 階段を取らない。彼は自 
殺の危險に對 しては 感受し ないかの 如く、 ヒステリ ー よりも 遊 かによ くそれ を 防禁 する 〇自 我の 
安全を 保障す る ものは、 對象が 保持され て居ることである〇强迫性神經 症に 於て は、 前 性器組淀 
( pl \ 一 gitale organization ) に 退行す ることによりて、愛の衝動を 事物に對 する進擊の術動こ 
變形 することが 出來た 。とこに 再び破壤〇本能が 自由に迓かれ 、對象 0 破壊を间的とするか、或 
は尠くとも その 目的を持つ やぅに 見 ゆる。この傾向は自我に よりて 採用されず、自我は それに 货 






公 75 


して反應構成と豫戒的方法とを以て反抗し、爲にそ〇傾向はエスの中に止まる。しかし超自我は 
恰も自我がそ Q 傾向に對し1 f るか0如く雲ひ、熱心に破第能を打懲すことによりて、 
その傾向が m に退行によりて生じた假象でなく、愛情が眞に馆惡に M 換へられたことを示すやぅ 
にする。自我は何れの方面にも救 h がなく、殘虐のエスの强求に對し、 g つ罰を加へる良、 r の非 
難に對して霞にそれ自身を防ぐ。辛ぅじて、二方 S 最も蒙なる行娶押へて居るに過ぎな 
い〇而して最初の結 m が無限0自資で、それに次では、なし得る範阐內にある對象の系統的苛責 
が伴ふものである。 

例 m に於ける危險なる死0衝動は種々の仕方に取扱はれる。その衝動は一部分ヱロス的成分と 

かし大部分は疑ひもなく內部 Q 仕奮—につづける。 f ば _ f 於5、超裏が死の衝 

勁に對する一植の集合所となり得るのは如何にしてか。 

钳励〇制御、 n ち逍德性の兑地から言へば、ヱスは全-く無道德的(|ぼ0げ)であり、自我は 
道德 的たることを 努め、超自我は過道徳的 (typosloralisch) たることが出来"エスと同じく珑 
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忍のものたり枒るも0である。若し人が他人に對する進■的傾向を抑踮すればする程、自我理想 
に於て暴君的になり進擊的になる〇呰通0見解はそ Q 狀態を反對に考へ、自我理想にょりて建て 
られた標準が、進搫性〇抑踱に對ずる動機であるやぅに考へる。しかし尙殘された事赞がある。 
人が彼の進雄性を統御すればする程、自我に對する自我理想の進雎的傾向が烈しくなつてくる0 
それは轉移、卽ち自身の方に轉向する如きものである。しかし一般の正常の道德は烈しく制限的 
0性質を帶び、殘酷に禁止する性質を有する。それから赞に殘忍な刑罰を加ふる高等の本質に就 
ての槪念は生ずるものである。 

これ等の問題の考察を進めるには、新しい假定を猙き人れなければならぬ。超自我は父の校型 
と同一視することから生ずる。かかる同一視はいづれも去勢又は昇華の性質を有する0この種の 
變形が起る時に、同時に衝動的擴散が生ずるやぅに見ゆる〇昇華の後、ヱロス的成分は以前に結 
合して居た全部の破壤的要素と結合する力を有しなくなり、これ等の破壤的要素は進雖や破拨の 
傾向として解放される。この擴散から理想はそれの嚴格と殘忍〇一般的性質、卽ち命令的の常爲 
( sollen ) を受取る Q である。 
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再び强迫性神經症に 就て少しく 考察し よぅ。 この場合では關係が異つて居る。愛情が進擊性に 
まで 賴散する ことは、 自我の働に よりて 起る0でな く、ヱ スの中に生じた返行の結果である。し 
かしこの過程は H スから超 自我の方に撾が り、 無辜の自我に對する超自我の嚴格は烈しくなつて 
行く 。しかしこの場合には駿憂症の場合と 同じく、 自我は同一視に よりてリビドー を 征服し、 そ 
のためこ、 以前 リビドーと 混合して居た進擊の手段に よりて、 超自我からの刑罰を被るやぅにな 
る0 

卜くして自我に就ての觀念も叉それの種々なる關係も明白になりかけた。吾人は自我の强力な 
ことと弱いこととを發見する。而してこれは重要なる機能を委ねられて居る。知覺系統に對する 
11係によりて、それは心の過程を時 n 的順 K -; に配列し、その過程と現實との對應を檢拖ずる。思 
考過程を挿人することにより て、 これは筋肉運動的放射の延期を行ひ、動力の通路を支配する。 
この最後の支配は、確かに第贲よりも寧ろ形式に關係して居る。行動に關して自我の位逝は溢法 
上の 王位の 如く、 その者の裁可なくしては一つも法律となることが出来ず、しかし fS 曾にて祇認 
したも Q を否認するには長い問熟考する。外部から生ずる人生の凡ての經驗は、自我基富にす 



^る。しかしエスは自我に對して他の外界であり、そ0外界を服從せしめんと自我は努力する。自 
我は H スよりリビドーを取去り、 H ス〇對象：允鉛を自我構造に變形する。超自我の助によりて、 
自我は H ス〇中に貯へられた過去の經驗を湫取る。しかしその方法は吾人に尙不明である0 
H スの內容が自我に佞入し#る道に二つある。一は直接で、他は自我理想の道から行く。そ0 
何れの道を取るかは、多くの精神活動に對して非常に m 要である。自我は；爾動の知赀から衝動の 
統御に發連し"衝励に服從することから衝動の禁止に發達する。この仕事の大部分は自我理想に 
よりて分擔されるが、その自我理想は一部分は H スの衝動的過程に反對する反應構成である。精 
神分析は自我をして H スの征服を尙遠く進めるやぅに可能ならしむる道具である。 

しかし他の見地から見ると"この同一の自我は三人の主人に仕へ、爲に三つの種々の危險、卽 
ち外界から、エスのリビドーから、超自我の苛酷から、威嚇される可憐なものである - とが分か 
る。この三種の危險に相應して三種の避傲がある〇憂硪は危險から退くことの表現である。恰も 
境界地に住むものの如く、自我は世界と H スとの間を和解せんと試み、 H スを世界の要求に從は 
しめんとし、筋肉活動によりて、世界を H スの欲求に順應せしめんとする。事®上自我は分析的 
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治療に於ける醫者の如く振舞 ふ。 卽ち自我は現實世 m に順應する力によりてヱスに對するリビド 
1 的對象と なり、 エスの リビド ーを自身に結びつけるやぅにする。 しかし自我はエスの同盟劳た 
る ばかりでなく、 彼の主人の愛を求むる服從的奴隸で ある。 出来るならば自我とヱスと親善關係 
を維持せんと 試み、 H ス Q 無意識的要求 Q 上に、 前謹的合理化 i ひをかける。而してエスが 
钙際は頭固で不動で あるに拘らず 、現找の 命令に服従して居るかの如く自我は 伴る。 卽ち自我は 
エスと現馊との 牮ぞ 變裝させ、出来るならばエスと 超自我との带ひをも佯る ものである 。エスと 
现赞との中 ] にある自我の位置は"自我をして屢々追從 者、 機#を捕へる もの、 虛僞者たらしめ 
る。焓も政治家が一方に辉理を 見、 他方に一般的人氣によりて位瓰を保たんとする如きものであ 
る0 

二 M の衝動に對して自我の態度は公平でない。自我は同一視と孙華とを行ふことによりて、エ 
スこをける死の本能に、リビドー征服の袖助を與へる。しかしそれを行ふことによりて自我自身 
が死の衝動の對衆となり、死滅する危險を被る。それを救ふために、自我はリビドーと北ハにそれ 
自身を踩現しなければならぬ。かくして自我はヱロスの代表背となり、生活し丑つ^せられるこ 
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とを欲する。 

自我の#華の仕事は、衝動の擴散を生じ、超自我に於ける進■的術動の解放を結果するが、リ 
ビドーに對する自我の爭は，迫害と死の危險に それ 自らを 委ねる やうに する。超自我の攻瓒の 下 
に苦しみ、 それに 屈從する やうになる と、自我はかの mf 生動物が、自分で造つた分解の產物の た 
めに破壤されると同様な運命に遭遇する。經濟的見地からいふと、超自我の中に働く道德性はか 
やうな 分解の症物である やうに 見ゆる。 

自我の示す從屬的關係の中で、超自我に對する關係は簸も興味あるものである0 

自我は骚破の眞の住所である。自我は三方面よりの危險に威嚇されて、逃亡反應を發逑 させ 
る〇蔻し、自我は威嚇する知覺から、或はエスに於ける等しく恐ろしき過程から自己充積を撤退 
し、それを憂慮として表現する。この原始的反應は後に保_的充秘を镣き人れること(恐怖症の 
機制)によりて m 換へられる。自我が外部の危險から又は ヱ スの リビド ー 的危險か ら何を 恐れる 
かを •一々 記すことは出来ない。吾人はそれが崩壞や絕滅の本質を宿し、分析に よりて 決定されな 
いことを知る。自我は m に快の原理の發戒に從ひつつあるので ある 。他方に超自我に就ての 自我 
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の鍉慮、卽ち良心に就ての自我の憂慮 c 背後に、何が隱れて居るかを吾人は言ふこと•か出來る。 
後に自我理想となつた髙等の本質は去勢を以て目我を威嚇したもので、この去勢の M 傲が中心と 
なりて、そ Q 周尝そ Q 後 Q 良心 Q 憂慮が■する。良心の憂慮として固執するも S 、 こ Q 去 

勢の憂硪である。 

M れの憂慮も結局は死 S 憂慮であるとの聖句は、何等®^^義を布せず、正當な墓でない。外 
部の對象に就て S 傲(客観的憂慮)と神經的リビ f 的憂 f から死の別することが 
正しい言で—。 それは精神分析 1 な問題を生ずる。藉し死は 1 識の相應 f 發見す 
ること Q 出來ない消極的内容を有する抽義念であるからで—。死の震の機制は敦力それ 
QM 己愛的リ vf 充積を大部分拋棄することで—やぅに見ゆる。換言すれば、自我が證を 
感ずる他 S 合に外番物を棄てると同じく、それ自身を抛棄することで f やぅに思はれる。 
苑の發磁は自我と超自我との問の作用であると私は信ずる。 

死の 憂 破は二つの 條件 、卽ち 外部 Q 危險に對する反動と、鞍诞症に於ける如き內部過程と •の條 
件の下に表れる。(その條件は又憂磁の發達する他の狀態に全く類似する)。尙神經約が致現は正 
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常 0 表現を理解する補助になる。 

H 症に於ける死の憂傲は一の說明を要する。卽ち自我は超苗我に よりて愛されるャりに 货 ま 
れ迫雷 されると感ずるために、それ 自らを 拋篮するといふことである0 故に自我に取りて 生き 
るといふことは愛せられると同じ意味である〇卽ち ヱ スの代表者と して 表れる所の 起自我から愛 
せられる >■ とが、生きるといふことである。超自我は早い頃には父親に より、 後には 神意又 運命 
によりて行は れると同一の 保護及び救助を般行 するものである。しかし、自我が自分の力では打 
勝つことの出來ないと信ずる現馊の大なる危險に遭遇す る 時には、自我は同一の 結論を I 出すや 
ぅになる。卽ち自我は謹 Q 凡て Q 力から見捨てられたと思つて軎を 死に委ねる。これと 同一 
0狀態が、誕生の最初の大なる憂慮〇狀態と、幼時の思慕の 憂 破(保護す る 母親から別れること 
の 凝盧) との 基礎を なして 居る。 

これ 等の湾察からして、死の憂傲は良心の 憂慮と 同じく、去勢の憂慮の 發 達した ものと 考へる 
ことが出來る。罪.惡の感が神經病者に對し大なる意義を有する ことからして、 通常の 祌經 病的 憂 

慮が超裏と裏と Q 間 Q 諼(卽ち去勢、良心、死 Q 諼) Q 靈に よりて烈しく— ことを 


推定することが出來る〇 

エスは自我に愛又は憎を示す手段を有しない。それは欲するものを言ふことが出來ず、又何等 
意志の統一をなし遂げて居ない。エロスと死の衝動とがその中に戰ふ。吾人は如何なる武器を以 
て一方の衝動が他方に對して防製したかを述べた。靜寂なることを欲し、快の原理の警戒に從つ 
て閫入者エロスを休息せしむることを欲する死の衝動は、啞ではあるが力强いもので、エスはそ 
の死の衝動の支配の下に立つかの如く叙述することが出來る。しかしこの場合にヱロスにょりて 
演ぜら n る役目を餘りに輕く評惯することを吾人は氣逍ふものである0 
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一心理學的興味 

精綽分析とは神經過敏 (祌經諸 症)の或形態を心理舉的技術にょつて治療し ょぅとする醫術的 
方法である。一九|〇年に公にした小冊子の 中で、 私は精神分析がブロィ H ル (J. Breuer) 0 下 
劑が疫法から發途したことと、 11 脱にそれがシャルコー (Ghasot) やジャネー (p. Jllnet) の舉 
說に關係して居ることを述べた。 

* Uber pgychilalysa G. aufl •一 922 • 

精神分析的治療法を適用し得る病症 Q 例として、强迫神經症(强迫觀念、强迫行 s Q 多 f 
微候と同樣ヒステリ ー 性の瘰_及び抑壓 現象を 擧げる ことが出來る。これらは全然、 自發的 治療 
を偶然に示し、且つ氣まぐれな未だ理解されてゐない方法で醫師の人格的影5に服す る狀態であ 
る。眞正な精神障礙の困難な形態に於て は 精神分析は まだ 治療的に何もして ゐないが、しかし 神 
經症ゃ精神症0疾患の山來や機制を制察し得るに至つたもので、 これは 醫 l 史上：^始の ことで あ 
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しかし精神分析のこの醫術的 意義を、 諸科學の綜合に興味を抱く學紫達の幽體に對して紹介し 
よぅとす る企ては正當でないかも知れない。蓋し大部分の精神痫醫や神經學荠がまだこの新療法 
に對 して 否定的態度を 執り、 その前提や結果を非雛してゐる限 り、 >• の企ては早すぎると思は れ 
るからである。しかし精神分析は他の幾多の知識領域と接觸し、且つそれ等の知識と精神生活の 
病理斟との rj の思ひがけない關係を生ずる から、 精神病醫以外の人々の興味をも要求するものと 
信じ、この 企ては r , 當で あると 考へる。それで今精神分析に對する醫術的興味をさし 措いて、こ 
の若い科學について私0主張したことを例證に よりて 說明して みよぅと 思 ふ。 

/ 

兴 

正常者と患者との差別なく、その思考形成や身振り及び言語の表現中には、精神器官の機能の 
冇機的障礙或は病的缺陷の結果とのみ見なされてゐて"今まで心理雄の對象とならなかつたもの 
が頗る多い。それはどんなものかと言ふと、正常者に於ける間違ひ(言ひ違 ひ、 書き違 ひ、 忘却 
等)、偶然0行爲、及び夢、神經病者における痙攀の發 作、 譏妄狀態、幻覺、强迫觀念及び强迫 
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行爲である。人はこれらの現象を —— 間違ひのやうに槪ね無視してしまはない限り——病理學〇 
領域に歸して、これを生理學的に說明しようと努めたが、滿足な結果を得なかつた。之に反して 
精神分析は、すべてこれらの現實は純粹に心理學的な性質の假定を通してのみ理解することが出 
來 、旣 知の心理的現象と關聯させることが出来ることを示した。斯くして精神分析は一方におい 
て生理學的思劳方法〇範囤を局限し、他方において病理娛〇大きな部分を心理學へと婪つたので 
ある。玆において正常な現象は强い證明力を獲た。精神分析は病理學的材料から得た洞察を正常 
狀態に適用するの•たと云ふ非難は當らない。精神分析は彼方此方で相互に獨立な證明を引出し、 
斯くして正常過程も所謂病理學的過程と同一の規則に服するととを示すのである。 

此處で問題とする正常現銀中、卽ち正常人において觀察される現象中、 cl 違ひと夢との二つを 
特に詳しく說明しよう。 

問違 ひ、 卽ちよく慌ぇてゐる笞の言葉や名前や決意0忘却、言ひ違 ひ、 讀み違 ひ、 書き違ひ、 
二度と H 出せなくなるやうな物の m き違ひ、紛失"十分な知識を荷するに拘はらず思ひ違ひをす 
る と、多くの習慣的な身振りや述動——私は これら すべてを健全な正常人の間違ひとして包括 








2^2 


する —— は心理學にょつて僅かしか注目され ず、 疲勞、注意の轉換、輕微な病的狀態の副作用か 
ら誘導された『放心』 ( zerstreutheit ) として分類されて來た。しかし分析的硏究はこれらの誘 
導因子が單に助勢的價値を持つに 止り、 なくても，すむも Q だといふことを確赏に示してゐる。間 
違ひは完全に心理的現象であつて、何時でも意義と傾向とを持つてゐる。それは典都度の心理學 
的境遇の爲に他に表現の道を見出せない一定の意圖から生ずるのである。これらの境遇とは通常 
心理的衝突のそれであつて、この衝突の結果下部0傾向は直接表現の道を絕たれ、間接的な道を 
求める。問違ひをした人は之を認めることもあるし見のがすことも あり、 又その下に抑應されて 
ゐる傾向に氣づくことがあるかも知れないが、然しこの間違ひがこの傾向の所作だとは通常分析 
しなければ解らない。 n 違ひの分析は屢々極めて容易に且つ迅速に行はれる。失策に注意深くな 
れば、次の場合に何故そのやぅな失策をしたかの說明がつくやぅになる。 

間違ひは分析的見解の正しさを確信したい人にとつて最も適當な材料である。私は最初一九〇 
四年に刊行した小著で多數の斯かる例とその解釋とを述べたが、この集成はそれ以来他の觀察者 
の多數の寄與にょつて豐富にすることが出來た。 
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* Zur .Psychopathologie dcs Alltag 81 ebons •〔一 pAufL 19 24 , 〕 fir メエデル、ブ y ル、ジオンズ、ラン 
クその他の硏究參照。 

その際必要な目的を抑壓して、間違ひにょりて表現するを喜ぶ動機の中敁も夥しいのは不快の 
囘避である。人は密かに恨んでゐる人の名を慢性的に忘れ、また或意一一を結局嫌々ながら遂行す 
る—例へば憤習に强制されて——場合にその意圖を遂行することを忘れる。或人と仲が惡い場 
合、その人を憶え出させる物——例へばその人から贈られた0で——を紛失す る。また その時の 
旅行が厭で何處か外に止つてゐたい場合には、列車に乘込む時に間違へる。不快囘避の動機が最 
も明白に示されるのは印象及び經驗の忘却の場合であるが、これは精神分析の始まる以前旣に多 
くの著若が認めてゐたものである。記憶は偏頗なもので、苦痛の感情が附帶するすべての印象を 
再現させまいとする。尤もこの傾向が何時でも餿現され得るとは限らない0 

他の場合 lj 違ひ0分析は、私達が轉 移と 呼ぶ一過程0混人にょつて、複雜 となり 解決が 困雛と 
なる。例へば人は何ら非雛 Q 打所0ない人の名前を忘却するが、分析は この 名前が、 之と同 I の 
或は類似した名前の所有者で、私達の嫌惡を招いてゐる人を想起させるのだとい ふことを敎示す 
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る〇この關聯のお蔭で何も罪のない人の名前が忘却されたので、忘却しょうと0意！ T かある聯想 
路に沿うて轉移されたのである。 

しかし不快を避けょうとの意！一だけが間違ひを通して實現される唯一の意圖ではない。分析は 
多くの場合に於て、特定境遇の下に抑廳され、言はば背後から陣礙として表現せざるを得ぬ他の 
傾向を驳蕗した。斯くして言ひ違ひは屢々相手に祕密にしておくべき意見を逛切る。大詩人はこ 
の意衣こける言ひ違ひを理解して、その作品中に使用した貴重な物品の紛失は腿々差迫る不幸 
を避ける爲の犧牲行爲であつて、他の多くの迷信も間違ひとして敎養ある人々の間に行はれてゐ 
る。物品の m き違ひは通常除去そのものに外ならず、物品の毀損はもつと良いのと取換へるのを 
必要とさせる爲に一見偶然らしく企てられる。 

問違ひの精神分析的解釋は、觀察0的たる現象が微々たるものであるに拘らず、世界觀の變改 
を伴ふものである。私達は正常人が思ひの外 E 々相反的傾向に動かされてゐることを發見する。 
私達が『偶然的』と呼んでゐた現象は著しい限局を蒙る。物品の紛失が槪ね人生の偶然事から離 
れ、不器闬さが祕密な計蕺の虛託となつたことは殆ど慰安とも言ふべきである〇尙大切な事は、 






公 95 


私達が全然偶然に歸着させる靈大な災禍が分析の結果、たとひ明瞭に自 el されなくても、とに马 
自己自身の意志が其愛に加つてゐたと知れることである〇桢死と自殺とを r 別するのは寅際の听 
非常に困難だが、こ Q r 別は分析的觀察によつて一 gL 疑はしくなる0 
間違ひの說明の理論的價侦が解決の容易さと正常人におけるこの現象の生起の頻繁さとに依存 
するとすれば、精神分析のこれら0成果は健康人の精神生活に起るもぅ一つの現象に比して その 
意義に於て遙かに劣る。その 一0現象と言ふ0は、夢0解釋 Q ことだが、贲に之によりて精神分 
析は官僚的科學と對立し始めたのである。好學的研究は夢を無意味無惯値な純粹〇肉體的現象だ 
と說明し、睡眠狀態に沈下した精神器官が部分的贽醒を强制する肉體的刺戟によつて表現 させら 
れるのだと言ふ。精神分析は、夢を意味と意！！を持ち、個人の精神生活に於て I 地位を 占め、 斯く 
して夢の怪奇さ、無聯絡性、及び荒唐さを超越する心理的行爲にまで髙めた。肉防的刺戟は夢形 
成に際して加エされる材料の役を演ずるに過ぎぬ〇夢のこ〇二つの解釋〇問には如何なる仲介も 
ない。生理學的見解の誤謬はその無効さが證明してゐるが、之に反して分析的見解は數千の 夢を 
有意味に黼譯し、之を深輿の精神生活の認識に利用したと言へるのである。 
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私は 「夢判斷」 とい ふ面白い題目を一九〇〇年の 蕃書で 取扱ひ"その後精神分析の殆ど全ての 
協力者の寄與にょつてその中に述べられた學說が確設され促進されたのを見て喜んだ。夢判斷は 
精神分析の恶礎であつて、その成 m は心理學に對する精祌分析の最も姐要な错與を衷示するもの 
だ、 とは 一般の 赞 同を得て 主張 出來ることである。 

* Die T— 日 d — 目 g . 〔 7. A &. 19220。外に小班 、 gr den Trau 日〔3. AUP 19210。何^ 

シェデ H ケル、ジョオンズ、ジルべレル、ブリル、メエデル、アブラハム、フェレソチその他の辨作〇 

私は故では梦の解釋に到達す る 技術を具陳す ること も出來なければ、夢の精神分析的改作の導 
く結果を栽； 礎 づけること も出来ない。 ただ 數種の新槪念の建設、成果の傅 達、 及び正常心理學に 
對するその意義の强調を說くに止める。 

精神分析は 次0ことを敎へる〇卽ち、あらゆる夢は意味を持つてを り" その奇怪さはその意味 
の表現の歪みから 生じ、 その荒唐さは故意的で侮蔑、嘲笑及び矛盾を表現し、その無聯絡性は解 
釋には關係がない。私逹が资めてから後まで憶えてゐる夢 は、 顯在內容 とも 稱すべきである。解 
釋の仕事に ょつ て、 人は顯在内容 Q 背後に隱れ、之を通して顯現する潜在的な夢思想に到達する 
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ことが出来る。この潜在的な夢思想はも早奇怪でも荒唐でも無聯絡でもなく、覺醒思想の重要成 
分である。潜在的夢思想を顯在的夢內容に變化させる過程は夢の仕事と稱せられるが、これは歪 
みを生じさせて その 結果夢內容に於ける夢思想はも早認識出來 なくなつてく る。 

夢の仕事はこれまで心理繆に知られてゐなかつた心理學的過程である。それは二つの點で私達 
の興味を惹く。第一に、それは私達が覺醍思想中に殆ど發見しない或は軍に所謂思考缺陷の菡礎 
としての み 認める、爾縮(表象の)又は轉移(一表象から他への心理的アクセントの)のやぅな 
新现象を示す。第二に、それは私達の意識的認識に隱されてゐる精神生活内の或活動を推測させ 
る。私達の內には檢閱官 、法廷、 があつて、一表象が浮び出て意識に達しても良いか否かを決定 
し、不快を製したり苒製したりする傾向のあるものは力の及ぶ限り容赦なく棑斥する。私達は玆 
で、 不快な記憶を避けよぅとする - の傾向についても、精祌生活の諸傾向 HJ の衝突についても、 
問遠ひの分析によつて諸々の暗示を掛たことを想起する。 

夢の仕事の硏究は精神生活について0ある見解を私達に强ひ るが、 この見解こそ心理學殽大の 
雖問を解決するものだと思はれる。夢の仕事は私達に、 E 詉と結びついてゐるも0よりも包括的 
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で有意義である触一高趣抑心理活動を假定させる。(これについては精神分析の铒學的興味を扱ふ 
時に再述する)。それは種々の事件や系統に於ける心理的器官の紙織を行はしめ、且つ無意識的 
精神活動中 S 蠢 SS 雙れる®とは鑫異つた欝暮在するこ—?もので 

ある。 

夢の仕事の機能は何時も睡眠を續けさせることのみである。「夢は眠の番人だ。」夢思想そのも 
のも多種多様な精神的機能に役立つのであらぅ。夢の仕事は夢思想から出現した願望を幻覺的に 
實現させることを以てそ0任務として居る。 

夢の精神分析的硏究は今まで推置もされなかつた、奧祕心理學を初めて洞察させたと言へょ 
ぅ〇この新見解に追隨し得る爲には、正常心理學は根本から改造されなければならぬ。 

* こ の心理的題目を 解剖 舉 的位骹或は轵織學的分類に闢係 S ることは常時の鞲神分析が拒絕した所であ 
つた。 

こ0叙述內に夢判斷の心理學的興味を包搦することは全然不可能である。私達はただ夢は意味 
h かヴ、て卜い、仏趣聲か卽务であることを高唱する0を目的としてゐることを忘れまい。そして 





心理學の新獲得物を病理學の領域に應用しょぅではないか0 

夢と問違ひとから推理された心理學的新現象は、もしも私達がその惯値を否その存在をさへ信 
ずべきであるならば、他の現象の說明にも適用されなければならぬ。そして今や精神分析は贲際 
に、私達が各々の正常現象の分析を通して得た所の、無意識的精神活動、檢閱官及び拒絕、歪み 
及び補充構成などの假定は一聯の病理學的現象の最初の理解を可能ならしめ、言はば神經症心理 
學のあらゆる謎の鍵を與へたのである。斯くして夢は凡ての精神病理學的構造の正常的原型とな 
つた。誰でも夢を了解し得る人は、また神經諸症と精神痫との心理的機制を洞察することが出來 
る0 

精神分析は夢から出發したその硏究を通して、一歩一歩不斷に前進して神經症心理浮を建設す 
べき位砬に镫かれてゐる。しかし私達が今追求してゐる心理學的興味はこの大關係0二成分0み 
を特に詳しく取扱ふやぅ要求する —— 卽ち、人が度理舉的に說明しなければならぬと信じてゐた 
多數の病理擧的現象が心理的行爲であり、異常的結果を生起させる過程は心理的原動力に還元出 
來るといふことの設據を要求する。 
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先づ笫一の主張を數種の例で說明してみよう。ヒステリー發作は昔から增大する昂领の微假た 
と認められ、感愤の勃發と同一視されて來た。シャルコーはその現象形態の多樣性を記述的公式 
の内に拘束しようと努め、ジャネエはこの發作の背後に沿む無意識的袈象を認めたが、精神分析 
はそれらが經驗し老案した光景の模擬的演出で、患容の空想を無意識的に活動させることを立證 
した。こ0身振りは演ぜられた行爲 Q 壓縮や歪みの爲に、觀察者に見透しがつかなくなる。そ0 
他ヒステリー患者 Q 凡ての所謂永娀的徴候もまた之と同一の見地から觀察することが出來るが、 
それらは全然空想の模擬的或は幻覺的演出であつて、患者の感情生活を無意識的に支配し、密か 
に抑歷された願望の充足を意味するものである。これらの徴候の苦痛性は、患者の精神生活が斯 
かる無意識的願望興蕕の必然な闘爭によつて妨害された時の、內部的衝突に起因する。 

他の神經症的昂窗、强迫神經症においては、患者は苦しげな一見無意味な儀式に固執し、その 
儀式は洗濯とか着衣とかいふ無頓着な動作の反復や律動化、又は不合理な規則の遂行、謎のやう 
な禁令の嚴守となつて現れる。すべてこれらの强迫動作が、その中の最も目立たない微々たるも 
のでさへも、如何に有意味であるか、如何に生命の衝突、誘惑と道德的阻止との問0關爭、妨害 
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された願望そのもの、刑钡と悔恨をそれらに無關係な材料に反映させてゐるか、を證明し得たの 
は正に精神分析の功績であつた。同じ病の他の形態に於ては、患者は强迫觀念そのものの內容か 
らは說明出來ない種類と强度との感情を具へ、その內容が患者を强制する苦しい表象、强迫觀 
念、に惱む。この場合分析的研究は、これらの感情は少くとも心理的現锼性を极柢に有してゐる 
非難 こ して ゐるから正しいのだ、いふ ことを 示した。けれどもこれらの感情に結*ひついてゐ 
る表象はも早最初のままでなく、何か排除されたものの轉移(補充、瓰換)を通じてこの結合に 
人つたのである。これらの轉移の還元(退行作用)は排除された觀念の認識への逍を開き、感情 

と表象との結合が全然適當であることを表示する。 

也の神經症、不台の早發性擬呆 (pal 名ぼ enie , Sclli20pllr § ie ) の場合には、その设惡の結果と 
して 患者 i 全然無 感動となつてしまふやぅに見えるが、屢々唯一0行爲としてステレオタィプと 
呼ばれる或 m 調な反復的遝動、及び身振りが殘つてゐることがある〇斯かる殘留物の分析的斫究 
(ユンダにょる)はそれが、锊て忠者を支配してゐた願望橄突に表現の道を供してゐた意味深い 
身振的行爲の淺留物であることを明かにした。この患苕の股も馬鹿げた談話も姿勢も舉止も、精 
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神分析的假定を適用して以來、精神生活の關係に於け る、 領解と脈絡とを有するやぅになつた。 

譫妄狀態や幻覺や、様々な精神病者の錯亂狀態についても同じことである。今まで單に氣まぐ 
れが支配してゐるのだと思はれてゐた所の凡て0場合に 於て、 精神分析は、 法則、 順序及び關係 
を指摘し、硏究が不完全な場合には、少なくともそれ等を推定した。しかし諸々の心理的疾病形 
態は极柢に於て同一であり、且つ心理學的槪念で把握され得る過程の結果である。到る處に、旣 
に夢形成に際して發見された心理的 衝突、 他0精神力の爲に無意識界に押しやられた衝動興裔〇 
琲除、排除された力の反動形成、及び排除されたが未だその全力を奪はれてゐない衝動の補充形 
成、 が活動してゐる。 >- 0過程の到る處に 、夢 以来知られてゐる鹏縮及び轉移の過程が出現して 
ゐる。精神病的臨麻診斷に際して觀察される疾病形態の多様性は、他の二つの多樣性に依存する 
——卽ち、排除に服する心理的機制の多様性と、排除された興蕕に對して補充形成への打開を可 
能ならしめる進化史的傾向の多樣性とに依存する。 

精神病學的問題の大部分は、その解釋の爲に精神分析にょつて心理學的に委ねられるものであ 
る。だが、分析は精神障礙の純粹な心理學的見解を追求したり辯護したり すると 想像するのは、 
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大變な誤謬で、精神病學の他の半分の仕事は心的器官に及ぼす荷機的因子(機械的'，毒素的、感 
染的)の影響をそ0內容としてゐることは疑へない。精神障礙の病源舉に於ては精神分析は未だ 
曾て、その中最も輕微な神經諸症についてさへ も、 純粹な心理學的起原を要求したことは なく、 
却つてその起原を、後に說くやぅな明白な有機的成分の精神生活に及ぼす影響中に求める0であ 
る0 

心理學一般に有意義となるべき精神分析の詳細な成果は餘りに多くて、玆で立證することは出 
來ない。私はただ二つの點だけに觸れておく。卽ち、精神分析が明確に精神生活の最高位を感情 
過程に與へること、正常人に於ける知力の感愤的混亂と眩惑とが病人に於けると等しく、案外に 
も大きいといふことである0 






二非心理學的科學に對する精神分析の興味 

A 言語學的興味 

精神分析に對する言語學漭の興味を求めるに當って、私は普通の語の意味を少しく變更して用 
ひることにする〇玆で言語といふのは、言葉による思老の表現のみでなく、身振語及びその他の 
例へば書寫の如き、精神活動のあらゆる表現を意味してゐると御承知願ひたい。さぅすれば、精 
神分析の解釋は先づ第一に未知の表現樣式を私達の思考に慣れ親んだ樣式へと酺譯することだと 
言へる。私達が夢を判斷する場合には、ただ或思想內容(潜在的夢思想)を『夢の言語』から覺 
醍生活のそれへと飜譯するだけである。斯くして私達はこの夢の言語の獨自性を知り、それが十：2 
昔の表現系統に屬してゐるのだといふ印象を得るやぅになる。例へば"夢の言語においては否定 
は特に表示されたことがない。相反するものが相竝んで夢の內容中に顯現し、同一要素によって 
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演出される。響すれば、夢 £ s 語 S ける槪念はなほ类抗爭的で、相反する意味を包故して 
ゐるが、言語學者の假設にょれば最古の歷史 si も亦さぅであつた。夢の言語のもぅ一つの異 
樣な性質は象微を議に使用することで、これは t 程度までは個人的聯想から獨立した夢の内 
容 QS である。象徴の本質はまだ明白でない。が、相似を義とする震及び比較は一部分明 
かとなつてをり、また他 Q 象微部分に於ては比較し科べき推量物が私達®意識的知識に缺けてゐ 
る。この象微は言語進化と槪念形成との最古の段階から發生したに違ひない。夢の中で蔭的に 
でなく象徴的に演出されるのは主に生殖器と生殖機能とである。言語學者ハンス•シュペルベル 
(Hag frrr ) は、最初生殖活動を意味してゐた言葉が、斯様な比較を恶礎とし i 富な意義 
變化に達したことを骰近に證明した。 

二 be】，Uber den Geglinn— Ur 意爹を參照せょ。その紐評は If =c:pihop^ 
und psychopatllologisc b- e Forscbungcll 、 11 .ta d く s l ofc^^ 

** ^03 so 21 ^ ^ mbp«o 
1• 一 912 )• 



^ もしも私達が夢の演出手段は主として幻像であつて言葉ではないと考へるならば、夢を言語と 
比較するよりも文字體系と比較する方が適當だと思はれるであらう。實際夢判斷は H ジブト文字 
のやうな古い象形文字の讀解と似てゐるのである。後者の場合と同じく前者の場合にでも、解釋 
やそれぞれの讀解に用ひられず、ただ指檩として他の要素の了解に役立つべき要素がある。多様 
な夢要素の多義性も、結合によつて補足さるべき諸關係の表現も、この十：！い文字體系中にその符 
合物を見出す。夢の演出に就ての斯かる見解がまだ發達してゐないとすれば•それは言語駔者が 
一題目に近づいて行く時の視點と知識とが精神分析學者に全然缺けてゐるといふ事情に歸せなけ 
ればならない0 

夢 P 言語は無意識的精神活動0表現方法だと言へよう。けれども無意識者は I の方言以上を語 
るものである。神經症0一形態を特徵づけて他と別つ種々な心理學的條件の下では、無意識的精 
神昂蕕の表現も亦不斷に變動する。ヒステリーの身振語が大體夢、幻想、その他の比喩言語と關聯 
するに反して、私達が一系列の下に理解し相互に關係せしめ得る强迫神經症及び paraphrenis 
(早發性癡呆及び偏執狂)の思者言語には特別なィヂオム的な形態が生ずる。例へば、ヒ K テリ 
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1 Q 女が1にょつて表示することは、—症患者 S いては露 S す—ましい i 規定と 
なつて 現れ、 palhrelr £ いては#€、ら$といふ歎き、或は疑となつて現れる。兹で 
多様な表 f 見出すも S 、 無意識中に拒絕され義胎〇願望、それに對する各患者§衞でぁ 
る0 

B 哲學的興味 

符學 が、 ぃ理學 Q 上に 立てられてゐる 限り、 それは心现^■に對 する 精神分析0寄與を十分に評價 
し、 特殊科學のす ベての著しい進歩の場合に示したと同様に、私達の知識のこの新領域にも反應 
せざるを得ないで— ぅ。殊に雲■精神活動 S 設は、 I がそれ に 味方し一致した 場合に 
は、精中力なものと物質的なものとの間の關係についての假定を新見解に適應するやぅに修正さ 
せるに違ひ S。 勿論 i 度—無—®11たけれI、怎代表者はI小 
數 Q 例外を除いては——常に二つの立場 Q 中の一を執つた。彼等は意識されぬものを、その精神 
的なる も QS する 1が明かでない何か祌祕的？®、把扼出來 ぬもの" 呈示出米ぬ ものとす 
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るか、或は意識されるものと精神的なも0とを同一視し、この定義から、意識され ぬ ものは精神 
的なも0でなく從つて心理學の對象とはならないと結論した〇卽 ち、 彼等は無意識的精祌活励の 
現象を知らないで、 つまり、 それが如何に意識的現#に近いか、如何なる點でこれと區別される 
かを推置せずに、意識されぬも0を判斷したのだ。尤もこ0認識に反して、意識的なも Q と 心理 
的なものとを同一視し、從つて無意識的なも0が心理的性質を帶びてゐることを否定する人に對 
しては、斯かる差別が極めて非實際的だと答へる外味ない。何故なら、無意識はそれが多くの典 
通點を有してゐる意識との關係の側から記述し易く、且つその進化を探求し易いに反して、物脚 
的過程の側からそれを試みることは今の所全然不可能であるからである〇從つてそれは心理擧の 
對象となつてゐなければならぬ。 . 

また他 0 方法で哲學は精神分析から刺戟を#る ことが 出来る〇卽 ち、 W 學は精神 分析の 對象た： 
り 得る ので ある。哲學の學說と體系とは小數の優れた 人々の 作る ものであるが、學者の人格が迸 
舉程重要な役割を溃ずる科學はない。茲に於て始めて精神分析は人格0心理的記述を試みるこ 
が出來るやぅになる(後述の『社會珙的興味』を參照 )0 それは各個人の前提たる感情的統一_ 
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衝動に依存する籯-を私達に敎へ、これら QS 力から出て來龜化と鳌〇繁との硏究 

に——く。それは人—— fl 賦の11農る傾向と品—係を 
暴露する。それは作品の背後に隱れてゐる藝霞の內舆の人格 I 少とも確 f 解明する。斯く 
してまた精神分析は、_に反して拿且つ靈的な勞作から螯したと稱せられる慕學說の 
主観的個人的動機を示し、批評それ自身にその體系の弱點を敎示する。しかしこの批評を行ふこ 
とは精神分析 q 任務ではない。何となれば一 SQ 心翬的斷定がそ®黏的正確さを否定する 
ものではないからでぁる0 . 

C 生物學的興味 

精神 分奸立他の新科淨のやぅには、 知識の進步に興味を抱く人々に歡迎されな力つ た。 それは 
長い盟聞されず、■最早 等閑に附す t とが出来な4つた時には、今まで之を知るの f 
執らなかつた人々から 感怙的な理由にょり激しい攻诹を 受けた。 この 敵視は、 精神分析が 早々か 
ら 、神經 病法的機能 Q 1 S 現で おり、— 故に永い問無視されて来た 性的 機能を硏究の對 
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象にすベ專 I と 5 ふ覽を」？と Hi する。しかし、毅的判斷は鶴上 q 理由に影響 
さるべき—5と確信する人は誰でも、こ Q 硏究方向 Q 故に精神分析に、慶 S 物學的 興味を 
認容し、それに對する反對そ0ものをその主張の正しさの證明として利用するであらう0 
精神分析は、多数の詩人や哲珙者に唱へられ 然も 科學には認められなかつた性的機能の精神的 
及び 贲際的生活に對する意義を詳細な點まで硏究し、斯くして性的機能を 正當 化した0この目的 
の爲に精神分析は偏狹な性の槪念を廣義にしようとし、性の反則(謂はゆる倒錯)と子供の擧動 
とに注意を拂ふことによつて 之を 爲し得たのである。子供時代は無性的で、 靑春 期に到つて始め 
て性的昂脔が 突然襲 來するといふ主張は 敁早 支持することは出來ない。加之、子供に於け る 性勺 
興味と活動とがその凡吵る時期を 通じ且つその 最初から存在してゐ ると いふ観察は、若し利害と 
偏見とを脫し得たならば、 容易に 證明出來ることである〇この幼兒期性慾は、子供の性的 行爲に 
對 する 境界が確實に槌示 されないといふ 事赏の 爲にそ の 價佌を減ずる とい ふ璲れは決してない。 
その中には、 如何に把捉し 難く 且つ不道德 らしく見えようとも、 後に 倒錯として 正常な 性的 生活 
.と激しく 對立 するやうになる凡ての性的 活動の萠芽が 含まれてゐる〇幼兒期の性慾から成人の 
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常なそれが一聯 S 化疆 、複合、 分裂及び抑匪、 I て現れ出るので— が、 こ S 完全に發 
達し得る ことは 決してな く、 病的狀態に於ける機能の變質への傾向を宿してゐ る。 

幼兒 q 性慾は生物學的見解にとつて貴 m な二特質を示す〇卽 ち、 身體〇或部分！色情帶(©3 

gene zone ) -と結合してゐるやぅに思はれる 一聯の部分的 衝動から成立し、 その各々が最初 

から一對宛の相對物——能動的及び受動的目繁を持つた衝動- として 出現する複合を示して 

ゐる。後の性慾狀態において單に愛人の生殖器のみでな く、 その全肉體が性的對象となると同じ 
く、幼免時代の最初から生殖器のみならず他の多くの肉體部分も亦性的昂逛の源泉となり"適當 
な刺戟にょつて性的快感を引き起す。それと密接に關聯して幼兒の性慾の第二の特質は、自己保 
存に役立つ榮養擗取や排泄の機能、また恐らくは筋肉刺缺や感覺活動に依存してゐる〇 

精神分析の助けを借りて 成人0性慾を硏究し、斯 くして 得られた洞察0光に照らして子供0生 
活を觀察すれば、性慾は軍に消化や呼吸と同位に立ち生殖に役立つ機能たるのみで なく、 もつと 
獨立 的なもので•他のすべての個人活動と對 立し、 祺雜な鬼縛の多い發逑を通して脚人生活に人 
りこむ ものだといふことが解る。 こ 0性的傾向の利益と自己保存のそれとが一致しないとい ふ、 








312 


理論的に考へ捋べき埸 合は、 神經諸症中に馊現されてゐるやうに思はれる。何故ならば、精神分 
析が神經諸症の本钗について與へる決定的公式は、神經諸症を生起させる极原的菇藤は自我保存 
の衝動と性的衝動との間〇それであると敎へるからである。神經諸 症は、 性慾を順：服しょうとす 
る自我の計迸が失敗して、自我が却つて多少とも性慾に屈服した場合に起る。 

私達が精神分析的作業に從事して ゐる間 生物學的見地から遠ざかり、發見的自的の爲に之を使 
用し なかつた のは、 私達の眼前の精神分析的事馊〇判斷に當つて誤謬に陷 るまい と欲したからで 
あつた？しかし"その作業が完成したら生物學との連絡を計るべきだが、今の所一二の本質的な 
點でそれを成就する ことが 出来たら滿足であらう。神經諸症〇源泉た る 自我衝動と性的衝動との 
對立は、偭體保存の衝動と種の保存の衝動との對立となつて生物學的領域に移される。生物斟に 
は不滅な胚種原形質といふ廣大な表象が あり、 單一の死滅的個體は繼續的に發達した器官として 
之に依存す るが、この 見地に立つての み 私達は個體の生理學と心理學とに於け る 性的衝動の役割 
りを正當に理解する ことが 出來 るので ある。 

生物學的用語と見地とを精神分析的勞作に於ける主位に立たせまいとするあらゆる努力にも拘 
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らず 、私達は 研究對象の記述にそれらを使用せざるを得ない。心理學的及び生物學的見解の境界 
槪念として『衝動』なる語を避ける - とは出來ず"また性の差異は嚴密に言へば何ら特別な精神 
的性格を要求しないに拘ら ず、 精神的特質や傾向を形容するのに『男性的』とか『女性的』とか 
の 語を用ひる。私達が生活中に男性的、或は女鵠と呼ぶ所？ S •心理學的觀にょれば" 
能動と 受動との性格、卽ち衝動そのものからでなく衝動の目標から出て來る特質に歸 ^. する o yr 
規的な社宦於ては精神生活の斯かる『能動的』及び『受動的』衝動は、精神分析の臨麻的前提 
たる個人の兩性的性慾に反映す る。 

以上の約言に ょりて、 精神分析が如何に H 常な仲介物を生物學と心理學との問に産出するかに 
ついて注意を引くいとが出來たならば私は滿足である。 

D 進化論的興味 

心理擧的現象の分祈が凡て精神分析の名に價するも P ではない。後者は极合現象を單一現象に 
分解する。 以上の ことを意味し、 心理的形成物をそれに先行し、且つそれの源となつた他の形成 
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物へと還元することで ある。 醫術的精神分析的療法は、もしもその發生と發達とを知り得なけれ 
ば、如何なる疾患徴候をも除去出來ない。それ故に精祕分析は先づ第一に進化過程を知らぅとす 
る。それは先づ神經症的徴候の起原を發見し、次いで他の心理現袋を硏究してその發生的心理學 
を越設しよぅと努めた。 

精神分析は成人の精神生活と子供のそれとを區別する爲に、『子供は成人の父である』といふ句 
を眞面目に受取らざるを得なかった。それは成人の心理と共に幼兒の心理の連續性を研究したの 
であるが、一方ではこの途上に出現する變化や轉換にも注意したのである。私達多くは幼年時代 
の記憶を大部分喪央し 、その 中のほんの斷片だけが想出せるのみであるが、精神分析はこの缺陷 
を補充し、幼年時代の健忘を除去したと主張することが出來る(『敎育學的興味』の項參照)0 

幼兒の精神生活を探求して行く間に數個の注目すべき發見物が現れた。そして、子供時代、殊 
に幼兒時代の印象が如何に後年の全生涯に甚だしい影響を及ぼすか、といふ昔から屢々推量させ 
て來た事實を確證 した。 玆に於て吾人は、後年の記憶から喪失するのは正にこれらの最も貴蜇な 
印象である、といふ心理學的なパラドックス——尤も精神分析的見解に從へばこれは少しもパラ 
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ドック スではない——に衝き當る。だが精神分析はこれら幼年時代0經驗〇表象性と不磨滅性を 
正に性的生活の爲に確立したので ある。 『人は何時も初戀に立歸る』は月拉な M 理で ある。 成人 
の戀愛生活の多くの謎は戀愛に於ける幼兒的動機を强調して始めて解決することが出來る。この 
作用の理論の證據として、最初の小兒的經驗は堪に偶然として起るばかりでなく，照質と共に M 
與された基礎的衝動0活動に適應するといふ事實が觀察される。 

尙一つの驚くべき發見は、すべて Q 後年の發達にも拘らず、幼兒〇精神的構造の中何一つ消滅 
するものはないといふことである。子供のすべての 願望、 衝動昂 菊、 反動方法、歪みは成人中に 
も尙歷として存在し、適當な狀況の下に再び出現することが出來る。それらは破壊されたのでは 
なくて、 ただ蔽はれたばかりであると精神分析的心理舉は斷言しなければならぬ 9 それらは精神 
的遗去の性質となつて、歷史的過去のやぅに子孫によつて消滅させられることはなく、游在的に 
せよ同時的にせよ、自己が產出したものと拉存し敏けるのである。この主張の證明は、正常人の 
夢が夜每に子供時代を再經驗し、その全精神生活を、幼兒的段階に引戾すといふ2111馊中に見出せ 
る。これと同じく精神的發宵不全へ0囘歸(退行)は神經病者や精神病者にも見受けられるが、 
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彼等 Q 特質は大部分は心理的擬内態として記述する >* とが出來る。精神生活の中に璲つてゐる幼 
兒的なもの0强さは疾病の質の尺度であつて、發育阻止の表現である。幼兒的羧物は心理的材料 
中の使用に堪へない拒絕されたものとして無意識の核を形成してゐるが"私達は患者の精神史中 
に、如何にこの拒絕的な力に阻止されてゐる無意識が活動の機會を待伏せてゐるか，また後年の 
高級な心理的構造が現贤世界の困雛に屈服する時如何にその機會を利用するか、を洞察すること 
が出來ると信ずる。 

最近精神分析學者は『個體發生は系統發生の反復である』と0命題が精神生活にも適用出來る 
普だと考へ始めたが、この點からも精神分析の興味が新たに擴張されるであらぅ。 

* アブラハム、シユビイルライン、ユング0 

E 文化史的興味 、 

個人の子供時代と民族の古代史との比較はまだ開始されたばかりであるに拘らず、旣に多方面 
に亙つて贲を結んだ。その場合精神分析的思菏方法は、研究の新器具として用ひられた0である 


が、民族心理學へのその前提の應用は新問題を提起させ、舊來の問題を新見地から觀察させ、 

たその解決に寄與したのであつた。 

先づ第一に、夢の場合に成功した精神分析的見解を、神話や童話のやぅな民族空想の產物に應 
用することは全然可能なやぅに思はれる。こ0空想を解釋する仕事は以前からは存在してゐて、 
人はその『祕密な意味』を推察し、その意味を隱 L てゐる修正や變形に注意してゐた。精神分析 
はこの歪みの經路を推测し得る技術を夢や神經症の研究から運んで來た。そして神話の原始的な 
意味を變形させる隱れた動機を多くの埸合に發見することが出來た。それは神話形成への最初の 
原動力を、自然現象の說明や意味不明となつた禮拜規定や儀式の解釋の爲の理論的必要の中に見 
出すことが出来ないで、之を夢や徴候形成の基礎として證明した心理的『錯綜』、感情的傾向0中 
に求めた0 . 

»アブラハム、ランク、ユ y グ〇 

その見地、前提、及び知識の應用にょつて精神分析はまた文化的諸制度、宗敎 、道 德 、法律、 

只哲琰の起原に新光明を投ずることが出來た。それはまた斯かる形成物の■因を發生させた原始的 


ま 
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な心理擧的狀況を探求してゐる中に、心理學的傅統を基礎とする多くの說明を斥け、より深遠な 
0•常な洞察を以て之に代へることが出来るやぅになつた。 

# Jung , vvtmdlu pgen upd Sv 日 bcle der Libido , 1912.及び Freupd:ber elustlmmungeplm seelcn - 
leben der Wilden uad dei : Neurotiker . Ima §, I u . II •參 Mo 〔 Totem uud Tab ?〕 

精神分析は兩方に對して同一の力學的源焱を要求することによつて"倘人と社會とのすベての 
心理的活動中に內部的關係を作出した。それは精神的機制の主要機能は、生物を欲求がその中に 
作つた緊張關係から解放することである、といふ恶礎原理から出發した〇こ0欲求の一部分は人 
聞が外界から獲得する滿足によつて達成されるが、この目的の爲には現實世界の克服が必要とな 
る。この欲求の他の部分——その中にはある感情的傾向も含まつてゐる——は現實世界によつて 
規則的に拒絕させる。この滿足されぬ傾向に他の種の充足の道を與へよぅとする活動が共處から 
生じて来る。すべての文化史はただ、現實世界の承認と拒絕との變化的且つ技術的進歩によつて 
變改される條件の下に、人間がその充足されざる願望の爲に如何なる道を切り開いたか、 L いふ 
ことを示すのみである0 






原始 民族の研究は人間が 最初 子供らしい全能崇拜に囚はれてゐたことを 示し、 多數の精神的形 
燊はこの 全能の亂骚を阻止しようとする努力で あり、 彼らがそれを支配出來ず 、また 自己0欲望 
充足の爲に利用することが出来ない限り、これで現實世界が感性生活に及ぼす影響を避けようと 
したのであると了解させる〇不怏囘避の原理はそれが外界適應のより優れた原理に取つて代られ 
るまで、 永い問人間の行動を支配して來た。人間の不斷の世界克服と竝行 して、 世界觀は段々 と 
原始の全能崇拜から脫し萬有神論的段階から宗敎的のそれを經て、遂に科學的段階にまで到達し 
た。この過程中祌 話、 宗敎 、及び 道德は願望不充足を補足しようとす る 試みとして現れる。 

J , 191 cc . - §&■ Mws ^ o - 0 ^, 

Tabu .〕 

個人の神經症についての知識は大きな社分的制度の理解に非常に役立つた。何故ならば神經症 
は、 制度を通じて社科的に解決されるべき願望補充の問題を個人的に解決しようとする企てだか 
らである。社侍 的因子の 減 M 及び 性的因子の增進は 、こ q 心 m 哄的任 饬〇 神経症的解決を戥萊化 
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L この m 要な問題についての私連 0 說明以外に役に立たせないやぅにする。 

F 美學的興味 

藝術と藝術家とについて0或純0問題に對しては精神分析的見解は滿足な結果を與へるが、他 
の種の問題に對しては全然役に立たぬ。精神分析は藝術中に、先づ第一に藝術家自身の次にその 
結果として聽衆或は觀衆〇、滿足せられざる願望の充足を目的とする活動が存在することを認識 
する。藝術の衝動力は、個人を神經症に追ひやり、社#に制度を建設させるのと同一な莴藤であ 
る。藝術家の創造能力は何處から來るか、は心现學0問題ではない。藝術家は先づ自己解放を求. 
め、次に作品を媒介として之を同じやぅな願望抑制に惱んでゐる他若に及ぼす。彼は自己の個人 
的な願望空想を旣に實現されたものとして表示するが、これは願望の衝突を緩和し個人的起原を 
隱す變形を通過して始めて藝術作品となり、且つ美的規定の嚴守にょつて始めて快感を與へる。 
藝術的快感の 顯在 部分の傍に、如何に 荷 力であつても潜在的であり然も衝動解放 Q 隱れた源泉 か 
ら出て來る部分が存在することを證明する Q は、精神分析にとつては決して困難ではない。藝術 






家の子供時代の印象及び經歷とこれらに對する反動としての作品との lrl の關係は精神分析を最も 

惹きつける對象である。 

* p Hank, Derwlinstler, Wien 1907• 參照 0 

** p » ank , Ds Isestmotiv iu b ichtung uud sage. Wien 1 912•を51ょ。 また类嚷 的 問 m への 通用 
につ V 'て 文、 Fr§d,t?er \Vitz und ss-ne Bezihung zum unbewitcn , 1905 •を參照。 

藝術創作と藝術错賞との多くの問題は尙精神分析的認識の光に照らされ、願望補充の複雜な構 
造中のその地位を指示されることを待つてゐる。習俗的に認容された現馊—その内部で粲徵と 
補充形成とは藝術的幻想のお蔭で現馊的感情を誘起することが出來る —— として、藝術は願望拒 
絕的現贲界と願望充足的空想界との問0中間世界、原始人の全能崇拜的傾向がまだ勢力を失はな 
い領域、を形成してゐる〇 

G 社會學的興味 

精神分析は最初個人心现を對负としてゐたが、硏究〇進むに從って個人對社符の關係の感惝的 
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莊礎を無視しておく譯に行かなくなつた。それは社會的感 Mj が規則的に性慾から寄氨を受けるこ 
と、後背の强調と棑除とは一刚の精神錯亂の特徴となることを發見した。それは、一般に個人を 
社#から引離し、昔時の僧院をして病的孤獨となさしむる神經症の非社會性を知つた。多くの神 
經病者を支配してゐる强い责住感は神經症的不安の社會的修正である。 

他方に精神分析は神經症の原因となる社龠的關係と要求との大部を知つた。衝動限局と裥動棑 
除とが自我から誘致する力は本質的には社會の文化的要求に對する從順性から發生するものであ 
る。神經症へと缁くことが當然であるやぅな龉锊と子供時代の經驗とがあるに拘らずさぅしない 
場合は、斯かる從順性が存在しないか、或は斯かる社會的要求が設定されてゐなかつた爲と思は 
れる。祌經過敏の增進は文化の產物だといふ古來の言には少くとも琪资の半分が簡つてゐる。敎 
育と實例とは文化的要求を靑少年に敎へ込むものであるが、兩者が存在しないのに衝動排除0作 
用が行はれるものは原始的要求が遂に人間の有機的遗產となつたといふ假定を證明するものであ 
る。自發的衝動排除を行ふ子供は、それだけではただ文化史0一斷片を反復してゐるに過ぎぬ。 
今内部的沮止である所のものは曾ては外部的な、恐らくは時代の必要にょつて禁令された、阻 
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止であつた。故に今日の成人に對しては外部的な文化的要求であるものも、將來には內部的な排 
除素因となるであらぅ0 

H 敎育學的興味 

精神分析に對する敎育繆の最大の興味は旣に確證された一命題に支持されてゐる。卽ち、子供 
の精神生活0中に移人し得る者のみが敎育家とたることが出來るといふ命題である。私達成人は 
自己の子供時代を最早理解しないから子供を理解することが出來ない。私逮の子供時代0健忘は 
如何に私達がそれと疎遠になつてゐるかの證據である。精神分析は子供0願望、思考形成、及び 
進化過程を發見した。之に反して以前のすべての努力は不完全で誤謬に滿ちてゐた、といふのは 
それらが赀帘：な性慾的因子の肉將的精祌的擷現を全然無視してゐたからである。子供時代につい 
ての精神分析の驚くべき知識1ヱヂプス錯綠、自己愛(ナルチスムス)、倒錯、肛門性慾、性的 
好奇心についての I は私達成人0精神生活、評似、思艿過程と H 常兒宽のそれとの M の职離を 
無くしてしまつた。 
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もしも敎師が精神分析の成果を信じたならば、彼らは子供の發達の段階と融和するのが容易と 
なり、子供の社會的に不必要な、或は倒錯した衝動興想を、過當に評偾する危險を免れるであら 
う。もしも彼らが强制手段は屢々惡德の放任よりも惡結 m を生むといふことを知つたならば、こ 
れらの衝動を發力で抑鹏することを避けるであらう。外部から子供の强力な衝動を黎力的に抑跶 
しようとする企ては決してそれらを消滅させたり克服させたりするものでなく、却つて後年の神 
經症への傾向を作る排除作用を助けるものである。精神分析は屢々無目的無洞察でただ嚴格なば 
かりの敎育が如何に神經症の起因となるか、また無理强ひの正常性が努力能力と快感能力との如 
何 に 多くの損失を犧牲にして得られ3ものであるか、を M 察する機會を得た。しかしそれはまた 
子供の非社會的倒錯的衝動が若しも排除されないで所謂昇華によって最初の目的からより價俽あ 
る e 的へと指導されたら ば、 性格形成に如何に贵 m な貢獻をすることが出來るかを敎へる。私達 
の最善の德も反動形成及び#華として最惡〇土襃の上に成長したのである。敎育はこ0贵重な力 
の源を保 誰し、 諸精力が順調に進行する過程を促進するだけに甘んじなければならない。私達が 
神經病者の個人的豫防法から期待し得ることは、精神分析に啓發された教育家の心持次第で如何 


にでもなるのである(チユウリツヒの牧師オスヵア••フフイステルの著作を參跟せょ) 

私はこの論文の中で精神分析の範 固、 內容 、薦、問題、 成 f 科11す1が 
介し ょぅとは 思はなかつ た。—、 それが如何に多くの知1域に對して興味が— か、 それ* 
それら Q 問に如何に_な關係嘉出し始めてゐるか、晶かにさへすれば私の窗は达せらィ 

たのである。 
















































し^',： 










: . fc 
























- : 




\ 


































K 印 B 二 fl 九年五和 K 
tYQH 五 fl 九年五扣昭 


英良保久 我衮譯 


雄鐡舫北杏行發 

ーノニ k 小川今 Km 劣市か}! 


郞太源本山若碉印 
〇 W 町 W ： i£JRE 込牛市京 S! 



定價金赍回五拾錢 


快感原則の彼岸 


發行所 


朿炕市神田區 
今川小路ニノ ー 


アルス 


i~SI 


饿話九段 

振籽 3K 京二四八八八番 

















pr【ixKMVBmfn snsmuMBunuuiuB 

と精のる倒 
は _ 新大せ 
i 何/學謄し 
ぞ分說奇め 

や祈！拔た 



r 鳳 u 羼麓靂霣 ua 霣薦】 

■ ■臆 n ■• 霣 ■■ini 1 ■ ucAjmmnmMflBBtB 

神如界全見 | 

のくを歐よ1 
如搅惡洲 • \ 
く亂魔の _ 
驚しの學め 

m 

1¢ 

\と蹀箸祖ざ調酹の解 

S をとにフれと樂 精 明 

S 與乾し 口 ばすで神せ 

5 へ操てイ眞るあ病る 
s てと安ドに鸹ろの新 
\ゐを田博鮮舣原心 
f ろ打氏士決の因理 
: 。破のがす問今を學 
し譯そろ題後分で 
恰筆の事はの析あ 
もは眞は 1 吝しろ 
探流髓不こ咢 J 。 
偵鞘の可の、適こ 
小に最能精美切は 
說しもで神術な i 
をて平あ分-ろ狂 
讀正易ろ析 M 療叙 
: む確に。の气法、 
が•詳本方凡をヒ 
^ 如一述寄法そ明ス 
= き般しはを人示テ 
： 怪學た本用間せリ 
: 奇究快學ふ精る 1 

s と逛心說ろ神煨> 
興のののにを新一 
味雖名始非基の切 

分 

析 

入 

門 

安フ 
田口 

德ィ 
太ド 
郎原 

5 贤皱 

寫珙近き皰ろろこ | 
V で 親哲と驚心は 莫 
處あ相學 をく 理 i S 
女ろ 姦で 同べ 硏人 S 
m °錯あ時き究間 1 
綜こ綜ろに恐の行！ 
•は禅。忌ろ結偽 s 
夢；精こ 憚べ晶の 1 
の恐神はなき で僻 S 
奇 t 布と：く潜あ誤 S 
怪假性勃嗞在ろノ 1 
性面慾起露 窓°夢§ 
' 、と 恐し識この i 
罪催の怖 人のは 諸 1 
惡眠關、間摘：•找 g 
意情聯中内發人鈑 g 
識態交絕 奥で 間を； 
等、錯性世あの分 I 
精死を交界 6 現析 g 
神の立、の。赏闞 S 
作 魚 證潜風こ生明 I 
用徵す在をは活す 8 
の、 る的示：•をる g 
神詩赉同す神左微 i 
祕的驗性新と右妙 
を 描科愛し惡 すな 














落の 精神分析 





p 


フ镄 

正 

木 

イ 

不 

ド 

如 

原丘 

著譯 


^unmlmlmnnnlimnl 


\/s^\/\/XJ 


フロィド精神分析大系第九卷 


^s^s^\/\J\c3(Mrs/yr\/y\c/\y\/y7yMyr 


□フ n イドは在來の精神科學の拜殿を見捨て、民衆の中に精神分析 
のビルデ イングを 建設した。そしてそのビルデイングの一半を彼は 
「笑の源」のために提供してゐる。「人類は疲勞を知らざる芋樂の探求 
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しい程の引例を以つて解說してゐ る。. 

〇譯者 また、 锊學者にして文藝家•文藝家にして醫學者なる藍し適 
役の正木 不如斤 氏、その譯文の流麗5 は 言はず もがな、 茲に完■缺 
くところなき 邦語 譯を 諸君の ライブラリ I に 捧 ぐ。 
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古來罂者も贸人も科學#も一指だに染め得なかった奇怪な 
夢の世界も、ブロイドの精神分折によつて初めて明にされ 
た◦夢は五臓六腑の疲れか性慾の爆發か？興—々たる夢 
の研究を i に見よ。 
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われわれは、日々にかうして生きてゐる〇生きてゐること 
が果して限りなき歡びか、堪へ難い悲しみか I 之に明快 
な解答を與へることは、けだし至難な祺に靥しよう。然し 
生きてゐること"生活してゐること、それは一つの大きな 
琪茛 UO よし永久不隳の辉理でないとしても、現質如 S の 
眞理： UO この事跹、この眞理を"どうしたらいいと言ふ 
のか*いかに解明したらいい0か0——ここに思瑢が生れ 
る、 哲擧が生れる。わがフィ t テは彼の深遠な琪說を通じ 
て吾々に具に啓示してくれた。馈疑より知識へ、知識より 
信仰へ*こ n 以外に思索の途は斷じてありぇない。 

本拼は迷へる羊に婦り行く魂の故郷を软くる取锵である。 
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的解放時代 

正し§性生活を生活ゼょ 

女から女へ、男から男へ移り行く能 
滿逸樂の徒は讀むな。性生活に對す 
る不安と苦惱を除き幸福と喜悅を求 
めんとする 者は 讀め！ 

筆者は悉く各部門に於ける世界的權 
威、忠實なる學術的資料に基く眞摯 
なる硏究論文である 
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性生活の破産を防止せょ！ 

ift て率 Qvlt : 云^1 — 

悲慘なる結婚破淹の原因は當眾贲 fin に於ける「性的無智」が 
負ふべき m 大なる資任だ！ 

本普は混亂せる現代性生活に對する唯一の結婚經典だ。性愛 
の神祕に代ふるに公明なる科舉を以てし、隱蔽に代ふるに葬 
露を以てし、不滿に代ふるに滿喫を以てし、悲哀に代ふるに 
歡喜を以てせる夫婦愛結合の祕銥だ。 
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rc . c.GCP j とは 何 か？^^でも 陰語で もない0 
勞牋ロシャの略語で ぁる。 

ぼ一の C は「聯邦」第二の C は「サウ Hf 卜」第三の C は 
「社會主義」そして敁後の P は「共和國」 つまり『サウ X f 
卜社»^:義共和_聯邦」の意でぁる。 

本書に收めた無數の寫眞版は、治んど 
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露®亞は果して 

地上の樂園 か？. 現實の地獄か？ 

現 在の サゥエー ト •ロシャをユートビ7 と見る 人も、 地訣と 見る 
41、 本畨に描き出された生々 しい生ける 事： ^に 直而するの勇氣を 
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疑問 cop の 正體を忌憚な く 孫 m した 空前の 快 箸で ある 〇 
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